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* 一
「はくしもんじゅう」と呼び習わされているが、神鷹徳治氏の『白氏文集は〈もんじゅう〉か〈ぶんしゅう〉か』 （游学社、二〇一二年一二
月）によって江戸時
代までは「ぶんしゅう」であり、 「もんじゅう」は明治時代後半以降に誕生した読み方であることが解明された。よって本論は「ぶんしゅう
」の読みに従う。
* 二
太田晶二郎「白氏詩文の渡来について」 『國文學
解釋と鑑賞』二一‐六
至文堂、一九五六年六月
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????
?????????
『白氏文集』
* 一
は、中唐の文人官僚・白居易の詩文集である。白
はくしぶんしゆう
居易、字は楽天、太原の人。日本においてはしばしば白楽天と字をもってよばれ 。七七二年（大暦七年）に生まれ、八四六年（会昌六年）に没す。
日本文学に古くから広範な影響を与えた漢籍として、 『白氏文集』
は『文選』と並ん 代表的なものである。その伝来は平安前期、仁明天皇の承和年間（八三四‐四八年） 頃である
* 二
。そしてひとたび
渡来するや平安時代を通じて大いに愛好 れはも や、上流階級の基礎教養ともい いほどだ。 『和漢朗詠集』に収録される漢詩では白詩が群を抜いて多数であり、 『千載佳句』に てその方向は強まった。
鎌倉時代より下ると、五山の僧たちからはじまって李白・杜甫・韓
愈など他の作者も読まれるようになり、 『白氏文集』はその圧倒的な地位からは退くこととなる。だがそれは決して影響力を失ったことを意味しない。白氏の作品を収めた諸伝本が各時代に存在していることが示すように、また、各時代の作品に白氏の詩文の引用が見られるように、脈々と読み継がれ、影響 与え続けてきた。
だが、読み継がれてきたテキストが同一のものかといえば、そうで
はない。比較すれば、相互に魯魚の誤を超えた異同が見いだせるテキスト群が存在するのである。
本章では『白氏文集』諸本の分類と展開について述べ、筆者の視点
を明らかにする。
?? ???????????
『白氏文集』の諸テキストは、花房英樹氏、太田次男氏をはじめと
する先学の手によって、以下のごとく整理さ ている。・旧鈔本系：遣唐使お び留学僧によってもたら れた唐鈔本、ある
いはその日本において重写されたもの あって、唐代の旧態をうかがえるもの。前後続集の編成をもち、本文内容とともに、最も成立当初の姿に近いと考えられ いる。
・刊本系：宋代（南宋）に発達した木版によって印刷された、宋刊本
を祖本とする系統。前詩後文の編成をもち、旧鈔 とは本文が大きく異なる。
・単行本系：別集『白氏文集』とは独立して行われた民間流布本。中
国では白居易在世中から流布したようであり、 盛行ぶりは元稹の 「氏長慶集序」や、作者自身による「白氏集後記」などから窺うこと
* 三
神鷹徳治「那波道円元和４年（１６１８）刊
古活字版『白氏文集』 」 （ 『図書の譜
明治大学図書館紀要』第一〇号
二〇〇六年三月）
* 四
第六章「慧萼と蘇州南禅院本『白氏文集』の日本伝来――会昌四年識語
を読み解く――」では、白居易は従来の説と異なり誅殺されているの
ではないかという見
方を示した。この説によると、各地の寺院に納めた文集は、武宗の仏教
弾圧で仏寺が毀たれる中で散逸し、中でも成立したばかりで流布範囲
の広くなかった続後集五
巻は現存する第七一巻所収の作品を残して亡んだと考えられる。
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ができる。日本においては『日本国見在書目録』に「劉白唱和集」が載るのが最古の例で、また単独で行われた「新楽府」や、有名作品の法帖、また「歌行詩」と総称される、長恨歌・琵琶行・野馬台詩を収めた本などがある。人気のある作品を抜粋編集したという性格が強く、本系統には、旧鈔本系本文をもつものも刊本系本文をもつものも存在する。
??????
『白氏文集』は、長慶四年（八二四）に元稹によって編纂 た『白
氏長慶集』五〇巻を嚆矢として、六次にわたって編纂が行われたことが分かっている。この編纂は白居易自身の手になる。以下、年代順に整理する。１．長慶四年（八二四） 『白氏長慶集』五〇巻元稹（元微之）編２．太和元年（八二七）
六〇巻本
東林寺（江州）に奉納
３．開成元年（八三六）
六五巻本聖善寺（洛陽）に奉納
４．開成四年（八三九）
六七巻本
南禅院（蘇州）に奉納
５．会昌二年（八四二）
七〇巻本
内訳は前集五〇巻 『白氏長慶
集』に相当）後集二〇巻
６．会昌五年（八四二）
七五巻本（ 『続後集』が加わる）
第二次から第五次までは、 『長慶集』に付け加える形で編まれた。
その追加分は、白氏自ら『後集』と命名した。
第五次以降に加わった分を、白居易は『続後集』と命名した。現存する『白氏文集』で最も巻数の多い南宋刊本や那波本は、七一
巻である。この点については、神鷹徳治氏の論
* 三
に
恐らく七〇巻本が主体となり、 晩年の〈続後集〉五巻の作品の内、
その大半はいつしか散乱し、刊本編集の折、僅かに残存していた作
ママ
品が一巻として蒐集され、 七〇巻 えられたの あるま か。
とある。陳
翀氏の『白居易の文学と白氏文集の成立』 （勉誠出版、二ちゆう
〇一一年四月）
* 四
を見るとき、神鷹氏の言は実態をよく捉えている
のではなかろうかと思われる。
旧鈔本は、前後続集の編成をもつことと、刊本とは異なりが多い本
文によって特徴づけられ、それは成立当初の面影を今日に伝えている
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のである。
さて、増補を経て原『白氏文集』 （当初は『文集』という題であっ
たと考えられてい が、いま便宜のため「白氏」を付す）が成立した唐代は、写本の時代である。開成石経の例が示すように重要な典籍は石に彫られ、永く保存されることを期したが、これは例外である。また、木版印刷も存在しては た 経書・史書・詩文集など中国文化の中核を担うような大部・本格的な書物はいまだ刊行さ ず、もっぱら暦のような一枚物、あるいは仏典・字書のごとく需要があり数多く作成する必要があったものに限 ようである。
白居易は自作の盛行ぶりについ 「白氏集後記」 に書き残している。
そこには元白唱和因継集・劉白唱和集・洛下遊賞集と う単行本系の題が並ぶが、これらも写本で行われていた であろう
日本にもまたこれら単行本系の本は将来 れており、日本国見在書
目録には杭越寄和詩集が著録されている。
白居易はまた、自作を後世に残すことに執心していた。集有五本、一本在廬山東林寺経蔵院、一本在蘇州禅林寺経蔵内、一本在東都勝善寺益塔院律庫楼、一本付姪亀郎、一 付外孫談閣童、於家伝於後（集に五本有り、一本は廬山東林寺経蔵院に在り、一本は蘇州禅林寺経蔵内に在り、一本は東都勝善寺益塔院律庫楼 在り 姪の亀郎に付す、一本は外孫の談閣童に付す、家に伝えて後にす）
というように、 「白氏集後記」に記すだけで五本、しかも日本・朝鮮
にあるもの、 両京の人士の家にあるものはここに記さないとしている。
かくのごとく後世に伝えようとした原『白氏文集』であるが、いま
はことごとく滅びて見ることはできない。我々が目にすることができる唐写本『白氏文集』は、燉煌の壁中に偶然残った一本（ペリオ文書五五四一一号）のみである。
では唐写本の系統は滅びたのかといえば、そうではない。日本に残
る旧鈔本系諸本は、唐写本 こそないが、それをもとに日本で書写された本、あるいはその重鈔本である
。この中で最も巻数が多く有名な
のは金沢文庫旧蔵の「金沢本」であるが そのうち七巻分の元奥書には、唐・武宗の会昌四年（八四四）三月から五月にかけ、蘇州南禅院において入唐僧の慧萼（恵萼とも）が書写した旨記されている。この書写について 、陳翀「慧萼と蘇州南禅院 『白氏文集』の日本伝来――会昌四年識語を読み解く――」に詳しい。
旧鈔本系本文は、原編成と良質な本文を今に伝えている ではある
が、そのテキストには三つの問題が存在する。
一つは、完 が存在しないことである。現存旧鈔諸本の中で最も巻
数が多いのは金沢本だが、二七巻を伝えるのみである。その中 、巻三・四は江戸時代の補 の補写によるなど、一本 中にも書 に関わる問題 あり、使用する際 注意を要する。
第二に、 白居易自身による改訂が行われていたであろうことである。
「詩解」 （巻五三、花房番号二三四五）には「旧句時時改」とあまた、 『白氏文集』も六度にわたる編纂 行われてい 自作を文盲の老婆に読み聞かせ、難解な語句を改めたと言われるほど表現にこだわり、 「詩魔」と呼ばれた白居易であれば、この際 自身の手によって推敲がなされていた可能性は想定できるであろう。そし 、それが
* 五
修文殿御覧である。
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現存旧鈔本間の異同につながることも考えられる。
第三に、書写時の誤りである。新楽府、長恨歌、琵琶行など、現存
するテキストが多い場合には校訂できるが、そうでない場合は困難を極める。 佚文の蒐集は継続的に行われており 復元 き 作品もある。
このような内部的問題をもちつつも、旧鈔本系テキストは 刊本系
テキストとは断絶とも言うべき異同がある。また、後に刊本系テキストが主流となっても旧鈔本系は消滅しない（このことについては後述する） 。われわれが『白氏文集』を読んで字句の異同にぶ かるとき、旧鈔本は必ずその存在を想定せねばならない。
旧鈔本の本文とその受容については 太田次男『旧鈔本を中心とす
る白氏文集 文の研究』全三冊（勉誠社、一九九八年二月）がある。
?????
唐代を写本の時代と言うならば、次 宋代は刊本の時代である。こ
こに至って初めて四部に属する書物が本格的に出版されるようになる。
『白氏文集』が初めて上梓されたのがいつなのか、具体的な年月は
わからない。だが、藤原道長の日記である『御堂関白記』には文集』についての記述が現れるので手がかりになる
寛弘七年（一〇一〇年）一一月二八日条
癸卯、雨降、参内、行右大臣行幸、諸陣所ゝ有饗、 （中略）次御送物、摺本注文選。同文集、入蒔絵筥一双、袋象眼包（後略）
．
．．．．
．
．．
長和二年（一〇一三年）九月十四日条
十四日、癸卯、入唐僧寂昭（照）弟子念救入京後初来、志摺本文
．
．．
集并天台山図等（後略）．
寛弘七年には摺本注文選に続き「同文集」としている。 「同」の意
すりほん
味するところが問題となるが、御堂関白記では「文集」 「摺本文集」の用例がともにあり、わざわざ「同」と明 していることから、これは摺本注文集 読むべきであろう。
明確な「摺本文集」の記述は、その二年後、長和二年に現れる。宋
（北宋）の成立が建隆元年（九六〇年） 、南宋成立は建炎元（一一二七年）のことであるから、 の記事の「摺本文集」は当然北宋版である。これによって北宋刊本が一一世紀初頭には日本に渡来していることがわかる。いま北宋版はすべて滅んでいるが、 、この記録によって実在が確認できる である。
北宋版が、 同時代的に広く読まれたことは、 おそらくないであろう。
御堂関白記の寛弘 八月二九日条には
作棚厨子二双
立傍、置文書、三史・八代史・文選・文集（傍点
．
．
筆者） ・御覧
* 五
・道々書・日本紀具書等、令・律 式等具、并二
千余巻
* 六
陳捷「白氏文集の宋版諸本について」 『白氏文集の本文』白居易研究講座
六（勉誠社、一九九五年一二月）
* 七
今原和正 那波本――付四部叢刊本との校異――」 『白氏 集の本文』白居易研究講座
六（勉誠社、一九九五年一二月）
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とあり、 『白氏文集』が飾り棚に収められている姿がある。新来の中国の品物であったことから、秘笈深く宝蔵さ たと考えられ
現在「宋版」と呼ぶのは、中国国家図書館蔵の南宋の紹興年間（一
一三二‐一一六二）刊本である。現存する刊本系テキストで最も古い完本であり、同時に、中国に残るもっとも古い完本がこの紹興本である。同図書館は他にも不全本（紹興本より遡る）一 を有し、紹興本と異なる編成・文字異同が報告されてい が
* 六
、未だ目睹が困難な
本であり、研究資料として十分用いられているとは言いがたい。
これ以降の中国刊本は、旧鈔本とは異なる前詩後文の編成をもつよ
うになる。前半が詩、後半が文章 なる編成であ 。このような編成になった理由は、宋代における科挙 本格的な施行が理由の一つとして考えられる。白居易は文に巧みな官僚で 制・判・詔勅などを書いた。それは多くの受験生の参考書 なったであろう。政策をまめた「白氏策林」など、単行の本もある。だが、前後続集のままでは作品検索には不便であ ゆえに、編成をいちど解体し、詩・文を分けて編み直したのではないだろうか。
明の馬元調本、清の汪立名『白香山詩長慶集』 、白氏の代表的な刊
本はみなこれに従う。馬元調本 和刻本も刊行されてお 江戸時代における主流テキストであった。
ここで那波本に触れねばならない。江戸時代初期の元和四年（一六
一八年） 、日本の那波道円の手によって刊行された古活字版の一本である。朝鮮版の強い影響を受けて成立したこの本は、現在日本における『白氏文集』の標準的テキストともなっている。
那波本は本文に大きな特徴を有する。すなわち、文字を見ていくと
刊本系であるのに、編成は前後続集のままである、という点である。惜しいかな旧鈔諸本や紹興本などに付される小字の注を全て削去している（おそらく底本となった朝鮮版に倣ったのと、活字がなかったための処置と思われ ）が、現在完 が存在しない旧鈔本系の前後続集の編成を、七一巻完備した状態でうかがえる点で重要な本である。また、現在伝わ 那波 はその多く 書き入れがあり、しばしば旧鈔本系の文字を見る。中には旧鈔本が現存しない作品の校異が遺され いることもあり、本文研究上も貴重な資料を提供してい 。
那波本はまた、 『四部叢刊』に影印されたことから、しばしば四部
叢刊本を底本として引用されることがあ 。だが、四部叢刊本 は改竄が見られ が校勘記とともに報告さ ており
* 七
、使用すべき
ではない。現在那波本の完全な影印としては、宮内庁所蔵本を用いた下定雅弘・神鷹徳治編『宮内庁所蔵
那波本白氏文集』全四冊（勉誠
出版、二〇一二年二月）が刊行されており 今後 これを参照すべである。さらに、旧鈔 ・刊 を博捜した平岡武夫・今井清校定『白氏文集』全三冊（京都大学人文科学研究所
一九七一年三月）の校勘
* 八
藤本幸夫『日本現存朝鮮本研究
集部』 （京都大学学術出版会
二〇〇六年二月）および同氏「朝鮮刊本」 （ 『白氏文集の本文』
白居易研究講座
六（勉誠社、
一九九五年一二月）所収）* 九
太田次男『旧鈔本を中心とする白氏文集本文の研究』下巻（勉誠社、一九九八年二月）
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の底本としても用いられており、この点でも那波本は現在日本の『白氏文集』 研究において標準的テキストとして用いられているといえる。
那波本は、その編成・本文・装幀などから朝鮮版（整版）の強い影
響下にあると考えられ いる。朝鮮版には銅活字本（宮内庁所蔵） 、整版（日本・韓国で二〇本ほどが報告されている
* 八
）があるが、こ
れもまた淵源を辿れば南宋初期、あるいは北宋末の、唐代の色をまだ濃く遺した宋版の一本に由来すると考えられる
* 九
。
??????
単行本とは、これまで述べてきた別集たる『白氏文集』とは独立し
て流布する白氏の作品集の総称である。ゆえに、編まれた時期によってその本文は旧鈔本系に近い のから刊 系に近いものまで存在する。
『白氏文集』は別集として編まれる以前、白居易の在世中から独立
した本が流通し おり、白居易自身もそれを認識していた。 「白氏集後記」には詩人自身が元白唱和因継集・劉白唱和集・洛下遊賞集を挙げ、 『日本国見在書目録』には「劉白唱和 」が載る。そのほか法帖、歌行詩、新楽府のみの本など、時代とともにその数を増しており枚挙にいとまがない。日本の中世において これら単行本や抄物、類書に
引かれた白詩の影響は無視することができないが、 本文確定は難しく、典拠とする際には十分な検討を要する。
??????????
『白氏文集』には、大別すると旧鈔本系テキストと刊本系テキスト
が存在していることを述べた。まず旧鈔本系テキストがあり、後に刊本系テキストが成立する。
中国においては、刊本が成立すると旧鈔本は亡んでしまう。現在目
睹できる中国の唐代写本『白氏文集』は燉煌本 みであることは先述の通りである。
日本においても同様の傾向が見られる。鎌倉時代まで 旧鈔本系が
主流であり、 室町時代を通じて需要の中心となる本文が交代していき、江戸時代になると刊本系が主流となる。ただ中国 異なるの 、主流となるテキストが交代しても古いもの――旧鈔本が残り続けるということである。それは中国文化を尊重する風潮や、家学の証本として伝わったこと、古筆として鑑賞されたものがあること、様々な要因が重なって保存されてきたものである。この、新たなテキストが将来さても旧来のテキストが残ることをテキストの「並存」化 したい 例えば、以下に示す筆者架蔵の七徳舞法帖は、江戸時代後期（文政十年
- 7 -
：一八二七年写）書写にかかり、刊本主流の時代にあって旧鈔本の本文を遺すテキスト並存の例である。 □で囲んだ文字が異同箇所を示す。底本の改行はママとし、改丁は空白行で表した。
旧鈔本系
刊本系刊本系
法帖
神田本
紹興
那波本
七德舞
三木
武部令佐毫武部令佐箋
七德舞美撥乱陳王業也七德舞 歌傳自武德至元和〃〃小臣白居易觀舞聽歌知樂意樂終稽首陳其事太宗十八舉義兵白髦
髦旄
旄
黃鉞定兩京擒充戮竇四海清二十有四王
王功
功
業成廿有九即帝位卅有五致太平功成理定何神速〃在推心置
人腹亡卒遺骸散帛收飢人賣子分金贖魏徵夢見子夜泣張
子夜
天子天子
謹哀聞辰日哭怨女三千放出宮死囚四百來歸獄剪鬚燒藥賜功臣李勣嗚咽思殺身含血吮瘡撫戰士思摩奮呼乞效死則知不獨善戰善乘時以心感人〃心歸尓來一百九十載天下至今歌舞之歌七德舞七德聖人有作垂無極豈徒耀神武豈徒誇聖文太宗意在陳王業〃〃艱難示子孫
七德舞
三木
文政十丁亥年
* 十
金木利憲「藤原定家『奥入』所引の漢籍―『白氏文集』を中心として」 『白居易研究年報』第十号、勉誠出版、二〇〇九年一二月
- 8 -
鳴神月廿六日寫附神楽月二十八日舉畢
??????????
『白氏文集』は、渡来するやそれまで日本で大きな勢力を持ってい
た『文選』に替わって漢詩文受容の中心を占めることになった。その影響は和製漢詩、和歌、物語、絵画など日本文化のあらゆる方面に及んでいることは、すでに各家が論じられているとおりである。
白氏の影響を強く受ける日本文学作
品としてまず想起されるのが、
平安女流文学の雄である『源氏物語』であろう。単なる詩文 引用にとどまらず、物語の筋立てや人物造形にまで白詩が深 影響を及ぼしていることは、例えば日向一雅『源氏物語の準拠と話形』 （至 堂、一九九九年四月）が論じている。
源氏物語に『白氏文集』の影響が見られ こと 現存 最初の
注釈書である藤原伊行『源氏釈』以来指摘されてきたことである だが、旧鈔本と刊本 いうテキストの違 をもって明確に論じたのは、丸山キヨ子氏が最初である。氏は『源氏物語 白氏文集』 （東京女子大学学会 一九六四年八月）において、葵巻の「ふ き枕ふるき衾れとともにか」について論じた。従来 通行本（氏が挙げたのは汪立名本、四部叢刊本、全唐詩、唐詩解など、すべて刊本系に属する）ある「翡翠衾寒誰与共」を元に られていることに疑問 抱き、平
安時代の原型を求めて金沢本・管見抄・三条西家本・那波本・宋本・馬元調本など旧鈔本・刊本をともに含む二二本を調査し、 「ふるき枕ふるき衾」の典拠が旧鈔本系本文の「旧枕故衾」であることをあざやかに剖出した。
筆者は以前、藤原定家（一一六二‐一二四一年）の源氏物語注釈で
あり、天福元年（一二三三年）ごろ成立の『奥入』を調査したが
* 十
、
ここに引かれる『白氏文集』もまた旧鈔本に拠っている。
時代が下って『弄花抄』の永正七年（一五一〇年）の紀年をもつ「私
云」には、
長恨歌唐本には多く、鴛鴦瓦冷霜華重
翡翠衾寒誰与共とあり、
旧枕古衾とあるは和本の義にやおほつかなし。私云古文真宝所載翡翠衾寒云々、白氏文集第十二唐本引勘之 旧枕故衾誰与共云々尤叶源氏之心。
永正七七三記之
とあり、このときの「私云」の内容
は刊本系テキストに拠っているこ
とを知るのである。
本論第一部で取り上げる『太平記』は、一四世紀後半に成立して広
く人口に膾炙し、多く 伝本を生んだ。その本文は江戸時代、版本による通行本が成立するまで流動し、写本については一本一系統といってもよいほど異同が多い。しかし『白氏文集』 引用に限ってみていけば、天正本・教運本を除き諸本で白詩 引用する章段 ほぼ共通し
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ており、引用する文も送り仮名や宛字の差を注意深く取り除いて骨格をあらわにしてみると、おおむね一致している。その系統は旧鈔本の影響が強いが 刊本系や当時流行の単行本系テキストの文字も見え、新旧テキストが並存してい ことがわかる。 『弄花抄』に近い時代の今川家本（永正二：一五〇五年書写）でもここは同じである。
筆者は『白氏文集』の受容、とりわけ本文系統に興味を持つもので
ある。 『白氏文集』側における主流テキスト よびテキストの並存化現象がどのように日本文学作品に反映されているのか、それを解明したい。上記の例から、室町時代には新旧並存の引用文を つ『太平記』がある一方で、源氏物語の注釈において、明確に刊本系テキストの指摘がなされることがわかる。 「白氏文集第十二」という一文は別集たる『白氏文集』を参照しなければ書けな ものであり、三条西実隆がこれを目睹していたことを示す例である。
ここに、 「江戸時代には刊本系テキストが主流をしめるが、先に示
した文政十年七徳舞法帖のように一部に旧鈔本 文が伝存し いたことを考え合わせれば、室町時代において『白氏文集』のテキストは旧鈔本系から刊本系に主流が移りつつあった 、 おも旧鈔本の本文が用いられているという、 「並存」 状態 あったと考えられ それが日本文学に反映された一例が『太平記』であろう。
『太平記』は『白氏文集』本文が並存していた室町時代に成立し、
その後途切れることなく伝わり、 広く読まれ という点に特徴がある。途切れることなく伝本があるということは、その時点で読まれ いた代表的な本文がほぼわかるというこ であり、広く読まれたということは、需要も多く、同時代テキストの数も多いということであ 。
????????????
本論においては、第一部において『太平記』引用の『白氏文集』本
文について用字の面からテキスト系統の検討を行った。日本における『白氏文集』受容史研究の材料として『太平記』を用いており、あくまで筆者の視点は『白氏文集』の側にある。日本人は、和漢朗詠集などの名句名 集、明文抄、幼学指南抄などの金言集などさまざまなテキストを媒介にして白氏の作品に触れてきたが、淵源をたどれば旧鈔本系・刊本系の二系統のテキストにたどり着く。 『太平記』に現れる白氏詩文は物語を語る上で必要な形に変形され、また宛字、同訓同義字への置き換えなど 改編を被ってはいるが、なおも淵源をたどる痕跡を残している。受容史を考えるとき、テキスト系統はゆるがせにできない部分である。
視点を『白氏文集』の側に置きつつ、 『太平記』から『白氏文集』
の諸本へ、受容の方向を遡っていくことによって受容状況の一端を解明できるであろう。
第二部では、本文並存化期以前 作
品と、書き入れに対する問題を
扱った。
『奥入』の作者である藤原定家は、 漢籍についてもよく読んでおり、
とりわけ『白氏文集』を重視した は、歌論書『詠歌大概』 「文集第一・第二帙常可握翫」 （白氏文集 第一・第二 帙 常 握翫すべし）との言葉を残してい ことからよく知られ 『奥入』は一三種の漢籍を引くが、ここでは白詩に絞って述べることとした。
那波本『白氏文集』は、現在日本の『白氏文集』研究において最も
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標準的なテキストとして参照されていることは先に述べた。ここでは宮内庁本白氏文集巻三・四（新楽府）に施された書き入れの中から、本文異同に関わるものについ 取り上げ、考証を行う。
これらを合わせることによって、日本の『白氏文集』受容の特性を
導こうとするのが本論のねらいである。それは『白氏文集』研究、日本文学研究双方に資するところがあると考えるのである。
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???
?????????????????????
* 十一
増田欣『 『太平記』の比較文学的研究』 （角川書店、一九七六年三月）二九ページ
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???
??????
『太平記』 ・ 『白氏文集』ともに大きな作品であり、研究成果が蓄積
されてきている。本章では『太平記』研究における『白氏文集』引用の研究と『太平記』諸本の系統についての研究、現在の『白氏文集』と日本文学との関わりの論点を確認し、本論の立ち位置を明らかにする。
?? ??????????????????????
『太平記』と『白氏文集』のかかわりについての探求は、まず近世
において注釈的な研究の中で始まった。釈乾三の『太平記賢愚鈔 がそのはじめとなる。 この書物は、 識語と刊記によれば、 天文一二年（一五四三年）に成立し、慶長一二年（一六〇七年） 古活字版の一本として刊行されて る。成立から刊行ま 実に五四年を経ている。
ここには、おおむね百種の漢籍が挙げられており、 『白氏文集』も
その一本である。
一生空ク
白氏文集曰一生遂向空床宿秋夜長夜長無睡眠天不明耿
々残燈背壁影蕭々暗雨打窓声春日遅日遅独坐天難暮宮鶯百囀愁厭聞梁燕双棲老休妬鶯帰燕去情悄然春往秋来不記年唯向深宮望明月
東西四五百迴円今日宮中年最老云々
というように詩の出典を示す。後の巻になると『太平記』の語句を見出しに掲げることは少なくなって、直接典拠を箇条書きのように示すようになる。増田欣氏 「もともとは釈乾三が架蔵の 欄外や行間にほどこした書き入れをもとにして作成し、形式をじゅうぶんに整えないまま上梓 のでは いか いう印象が強い」
* 十一
とい
う指摘がこのことを酌んでいる。
次に挙げるべきは、世雄坊日性の『太平記鈔』である。賢愚鈔より
も項目が増え、指摘する漢籍も二百種を超える。その中から『白氏文集』を指摘する例を取り出せば、
一為君一日恩誤妾百年身
白氏文集第三ニ井底引銀瓶ト云所ニア
ル語ソ次句ニ云ク寄言癡小人家女愼而將身輕許人イツレモ是ハ女ノ身ノ 日ノ君恩ニヒカレテ一生空ク過シヌル事ヲ云タソ故ニ少キ女ナトハ輕シク人ニ吾身ヲ許スヘカラスト言ヲ寄タソ一龍門原上 苔ニ埋
朗詠ニ龍門原上土埋骨不埋名云々
是ハ題
元少尹集白楽カ作ナリ龍門ハ季寄云禹鑿通河水処広八十歩三秦記云龍門水懸船而行両旁有山亀魚倶集其下而不得上得上則為龍
というように、詩の出典に加えその簡単な解釈および語句の解説を付
* 十二
久米邦武「太平記は史学に益なし」 『史学雑誌』第一七・一八・二〇・
二一・二二号（史学会、一八九一年四・五、七‐九月）に対する論駁
である。
* 十三
後藤丹治、釜田喜三郎、岡見正雄校注『太平記』全三冊、日本古典文学大系三四‐三六（岩波書店、一九六〇年一月‐一九六二年一〇月）
* 十四
『太平記諸本の研究』 （思文閣、一九八〇年四月）第六章太平記の出典
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していることが見て取れる。単に白詩を指摘するのみならず、例えば「龍門」に対して『三秦記』を引き、いわゆる登竜門の故事にこの語が現れることを指摘する。 （この故事は『太平御覧』にも現れるがこれもまた『三秦記』を引い いる）これ 賢愚抄よりも一歩すすんだ解説といえ 。
明治以降において、近世的注釈から踏み出し『白氏文集』の影響関
係に新たな論を立てたのは、後藤丹治氏であった。氏の『太平記の研究』 （河出書房、一九三八年八月）前編の「太平 原拠論」では、 「久米博士説其他への再吟味と『白氏文集』 」
* 十二
として長恨歌・捕蝗・
売炭翁・八駿図を指摘する。釜田喜三郎氏、高橋貞一氏によって 用の指摘は増え、白氏詩文の影響がより広範囲にわたることがわかってきた。後藤氏 釜田氏は日本古典文学大系『太平記』全三冊
* 十三
の校
注者であり、その漢籍研究は頭注に反映されている。岩波大系の底本は通行本である。
これらの研究を承け、増田欣氏の『 『太平記』の比較文学 研究』
角川書店、一九七六年三月）が現れる。本書は出典論におけ 金字塔であり、現在に至る研究の方向性に大きく影響している。
増田氏は、 『太平記』を漢籍・故事の〈受容者〉と位置づけ、それ
に対する漢籍（史記・白氏文集）を〈発動者〉と位置づけ その上
で〈受容者〉と〈発動者〉をつなぐ〈媒介者〉を想定し、 〈受容者〉と〈発動者〉の関係を見据えている。そして、 「 〈受容者〉の研究」の下に「受容関係の把握」 （故事・詩文引用の出典の探求）と「受容事項の研究」 （ 『太平記』内部の表現において故事・詩文引用がどのように用いられているかの考究）を置く。つまり、典拠の探求と、それを用いた表現の考究とを明確に分けたのである。 これは高橋貞一氏が 「漢籍などでは直接にその典籍によつたか、或は間接 よつたかも考慮すべきである。 」
* 十四
と述べた点を言ったものである。
「 〈受容者〉の研究」について増田氏は以下の四点を挙げた。
（１）中国の古典に典拠を有する語句や漢詩句の引用（２）中国の古典にその事績の述べ 人物 名や事物の名目
の修辞的引用
（３）中国の古典に叙述されている歴史的もしくは伝説的事象の修辞
的引用
（４）中国の古典に叙述されている歴史的もしくは伝説的事象の説話
的叙述
（ （１）を語句の引用、 （２）～（４）をまとめ、故事 引用 している）
* 十五
長谷川端
校注・訳『太平記』全四冊
新編日本古典文学全集五四‐五七（小学館、一九九四年九月‐一九九八年六月）
* 十六
「 『長恨歌』 『長恨歌伝』と「楊國忠之事」――『太平記』作者の嚢中の漢籍考――」正続（ 『早稲田大学教育学部学術研究（国語・国文学
編） 』三九号、一九九
〇年一二月、続は同誌四〇号、一九九一年一二月）
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このうち、本論の主眼である『白氏文集』引用の系統考察は、 『太
平記』 研究の中から見れば 〈発動者〉 および 〈媒介者〉 の研究たる （１）に属する。 〈媒介者〉について、氏は次の三つを想定した。（１）作者が直接依拠した漢籍の本文系統（２）作者がその漢籍を受容するのに際して用いた注（３）作者がその漢籍を受容 際の訓法の
『太平記』の引く『白氏文集』テキストに限って言えば、増田 は
この３つのうち（３）の観点から〈媒介者〉に迫ろうとした。第二章第三節「 『白氏文集』の訓法と作者の学問系統」において、およそ八〇例にも及ぶ「新楽府」引用文の訓法を検討し、 『太平記』作者がいかなる系統の本文によって引用しているのか 追求 ている。そしそれは、旧鈔本 一本である神田本『白氏文集』 （氏は神田本太平記との混同を防ぐため、藤原茂明筆本としている。 ）に近いものであったろうと結論す 。それと同時に、 『太平記』 おいては直接 引用（影響）関係をみとめるのが困難 り、その理由は〈媒介者〉 つまり受容にあたって想定される経路が多岐にわたっ こと 述べている。
現在、 『太平記』全巻に亙って『白氏文集』を含む漢籍引用を述べ
た最新の研究は、新編日本古典文学全集『太平記』全四冊
* 十五
の注で
ある。 頭注という限られたスペースでありながら丁寧に網羅しており、元となった詩句の指摘も的確である。本書は天正本に拠り、欠巻を教運本で補っている。
加えて、各論ではあるが柳瀬喜代志氏の「 『長恨歌』 『長恨歌伝』と
「楊國忠之事」――『太平記』作者の嚢中の漢籍考――」 続
* 十六
で
は、 『太平記』最大の白 引用である楊国忠之事を題材として、 『太平記』の作者が参照した漢籍を考察してい 。
?? ??????????
『太平記』における『白氏文集』引用研究 、 『太平記』本文研究
とも切り離すことができない。引用する白詩詩文は、テキストが属する系統によって引用全体の数が増減するからである。
『太平記』は、成立してから江戸時代初期に版本となるまでは写本
として流通した。長坂成行氏の『伝存太平記写 総覧』 （和泉書院、二〇〇八年九月）では系統不明な零本まで含めちょうど一〇〇本が紹介されている。本書は書誌まで含め、膨大 調査によってなが、その解題を読むだけ も『太平記』諸 テキストは複雑に交雑
* 十七神田孝平旧蔵本に見られる切継補入が、最もわかりやすい形でこれを示している。これは古態本テキストに天正本系テキストを切り継いで挿
入している。
* 十八
蔵書印から、長く義輝本と呼ばれてきたが、小秋元氏の「国文学研究資料館蔵『太平記』および関連書マイクロ資料書誌解題稿」 『調査研究
報告』二六（国文
学研究資料館、二〇〇五年）および「国文学研究資料館所蔵資料を利用した諸本研究のあり方と課題――『太平記』を例として
(第二回
調査研究シンポジウム報
告
)」 『調査研究報告』二七（国文学研究資料館、二〇〇六年）によって印
文は「教運」と読むべきであると訂正され、現在は教運本と称してい
る。
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していることが読み取れる
* 十七
、一本一系統とすらいえる。
『太平記』諸本研究は、水戸藩の彰考館で編纂された『参考太平記』
をそのはじめとする。ここでは今日の諸本研究上重要な、巻二十二の有無を元に た分類方法も示されている。
近代以降の研究も、巻二十二の有無を基準として展開されてき 。
それは亀田純一郎氏、高橋貞一氏らの研究を経て、鈴木登美恵氏の研究によって長足の進歩を遂げた。
鈴木氏は、 「玄玖本太平記解題」 （ 『玄玖本太平記』五（勉誠社、一
九七五年二月）所収）において 巻二十二の有無に加え巻 分割方法をも基準に取り込んだ分類 して以下を提唱した。甲類本（三十九巻に分割し ゐる本。則ち 第二十二を欠く四十
本）
神田本系（神田本）玄玖本系（玄玖本・松井本・真珠庵本）南都本系（南都本・内閣文庫本・東教大本・相承院本・簗田本・正
木本）
西源院本系（西源院本・織田本）
乙類本（甲類の巻第二十六・二十七の二巻 相当する部 三巻に分
割して、全体を四十巻に分割してゐる本）
毛利家本系（毛利家本）前田家本系（前田家本）吉川家本系（吉川家本）米沢本系（米沢本）梵舜本系（梵舜本・神宮文庫本・天理本）流布本系（古活字 ・整版本の類
丙類本（甲類の巻第三十二相当部分を二巻に分割し、甲類の巻第三十
五のうちから所謂“北野通夜物語”を別に一巻として巻第三十八に当て、更に甲類の巻第三十六・三十七の二巻を併せて一巻として、全体を四十巻に分割してゐる本）
天正本系（天正本・義輝本
* 十八
・野尻本巻第三十以前）
丁類本（甲類の巻第十四から巻第十八までの五巻に相当する部 を七
巻に分割して、全体を四十一巻に分割してゐる本。及び、甲類の巻第十四から巻第十八までを七巻に分割した上、甲類の巻第三十八・三十九・四十の三巻を四巻に分割して、全体を四十二巻に分割してゐる本）
京大本系（京大本・豪精本・釜田本巻第二十三以前）
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今日、 『太平記』諸本研究においては、鈴木氏の甲乙丙丁四分類法
が最も広く行われており標準的な分類となっている。 現在もっとも 『太平記』の写本諸本の書誌を蒐めたカタログである『伝存太平記写本総覧』 においては、 鈴木氏の分類法を用いてこれを一層充実させている。『太平記』諸本を分類のどこに位置づけるかは今日もなお考察の対象となっており、長坂氏の分類も完全に固定したわけではない。研究の際には再度の確認 必要である。
?? ????????????????
従来、日本文学における『白氏文集』は、引用される本文がいかな
る系統、いかなる底本に基づくもの
かを解明すべく研究されてきた。
その基礎となるのが、 『白氏文集』諸本の系統分類であった。この
分野は、太平洋戦争後に諸家の秘笈が公開され、また混乱期にあって多くの良質な伝本が巷間に流出したために急速に進展した。中でも一九五五年に金沢文庫旧蔵本が公開されたことは、大きな意味を持つ。現存する旧鈔本系テキストで最も巻数の多いこの本は 入唐僧慧萼元奥書を有する確かな伝本であり、後代の捕写が加わるものの、本書によってしか残っていない旧鈔本系の作品も数 のである。
さて、戦後にあってこの分野に先鞭を付けたのは花房英樹博士であ
った。 『白氏文集の批判的研究』 （彙文堂 一九六〇年三月）第一部伝本批判において、版本の中に「前後続集 」および「先詩後筆本」（本論では「前詩後文」としている）という異なる編成がある点に着目し、前後続集編成は旧態を遺すものであるとした。さら 旧鈔 諸本へと筆を進め、それは唐代におけ 文集の旧を伝えるも だと論証
した。
また花房氏は、現在白居易の作品を論じる際に欠かせない作品番号
――いわゆる「花房番号」――の提唱者として特記される。前後続集・前詩後文の異なる編成を持つ『白氏文集』において、作品を特定することとその作品がどの本のどの巻に収められているかを特定することは調査の基本だが、全ての作品に番号を与え、主要な伝本のどこに収められるかを悉皆調査して一覧にしたことは、後に続くわれわれにとって得がたいこ であった。
この作品番号による諸本対照一覧は神鷹氏らによって更新され、い
ま最も完備したものは下定雅弘・神鷹徳治 『宮内庁所蔵
那波本白
氏文集』全四冊（勉誠出版、二〇一二年二月）の第四冊末尾に付さたものである。
旧鈔本系についての研究を更に推進したのは、太田次男氏であった
『旧鈔本を中心とする白氏文集本文の研究』全三冊（勉誠社、一九九八年二月）において、諸本を実見し
た上での厳密な校勘と分析の方法
論については同書下巻「古写本を覗く」に詳しい。氏 研究によって、旧鈔本研究の方法論と主要な現存作品はほぼ網羅されたと言ってよいであろう。
近年上梓された山田尚子氏の『中国故事受容論考
古代中世日本に
おける継承と展開』 （勉誠出版、二〇〇九年一〇月）は『白氏文集』を含む日本における漢籍受容について一石を投じ ものであっ 。
氏は序章で
古代から中世にかけての故事の様態に焦点を絞ると、 『文選』や
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『白氏文集』等、当時の日本人が自らの漢詩文作成のために参考としてきた漢籍の表現、及び、それに拠って製作された日本の漢詩文の表現と密接に関わるものであり、従って、当時の漢詩文 あり方全体を見据える必要が生ずる。そ 際、日本人が漢詩文製 のために中国から受容し、用いてきたさまざまな表現についても、故事の場合と同様に、日本において独自の漢語表現が醸成されていく、その過程を想定しなければならない。
と述べている。 「日本人が自らの漢詩文作成のために参考としてきた漢籍の表現」とは先の増田氏の定義する〈媒介者〉にあたり、 〈受容者〉たる日本人の表現は、 〈発動者
〉たる漢籍の中国とは異なる、日
本独自の解釈をもって表現されるので、 〈媒介者〉のプロセスを重視すべきであると 指摘であ 〈媒介者〉は多様になることから、従来日本文学・中国文学では、その重要性は指摘されつつもなかな 踏み込むことが きない領域であった 山田氏は日本人 中国故事の表現を論究するにあたって、そこに「新味と継承」――従来 籍解釈を踏まえた国風化のプロセスである――という論理を導入した。それは第八章の和漢朗詠集の故事表現研究 お て遺憾なく 揮され、同作品集で日本人が自作に詠み込んだ中国故事 典拠 、 『白氏文集』において白氏が自作の典拠 して用い 故事は同一のも が多いと指摘する。これは、日本人の漢籍受容に白氏が従来考えられているよりも深く関わっ いるということであり、今後重要にな くる視点であろう。
* 十九
花房番号については本論文一五ページ下段を参照のこと。
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???
??????????????????
????? ?????????
本章では付表の「太平記諸本校異一覧表」に基づいて、 『太平記』
が引く『白氏文集』本文の各用例についての考察をしていく。
「太平記諸本校異一覧表」は、 『太平記』中の白詩引用例と考えら
れる一三四箇所につき、①完本、あるいはそれ 近い室町写本であること②『太平記』諸本のうち甲・乙・丙の系統を網羅できること（丁類は
後出本文であることから、煩を避けるため割愛した。また参考のため江戸刊本を加えた）
③影印や、公開されたマイクロフィルム・紙焼き・電子媒体 、特別
の許可なく閲覧可能なテキストであること
を条件に一二本を抽出し、悉皆調査を行って引用例を一覧できるように整理した表である。配列は太平記の巻数順とし、用例番号を振って登場する章段名を付した また、 『白氏文集』との比較のため 引用元となった白詩の題名・那波本の巻数と花房番号
* 十九
を示している。
考察中に引く『太平記』および『白氏文集』の本文は基本的に以下
の方針によった。・表記は常用漢字 る。・合略かな（ヿなど）は通常のかなに開いた。・各項目見出しの『白氏文集』本文は那波本で代表させた。他テキス
トとの異同がある場合は考察内で述べることとする。
・ 『太平記』本文については、各本の記述が大きく異ならない場合は
玄玖本で代表させた。必要ある場合は随時他書を示す。
・第二節「各用例の校異・典拠および考察」の項目番号は「太平記諸
本校異一覧表」の用例番号と対応している。
・ 「神田本」は『白氏文集 、 『太平記』それぞれに同名の本がある。
混同を防ぐため、本論においては『白氏文集』を「神田本」あるいは「神田」 、 『太平記』を「神田孝平旧蔵本」あ いは「神田孝平」とした。
・用例採集にあたっては句の長短にかかわらず 白氏文集』が典拠
とできるものを網羅する方針とした。ただし巻
「地蔵替命之事」25
（玄玖本の場合）の「異香」もしくは「馨香」など、 『白氏文集』にも仏典はじめ他 作品にも用例がある場合は、典拠が確定できないので採らなかった。
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校勘に使用した資料は以下の通りである。???
甲類本
・玄玖本（影印） ：前田育徳会尊経閣文庫『玄玖本
太平記』全五冊
（勉誠社、一九七五年二月）一五五四年写？
略称「玄玖」
・神宮徴古館本（マイクロフィルム・紙焼） ：国文学資料館蔵、フィ
ルム
-
-
、紙焼
E1996
一五六〇年写略称「神宮」
62
5
1
・神田孝平旧蔵本（影印・翻刻）影印： 『神田本
太平記』全二冊（汲
古書院、一九七二年一〇月） 、翻刻： 『太平記
神田本』 （国書刊行
会、一九〇七年一二月）室町中期写
略称「神田孝平」
・西源院本（影印 翻刻）影印：黒田彰・岡田美穂編 西源院本
太
平記』全三冊（軍記物語研究叢書・未刊軍記物語資料集） （クレス出版、二〇〇五年 月） 、翻刻：鷲尾順敬校訂『太平記
西源院本』
（刀江書院、一九三六年六月）一五二一～五四頃写？
略称「西源」
・南都本（マイクロフィルム・紙焼） ：国文学資料館蔵、
-
-
、紙焼
E612
書写年代不明
略称「南都」
32
11
1
乙類本
・梵舜本（影印） ：古典文庫『太平記
梵舜本』全九冊（古典文庫、
一九六七年一月）一五八六年写
略称「梵舜」
・今川家本（陽明文庫蔵 ） （マイクロフィルム・紙焼 ：国文学資料
館蔵、フィルム
-
-
-
、紙焼
E2991
一五〇五年
略称「今川」
55
168
2
1
・米沢本（マイクロフィルム・紙焼） ：国文学資料館蔵、フィルム
-
-
、紙焼
E1128
書写年代不明
略称「米沢」
27
14
1
・毛利家本（マイクロフィルム・紙焼 国文学資料館蔵、フィルム
-
-
、紙焼
E611
一六〇三年以前写
略称「毛利」
32
8
1
丙類本（以下二本を総称して「天正本系」ということがある）
・天正本（マイクロフィルム・紙焼） ：国文学資料館蔵フィルム
-
-
、紙焼
E1436
一五九二年写
略称「天正」
32
13
2
・教運本（旧称：義輝本） （影印） ：高橋貞一編『義輝本
太平記』全
五冊（勉誠社、一九八一年二月）書写年代不明
略称「教運」
通行版本
・版本
寛文四年刊本の後印本
略称「版本」
????
刊本系
・那波本（影印） ：下定雅弘・神鷹徳治『宮内庁所蔵
那波本
白氏
文集』 （勉誠出版、二〇一二年二月） 。影印底本は元和四年那波道円刊、古活字版、七一巻 宮内庁蔵。
略称「那波」
・紹興本（影印） ： 『白氏文集』中華再造善本（北京図書館出版、二〇
〇三年一二月） 。影印底本は宋・紹興年間（一一三一‐六二）刊本、七一巻、中国国歌図書館蔵。
略称「紹興」
・馬元調本（明治大学図書館蔵：万暦三四（一六〇六）年序刊本、七
一巻）
略称「馬本」
・汪立名本（明治大学図書館蔵： 『白香山詩長慶 汪氏一隅草堂、
康熙四二年（一七 ）序刊本、二〇巻）
略称「汪本」
・文苑英華（影印） ： 『文苑英華』 （華聯出版社、一九六七年五月）
影印底本は明・隆慶元年（一五六七年）刊本。略称「英華」
・朝鮮整版本（大阪府立中之島図書館蔵）
略称「朝鮮整版」
旧鈔本系
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・金沢文庫本（影印：川瀬一馬監修『白氏文集
金沢文庫本』全四冊
（大東急記念文庫、一九八三年一〇月～一九八四年六月） 。影印底本は寛喜三年（一二三一年）豊原奉重等写本、大東急記念文庫蔵。略称「金沢」
・神田本（影印） ：太田次男・小林芳規『神田本白氏文集の研究』 （勉
誠社、一九八二年二月） 。影印底本は嘉承二年（一一〇七年）写本、現在は京都国立博物館寄託。
略称「神田」
・管見抄（紙焼） ：国立公文書館蔵
永仁三年（一二九五年）写本
略称「管見」
・正安本（影印） ： 『長恨歌
正宗敦夫文庫本』ノートルダム清心女子
大学古典叢書（ノートルダム清心女子大学・福武書店、一九八一一〇月） 。影印底本は正安二年（一三〇〇年 写の長恨歌伝・長恨歌のみの写本
略称「正安」
・上野本（平岡校本） ：平岡武夫・今井清校定『白氏文集』全三冊（京
都大学人文科学研究所、一九七一年三月）校勘を参照。底本は建保四年（一二一六年） 、巻四のみの写本、上野精 氏旧蔵。
略称
「上野」
・東洋文庫本（平岡校 ） ：同右。底本は鎌倉初期写嘉吉三年（一四
四三年）移点の巻四のみ 写本、東洋文庫蔵。
略称「東洋」
・猿投本（平岡校本） ：同右。底本は観応三年（一三五二年）写、巻
三のみの写本。
略称「猿投」
・時賢本（平岡校本） ：同右。底本は元亨四年（一三二四年）藤原時
賢写、巻三のみの写本、宮内庁書陵部蔵。
略称「時賢」
・高野本（平岡校本） ：同右。底本は鎌倉時代写本、高野山三宝院蔵。
略称「高野」
・要文抄本（平岡校本） ：上野本に同じ。底本は『白氏文集要文抄』 、
建長元‐文永一一年（一二四九‐七四年）宗性写、東大寺聖語蔵分蔵。
略称「要文」
単行本系
・歌行詩本（影印） ：長澤規矩也編『和刻本漢詩集成
唐詩』第十輯
（汲古書院、一九七四年一一月） 。影印底本は元和末刊の三巻本。略称「歌行」
・白氏諷諌（影印） ：中華書局上海編集所編集『白氏諷諌』 （中華書局、
一九五八年一二月） 。影印底本は武進費氏の覆宋本。
略称「諷諌」
・奥田松菴本（影印） ：長澤規矩也編『和刻本漢詩集成
唐詩』第
十輯（汲古書院、一九七四年一一月） 。影印底本は慶安三年片山舍正刊本。
略称「奥田」
平岡校本について：上野本・東洋文庫本・猿投本・時賢本・要文抄本・高野本についての校勘は、平岡武夫・今井清校定『白氏文集』全三冊（一九七一年三月、京都大学人文科学研究所）を用いた。太田次男・小林芳規『神田 白氏文集の研究』 （勉誠社、一九八二
年二月）は、新楽府について詳細な校勘記を付している。
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???????????????????????
１．雨飛蠶食千里間、不見青苗空赤土。 （中略）是時粟斗銭三百、蝗
蟲之価与粟同（雨飛蠶食す千里の間、青苗を見ず空しく赤土あり。 （中略）是の時粟は斗ごとに銭三百、蝗蟲の価は粟と同じ）
旧鈔本系、 「是」を「此」に作る。新楽府「捕蝗」をほぼそのまま引用する。各本大きな異同はなく、
原詩の異同もない。原詩は飛蝗によ
る飢饉を描くが、その箇所は省略
し、飢饉の記述のみを取り込んでいる。２．梨花園中冊作妃、金雞障下養為児
（梨花園中冊して妃と作し、金雞障の下養って児と為す）
新楽府「胡旋女」より。新撰朗詠集・伎女に引かれる句。各本大き
な異同はなく、原詩の異同もない。原詩では安禄山が養子になる設定だが、ここでは下にも置かず扱われたこと 示す記述。３．一生遂向空房宿。秋夜長、夜長無寐天不明、耿耿残燈背壁影、蕭
蕭暗雨打窓声。春日遅、日遅独坐天難暮（一生遂に空房に向かいて宿す。秋の夜長し、夜長くして寐る無く天明けず、耿耿たる残んの燈の壁に背けたる影、蕭蕭たる暗き雨の窓を打つ声。春の日遅し、日遅くして独り坐すれば天暮れ難し）
新楽府「上陽白髪人」の引用。梵舜・神田孝平・神宮・天正・毛利
「皓皓」 、西源・教運・版本・今川「皎皎」 、玄玖・米沢「耿耿」 。原
詩は「耿耿」 、諸本間異同なし。原詩の意をくみ帝の寵愛薄いさまを描く。和漢朗詠集・秋夜に引かれる句。４．人生莫作婦人身、百年苦楽由他人
（人生まれて婦人の身と作るなかれ、百年の苦楽は他人に由る）
新楽府「大行路」の引用。諸本「勿」 、玄玖「莫」 。原詩は「莫」 、
諸本間異同なし。駆け落ち同然に家を飛び出した女がその後転落し、自らの軽率さを後悔して放った言葉。ここでは寵愛薄く思う様にならない現状を嘆いての言葉である。５．廻眸一笑百媚生、六宮粉黛無顔色 後宮佳麗三千人、三千寵愛在
一身（眸を廻らせて一たび笑めば百の媚生る、 六宮 粉黛は顔色無し。後宮の佳麗は三千人、三千の寵愛は一身に在り）
「長恨歌」の引用。楊貴妃の寵愛に三位殿の寵愛ぶり重ねて描く。
後宮の女性を「三千」と総称する記述は『太平記』に頻出する。６．三夫人九嬪二十七世婦八十一御妻曁後宮才人楽府妓女
（三夫人、九嬪、二十七の世婦、八十一の御妻、曁び後宮の才人、楽府の妓女）
「長恨歌伝」の引用。 『太平記』諸本では「曁」を「及」に作るも
のが多いがともに訓は「オヨヒ」であり理解には問題ない。原詩では宮中の数多くの美女たちも帝の意を惹けないさまを述べる。ここでも同様の使われ方である。今川・米沢・天正・教運「楽府ノ妓女」を欠く。
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７．春宵苦短日高起、従此君王不早朝。承歓侍宴無閑暇、春従春遊夜
専夜。後宮佳麗三千人、三千寵愛在一身。金屋粧成嬌侍夜、玉楼宴罷酔和春。 姉妹弟兄皆列土、可憐光彩生門戸。遂令天下父母心、不重生男重生女（ 「長恨歌」 ） ）上行同輦、止同室、宴専席、寝専房（ 「長恨歌伝」 ：金沢本）（春宵は苦短くして日高けて起く、 此れ従り君王早朝したまわず。
いと
歓を承け宴に侍りて閑暇無く、春は春の遊びに従い夜は夜を専らにす。後宮の佳麗は三千人、三千の寵愛は一身に在り。金屋に粧成りて
嬌
かに夜に侍す、玉楼宴罷んで酔うて春に和す。姉妹弟
あでや
兄皆土を列ね、憐む可し光彩の門戸に生るるを。遂に天下の父母の心をして、 男 生 を重んぜす を生む 重んぜしむ） （ 「長恨歌」 ）（上と行くに輦を同じくし、止まれば室を じうし 宴すれば席を専にし、寝れば房を専にす） （ 「長恨歌伝」 ）
「長恨歌」および「長恨歌伝」の引用。「長恨歌」原詩では旧鈔本系（金沢・正安・管見） 「漢宮」に作る。「長恨歌伝」原詩では刊本系（紹興・馬本・汪本・那波本・朝鮮整
版）が「上行同室」 、旧鈔本系（金沢・正安・管見）刊本系の一部（英華・広記）単行本系（歌行） 「上行同輦、止同室」に作る。 『太平記』は「駕スレハ輦ヲ共ニシ」の記述があるので旧鈔本系からの影響が見られる。享楽にふけり安史の乱を招いた玄宗と後醍醐天皇を重ね、戦乱の時代の幕開けを暗示する。８．太液芙蓉未央柳
（太液の芙蓉未央の柳）
「長恨歌」を踏まえる。梵舜・西源・教運「太掖」 、神田孝平・玄
玖・版本「大掖」 、神宮・天正「大液」 、今川・毛利「太液」 、米沢「大棭」 。原詩は「太液」 、諸本間異同なし。美しい女性の顔を「太液の芙蓉」と形容。９．一人出兮不 易、六宮従兮百司備
（一人出づること容易からず、六宮従い百司備わる）
新楽府「驪宮高」 。 『太平記』諸本「一人出給フ事」の類似表現、西
源「一人ノ御幸」 。原詩を踏まえれば諸本の本文がよいのではないか。原詩は諸本異同なし。
．在天願作比翼鳥、在地願為連理枝10
（天に在りては願わくは比翼の鳥と作り、地に在りては願わくは連理の枝と為らん）
「長恨歌」の比翼連理のくだりを踏まえる。．身上衣裳口中食11
（身上の衣裳口中の食）
新楽府「売炭翁」を踏まえる。米沢にはナシ。原詩諸本異同なし。．太常部伎有等級、堂上者坐堂下立 堂上坐部笙歌清、堂下立部鼓12
笛鳴（太常の部伎は等級有り、堂上の者は坐し堂下は立つ。堂上の坐部は笙歌清く、堂下立部は鼓笛鳴る）
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新楽府「立部伎」 。諸本「堂下ノ立部」 、今川「堂上ノ上達部」 。今
川は立場が全く逆になってしまっている。原詩に従えば堂上は坐部であり、踊りを意味する「袖を飜す」という表現には合わない。
原詩、奥田のみ「堂上者坐堂下者立」に作る。「梨園ノ弟子」は白詩には複数登場し、 語句の影響が指摘できるが、
いずれの作品を出典とすべきか定かではない。
．軽攏慢撚抹復挑。 （中略）間関鶯語花底滑、幽咽泉流氷下難。 （中13
略）四絃一声如裂帛（軽く攏い慢く撚り抹ては復た
挑
えす。 （中略）間関たる鶯語は
はら
ゆる
ひね
かい
ま
かいか
花底に滑らかに、幽咽たる泉流は氷下に難めり。 （中略）四絃一
なや
声帛を裂くが如し）
「琵琶行」を引く。 『太平記』は原詩の詩句の順番を入れ替えてい
る。新撰朗詠集・管絃に引かれる句。大きな異同は三か所。
①諸本 間関」 、西源「絃関」 、教運・天正「睍関」 。原詩は「間関」 、
諸本間異同なし。
②梵舜・玄玖・西源・教運・神宮・毛利「氷」 、版本・天正・今川
・米沢「水」 。原詩は旧鈔本系（金沢・管見）および刊本系の一部（紹興・英華・那波・朝鮮整版） 「氷」 、時代が下 刊本系（馬本・汪本） 、単行本系（歌行） 「水」 。 『太平記』は旧鈔本に近い文字と に近い文字がともに現れている。
③梵舜「抹復挑」に作る一節、諸本一致しない。原詩はいずれも「抹
復挑」に作る。また金 は「カイテマタカイハヘス」の訓を付す。
．為君一日恩、悞妾百年身14
（君が一日の恩の為に、妾が百年の身を悞る）
新楽府「井底引銀瓶」 。各本大きな異同はない。原詩、各本「誤」 、
紹興・那波本「悞」に作る。原詩は一日の愛に身を任せ駆け落ち同然に家を出た女が、男に振られ家にも戻れずという立場になって軽率な行いをしたことを後悔して言った言葉。 『太平記』では「一日の恩愛のため 人生が狂ってしまった」という、表面的な内容のみとる。
．龍門原上土、埋骨不埋名15
（龍門原上の土、骨埋もれども名は埋もれず）
「題故元少尹集後」之二による。 『太平記』では「不埋名」は引か
ず、単に墓に埋められることを言っている。 『太平記』 神宮「原上の苔に」とする。他の諸本、表記揺れ以外の異同なし。原詩、異同なし。
．毎因毒暑悲新故、多在炎方瘴海中16
（毒暑に因りて毎に悲み新故たり、炎方は多く瘴海中に在り）
「夏日与閑禅師林下避暑詩」による。夏の暑さの厳しさを云う。直
後の「漁歌牧笛」は、 「琵琶行」の「豈無山歌与村笛」の影響を受けるか。西源にはナシ。和漢朗詠集・文詞に引かれる句。
．秋夜長（中略）日遅独坐天難暮17
（秋の夜長し（中略）日遅くして独り坐すれば天暮れ難し）
新楽府「上陽白髪人」を前提としている。天正本系の独自異文。不
如意な後醍醐帝の状況をたとえている 秋夜句。
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．潯陽地僻無音楽、終歳不聞絲竹声。住近湓江地低湿、黄蘆苦竹繞18
宅生（潯陽は地僻にして音楽無し、終歳絲竹の声を聞かず。住は湓江に近ければ地低湿たり、黄蘆苦竹宅を繞りて生う）
「琵琶行」を踏まえていると考えられる。白居易は長安を遠く離れ
た遷謫の地を「潯陽地僻無音楽、終歳不聞絲竹声。住近湓江地低湿、黄蘆苦竹繞宅生。 」と表現した。 「卑湿」の語によって、自らの意によらずして都を離れ僻遠の地に赴くことになった白居易の境遇と後醍醐天皇の境遇とを重ね合わせている。梵舜・米沢・毛利・天正・教運のみの異文。
．梟鳴松桂枝、狐蔵蘭菊叢19
（梟松桂の枝に鳴き、狐蘭菊の叢 蔵る）
かく
「凶宅詩」より。荒廃した屋敷の描写である。源氏物語・蓬生巻で
もこの詩を引き荒れた屋敷を描写する。天正本系にはナシ。
．宮葉満階紅不掃20
（宮葉階に満ちて紅掃わず）
「長恨歌」より。新撰朗詠集・前栽に引かれる句。
．に直接接続19
するフレーズで、ともに屋敷が荒廃し 様子 表す。 『太平記』 、玄玖・西源・梵舜・今川・毛利・版本「払」 、神宮・米沢「掃」に作る同音同義の字であり、 『太平記』内での読 も「ハラ（フ） で一致することから解釈の問題は生じないと考える。また 『太平記』諸本は「宮葉」で一致する。諸本原詩、旧鈔本系（金沢・正安・管見）刊本系の一部（英華）単行本系の一部（要文） 「宮葉」を「落葉」に作る。
『太平記』の表記は旧鈔本に近い。毛利はマイクロフィルムの落丁により一部未調査。天正・教運にはナシ。
．青糸髪落叢鬢疎、紅玉膚銷系裙縵21
（青糸の髪落ちて叢鬢疎らに、紅玉の膚銷えて系裙縵し）
新楽府「陵園妾」の引用。原詩各本「髪」に作る。また、 「叢鬢」
は旧鈔本系（神田・上野・東洋・猿投・管見）単行本系（諷諫・奥田）では「抜鬢」に作る。美女が憔悴する描写。以下、西施についての描写は「長恨歌」を踏まえている。傾国の美女という点で、西施と楊貴妃は共通する。西源 はナシ。毛利、
．梨花一枝春帯雨22
（梨花一枝春雨を帯ぶ）
「長恨歌」による。新撰朗詠集・伎女に引かれる句。美女の涙の例
え。毛利、未調査。
．廻眸一笑百媚生23
（眸を廻らせて一たび笑めば百の媚生る
「長恨歌」による。．一朝選在君王側24
（一朝選ばれて君王の側らに在り）
「長恨歌」による。． 「長恨歌」の「後宮佳麗三千人、三千寵愛在一身」を踏まえる。25
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原詩の校異は５．を参照のこと。．青糸髪落叢鬢疎、紅玉膚銷系裙縵26
（青糸の髪落ちて叢鬢疎らに、紅玉の膚銷えて系裙縵し）
新楽府「陵園妾」の引用。諸本「髪」 、玄玖「鬢面」 。 「ビンヅラ」
の読みにひかれたものであろう。原詩各本「髪」に作る。また、 「叢鬢」は旧鈔本系（神田・上野・東洋・猿投・管見）単行本系（諷諫・奥田）では「抜鬢」に作る。憔悴する三位殿をいう。
．四海安危居掌内、百王治乱懸心中27
（四海の安危は掌内に居り、百王の治乱は心中に懸く）
新楽府「百錬鏡」を踏まえる。原詩の二句をあわせてひとつにして
いる。 『太平記』 、西源「日本一州ノ安危ヲ鑑テ」に作る。西源以外は直後に「日本一州ノ未来記」と続く。よって、西源は半句ずつを取り合わせた表現となっているといえる。 和漢朗詠集・帝王に引かれ 句。
．黄壤詎知我28
（黄壤詎ぞ我を知らんや）
なん
「題故元少尹集後二首」の一を踏まえる。また、 「骨」の語は同詩
の２に「龍門原上土、埋骨不埋名」として現れる。死して名を残すことを説明するのに用いられて 和漢朗詠集・懐旧に引かれる句。
．太行之路能摧車、若比人心是坦途。巫峡之水能覆舟、若比人心是29
安流。人心好悪苦不常（太行之路は能く車を摧く、若し人の心に比せば是れ坦途なり。
巫峡之水能く舟を覆す、若し人の心に比せば是れ安流なり。人の心の好悪
苦
だ常ならず）
はなは
新楽府「大行路」の引用。新撰朗詠集・述懐に引かれる句。梵舜・
神田・教運・天正・米沢・毛利「夷路」 、西源「平路」 、玄玖・版本・神宮・南都・今川「夷途」 。原詩は旧鈔本系（神田・時賢・高野・猿投・管見） 「夷途」 、刊本系（紹興・馬本・汪本・英華・那波）単行本系の一部（諷諫 奥田） 「坦途」 。 読み仮名の振られているものには「タヒラカナルミチ」とあるものが多いことから、訓読に影響されて文字が変わったと考えられる。増田氏に指摘あり（後述） 。 『太平記』の多くが「夷」に作り、また「坦」に作る例はないことから、旧鈔本系の影響が認められる。
．無何天宝大徴兵、戸有三丁点一丁。点得駆将何処去、五月万里雲30
南行（何
くも無く天宝大いに兵を徴し、戸に三丁有れば一丁を点ず。
いくば
点し得て駆り将て何処にか去る、五月万里雲南に行く）
も
新楽府「新豊折臂翁」の引用。 『太平記』諸本「雲南万里」天正・
教運「温南万里」に作る。原詩、刊本系・単行本系各本 点一丁」とするを旧鈔本系（神田・高野・猿投・時賢） 「抽一丁」に作る。 『太平記』 、 「一丁ヲ抽」と作り、旧鈔本に近い。
．昆明春（中略）波沈西日紅奫淪31
（昆明の春（中略）波は西日を沈めて紅奫淪たり）
いんりん
新楽府「 」より。鴨川沿いに作った堀の様子を形容する。『太平記』 、玄玖・神宮・神田孝平・毛利「渕淪 、西源「渕綸」 、
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南都・梵舜・版本「奫淪」 、今川「漂淪」 、天正・教運「淪々」に作る。原詩は「奫淪」で諸 異同はない。 『太平記』諸本は「奫」を「淵」にひかれてエンと読み、それによって表記が変化したと考えられる。新撰朗詠集・水に引かれる句。
．新楽府「城塩州」を踏まえる。六波羅要害の堅固さを、 「城塩州」32
でうたわれる受降城の堅固さに例えている。
．含血吮瘡撫戦士33
（血含み瘡を吮って戦士を撫しかば）
新楽府「七徳舞」玄玖・梵舜・教運・版本・南都「疵吸血含」 （原
詩と疵吸・血含の順番が逆転） 、西源「血吸含疵 （原詩と含・吸の位置が逆転） 。原詩、諸本異同なし。長崎入道円喜が子の二郎高重を労ったのを、麾下の戦士を重んじた太宗と重ねる。
．漁陽鼙鼓動地来、驚破霓裳羽衣曲34
（漁陽の鼙鼓地を動かして来る、驚破す霓裳羽衣の曲）
「長恨歌」より引用。諸本「声」に作るところを玄玖 調ヘ」に作
るが、原詩にはない箇所である。新田勢が総攻撃に出たさまを安禄山の乱の始まりになぞらえ、大きな戦の始まりとそれによる鎌倉方の滅亡の語りはじめとする。
．為君一日恩、悞妾百年身35
（君が一日の恩の為に、妾が百年の身を悞る）
新楽府「井底引銀瓶」を踏まえた表現。諸本「公」に作るところを
神田孝平本「君」に作る。この箇所、原詩は「君」 。他、 『太平記』における「棄・弃」 「年・稔」の表記はは異体字の関係。原詩の校異は
．参照。13原詩は後悔の念の独白だが、ここは「一日ノ恩ニ報ス」と改変する
ことによって金沢武蔵守の心情を表す言となっている。
．豈徒耀神武、豈徒誇聖文36
（豈に徒だ神武を耀かすのみならんや、豈に徒に聖文を誇るのみならんや）
新楽府「七徳舞」の引用。 『太平記』諸本「神武」に作るところを
玄玖「神祇」 、神宮「神」に作る。原詩では「神武 、諸本異同なし。また原詩「耀」を高・真 輝 が『太平記』には登場しない。後醍醐帝の徳をたたえる表現。
．行路難、不在水、不在山、只在人情反覆間37
（行路の難きこと、水にしも在らず、山にしも在らず、只だ人情反覆の間に在り）
新楽府「大行路」の引用。原詩「兮」なし、 「不在水不在山」に作
る。 『太平記』では山と水を逆転させてい 。 「白居易カ」と出典を明示するのは他に例がない。
．倹存奢失今在目38
（倹なるは存し奢なるは失し今目に在り）
新楽府「杏為梁」より。諸本「驕」に作る箇所、原詩では「奢」 （諸
本異同なし） 。 「おごる」の訓に引かれたか。米沢・毛利では佐介宣俊
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の章段そのものを欠く。
．後宮佳麗三千人、三千寵愛在一身39
後宮の佳麗は三千人、三千の寵愛は一身に在り。
「長恨歌」を踏まえた表現。．鴛鴦瓦冷霜華重、翡翠衾寒誰与共40
（鴛鴦の瓦
冷
しうして霜の華重し、翡翠の衾は寒うして誰と共
すさま
にか）
「長恨歌」を踏まえた表現。新撰朗詠集・恋に引かれる句。原詩、
旧鈔本系（金沢・正安・管見・要文） 、刊本系の一部（英華） 「旧枕故衾」 、刊本系（紹興本・馬本・汪本・那波本・朝鮮整版） 、単行本の一部（歌行） 「翡翠衾寒」に作る。 『白氏文集』本文研究研究の上では、旧鈔本系に近いか刊本系に近いかを判別する重要な指標となる箇所であるが、 『太平記』は「衾」のみを引くためいずれに拠ったかは判別できない。 『太平記』で 、鴛鴦
「夫婦仲がよい象徴」という意を
くんで使用している。
．但見丹誠赤如血、誰知偽言巧似簧。勧君掩鼻君莫掩、使君夫婦為41
参商。勧君掇裙君莫掇、使君父子成豺狼（但だ見る丹誠赤きこと血の如きを、誰か知らん偽言巧みなること簧に似るを。 に鼻を掩えと勧むるも君掩うこと莫れ、君が夫婦をして参商為らしめん。 に裙を掇れと勧むるも君掇ること莫
た
れ、君が父子をして豺狼と成らしめん）
新楽府「天可度」を引く。ほぼそのまま書き下しである 『太平記』 、
毛利のみ「簧」を「黄」に作る。また、各本とも原詩で「父子」とあるを「母子」に作る。原詩、単行本系の一部（奥田） 「丹誠」を「真誠」に、旧鈔本系（神田・上野・東洋・猿投・管見） 「勧君」を「請君」に、朝鮮整版本・那波本以外の各本「掇裙」を「掇蜂」に作る。『太平記』は「君請テ蜂ヲ掇シム」としており、 「請」を用いる点で旧鈔本に近い。讒言により道真が左遷されることを批判的にいう。天正本系にはナシ。
．身上衣裳口中食42
（身上の衣裳口中の食）
新楽府「売炭翁」を踏まえる。解脱上人が世塵にまみれず質素な暮
らしをしていたことをいう。
．莓苔翳冠帯、霧雨霾楼雉43
（莓苔冠帯翳り、霧雨楼雉に霾る）
「南賓郡斎即事寄楊万州」 （巻
）より。天正本系の独自異文。11
．在天願作比翼鳥、在地願爲連理枝44
（天に在りては願わくは比翼の鳥と作り、地に在りては願わくは連理の枝と為らん）
「長恨歌」の比翼連理のくだりを踏まえる。天正本系の独自異文。．背如竜兮頚如象、骨竦筋高脂肉壮45
（背は竜の如く頚は象の如し、骨竦がり筋高くして脂肉壮たり）
新楽府「八駿図」を引く。
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『太平記』諸本の問題は三箇所に分けられる。
①梵舜「挙リ」 、神田「あがり」 、玄玖・版本・神宮「昂リ」 、西源・
南都・米沢・毛利「アカリ」 、教運・天正「騰リ」 、今川「マカリ」に作るが、 「あがり」の訓に引かれたものだろう。今川「マカリ」はカタカナ 「ア」 との字形相似による誤写と思われる。 原詩では 竦」だが、 『太平記』でこの字に作るものはない。
②『太平記』諸本「鶏ノ如シ」およびその類型表現に作る。原詩、旧
鈔本系（神田・上野・東洋・猿投）刊本の一部（英華） 「頚如鳥」 、刊本系紹興本・馬本・汪本 那波本・朝鮮整版） 「頚如象」 、単行本系（諷諫） 「頚如烏」に作る。 『太平記』には旧鈔本の文字が認められる。
③『太平記』諸本「脂肉短シ」に作る。原詩では刊本系が 脂肉壮
旧鈔本系が「脂肉少」であり、 「短」という字は見当たらない。竜馬の相形を、同じく竜馬を詠ん 「八駿図 を用い描写する。．穆王独乗何所之。四荒八極踏欲遍46
（穆王独り乗りて何所にか之く。四荒八極踏むこと遍からんと欲す）
新楽府「八駿図」を踏まえる。以下、竜馬のエピソードを「八駿図」
の表現を用い批判的に描く。
．瑶池西赴王母宴、七廟経年不親薦。璧台南与盛姫遊、明堂不復朝47
諸侯。 （中略）穆王得之不為戒、八駿駒来周室壊。至今此物世称
珍、不知房星之精下為怪（瑶池西のかた王母の宴に赴き、七廟年を経て親ら薦めず。璧台南のかた盛姫と遊び、明堂復た諸侯を朝しめず。 （中略）穆王之を得て戒と為さず、八駿の駒来たりて周室壊る。今に至るまで此物世に珍と称す、房星之精下りて怪を為す 知らず）
『太平記』諸本は、 「房星」を梵舜・西源・版本・南都・今川・毛
利「房星」 、神田孝平・玄玖・教運・神宮・天正・米沢「方星」に作る。原詩「房星」に作り、諸本異同なし。二十八宿の一つの房宿を指すので「房星」がよい。また 「瑶池ニ遊ヒ碧台ニ宴シ」は原詩「瑶
．
池西赴王母宴（中略）璧台南与盛姫遊」なので、逆転している。．．．
．
．
原詩、単行本系の一部（奥田） 「赴」を「追 、旧鈔本系（神田 上
野・東洋・猿投）および刊本系の一部（英華） 「宴」を「讌」に作る。『正字通』 「讌並同宴」とするので同義と見なせる。 『太平記』諸本は「宴」に作っており、刊本系の文字である。
．一凶一吉在眼前48
（一凶一吉眼前に在り）
新楽府「草茫茫」を引用する。 『太平記』諸本は「一凶一吉的然ト
シテ耳ニアリ」もしくはその類似表現になっているが、 「的然」の語は原詩にない。
．由来尤物不在大、能蕩君心則為害49
（由来尤物は大に在らず、能く君の心を蕩して則ち害を為す）
新楽府「八駿図」を踏まえる。
①『太平記』諸本「由来尤物ハ是
非
大ニシテ」もしくはその類似
レレ
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表現に作る。南都本は「由来尤ニ凶ナリ」 、今川本「由来尤凶ナリ是ニ非ス」に作る。ともに意味不通。原詩諸本はいずれも「由来尤物」である。
②原詩「不在大」に作る箇所、 『太
平記』は多く「非大」もしくはそ
の類似表現に作る。 「あらず」とい
う読み下しに引かれたものであ
ろう。．能蕩君心則為害。 （中略）不知房星之精下為怪50
（能く君の心を蕩して則ち害を為す。 （中略）房星之精下りて怪を為すを知らず）
新楽府「八駿図」を踏まえる 『太平記』諸本、梵舜・神田孝平・
西源・版本・南都・今川・毛利「房星」に作り、玄玖・教運・神宮・天正・米沢「方星」に作る。同じ章段の
と同一箇所からの引用だが、37
神田孝平本の引用は
で「方星」 、
で「房星」と差が見られる。
37
40
．誡奇物51
（奇物を誡む）
新楽府「八駿図」の注（題注）を引用する。注からの引用はここ以
外に例がない。駿馬を奇物とし、それにおぼれて国を傾けぬよう天皇を諫めている。
．涙攔干52
（涙攔干たり）
「長恨歌」からの引用である。新撰朗詠集・伎女に引かれる句。天
正・教運の天正本系テキストに見られる独自表現である。原詩、 「攔」
を刊本系（紹興本・馬本・汪本） 「闌」 、刊本系のうち朝鮮・那波本「攔」 、 旧鈔本系（金沢 正安・管見） 「瀾」 、単行本（歌行詩諺解） 「欄」に作り、揺れている。 『太平記』は「闌」に作り、紹興・馬本・汪本と一致する。天正本系の独自異文。
．第一第二絃索索、秋風払松疏韻落。第三第四絃冷冷、夜鶴憶子籠53
中鳴。第五絃声最掩抑、隴水凍咽流不得（第一第二の絃は索索たり、秋風松を払って疏韻落つ。第三第四の絃は冷冷たり、夜の鶴子を憶て籠の中に鳴く。第五の絃は声最も掩抑す、隴水凍り咽びて流れ得ず）
新楽府「五絃弾」の引用。 ・神田孝平南都・教運「絃々掩抑」の一
節なし。和漢朗詠集・管絃に引かれる句
．九重城闕烟塵生、千乗万騎西南行 翠華揺揺行復止、西出都門百54
余里。六軍不発無奈何、宛転娥眉馬前死。 （中略）黄埃散漫風蕭索、雲桟縈紆登剣閣。峨嵋山下少人行、旌旗無光日色薄。蜀江水碧蜀山青、聖主朝朝暮暮情。 （長恨歌）及安禄山引兵嚮闕、以討楊氏為辞 潼関不守
。翠花南幸、出咸
陽道、次馬嵬亭。 （長恨歌伝）（九重の城闕に烟塵生り 千乗万騎西南に行く。翠華揺揺として行いて復た止まる、西のかた都門を出づること百余里。六軍発せず奈何ともするなく、宛転たる娥眉馬前に死す。 （中略）黄埃散漫として風蕭索 り、雲の桟縈り紆りて剣閣に登る。峨嵋山下に人行少く、 旌旗光なくして日の色薄し。 蜀江水碧にして蜀山青し、聖主朝朝暮暮の情。 ） （長恨歌）
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（安禄山が兵を引きて闕に嚮うに及んで、楊氏を討たんとするを
むか
以て
辞
と為し、潼関守らず。翠花南に幸して、咸陽道に出でて、
ことば
馬嵬の亭に次る。 ） （長恨歌伝）
やど
長恨歌から「六軍」 ・ 「翠華（翠花） 」 ・ 「雲」 ・ 「剣閣」 、長恨歌伝から
「六軍」 ・ 「翠華（翠花） 」 （長恨歌と重複） ・ 「安禄山」 ・ 「潼関」という語彙を取り込んでいる。後醍醐天皇の都落ちに、玄宗が蜀へ落ち延びる場面を重ねている。
．我従去年辞帝京、謫居臥病潯陽城。潯陽地僻無音楽、終歳不聞糸55
竹声。住近湓江地低湿、黄芦苦竹繞宅生（我去年帝京を辞して従り、謫居し病 臥す潯陽城。潯陽は地僻にして音楽無し、終歳絲竹の声を聞かず。住は湓江に近ければ地低湿たり、黄蘆苦竹宅を繞りて生う）
「琵琶行」の影響を受ける。原詩は 長安を離れ流謫の地にある白
居易が自身の境遇を歎く詩であるが、 「低湿」という語で住居の粗末さ・わびしさを表現している。 『太平記』では「卑湿」という表現になっているが、 「低・卑」ともに「ひくい」という訓をもつ。ここは都を落ちて叡山に向かった後の宮殿の様子を描写する中で現れる。讒言により心ならずも都を離れ配流の憂き目を見ている白居易と、心ならずも 離れ 落ちること 余儀なくされた後醍醐天皇、両者とも自発的では く都を離れることとなっている。わずか一単語はあるが、その境遇を配流先の鄙の地の粗末な住居を例える「卑湿」という語で表す点に、両者の重ね合わせが見える。
梵舜本および天正本系の独自異文である。
．遅遅兮春日、玉甃暖兮温泉溢56
（遅遅たる春日に、玉甃暖にして温泉溢る）
新楽府「驪宮高」より。後段「落花自ラ繽紛タリ」およびその類似
表現は原詩にナシ。 『太平記』 ・原詩とも問題となる異同はない。
．養在深窓人未識57「長恨歌」より引用。 『太平記』諸本は「深窓」に作る。原詩、刊
本系（紹興・馬本・汪本・那波・趙瞻整版） 「深閨」 、旧鈔本系（金沢・正安・管見） 「深窓」に作る。 『太平記』は旧鈔本系の文字と一致する。
．玉妃太真院（ 「長恨歌伝」 ）58
春寒賜浴華清池（ 「長恨歌」 ）（玉妃の太真院） 伝」 ）（春寒うして を華清池に賜う） （ 「長恨歌」 ）
「長恨歌伝」 「長恨歌」を引く。 『太平記』 、梵舜・神田孝平・米沢
「太真院」 、西源・教運・版本・南都・天正・今川「太真浴」 、毛利「太真路」 、玄玖「太真」に作る。毛利の「路」は字形が「浴」の草書体に酷似しており、誤写と思われ 『白氏文集』には 太真院」の用例はあるが 浴 の例はない。
「長恨歌」旧鈔本系本文では、死後昇仙した楊貴妃の登場する場面
でその
字
を「太真」 、刊本系本文では「玉妃」としている。旧鈔本系
あざな
の「長恨歌」に従えば太真＝楊貴妃となり、 「太真浴」という表記の根拠について説明はできる（ただし、なぜ楊貴妃と記さなかったかという疑問は残る） 。
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『太平記』で、 「院」ではなく「浴」に作るテキストは、引用後半
の「春ノ媚」によって「長恨歌」の「春寒賜浴華清池」を連想したものと考える。
「長恨歌伝」の「玉妃太真院」は、 「太真院」に作る『太平記』諸
本の表記の根拠である。
．朝飡飢渇費杯盤、夜臥腥臊汚床席59
（朝の飡飢渇して杯盤を費し、夜の臥腥臊として床席を汚す）
新楽府「伝戎人」を引く。 『太平記』 、梵舜・玄玖・南都「飡食 、
神田孝平・西源・教運・天正・米沢「飡」 、版本・今川・毛利「食」に作る。また梵舜・版 ・南都・今川・毛利「寝醒蒼々」 、神田孝平・西源「寝醒蒼」 、玄玖「寝覚蒼々」 、教運・天正・米沢「寝窹蒼々」に作る。原詩、旧鈔本系（神田 時賢 高野 猿投） 「臥」を 宿」に作る。 「腥臊」 （セイサウ）の音にひかれ 醒蒼」 「蒼々」の字があてられたものと考えられる。
．身死魂飛骨不収。応作雲南望郷鬼60
（身は死して魂飛び骨収めず。応に雲南望郷の鬼と作るべし）
新楽府「新豊折臂翁」を引く。原詩、旧鈔本系（神田・時賢・高野
・猿投）は「飛」を「孤」に作る。故郷を遠く離れた筑紫で戦死した際のわびしさに思いをやる尊氏軍 心境をいう。
．笑中有刀潜殺人61
（笑中に刀有り潜かに人を殺す）
新楽府「天可度」の影響を受ける。ただし、前半部「言ノ下ニ骨ヲ
消シ」と合わせた句が和漢朗詠集に見えるので、直接の典拠は朗詠集である。ただし、朗詠集の当該句は白氏の句を踏まえるため、 『太平記』のこの箇所は間接的に白氏の影響下 あるといえる。
．天可度、地可量、唯有人心不可防62
（天をも度る可し、地をも量る可し、唯だ人心の防ぐ可からざる有り）
新楽府「天可度」を踏まえる。教運・天正・今川・毛利「天地ヲモ
極メ海水ヲモ尽ス可シ」およびその類似表現に作る。原詩に比し「海水」の字が入っている。
．身上衣裳口中食63
（身上の衣裳口中の食）
新楽府「売炭翁」を踏まえる。 『太平記』においては、武士が糧食
に餓え困窮して物具を売ってかろうじて食いつないだ、という箇所現れており、原詩の詩意を離れ修飾的に用いられている。
．雲棧縈紆登剣閣64
（雲棧縈り紆りて剣閣に登る）
めぐ
「長恨歌」を踏まえる。原詩、刊本諸本「紆」 、旧鈔本系（金沢・正安・管見）および刊本系の一部（英華） 「廻」に作る。
．行宮見月傷心色（中略）西宮南苑多秋草、宮葉満階紅不掃。65
（行宮に月を見れば心を傷ましむるの色 中略 西宮の南苑に秋の草多し、宮葉
階
に満ちて紅掃わず。 ）
きざはし
* 二十
神鷹徳治「紫式部が読んだ『文集』のテキスト――旧鈔本と版本」 （日向一雅編『源氏物語と漢詩の世界
『白氏文集』を中心に』 （青簡舎、二〇〇九年二月）
所収）
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「長恨歌」を踏まえる。新撰朗詠集・前栽に引かれる句。 『太平記』
は、叡山から還幸した後醍醐天皇の
供奉の公家が没落し、かつての邸
宅が荒れ果てていることを描写することによってわびしさを感じさせる。原詩は、玄宗が最愛の妃を亡くしなおも生きていることによって感じる宮殿のむなしさを表している。
．一弾一唱再三歎（中略）融融曳曳召元気66
（一たび弾じ一たび唱うて再三歎ず、 （中略）融融曳曳として元気を召す）
新楽府「五絃弾」を踏まえる。 『太平記』 、梵舜・神田・西源・教運
・版本・南都・天正・今川・米沢・毛利「融々洩々」に作り、玄玖・神宮は「融々」 。原詩、旧鈔本系（神田・時賢・高野・猿投） 、刊本系の一部（英華）が「洩洩」に作る。 『文苑英華』は刊本系本文に属する総集であるが、時に旧鈔本系本文の文字を遺存し いることが神鷹氏によって指摘されている
* 二十
。ゆえに『太平記』の文字は旧鈔本系
本文の影響がみられると考えられる。金崎船遊びの際の音楽を描写するのに用いられ いる。
．遺愛寺鐘欹枕聴67
（遺愛寺の鐘は枕を欹てて聴く）
「香炉峰下新卜山居草堂初成偶題東壁五首」之四より。 『太平記』 、
梵舜・玄玖・天正・米沢「峙」 、神田孝平・西源・教運・版本・南都・今川「欹」 、神宮「そはたて 毛利「ソハタテ」に作る。峙・欹は音通である。次項と併せ、流謫の地にある後醍醐天皇の心寂しさを桑だたせるための修辞。和漢朗詠集・山家に引かれる句。
．後宮佳麗三千人、三千寵愛在一身68
（後宮の佳麗は三千人、三千の寵愛は一身に在り）
「長恨歌」を踏まえた表現。原詩の異同は５．参照のこと。
．楊家有女初長成、養在深窓人未識69
（楊家に女有り初めて長成れり、養われて深窓に在れば人未だ識
ひととな
らず）
「長恨歌」より引用。 『太平記』諸本は「深窓」に作る。原詩、諸
本「深閨」 、旧鈔本系（金沢・正安・管見） 「深窓」に作る。 『太平記』は旧鈔本系の文字と一致する。原詩では楊貴妃という女性をいう表現だったものが、親王である一宮に使われる点で、原詩を離れた慣用表現になりつつあるといえるだろう。
．不言不笑愁殺人70
（言わず笑わず人を愁殺す）
新楽府「李夫人」の引用。原詩、旧鈔本系（神田・上野・東洋・猿
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投・管見） 「君」に作る。 『太平記』の引用は全て「人」に作っており、刊本系・単行本系と一致する。描かれた女によって男が苦しむ点が原詩と共通する。
．牆有衣兮瓦有松71
（牆に衣有り瓦に松有り）
こけ
新楽府「驪宮高」を引く。 『太平記』 、玄玖・西源・梵舜・毛利・天
正・教運・版本「墻」 、神宮・神田孝平・南都・今川・米沢「垣」に作る。原詩、旧鈔本系（上野・管見） 、刊本系の一部（英華） 、単行本の一部（諷諫）が「牆」を「墻」に作る。神田 、この字を欠く。だしわずかに残った偏の部分は 部が十字型になっているので少なくとも「牆」ではない。 『太平記』は旧鈔本に近い文字であ 。
．銕撃珊瑚一両曲、氷写玉盤千万声72
（銕珊瑚を撃つ一両曲、氷玉盤を写す千万声）
新楽府「五絃弾」より引用。 『太平記』 「節珊瑚ヲ砕ク」およびその
類似表現に作るが、原詩には見られない文字である。ここには「琵琶行」の「鈿頭雲篦撃節砕」からの影響が見られる。また、原詩、 氷」を刊本系（紹興・馬本・楽府）では「水」に作る。 『太平記』は全て「氷」に作る。旧鈔本に近い表現である。
．起徘徊73
（起ちて徘徊す）
「長恨歌」の影響を受ける。心そこになくしてふらふらと歩き回る
こと。神田・西源・南都・今川・米沢 毛利、かなに開く
．臨卭方士鴻都客～在地願為連理枝。 （四四ページの「長恨歌」本74
文を参照）
「長恨歌」後半、方士による楊貴妃探訪譚を踏まえた表現。困難な
再会が実現したことをいう。なお、新編日本古典文学全集の現代語訳に「神仙の術を行う道士が渤海へ行って楊貴妃にお会いした」とするのはやや言い過ぎのようにも思 ここでの「渤海」は渤海国ではなく、黄海最奥部の遼東半島と山東半島の内側の海域を指す。 「海ニ入テ」は「長恨歌」の「忽聞海上有仙山」によるが、ここでは仙山とのみいい、後 「楊貴妃事」で現れる三神山の名はない。ここを読む限りでは「海」は渤 に限定できない。
．梨花一枝春帯雨75
（梨花一枝春雨を帯ぶ）
「長恨歌」より。新撰朗詠集・伎女に引かれる句。ただし「雨塊ヲ
破ラス」は『論衡』是応篇による。
．時移事去、楽尽悲来76
（時移り事去り、楽み尽きて悲み来たる
「長恨歌伝」 を引く。一時の平穏の後に再び戦乱となることをいう．東岱前後魂、北邙新旧骨77
（東岱前後の魂、北邙新旧の骨）
「対酒」 （巻
、花房番号
）による。 「東岱」は泰山で古来霊山と
10
470
して著名。北邙は北邙山で、 『史記集解』の注では『皇覧』 （佚書）を
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引いて呂不韋の墓所とする。ともに霊地であり、一宮とともに死んでしまいたいという御息所の悲痛なこころのうちをいう。
．梨園弟子白髮新、椒房阿監青娥老。 （中略）鴛鴦瓦冷霜華重、翡78
翠衾寒誰与共（梨園の弟子白髮新たなり、椒房の阿監青娥老いんたり。 （中略）鴛鴦の瓦冷じうして霜の華重し、翡翠 衾寒うして誰と共にか）
「長恨歌」中盤、都に戻った玄宗の嘆きを踏まえている。新撰朗詠
集・恋に引かれる句。新撰朗詠集・老人に引かれる句。原詩、旧鈔本系（金沢・正安・管見） 、刊本系の一部（英華） 、単行本系の一部（要文） 「翡翠衾寒」を「旧枕故衾」に作る。この箇所は文集 旧鈔本系諸本と刊本系諸本を見分け ポイントの一つとなっている。 『太平記』 、「寒閨ニ臥セハ」という表現からは刊本系テキスト の関係が考えられるが、断定できるほどの一致ではない。
．九重城闕煙塵生、千乗万騎西南行。翠華揺揺行復止、西出都門百79
余里（九重の城闕に煙塵生ず、千乗万騎西南に行く。翠華揺揺として行いて復た止まる、西のかた都門を出ること百余里）
「長恨歌」を踏まえた表現。落ち行く玄宗の様子を描く。牒状にふ
さわしくなるよう四字の対句となっているが、語彙は長恨歌を踏襲する。
．金屋粧成嬌侍夜（ 「長恨歌」 ）80
金鶏障下養為児（ 「胡旋女」 ）
（金屋に粧成りて
嬌
かに夜に侍す） （ 「長恨歌」 ）
あでや
（金鶏障の下に養われて児と為る） （ 「胡旋女」 ）
「長恨歌」および新楽府「胡旋女」による。原詩、異同はない。勾
当内侍の育ちが高貴であることをいう。
．不任羅綺81
（羅綺にも任えず）
た
「長恨歌伝」 を引用する。女性の体のたおやかなさまの描写として
『太平記』では本項と
．の二回使われている。91
．在地願為連理枝82
（地に在りては願わくは連理の枝と為らん）
「長恨歌」による。 「驪山」は華清宮の所在地。義貞と勾当内侍が
仲むつまじいさまを言う。
．漢皇重色思傾国（中略）廻眸一笑百媚生83
（漢皇色を重んじて傾国を思う（中略）眸を廻らせて一たび笑めば百の媚生る）
「長恨歌」を踏まえる。 『太平記』 、玄玖「幽王国ヲ傾」に作る。褒
姒の故事を踏まえる。傾国の美女におぼれて天下を失った玄宗を例示して、義貞の末期の因果を描くか。
．魏徴夢見天子泣、張謹哀聞辰日哭84
（魏徴夢に見えて天子泣き、張謹哀を聞くに辰日 哭す）
まみ
新楽府「七徳舞」による。原詩、旧鈔本系（神田・時賢・高野・猿
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投・管見） 、単行本系の一部（奥田） 「天子」を「子夜」に作るが、 『太平記』本文には現れない。寵臣を失った後醍醐帝の悲嘆をいう。
．住近湓江地低湿、黄蘆苦竹繞宅生85
（住は湓江に近ければ地低湿たり、黄蘆苦竹宅を繞りて生う）
「琵琶行」を踏まえていると考えられる。
．を参照。天正本系の17
独自異文。
．土墳数尺何処葬86
（土墳数尺何処にか葬らん）
新楽府「隋堤柳」を引く。 「憫亡国也」と注される詩であり、後醍
醐帝崩御と亡国のイメージが重なる。
．豈徒耀神武、豈徒誇聖文87
（豈に徒らに神武を耀かすのみならんや、豈に徒らに聖文を誇るのみならんや）
新楽府「七徳舞」による。故後醍醐帝の遺徳を偲ぶ表現。．後宮佳麗三千人88
（後宮の佳麗は三千人）
「長恨歌」を引く。異同は５．を参照。．回眸一笑百媚生、六宮粉黛無顏色89
（眸を廻らせて一たび笑めば百の媚生る、六宮の粉黛顏色無し）
「長恨歌」を引く。ぬきんでた美人のたとえとして用いる。
．玉顔寂莫涙攔干、梨花一枝春帯雨90
（玉顔寂莫として涙攔干たり、梨花一枝春雨を帯ぶ）
「長恨歌」を引く。新撰朗詠集・伎女に引かれる句。
．参照。南42
都・梵舜にはナシ。 「梨花」 「雨」の語があるのを利用して「梨壺」へとつなげていく縁語の技法が見られる。西源・梵舜はナシ。花づくしの中の一つ。
．既出水、体弱力微、若不任羅綺（ 「長恨歌伝」 ）91
侍児扶起嬌無力（ 「長恨歌」 ）（既に水を出ずるに、体弱く力微かにして、羅綺だも任えざるが
ゆ
若し） （ 「長恨歌伝」 ）（侍児扶け起こすに として力無 ） （ 「長恨歌」 ）
「長恨歌伝」 「長恨歌」を踏まえる。明らかに引用と解るのは西源
院本の例のみであるが、他本でも美女の入浴という場面と、 「ヲモトヒト」 という訓 （侍児にヲモトヒト ふりがなを振る例有り：金沢本）は白詩の影響下にあると言えるだろう。
． 「長恨歌」 「長恨歌伝」を踏まえる。天正本のみの独自異文である92．
．後宮佳麗三千人、三千寵愛在一身
93
94
（後宮の佳麗は三千人）
「長恨歌」を踏まえた表現。原詩の異同は５．参照のこと。．君不聞開元宰相宋開府、不賞辺功防黷武95
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（君聞かずや開元の宰相の宋開府、 辺功を賞せず武を黷すを防ぐ）
けが
新楽府「新豊折臂翁」 を引く。 『太平記』 、玄玖・南都「宋朝ノ開府」 、
教運・天正・今川・毛利「宗開府」に作る。 「宋朝ノ開府」は「宋」を王朝名と理解したことによるが、すると直前の 開元 宰相 と合わない。宋開府は玄宗の開元の治を支えた宋璟（六六三～七三七年：龍朔三～開元二五年）の別称で、開府儀同三司の官職を授けられたことによる。同様の事例では、例えば杜甫 工部員外郎を授けられたことによって杜工部と称するものがある。 「宗」は字形 相似によるものであろう。
玄玖・西源・南都・今川・教運「智慮ノ」 、毛利・天正・版本「知
慮ナキ」と全く逆に作る。米沢にはナシ。
．林間暖酒焼紅葉96
（林間に酒を暖めて紅葉を焼く）
「送王十八帰山寄題仙遊寺」による。和漢朗詠集・秋興に収められ
ている句である。
．四海安危居掌内、百王治乱懸心中97
（四海の安危は掌内に居り、百王の治乱は心中に懸く）
新楽府「百錬鏡」を引く。異同は
．を参照。和漢朗詠集・帝王に20
引かれる句。
． 「琵琶行」の影響を受ける。
．を参照。神田孝平にはナシ
98
45
．松門柏城幽閉深99
（松門柏城幽閉深く）
新楽府「陵園妾」を踏まえる。直後の「玉楼・金殿」も白氏の詩語
に存在するので、こちらも影響を考慮できる。
．楊家有女初長成100
（楊家に女有り初めて長成れり）
ひととな
原詩、金沢本「長成」に ヒトゝナレリ」の訓を付す例があること
から、 「長恨歌」の語彙の影響が考えられる。
．瓊粉金膏磨瑩已、化為一片秋潭水101
（瓊粉金膏もて已に磨瑩す、化して一片の秋の潭の水と為る）
新楽府「百錬鏡」を引く。玄玖・南都「漂水」に作る。字形 相似
による誤写か。西源・梵舜・版本にはナシ。鏡の美しさをいう。
． 「百錬鏡」の題によるか。ヤマタノオロチの目の光り輝くさま102
例える。
．影浸南山青滉瀁、波沈西日紅奫淪。 （中略）詔開八水注恩波、千103
介万鱗同日活（影は南山を浸して青滉瀁たり、波は西日を沈めて紅奫淪たり。（中略）詔して八水を開きて恩波を注ぎ、千介万鱗同日に活す）
新楽府「昆明春水満」を踏まえると考えられる。新撰朗詠集・水に
引かれる句。 「浸」 、 「鱗」と「万鱗」 、 「夕日」と「西日」 、 「白波」と「波」が共通する。ヤマタノオロチの鱗 ついての描写である。
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．楊家有女初長成、養在深窓人未識。 （中略）後宮佳麗三千人、三104
千寵愛在一身（楊家に女有り初めて長成れり、養われて深窓に在れば人未だ識
ひととな
らず（中略）後宮の佳麗は三千
人、三千の寵愛は一身に在り）
「長恨歌」の影響を受ける。大切に育まれた公家女性をいう。．出入禁門、不問京師長吏、為之側目105
（禁門を出入するに、京師長吏問はず、之が為に目を側む）
「長恨歌伝」を引く。原詩、旧鈔本系（金沢・正安・管見）単行本
系（歌行） 「不問」を「不問名姓」に作るが、 『太平記』本文には登場しない。藺相如の権勢に、彼が通行するときは高貴な人々も目をそらしたということ。
．童男丱女106新楽府「海漫々」より。 『太平記』 、梵舜「童男臥女」 、神田孝平・
教運・版本・南都・毛利「童男丱女」 、玄玖・神宮「童男丫女」 西源「童男艸女」 、天正「童男女」 、今川「童男非女」 、米沢「童男童女」とバリエーションが多い。 「丱・艸・非」は字形の相似に、 「丫・臥は「クワン」の読みに由来すると考えられる。原詩諸本は「丱」である。ここより
．まで始皇帝の蓬莱を求める説話。108
．長文なので別途検討する。107．竜槨神堂三月火。可憐宝玉帰人間108
（竜槨神堂三月の火。憐れむ可し宝玉の人間に帰しけるを）
新楽府「草茫茫」を引く。ほぼそのまま書き下した形である。．香炉峰雪撥簾見109
（香炉峰の雪は簾を撥ねて見る）
「香炉峰下新卜山居草堂初成偶題東壁五首」之四を踏まえた表現。
梵舜・今川・天正・教運・版本のみにあり。枕草子などにもここを下敷きにしたエピソードがあるなど、古来愛唱された句である。和漢朗詠集・山家に引かれる句
．
．を参照のこと。
110
108
．後宮佳麗三千人111
（後宮佳麗は三千人）
「長恨歌」より引用。書き下しの形である。原詩の異同は５．のと
おり。 『太平記』は「後宮」に作っており、刊本系と一致するが、 「漢宮」より「後宮」の方がより一般的な言葉であることから、刊本系の影響があるとまでは言い切れない。
．
．を参照のこと。
112
108
．
．を参照のこと。
113
105
．
．を参照のこと。天正本系のみの独自異文。
114
55
．在地願為連理枝115
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（地に在りては願はくは連理の枝と為らん）
「長恨歌」を踏まえる。．
．を参照のこと。
116
111
．為君薫衣裳、君聞蘭麝不馨香。為君盛容飾、君看金翠無顔色117
（君が為に衣裳に
薫
すれども、 君蘭麝を聞きながら馨香とせず。
たきもの
君が為に容飾を盛ん すれども、君金翠を看ながら顔色無しとす。 ）
新楽府「大行路」を引く。ほぼそのまま書き下しである。原詩、旧
鈔本系（神田・時賢・高野・猿投・管見） 「盛」を「事」に作る。 『太平記』各本、 「事」に作っており、旧鈔本系本文の影響が見受けられる。並みいる女性が獅子国の帝の気を引こうとするが、当の帝は后一人を寵愛して他には見向きもしないさまをいう。和漢朗詠集・恋に引かれる句
．新人迎来旧人棄、掌上蓮花眼中刺118
（新しき人迎え来たりて旧き人棄てられぬ、 掌上の蓮花眼中の刺）
新楽府「母別子」を引く。原詩、各本「 」に作るが、単行本系の
一部（東洋・雅章・道春）のみ「荊」 作る。毛利を除く『太平記』各本「荊」に作るのは単行本系本文の特徴を示している。
．花開花落二十日、一城之 皆若狂119
（花開き花落つること二十日、一城之人皆な狂せるが若し）
新楽府「牡丹芳」を引く。
．亡卒遺骸散帛收（中略）含血吮
瘡
撫戦士
120
（亡卒の遺骸をば帛を散じて收め（中略）血を含み
瘡
を吮うて戦
士を撫す）
新楽府「七徳舞」を引く。 『太平記』 、原詩と句順が逆転している。
山名師義が身替わりとなった川村弾正忠の首を請い受け手厚く弔ったことと、太宗が死したり傷ついたりした臣下を手厚く扱ったの故事を重ねる。
．離離原上草121
（離離たる原上の草）
「賦得古原草送別」を引く。 『太平記』 、玄玖・神田孝 ・西源・米
沢「離離」を「蘺々」に作るが、原詩、この字に作る例はない。
．捕蝗捕蝗竟何利、徒使飢人重労費122新楽府「捕蝗」を踏まえる。風刺的な用法である。．故事として 長恨歌」を踏まえる。123．後宮佳麗三千人、三千寵愛在一身124
（後宮の佳麗は三千人、三千の寵愛は一身に在り）
「長恨歌」を踏まえた表現。原詩の異同は５ 参照のこと。新田義
興が色好みのために身を滅ぼすことになったのをいう。
．後宮佳麗三千人、三千寵愛在一身125
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（後宮の佳麗は三千人、三千の寵愛は一身に在り）
「長恨歌」を踏まえた表現。原詩の異同は５．参照のこと。．長文のため、別に検討する。126．後宮佳麗三千人、三千寵愛在一身127
（後宮の佳麗は三千人、三千 寵愛 一身に在り）
「長恨歌」を踏まえた表現。 『太平記』 、諸本とも「後宮」に作るの
は原詩の刊本系本文と一致。原詩の異同は５．参照のこと。
．養在深窓人未識。天生麗質難自棄128
（養われて深窓に在れば人未だ識らず。天の生せる 質は自ずから棄て難く）
「長恨歌」を引く。書き下しの形である。 『太平記』 、南都「深閨」
に作る。原詩、刊本系・単行本系諸本「深閨」 、旧鈔本系（金沢・正安・管見） 「深窓」に作る。西源・南都以外の『太平記』は旧鈔本系の文字と一致する。
．廻眸一笑百媚生129
（眸を廻らせて一たび笑めば百の媚生る）
「長恨歌」を踏まえる。 『太平記』 、 「笑」を「咲」に作る。白氏に
「咲」でほほえみを意味し「えむ」 「わらふ」と訓じる用例がある。
．開元中泰階平四海無事也130
（開元中泰階平らかにして四海無事なり）
「長恨歌伝」を引く。 『太平記』諸本、 「開元」を「天宝」に作る。
ともに玄宗の年号であり、前半（七一三～七四一年）が開元、後半（七四二～七五六年）が天宝となる。開元年間は後に「開元の治」と称される善政が布かれ唐王朝の絶頂期となったが、天宝年間は政治 乱れやがて唐王朝衰退のきっかけとなった安史の乱へとつながっていく。楊貴妃の入内（天宝三載） 、安史の乱の勃発 一四載） 、退位（一五載）は全て天宝年間の出来事であり 史実からいう らば天宝の末 は決して「泰階平安ニシテ四海無事」ではない。ここでは楊貴妃入内の年を「天宝十年」にす に対応して「天宝ノ末年」としたものだろう。
．漢皇重色思傾国131
（漢皇色を重んじて傾国を思う）
「長恨歌」を引く。．花開花落二十日、一城之人皆若狂132
（花開き花落つること二十日、一城之人皆な狂せるが若し）
新楽府「牡丹芳」を引く。遊宴の喧噪狂乱ぶりをいう。．七月七日長生殿、夜半無人私語時。在天願作比翼鳥、在地願為連133
理枝（七月七日長生殿、夜半人無く私
語せし時。天に在りては願は
ささめごと
くは比翼の鳥と作り、地に在りては願はくは連理の枝と為らん）
「長恨歌」を踏まえる。光厳院崩御が七月七 だったことにかけた
表現。
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．五雲飄颻飛上天134
（五雲飄颻として飛して天に上る）
新楽府「両朱閣」を踏まえる。原詩、旧鈔本系（神田・上野・小汀
・猿投）刊本系の一部（英華） 「飛」を「迎」に作る。 『太平記』本文には登場しない異同である。応制和歌序文の典拠として用いられている。
?????????????
．の「海漫漫」引用について述べていく。107
『太平記』 、梵舜「童男臥女」 、神田孝平・教運・版本・南都・毛利
「童男丱女」 、玄玖・神宮「童男丫女」 、西源「童男艸女」 、天正「童男女」 、今川「童男非女」 、米沢「童男童女」とバリエーションが多い。各本ごとの表記は
．と一致する。いま、玄玖本を例にとって原詩（那106
波本）との対照をしてみる。 『太平記』各句の頭に付した丸数字は、 『太平記』本文の順番を示す。
原詩（那波本）
太平記（玄玖本：
巻、始皇求蓬莱之事付趙27
高之事）
海漫漫
①蒼海漫々トシテ
直下無底旁無辺
②辺モナシ
雲濤煙浪最深処
③雲ノ浪烟ノ波最深ク
人伝中有三神山山上多生不死薬
服之羽化為天仙秦皇漢武信此語方士年年釆薬去蓬莱今古但聞名
⑥蓬莱ハ今モ古ヘモ只名ノミ聞テ見事ナケレハ
烟水茫茫無覓処
⑦天水茫々トシテ求ニ所ナシ
海漫漫風浩浩
④風浩々トシテ閑ナラス
眼穿不見蓬莱島不見蓬莱不敢帰
⑧蓬莱ヲ見ズハ否ヤ帰ラシトイヒシ
童男丱女舟中老
⑨童男丫女ハイタツラニ舟ノ中ニヤ老ヌラン
徐福文成多誑誕上元太一虚祈祷君看驪山頂上茂陵頭畢竟悲風吹蔓草何況玄元聖祖五千言不言薬不言仙不言白日昇青天
原詩の句順を入れ替えつつ、始皇帝の故事の部分を引用しているの
がわかる。
引用箇所に係わる原詩の異同は以下の通り。
「烟水」 、旧鈔本系（神田・時賢・高野・猿投） 「天水」に作る。 『太平記』諸本は「天水」に作り、旧鈔本に近い。
* 二十一「太平記諸本校異一覧表」別表２を参照
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．の「長恨歌」 「長恨歌伝」引用について述べていく。126
「楊国忠事」段は、畠山入道道誓謀叛の顛末を語り、その「前表」
として、 唐・天宝一四載に勃発した安史の乱を、 長文を割いて述べる。その題材は「白氏文集」巻一二所載の「長恨歌」 「長恨歌伝」より採っている。既に柳瀬喜代志氏の「 『長恨歌』 『長恨歌伝』と「楊國忠之事」――『太平記』作者の嚢中の漢籍考――」正続（ 『早稲田大学教育学部学術研究（国語・国文学編） 』三九号、一九九〇年一二月、続は同誌四〇号、一九九一年一二月） 、高橋貞一氏 『太平記諸本の研究』 （思文閣出版、一 八〇年四 の論考がある。
本項は、他の項と用例採集の方針が異なる。 「楊国忠事」段は全編
にわたって長恨歌および長恨歌伝を下敷きにしながら物語が展開していくため、他項と同様の方針で用例を採ると、段全体にわたって引用し検討を加えねばならなくなり 膨大な量となる。よって、本論の主目的である「太平記が引く『白氏文集』の本文系統はいか るものであるかの解明」 必要な、 『白氏文集』本文引用 限定して比較検討を加えた。
引用されている本文の系統を考える際に重要なのは、表中に※を付
した「是ハ常ニ世ニ有ル物ナリ何ソ是ヲ以テ験ト為ルニ足ンヤ」の節である。これは「長恨歌序」からの引用である。 「序」は別集『白氏文集』には見えず、日本 一部の本に見えるだけであり、 れはことごとく単行本系に属するものである。特に「歌行詩」と総称され テクストに付されていることが多い。
また、 玄玖・神宮・南都・梵舜・今川・米沢・竹中・天正・教運 「旧
衾旧枕」 、毛利「旧枕旧衾」 、西源・版本「翡翠衾寒」に作る異同は系統を考える上で重要なポイントである。
ここは原詩、旧鈔本系（金沢 正安 管見） 、刊本系の一部（英華） 、
単行本の一部（要文） 「旧枕故衾」刊本系（紹興本・馬本・汪本・那波本・朝鮮整版） 、単行本の一部（歌行） 「翡翠衾寒」に作る。 『白氏文集』本文研究研究の上では 旧鈔本系に近いか刊本系に近いかを判別する明確な指標となる箇所である。
この章段の『太平記』所引『白氏文集』は、単行本系の文字を持ち
つつも、西源・版 が刊本系、それ以外が の本文に近いと言えよう。
比較すると、この章段における西源院本および版本の特殊性が際立
つ。本段において西源院本・版 が引用する「長恨歌」は、刊本系本文とほぼ完全に一致する。また、西源院本・版本は引用詩句 配列および引用箇所がそれ以外の各本と異なっている
* 二十一
。これは他から
かけ離れたといってもよ ほどの特徴である。ただし西源院本と版本の間では引用詩句の配列および引用箇所は一致していないので 影響関係にあるとはいえない。
以下に参考のため長恨歌本文の校異表を掲げておく。 『太平記』に
おいて引かれている箇所には傍線を付した（凡例参照） 。
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長恨歌校異表底本
那波本（影印） ：下定雅弘・神鷹徳治
編『宮内庁所蔵
那波本
白氏文集』 （勉誠出版、二〇一二年三月）
明馬元調本（原本） ：明治大学図書館蔵万暦三四（一六〇六）年序刊本南宋紹興刊 『白氏長慶集』 （藝文印書館、一九八一年二月）金澤文庫本（影印） ：川瀬一馬監修『白氏文集
金澤文庫本』 （大東急記念文庫、一九八三年一〇月‐一九八四年三月）
歌行詩本（影印） ：長澤規矩也編『和刻本漢詩集成
唐詩』第十輯（汲古書院、一九七四年一一月）
凡例
那波本を底本とし、他書は異同のみ示した。面→眼となっている場合、那波本は面、対校書では眼と作ることを示す。鈴→鈴／猿となっている場合、那波 は鈴、対校書では鈴・猿の二字を併記することを示す。『太平記』において引かれている箇所には傍線を付した。波線は各 一致する箇所、一重線は西源・版本のみの引用箇所。那波本二二行三字目「鼙」字は元来「上が皷・下が卑」に作るがフォント制約により出力不能のため該字に置換した。
刊本系
旧鈔本系
単行本系
行
底本：那波本
紹興本
馬元調本
金澤文庫本
歌行詩本
一
漢皇重色思傾国、御宇多年求不得。
皇→王
宇→㝢
二
楊家有女初長成、養在深閨人未識。
閨→窓
三
天生麗質難自棄、一朝選在君王側。
四
廻眸一笑百媚生、六宮粉黛無顔色。
眸→頭
廻眸→回頭
五
春寒賜浴華清池、温泉水滑洗凝脂。
六
侍児扶起嬌無力、始是新承恩沢時。
七
雲鬢花顔金歩揺、芙蓉帳暖度春宵。
八
春宵苦短日高 、従此君王不早朝。
九
承歡侍宴無閑暇、春従春遊夜專夜。
閑→閒
宴→寢
一〇
後宮佳麗三千人、三千寵愛在一身。
後→漢
一一金屋粧成嬌侍夜、玉樓宴罷醉和春。
粧→糚
一二
姊妹弟兄皆列土、可憐光彩生門戸。
土→士
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一三
遂令天下父母心、不重生男重生女。
一四
驪宮高處入青雲、仙樂風飄處處聞。
一五
緩歌縵舞凝絲竹、盡日君王看不足。
縵→慢
縵→謾
縵→慢
縵→慢
一六
漁陽鼙鼓動地來、驚破霓裳羽衣曲。
一七
九重城闕烟塵生、千乗萬騎西南行。
烟→煙
烟→煙
烟→煙
一八
翠華揺揺行復止、西出都門百餘里。
一九
六軍不發無柰何、宛轉娥眉馬前死。
柰→奈娥→蛾
柰→奈、娥→蛾柰 奈、娥→蛾
二〇
花鈿委地無人収、翠翹金雀玉掻頭。
二一
君王掩面救 得、迴看血涙相和流。
迴看→回首
面→眼、血涙→涙血
迴看→回首
二二
黄埃散漫風蕭索、雲棧縈紆登劔閣。
紆→廻
二三
峨嵋山下少人行、旌旗無光日色薄。
峨→蛾、人行→行人
二四
蜀江水碧蜀山青、聖主朝朝暮暮情。
二五
行官見月傷心色、夜雨聞鈴腸斷声。
鈴→猿
鈴→鈴／猿
二六
天旋日轉迴龍馭、到此躊躇不能去。
日→地、迴→廻
日→地、迴→回
二七
馬嵬坡下泥土中、不見玉顔空死處。
二八
君臣相顧盡霑衣、東望都門信馬歸。
霑→沾
霑→沾
二九
歸來池苑皆依舊、太液芙蓉未央柳。
三〇
芙蓉如面柳如眉、對此如何不涙垂。
三一
春風桃李花開夜、秋雨梧桐葉落時。
夜→日
夜→夜／日、雨→雨／霧
三二
西宮南苑多秋草、宮葉滿階紅不掃。
階→堦
苑→内、宮→落
宮→宮／落
三三
梨園弟子白髪新、椒房阿監青娥老。
三四
夕殿螢飛思悄然、孤灯挑盡未成眠。
孤→秋、成→能
成→能
三五
遅遅鐘鼓初長夜、耿耿星河欲曙天。
鼓→漏
鼓→漏
三六
鴛鴦瓦冷霜華重、翡翠衾寒誰與共。
翡翠衾寒 舊枕故衾
三七
悠悠生死別經年、魂魄不曾來入夢。
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三八
臨卭道士鴻都客、能以精誠致魂魄。
道→方
誠→神
三九
爲感君王輾轉思、遂敎方士殷勤覓。
四〇
排空馭氣奔如電、昇天入地求之遍。
殷勤→慇懃
排→棑
空→風、昇→升、遍→徧
四一
上窮碧落下黄泉、両處茫茫皆不見。
昇→升
四二
忽聞海上有仙山、山在虚無縹緲間。
緲→眇
四三
樓閣玲瓏五雲起、其中綽約多仙子。
閣→殿、中→上閣→殿
四四
中有一人字玉眞、雪膚花貌參差是。
玉→太玉→太
眞→妃、貌→㒵
四五
金闕西廂叩玉扄、轉敎小玉報雙成。
四六
聞道漢家天子使、九華帳裏夢中驚。
中→魂
中→魂
四七
攬衣推枕起徘徊、珠箔銀屏邐迤開。
攬→擥、徘徊 俳佪
四八
雲鬢半垂新睡覺、花冠不整下堂來。
垂→偏垂→偏
垂→偏
垂→偏
四九
風吹仙袂飄颻擧、猶似霓裳羽衣舞。
颻→飄
颻→飄
五〇
玉容寂寞涙攔干、梨花一枝春帶雨。
攔→闌
攔→瀾
攔→欄
五一
含情凝睇謝君王、一別音容兩眇茫。
睇→涕
睇→眸、眇→渺
五二
昭陽殿裏恩愛絶、蓬莱宮中日月長。
眇→渺
昭→照、絶→歇
五三
迴頭下望人寰處、不見長安見塵霧。
望→視
迴→回
五四
唯將舊物表深 、鈿合金釵寄將去。
唯→空
五五
釵留一股合一扇、釵擘黄金合分鈿。
股→鈷
擘→劈
五六
但令心似金鈿堅、天上人間會相 。
令→敎、堅→竪
五七
臨別殷勤重寄詞、詞中有誓兩心知。
五八
七月七日長生殿、夜半無人私語時。
五九
在天願作比翼鳥、在地願爲連理枝。
六〇
天長地久有時盡、此恨緜緜無盡期。
盡→絶
盡→絶
緜緜→綿綿、盡→絶
緜緜→綿綿、盡→絶
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????
前節で、一三四例の『白氏文集』引用例を挙げた。本節では採句傾
向・本文系統について考察を進めていく。
『白氏文集』の出典は以下の通りである。巻数は那波本のもの。
巻一
：凶宅
一例（
）19
巻三
：七徳舞
五例（用例番号
・）33
36
84
87
120
海漫漫
二例（
・）106
107
立部伎
一例（
）12
上陽白髪人
二例（
・）3
17
胡旋女
二例（
・）2
80
新豊折臂翁
三例（
・）30
60
95
大行路四例（
・）4
29
37
117
捕蝗
二例（
・）1
122
昆明春水満
二例（
・）31
103
城塩州
一例（
）32
五絃弾
三例（
・）53
66
92
伝戎人
一例（
）59
一二首
二八例
巻四
：驪宮高
三例（
・）9
56
71
百錬
鏡
四例（
・）27
97
101
102
八駿図
六例（
・）45
46
47
49
50
51
牡丹芳
二例（
・）119
132
売炭翁
三例（
・）11
42
63
母別子
一例（
）118
李夫人
一例（
）70
陵園妾
三例（
・）21
26
99
杏為梁
一例（
）38
井底引銀瓶
二例（
・）14
35
隋堤柳
一例（
）86
草茫茫
四例（
・）48
108
110
112
天可度
三例（
・）41
61
62
一三首
三四例
巻一〇：対酒
一例（
）77
巻一一：南賓郡斎即事寄楊万州
一例（
）43
巻一二：長恨歌伝
一〇例（
・
・
6
76
81
91
92
105
113
123
126
・
） ：
・
は長恨
歌と重複
130
123
126
長恨歌
四八例（
・5
7
8
10
20
22
23
24
25
・34
39
40
44
52
54
57
58
64
65
68
69
73
74
・
75
78
79
82
83
88
89
90
93
94
100
104
111
・）115
116
123
124
125
126
127
128
129
131
133
134
123
126
は長恨
歌伝と重複
琵琶行
六例（
・）13
18
55
85
98
114
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巻一三：賦得古原草送別
一例（
）121
巻一四：送王十八帰山寄題仙遊寺
一例（
）96
巻一八：香炉峰下新卜山居草堂初成偶題東壁五首（四）
二例（
67
・）
109
巻五一：題故元少尹集後二首（一）
一例（
）28
題故元少尹集後二首（二）
一例（
）15
巻六九：夏日与閑禅師林下避暑詩
一例（
）16
巻外
：長恨歌序
一例（
）126
計三八首
一三七例（重複二、巻外一含む）
採句傾向を見ると、 「長恨歌伝」 「長恨歌序」を除けば全て詩からの
引用に限られ、 特に巻二〇までにほぼ限定されるという傾向が見える。これは、鎌倉時代までの白氏詩文引用の傾向と同じである。
更に限定をしていけば、新楽府・長恨歌伝・長恨歌・琵琶行に大き
く偏っている。これは高橋貞一『太平記諸本 研究』七八五頁に
白氏文集及び長恨歌傳を出典とする箇所を槪觀したのであるが、
殆どすべての引用が、巻三、巻四及び長恨歌、琵琶行及び長恨歌傳
、
、、、、、、
、
、
、
、、、、、、
、
、、、、、、、、
の内であることは、最も注目すべきことである。 （傍点ママ）、
、、、、、、、
、
、、、、、、、、、、、
と述べられている通りである。この四作品のみで一二六例、実に全引用の九一％を占める。中でも長恨歌は突出して多く、三五・五％に達する。長恨歌中の用例では後宮の女性を総称する「三千」に係わるものが最も多く、一二例を見 。
本調査において採った用例について
、その多くは原詩でも異同がな
い箇所を出典としているか、本文系統の検討に用いることができない形（
． 「方士ガ海入テ楊貴妃ヲ見奉リシニ異ス」のように具体的な74
引用ではなく、背景にある詩を読者に想起させるような書き方をする例など）での引用であった
加えて、旧鈔本系・刊本系の判別には『太平記』特有の問題が存在
する。物語を語る上で適当な形 詩句が変形されていることと、原詩の文字が訓読文に引かれて同音で意味の近 文字に置き換えられていることである。増田氏は
．の大行路「夷途」を例に挙げて、29
「夷途」 （原詩）→「夷
途」→「平
路」→「平路」→「平路」
タヒラカナルミチ
タヒラカナルミチ
ヘイロ
（西源院本）という図式が成り立つことを示した。 「夷途」を「タヒラカナルミチ」と読んだことで「平路」の字が当てられ、ふりが や訓がな 脱落した後にあらためて「ヘイロ」と じた、ということ る。
このように原詩にない文字に置き換わってしまうと、それが『白氏
文集』からの引用、あるいは影響を受けた詩句である 確実でっても本文系統を導き出すのは困難にな これもまた 『太平記』における白氏引用 白詩理解の
一つの形であろうけれども。
旧鈔本系・刊本系・単行本系それぞれのテキストに特徴的な文字を
識別できたのは、以下に記す二〇例であ 。
* 二十二
正宗氏旧蔵本は『長恨歌
正宗敦夫文庫本』ノートルダム清心女子大学古典叢書（ノートルダム清心女子大学・福武書店、一九八一年一〇月）に影印あり。
三条西公正氏旧蔵本は、 『文学』二‐六（岩波書店、一九三四年六月）に氏自身の紹介が載る。
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①旧鈔本系の文字をもつ例
． 「駕スレハ輦ヲ共ニシ」7． 「落葉満テ」20．梵舜・神田・教運・天正・米沢・毛利「夷路」 、西源「平路」 、29
玄玖・版本・神宮・南都・今川「夷途」 。
． 「一丁ヲ抽」30． 「君請テ蜂ヲ掇シム」41． 「頸ハ鶏ノ如ニシテ」45． 「深窓」57．梵舜・神田・西源・教運・版本・南都・天正・今川・米沢・毛66
利「融々洩々」 、玄玖・神宮は「融々」
．玄玖・西源・梵舜・毛利・天正・教運・版本「墻」 、神宮 神71
田孝平・南都・今川・米沢「垣」
． 「氷玉盤ニ」72． 「天水茫々トシテ」107． 「事」117
②刊本系の文字をもつ例
． 「碧台ニ宴シ」47． 「闌干」52
（
． 「寒閨ニ臥セハ」 ）78
③旧鈔本系・刊本系の文字が諸本によって異なる例
．梵舜・玄玖・西源・教運・神宮・毛利「氷」 、版本・天正・今13
川・米沢「水」
．南都「深閨」 、諸本「深窓」128．玄玖・神宮・南都・梵舜・今川・米沢・竹中・天正・教運「旧126
衾旧枕」 、毛利「旧枕旧衾」 、西源・版本「翡翠衾寒」
④単行本の文字が現れる例
． 「荊」118． 「是ハ常ニ世ニ有ル物ナリ何ソ是ヲ以テ験ト為ルニ足ンヤ」126
『太平記』に引用される『白氏文集』の本文は、旧鈔本系・刊本系
の本文が並存しているが、旧鈔本系寄りの傾向を示すといえる。
ここで④の例に目を向けてみる。
．の「長恨歌序」は、単行本系の中でも、鎌倉時代から江戸にか126
けて日本で成立した特定のものにしか現れない。そのはじめは現在発見されているものでは、ともに正安二年の奥書をもつ正宗敦夫氏 蔵本と、三条西公正氏旧蔵 がある
* 二十二
。また坂本龍門文庫蔵の清原
* 二十三
影印は『長恨歌并琵琶行』阪本龍門文庫複製叢刊四（龍門文庫、一九六二年三月） ：解説を川瀬一馬氏が書く。
* 二十四
長澤規矩也編『和刻本漢詩集成』唐詩一〇（汲古書院、一九九二年九月）所収の『長恨歌伝・長恨歌・琵琶行・野馬台』に元和末刊本の影印
、神鷹徳治編
『歌行詩諺解』 （勉誠社、一九八八年六月）に貞享元年（一六八四年）刊本の影印がある。
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宣賢筆室町中期写本
* 二十三
が伝わる。江戸時代になると「歌行詩」と
総称される、長恨歌伝・長恨歌序・長恨歌・琵琶行（并序） 、野馬台詩を収録した刊本となった
* 二十四
。今回調査した『太平記』の本文は、
例外なくこの引用文を含んでおり、伝世の初期から本文として存在したことがうかがえる。
これは『太平記』が摂取した『白氏文集』の本文は、成立当時、あ
るいは伝播の中で、大集としての『白氏文集』以外 、当時流行のテキストからの摂取 あったことを明確に示している。
この点について太田次男氏は、
それでは（日本文学作品に：筆者注）引用される白詩の本文が刊
本に替わるのは何時頃かといえば、 これは正確にはいえないが、 『太平記』に引かれる「長恨歌」のなかに、旧鈔本にはみられない文字が認められたので、 この頃が一つの目処になるかも知れな 。 但し、それは必ずしも白氏文集刊本（むろん中国の刊本）の本文 拠るとは限らず、例えば『古文真宝』など、ほかの刊本所収本文 よることもむろん可能である。
（ 『旧鈔本を中心とする白氏文集本文の研究』下
二六〇頁）
と述べられている。 これは西源院本「楊貴妃事」段を指す 思われる。
『太平記』所引の『白氏文集』本文の直接の典拠について、いまこ
れを論じることはできない。先に述べた「当時流行のテキスト」は、「長恨歌序」の引用によって提起さ
れた「歌行詩」系の単行本の影響、
また太田氏が指摘されるような『古文真宝』 （大行路、琵琶行、長恨歌、七徳舞等が収録され ） 、あるいは『和漢朗詠集』 ・ 『新撰朗詠集』といった名文を収めた集、抄物、 『文苑英華』 ・ 『古文真宝』などの総集、 『太平広記』をはじめとする中国類書など、当時作者が参看しえた書物は和漢の 範な領域が考えられるが、これらにもそれぞれ異なるテキストが存在する。作者 記憶に頼って書いた箇所もあろう。いま筆者はこれらをを比較検討するだけの見識をもって ない。
ここでは、以下のことを確認したい。
①『太平記』が引く『白氏文集』の本文は、物語を語 上 適当 形
に詩句が変形されている。
②『太平記』に引用される 旧鈔本系・刊本系
の本文が並存しているが、旧鈔本寄りの傾向を示す。
③単行本系の中でも限られたテキス
トにしか存在しない特有の文字が
現れる。
④②・ の理由により、 『太平記』が摂取した『白氏文集 の本文は
成立当時、あるいは伝播の中で、別集として 『白氏文集』以外の、
* 二十五
四八ページ参照
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当時流行のテキスト
* 二十五
からの摂取があったと考えられる。
旧鈔本系・刊本系の本文が並存していることこそ 『太平記』 引用 『白
氏文集』本文の特質である。それは旧鈔本系から刊本系へ、 『白氏文集』のテキスト受容の主流が移り変
わっていく過程に発生し、その後
続いていく現象を示しているのである。
* 二十六
蔵書印から長く義輝本と呼ばれてきたが、現在は教運本と称すべきであるとされている。注十八を参照のこと。
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???
???????????????????????????????
『太平記』諸本は現在、鈴木登美恵氏の立てた甲乙丙丁の四分類に
分類することが主流となっている。本章では『白氏文集』引用の観点から見て、この分類を改めて考えることとする。
鈴木氏は、 「玄玖本太平記解題」 『玄玖本太平記』五（勉誠社、一九
七五年二月）において、巻二十二の有無に加え巻の分割方法をも基準に取り込んだ分類として以下を提唱した。甲類本（三十九巻に 割してゐる本。則ち、巻第二十二を欠く四十巻
）
神田本系（神田本）玄玖本系（玄玖本・松井本・真珠庵本）南都本系（南都本・内閣文庫本・東教大本・相承院本・簗田本・正
木本）
西源院本系（西源院本・織田本）
乙類本（甲類の巻第二十六・二十七の二巻に相当する部分を三巻に分
割して、全体を四十巻に分割してゐる本）
毛利家本系（毛利家本）前田家本系（前田家本）吉川家本系（吉川家本）
米沢本系（米沢本）梵舜本系（梵舜本・神宮文庫本・天理本）流布本系（古活字本・整版本の類）
丙類本（甲類の巻第三十二相当部分を二巻に分割し、甲類の巻第三十
五のうちから所謂“北野通夜物語”を別に一巻として巻第三十八に当て、更に甲類の巻第三十六・三十七の二巻を併せて一巻として、全体を四十巻に分割してゐる本）
天正本系（天正本・義輝本
* 二十六
・野尻本巻第三十以前）
丁類本（甲類の巻第十四から巻第十八までの五巻に相当する部 を七
巻に分割して、全体を四十一巻に分割してゐる本。及び、甲類の巻第十四から巻第十八までを七巻に分割した上、甲類の巻第三十八・三十九・四十の三巻を四巻に分割して、全体を四十二巻に分割してゐる本）
京大本系（京大本・豪精本・釜田本巻第二十三以前）この分類を元にして『伝存太平記写本総覧』が編まれた。現在諸本
研究でもっとも多くの本をカタログ化している書である。書誌・所蔵者・翻刻や影印の有無、マイクロ等の有無など、諸本を探すためには必携であろう。
?????
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甲類本とそれ以外の各本で白詩引用に断層が見られる。
．や
．
18
94
など、 甲類本がナシであり、 乙類・丙類本に現れる例が見受けられる。まず甲類本／それ以外の間で分類すべきである。
??????????
丙類本は他系統に比し丙 （天正本と教運本）の異文の多さが目立
つ。以下、例示する。特に注記なければ天正本（一五九二年書写） ・教運本（書写年代不明）に共通する箇所、どちらかのみに現れる場合は明記した。 （諸本に記述があるも、該 に記述がないものについてはナシとした）天正本
．彼上陽人ノ宮モカクヤト思召出ラレテ永日殊ニ暮シ難シ17．外都ノ卑湿ニ遷居有シ事18． （ナシ）19． （ナシ）20．昆明池ノ春ノ水西日ヲ浸テ淪々タルニ不レ異
．
．
31． （ナシ）41．夜灯照ス
レ
窓ヲ愁ヒ霾
㆓
楼外ニ
㆒
43．比翼連理之語ヲモ為サハヤト44．骨騰リ筋太シテ脂肉短ク頸如
レ
鶏ノ
．
．
45．方星之精降テ
．
．．．
47．落涙モ闌干タリ52．卑湿ノ行宮55
．此疎山柴棘ノ卑湿ニ85． （天正本のみ）彼楊貴妃驪山ノ花清宮ニシテ蘭膏ノ湯ヲ沈セシニ92皇帝其ノ膚ノ妙ナル事ヲ喜見テ 雪夜浴堂ノ春ト欹テ目 細メ魂ヲ消シ玉シモ理哉ト思出テ目放モセス当居タレハ金肌玉骨ノ妙態羅綺ニダモ不レ勝ヘシテ．知ラヌ卑湿ノ南山トカヤ114
一三箇所
教運本
．彼上陽人ノ宮モカクヤト思召出ラレテ永日殊ニ暮シ難シ17．外都ノ卑湿ニ遷居有シ事18． （ナシ）19． （ナシ）20．昆明池ノ春ノ水西日ヲ浸テ淪々タル 不レ異ナラ
．
．
31． （ナシ）41．夜灯照シ
レ
窓ヲ愁ヒ霾ル
㆓
楼外ニ
㆒
43．比翼連理之語ラヒヲモ成サハヤ44．骨騰リ筋太ク脂肉短シ頸ハ如
レ
鶏ノ
．
．
45．方星ノ精降リテ
．
．．．
47．落涙モ闌干タリ52．卑湿之行宮55．此疎山柴棘ノ卑湿ニ85．知ヌ卑湿ノ南山トカヤ114
一二箇所
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『白氏文集』の引用から見ても、従来の指摘通り天正本と教運本は
近いが、同一ではない。特に、
．の長文が天正本のみに存すること92
は両者の決定的な差となっている。
従来天正本諸本は記事の増補が多いと言われているが、白詩引用か
ら見てもそれが裏付けられることとなった。
?????
次に、乙類本である。甲類 に近い引用を見せるのであるが その
中にも天正本系と一致する引用を見せる箇所がある
米沢本（書写年代不明）．此卑湿ノ地ニ移リタリシカ
．
．．．
18．方星ト云星降テ
．
．
47毛利家本（一六〇三年以前書写）．平安城ヲ此卑湿ノ地ニ
．
．．．
18．サレハ開元ノ宰相宗開府カ幼君ノ為ニ武ヲ黷シ其辺功ヲ不
レ
立シ
．
．．
95モ智恵ナキ忠臣ト云ツヘシト梵舜本（一五八六年写）．卑湿ノ行宮55今一度全体に立ち返ると、まず甲類 とそれ以外の各本で白詩引用
に断層が見られる。白詩引用の場合は、梵舜本はやや甲類本に近い。
これは諸本研究で言われている「梵舜本は乙類に属する」ということとは異なる現象である。いずれにせよ今回調査を行った乙類本は、いずれも丙類本の文字が見られるが、その程度に 個々のテキストごとに差があるということ
調査した『太平記』諸本で書写年代がわかるものを古いものから並
べると以下の通り なる。・今川家本（丙類・一五〇五年）・玄玖本（甲類・一五五四年？）・西源院本（甲類・一五二 ‐五四ごろ）・神宮徴古館 六〇 ）・梵舜本（乙類・一五八六年）・天正本（丙類・一五九二年）・毛利家本（丙類 ～一六〇三年）
神田孝平旧蔵本（甲類） 、南都本（甲類） ・米沢本（乙類） 、教運本
（丙類）は書写年代不明である。ゆえに、米沢本・毛利家本と天正・教運本の本文の先後関係はわからない。どちらがどちらに影響を与えたのか明確に 論じられないので、乙類 を から丙類に至る間に置くべきか から更に下るものなのか、白詩引用の点からでは追い切れない。 『太平記』諸本の研究で 、梵舜本は天正 系からの引用が明白に認められるとされているので、白氏 ら見た場合とはずれがある。だが、それはわずかであり新たに系統を論ずべき程の差ではない。
書写年代による差は、送り仮名・宛字の差というレベルにとどまり
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通常の同系統間の異同の域を超えない。白氏引用から見ても、写本の成立年代よりも、むしろその本が、甲・乙・丙・丁どの系統に属しているかで大きな分類ができることが言 る。諸本研究を補強する材料であろう。
??????????
甲類・西源院本の「楊貴妃事」は特異さが目立つ。西源院本の他の
箇所は「一つの系統に拠らず、旧鈔本 と刊本系の本文 並存している」と前章で述べた通りなのだが、こ 章段のみ完全に刊 系テキストに依拠しており、その典拠や状況が 問題となる。 問題はおそらく西源院本の成立にも関わることにもなろう。だが、今 時点で答えを出すこ はできない。
鷲尾順敬氏の翻字本『西源院本太平記』解説に拠れば、西源院本の
書写年代は一五二一～五四頃、書写者は書写者を龍安寺十世の大休宗休（応仁二（一四六八）年‐天文一八（一五四九）年）に比定しており、未完軍記物語資料集の影印に附された岡田氏の解説もまたこれを採る。影印版で見る限り西源院本そのも には書写の手がかりとなる情報が残されておらず、さらに写真撮影後に火災を被って一部が焼失しており、残った本も周囲が焼け焦げ、一部の文字にかかって完全な形ではもはや残っていないのであ 。鷲尾氏は、筆跡をもって書写者を大休宗休としているが、 そ 仮定 弱さは 『西源院本太平記』解説に自ら記してい 現時点 は決定的な証拠がなく、書写年代・書写者について 証明できないのである。
仮に大休宗休の筆になるという仮定が正しかったとすると、次に彼
が刊本系テキスト（宋版であろう）を目にすることができたか、どのように目にしたのかという、禅林における『白氏文集』受容の問題が提起される。
これは堀川貴司氏の 「中世禅林における白居易像」 （ 『国語と国文学』
七八‐五、至文堂、二〇〇一年五月）および『五山文学研究
資料と
論考』 （笠間書院、二〇一一年六月）などによって近年議論が始まったばかりの分野であり 本論の域を超える。後考を俟ちたい。
* 二十七
四十八ページ参照
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???? ????????????????????
第二章において、 『太平記』が引く『白氏文集』本文は以下の特徴
をもつと結論した。①『太平記』が引く『白氏文集』の本文は、物語を語る上で適当な形に詩句が変形されている。②『太平記』に引用される 旧鈔本系・刊本系の本文が交雑しているが、旧鈔本寄りの傾向を示す。③単行本系の中でも限られたテキストにしか存在しない特有の文字が
現れる。
④②・ の理由により、 『太平記』が摂取した『白氏文集』の本文は、
成立当時、あるいは伝播の中で、別集としての『白氏文集』以外の、当時流行のテキスト
* 二十七
からの摂取があったと考えられる。
本章では、これを踏まえ、主に①について考察を進め、第二章と併
せて『白氏文集』本文研究 中での位置づけを探っていきたい。
?? ????????????
まず取り上げたいのが、長恨歌の「後宮佳麗三千人
三千寵愛在一
身」の影響を受けた表現である。 『太平記』においてこの句に影響を
受けたと考えられる表現は以下の通りである （本文は玄玖本を用いた）
．三千ノ寵愛一身ニ在シカハ5．三千ノ宮女25．三千ノ枡女39．紅顔花ノ如ナリシ三千ノ宮女モ68．三千人ノ官女ヲ一人下シテ93．後宮三千ノ侍女 中ヨリ88．三千ノ数ニモト104．後宮ノ美人111．後宮ノ116．然ラハ三千 宮女中124．即三千第一 美人125．後宮三千ノ顔色127
一二例
長恨歌を直接書き下して引用する
．以外の全てにおいて、 「三千」5
とは女性を修飾している。
使用対象を見ると、
． のみ入内前の人物に対して使われているが、104
他は全て後宮の女性である。
．は後宮の女性ではないが入内を目指104
していつくしみ育てた人物をいうので、 「 （後宮の）三千ノ数ニモ（入れたい）ト」 （カッコ内筆者補足）と考えられるので、その意味では
* 二十八
『 『太平記』の比較文学的研究』五〇ページに示される
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後宮の女性を形容していることになる。原詩の「後宮佳麗三千人、三千寵愛在一身」は玄宗の後宮についての句であり、それを承けた『太平記』は、単なる美女に対してではなく、後宮に関係する女性を総称する慣用句として「三千」 「三千人」を用いているといえ 。
『太平記』以前にこの意味で「三千」を用いている例は、以下のよ
うなものがある。 （本文は新編日本古典文学全集 よった）和漢朗詠集下・閑居宮車一去
楼台之十二空長
隙駟難追
綺羅之三千暗老
閑賦
張読
夜の寝覚
巻三
「御気色、いと三千人をきはむるほどにはあらざめるを」栄花物語
巻一七
おむがく
「唐土にも三千人の后などはおはするやうありけり」大鏡
人
「唐には、昔三千人の后おはしけれ 」「上陽人は楊貴妃にそばめられて、帝に見えたてまつらで、深き窓のうちにて、春の行き秋の過ぐることをも知らずして、十六にてまゐて、六十までありき。かやうなれば、三千人のかひなし。 」
とはずがたり
巻一
「あまた子供ありといへども、おのれ一人に三千の寵愛もみな尽くしたる心地を思ふ」
むろんこれが『太平記』以前の全ての用例ではない。和漢朗詠集以外はみな長恨歌が出典と考えられる。後宮に関係する
女性を総称する「三千」の表現は漢詩文に由来し、平安時代から慣用的に用いられており、 『太平記』の用例もこの延長線上に位置しているといえる。
????????????????
増田欣氏は、 『太平記』の 詩文の影響を、語句の引用と故事の引
用に大別した。それは以下のような分類
* 二十八
であった。
（１）中国の古典に典拠を有する語句や漢詩句の引用（２）中国の古典にその事績の述べられている人物の名や事物の名目
の修辞的引用
（３）中国の古典に叙述されている歴史 もしくは伝説的事象の修辞
的引用
（４）中国の古典に叙述されている歴史的もしくは伝説的事象の説話
* 二十九
『 『太平記』の比較文学的研究』五〇ページ
* 三十
挿入説話（呉越帥之事）の一部である
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的叙述
（ （１）を語句の引用、 （２）～（４）をまとめ、故事の引用としている）
いま、白詩について、この分類にそってまとめる。
?????????????????????????
この類型は「引用の形態によって、本来的な引用と同化的な引用と
の二つに分けることができる」
* 二十九
と定義している。
本来的な引用（直接引用：直接話法的）
．田服ノ外百里ノ間空ク赤土ノミ有テ青苗ナシ餓莩岐ニ満テ飢人地1ニ倒ル此年銭三百ヲ以テ粟一斗ヲ買フ．金鶏障ノ下ニ冊レテ2．一生空ク玉顔ニ近カセ給ハス深宮ノ内ニ問テ春ノ日ノ難レ暮レコ3トヲ歎キ秋夜ノ長恨ミニ沈マセ給フ金屋ニ人無シテ耿々タル残ノ灯ノ壁ニ背ケル影薫籠ニ香消テ蕭々タル暗雨 窓ヲ打ツ声．人生レテ莫レ
レ
作
㆓
婦人ノ身ト
㆒
一百年ノ苦楽ハ由
㆓
他人ニ
㆒
4．都テ三夫人九嬪廿七ノ世婦八十一ノ御妾及ヒ後宮ノ美人楽府ノ妓6女
．花ノ下ノ春ノ遊ヒ月ノ前ノ秋ノ宴駕スレハ輦ヲ共ニシ幸スル寸ハ7席ヲ専ニシ給フ是ヨリ君主朝政為シ給ハス
（中略）
乍見ル光彩
ノ始テ門戸ニ成ルコトヲ此時天下 人男ヲ生ムコトヲ軽ンシテ女ヲ生コトヲ重フセリ．堂下 立部袖ヲ飜 梨園ノ弟子曲ヲ奏セシム繁絃急管何レモ金玉12ノ声玲瓏タリ．間関タル鶯ノ語ハ花ノ下ニ滑ニ幽咽セル泉 流ハ氷リノ底ニ難敵13怨清和節ニ随ツテ移ル四絃一声帛ヲ裂クカ如クニシテ抹テハ又挑返ヘス．為
㆓
君カ一日ノ恩ノ
㆒
誤ルトハ
㆓
妾ガ百年ノ身ヲ
㆒
14．梟松桂ノ枝ニ鳴キ狐蘭菊ノ叢ニ蔵ル
* 三十
19．大行ノ路能ク車ヲ摧ク若人ノ心ニ比ブレバ是夷ナル途ナリ巫峡ノ29水能舟ヲ覆ス若人ノ心ニ比ブレバ是安キ流ナリ人 心 好悪太タ不レ
常トハ云ナカラ
．彼ノ雲南万里ノ軍戸ニ三丁アレハ一丁ヲ抽 云ヘ30．自ラ疵ヲ吸ヒ血 含テ33．行路ノ難キ詩ニ不
レ
在山兮不
レ
在水唯人ノ情ノ反覆ノ間ニ在リ
37．驕レル者ハ失シ倹ナル者ハ存ズ38．骨昂リ筋太シテ脂肉短シ頸ハ鶏 如ニシテ45．一凶一吉的然トシテ耳ニアリ48
* 三十一
注三十に同じ
* 三十二
注三十に同じ
* 三十
注三十に同じ
* 三十四
注三十に同じ
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．由来尤物ノ是レ非レ吉キニ君ノ心ヲ蕩テ即害ヲ為者也49．只奇物ノ翫ヲ止テ51．第一第二ノ絃ハ索々タリ秋ノ風松ヲ払テ疎韻落ツ第三第四ノ絃ハ53冷々タリ夜ノ鶴子ヲ憶テ籠中ニ鳴ク絃々掩抑シテ只拍子ニ移ル．玉ノ甃暖ニシテ落花自ラ繽紛タリ56．言ノ下ニ骨ヲ消シ笑 中ニ刀ヲ研トハ61．繁絃急管 声一唱三嘆ノ曲融々トシテ正始ノ音 叶シカハ66．言ス咲ス人ヲ愁殺スト70．墻ニ苔生ヒ瓦ニ松古リテ71．繊珊瑚ヲ撃ク一両曲氷玉盤 写ス千万声72．楽ミ尽キ悲ミ来ル76．土墳数尺ノ草86．酒煖テ焼残セル紅葉毎
レ
手ニ折覆テ
96．蘺々タル原上ノ藂ニ121．花開花落ツルコト二十日間一城之人皆如
レ
狂セルト
132
同化的な引用（作者自身のことばにとりこめてしまう引用：間接話法的）
．一人出サセ給フ事容易カラ子ハ9
．三日マテ食ヲ断ケレハ11．龍門原上ノ苔ニ埋モルトモ15．瘴海ノ気冷ク16．払フ人ナキ閑庭ニ落葉満テ蕭々タリ
* 三十一
20．鬢ヲロソカニシテ膚ヘ消ヘタル御形
* 三十二
21．粧成テ一ヒ笑ハ百ノ媚君カ眼 迷テ
* 三十三
23．一ヒ宮中ニ入ツテ君王ノ傍 侍シヨリ
* 三十四
24．青絲ノ鬢面ヲロソカニシテ何ツ 間 カハ老ハ来リヌラント恠レ26紅玉ノ膚消テ今日ヲ限ノ命共ガナト歎シ疎ニ思沈マセ給ケル．百王治天ノ安危ヲ勘テ27．骨ハ化シテ黄壌一堆ノ下ニ朽ヌレト28．霓裳一曲ノ調ヘ 中ニ鼙鼓地ヲ動 来リ34．是只君ノ聖文神祇ノ徳ニ依スハ36．鴛鴦ノ衾ノ下ニ40．誰カ知偽ノ言ハ巧ニシテ簧ニ似タルコト 君ニ勧テ鼻ヲ掩ハ ム41トモ君掩コト莫レ カ夫婦ヲシテ参商ト為シム君請 蜂ヲ掇シムトモ君掇コト莫レ君カ母子ヲシテ豺狼ヲ成ラシメリ．夜灯照スレ窓ヲ愁ヒ霾
㆓
楼外ニ
㆒
43．比翼連理之語ヲモ為サハヤト44
* 三十五
『 『太平記』の比較文学的研究』五四ページ
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．穆王是ニ乗テ四荒八極不レ至ト云事ナシ46．方星ト云フ星降テ八疋ノ馬ト成ケリ穆王是ヲ愛シテ造父御タラシ47メ四荒八極ノ外瑶池ニ遊ヒ碧台ニ宴シ給シカハ七廟ノ祭ルコト年ヲ逐テ衰エ明台ノ礼日 随フテ廃レテ周ノ世是ヨリ傾キケリ．落涙モ闌干タリ52．養ハレ 深窓ニ有シ時ヨリ57．玉妃ノ太真ヲ出シ春ノ媚ヲ残セリ58．朝ノ飡食飢渇シテ夜ノ寝覚蒼々タリ59．魂浮レ骨空クシテ天涯望郷 鬼ト成スラント60．誠ニ人ノ心ノ測リ難キ事天ヨリモ高ク地ヨ モ厚シト申習ハシタ62ル事ニテハ候ヘトモ．物具ヲ沽テ口中ノ食ヲ継ケルカ63．深宮ノ内 長セ給シ後69．立チ徘徊ハセ給タレト73．長生殿ノ裏ニハ梨花ノ雨塊ヲ破ラス75．竹苑故宮ノ月心ヲ傷シメ皈テ寒閨ニ臥セハ椒房寡居ノ風夢 吹ク78．先帝程ノ聖主又神武ノ君ハ未タヲワシマサヽリ カハ87．百王ノ理乱四海 安危97．此十余年我身 長ヲ待100．窮民孤独ノ飢ヲ資ニモ非ス122
????????????????????????????
??????????
この類型は「中国の史伝に名の高い
人物などの名を借りきたって、
修辞的な効果を高めるための比況法や直喩法、時には隠喩法に用いたもの」
* 三十五
と定義される。定型句的な表現をここに分類する。
．况ヤ連理ノ契リ不浅シテ10．此卑湿ノ地ニ遷シタリシカハ18．三千ノ宮女御涙ヲ滴デゝ面々ニ臥沈ミ給フ25．三十六ノ後宮ニハ三千ノ枡女粧ヲ餝リ39．方星ノ精化シテ此 馬ト成テ人ノ心ヲ蕩サント為ル者也50．卑湿ノ行宮55．剣閣ノ雲ニ踏迷ヒ64．住来シ跡ニ還給タルトモ庭ニハ秋草寂繁テ通モ露深ク閨ニハ夜月65指入テ塵掃フ人モ無シ．霜ニ響ク遠寺ノ鐘ニ御枕ヲ峙テハ67．紅顔花ノ如ナリ 三千 宮女モ68．倶ニ東岱前後ノ烟ト立上リ北芒新旧 露トモ消ナハヤト77．烟塵暗ニ浸シ
㆓
九重之月ヲ
㆒
翠花再ヒ払フ
㆓
四迷之雲ヲ
㆒
79．金屋ノ内 粧ヒヲ閉チ鶏障ノ下 媚ヲ深クセ ヲ80．羅綺ニタモ堪サル形ハ81．連理ノ枝ノ頭ニ驪山ノ 自ラ濃ナリシカハ82
* 三十六
挿入説話（戎王之事）の一部である
* 三十七
注三十に同じ
* 三十八
『 『太平記』の比較文学的研究』五五ページ
* 三十九
注三十に同じ
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．一度笑テ幽王国ヲ傾ト83．此疎山柴棘ノ卑湿ニ85．後宮三千ノ侍女ノ中ヨリ88．楊貴妃一ヒ笑テ六宮ニ無顔色ト申事候ヘハ89．玉顔寂寞トシテ涙闌干タリト譬ヘシ雨中ノ梨壺90．此女房湯ヨリ揚リケリト覚ヘテ91．彼楊貴妃驪山ノ花清宮ニシテ蘭膏ノ湯 沈セシニ皇帝其ノ膚ノ妙92ナル事ヲ喜見テ驪山ノ雪夜浴堂ノ春ト欹テ目ヲ細メ魂ヲ消シ玉シモ理哉ト思出テ目放モセス当居タレハ金肌玉骨ノ妙態羅綺 ダモ不レ勝ヘシテ．三千人ノ官女ヲ一人下シテ
* 三十六
93．后三千ノ列ニ勝レ
* 三十七
94．福原ノ卑湿ニ移セシ時モ98．有ル貴人ノ御女深キ宮ノ中ニ冊レ 三千 数ニモト104．冷愁シサマサル簾外ニハ蘆峯ノ雪モ浦山敷109．知ラヌ卑湿ノ南山トカヤ114．今ハ連理ノ枝ノ上ニ115．後宮ノ三千116．然ラハ三千ノ宮女中ニ125
．爰騰
㆓
歌詠ヲ於五雲之間ニ
㆒
134
????????????????????????????
???????
この類型は「鎌倉末・南北朝期当時の社会的事件や人物の事績を、
あるいは強調し、あるいは意義づけ、そして時には批判するために、その事件や事績と類似の、もしくは対蹠的な中国故事をもちきたって比較対照する修辞法」
* 三十八
と定義される。
．三千ノ寵愛一身ニ在リシカハ六宮ノ粉黛モ顔色無カ如シナリ5．雪ノ膚透キ徹ツテ宛カモ大掖ノ芙蓉ノ新ニ水ヲ出シタルニ異ナラ8ス．彼上陽人 宮モカクヤト思召出ラレテ永日殊ニ暮シ難シ17．梨花一枝春ノ雨
* 三十九
22．昆明池ノ春ノ水ニ日ヲ沈メテ渕淪タルニ異ナラス31．城塩州ノ受降城モ角ヤト覚テ32．棄テ
㆓
我カ百稔ノ命ヲ
㆒
報ス
㆓
公カ一日ノ恩ニ
㆒
35．落葉ヲ列テ身上ノ衣トシ菓実ヲ拾 口中ノ食トシテ42
* 四十
挿入説話（三種神器来由事）の一部である。
* 四十一
注三十六に同じ
* 四十二
注三十六に同じ
* 四十三
挿入説話（廉頗藺相如之事）の一部である。
* 四十
『 『太平記』の比較文学的研究』五九ページ
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．タゝ安禄山カ潼関ノ軍ニ官軍忽ニ打負テ玄宗皇帝自ラ蜀ノ国エ落54サセ給シニ六軍翠花ニ随テ剣閣ヲ経シニ異ナラス．方士ガ海入テ楊貴妃ヲ見奉リシニ異ス74．唐ノ太宗ノ魏徴ニ哭セシカ如ク84．其在ハ開元ノ宰相宋朝ノ開府カ幼君ノ為ニ武ヲ黷シ其辺功ヲ立サ95リシモ智慮 忠臣トイツヘシ．禁裏仙洞ハ松門茅屋 如クナレハ99．光瓊粉ノ琢磨ヲ不レ仮 モ化シテ一片ノ秋ノ漂水ノ如シ
* 四十
101．面上ノ眼ハ其高天ニ耀ケル百錬ノ鏡ノ如ク
* 四十一
102．喉下ノ鱗ハ夕日ヲ浸セル大洋 浪ニ不異
* 四十二
103．宮門ヲ出入スルニ時ノ王侯貴人モ目ヲ側
* 四十三
105．出入身ヲソハメ113．春風三月一城ノ人皆狂ゼルニ異ナラス119．昔唐太宗戦ニ臨テ士ヲ重セシニ血ヲ含ミ疵ヲ吸フ耳 非ス亡卒ノ120遺骸ヲハ帛ヲ敷テ是 収シモ角哉ト覚テ哀也．玉妃傍ニ媚テ玄宗世ヲ失ヒ給ヒシモ角ヤト123．往昔ノ七夕ニハ長生殿 シ 二星 契ヲ羨 六宮 美人133
????????????????????????????
???????
この類型は「挿入説話」
* 四十四
と定義される。
．～
．は挿入説話「始皇求蓬莱之事」である。
106
108
．～
．は挿入説話「項羽高祖之事」である。
110
112
．～
．は挿入説話「梵漢物語之事」である。
117
118
．は挿入説話「楊国忠事」である。126．～
．は挿入説話「北野詣人世上雑談 のうち「玄宗奪寧王夫
127
131
人事」である。最も多いのは（１） 「中国の古典に典拠を有する語句や漢詩句の引
用」であり、 （２） 「中国の古典にその事績の述べられている人物の名や事物の名目の修辞的引用」
例、 （３） 「中国の古典に叙述されてい32
る歴史的もしくは伝説的事象の修辞的引用」
例、 （４） 「中国の古典22
に叙述されている歴史的もしくは伝説的事象の説話的叙述」となる。
（１）～（３）の中には挿入説話の中に現れる用例があり、 （４）
とどちらに分類すべきか検討したが、挿入 話は白居易の作品そ も
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のを故事として採って、長恨歌なら長恨歌そのものの筋立てをたどっていくものと考え、 （４）以外の該当箇所に分類し、いずれの説話に現れるかは注に示すこととした。
????
前項の分類を見渡せば、 『太平記』所引の『白氏文集』本文は、ま
ず何をおいても物語を語る上で 修辞法であると言える。その引用は決して原典に正確なものではない。文字は同訓・同音で同義のものに交代している例がしばしば見受けらる。また、直接引用しない例では「城塩州ノ受降城モ角ヤト覚テ」のように裏にある白詩の内容を暗喩するものであったり、 「三千」の例のようにただ単に特定の状況下において形容詞的に用 られたりする。 『太平記』は（受容者）であり、白詩はあくまでも物語内部の道具として用いられている、と言う点をまずは さえておかねばならない。
その上でなお、引用文内部には、作者が拠ったであろうテキスト系
統をうかがわせる文字が散見される。
それは全部で二〇例を指摘でき
るが、それはテキスト系統としては若干の刊本系を含みながらも旧鈔本系に近いものであった。しかしながら、二例ではあるが単行本系にしか現れない文字があり、これによっ 『太平記』が摂取 た『白氏文集』の本文は 成立当時、あるいは伝播の中で、別集と ての『白氏文集』以外の、当時流行のテキストからの摂取があったと考えられる。
「楊貴妃事」における西源院本・版本の引用文が刊本系テキストに
寄るのは、こうした状況 中で異様に見える。両者 いかに こ
本文を持つに至ったのかを解明することは、 『太平記』の研究においても、室町時代の白詩受容プロセスの研究においても非常に大きな問題であるが、本論での解決はできなかった。
室町時代、 『白氏文集』を引用する書物は多岐にわたる。増田氏に
よって〈媒介者〉と定義されたその多くの書物 うち、 『太平記』作者がいずれに拠ったのか、 現時点で特定することは非常 困難である。もとより何か一本に依拠して書いたとは考えづらいし、作者自身の記憶によったものもあったろう。
『白氏文集』本文受容の研究の視点から見れば、この「別集の影響
のある旧鈔本系寄 テキスト」を有すること 、それによって見えてくる〈媒介者〉の多様さが、 『太平記』における『白氏文集』受容の特質だといえる。
『太平記』においては、その内部に室町時代の『白氏文集』受容の
状況が反映されて ると言えるだろう。それは刊本系・写本系テキストの混在に見られる本文並存現象と、単行本系テキストの影響 よる「長恨歌序」の本文の摂取となって現れている。
今後、受容の主流となる本文系統の変遷期における『白氏文集』受
容状況の研究を進めて行くに当たっては、まずどのような書物に、どのような本文系統の引用が見ら のかを一つずつ確認していかねばならない。それは森 中から一本の木を探すような作業であるが、当時の日本人はこれら 〈媒介者〉 を通じて白詩を受容していたのであり、ここを解明せねば当時の状況に迫ることはできない。改め 白詩 影響の広大さを実感せずにはおれないのである。
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???
?????????????????
* 四十五
池田利夫「奥入」 『奥入
原中最秘抄』日本古典文学影印叢刊一九（ （財）日本古典文学会
一九八五年九月）
* 四十六
自筆本『奥入』の奥書には「毎巻奥所注付僻案切出為別紙」とあり
、自筆本『奥入』切り出しは定家自身の手になったことが分かる。
* 四十七
注四十五に同じ
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???
??????????????????
『奥入』は、 『源氏物語』古注釈書としては藤原伊行の『源氏釈』
おくいり
に次いで古い本であり、それを受けて成立している。
作者は藤原定家（一一六二‐一二四一年）である。定家は『源氏
物語』本文史において、 「青表紙本」と呼ばれる、現在主流となった系統のテキストの校定者として特別な位置を占める。新古今和歌集を撰進した歌人として有名だが 他にも校本『土佐日記』や日記『明月記』など、多くの著作を遺している。漢籍にも詳しく、歌論書『詠歌大概』の中で「白氏文集第一・第二帙常可握翫」 （白氏文集の第一・第二の帙を常に握翫すべし）との言葉を残している。平安末から鎌倉初期の文学を扱うとき、 必ずといって いほど行き当たる人物であ
日本における『白氏文集』受容研究の一形態に 注釈書がある。物
語表現の典拠を指摘していく書物だが、 『奥入』はこれ あたる。また、鎌倉初期という旧鈔本系テキスト 影響下にある時代にできており、引用文にもそれが反映されていると考えられる。以下 まず『奥入』諸本の概要を述べた後、白詩の引用例を掲げ、本文系統につい考察していくこと する。
?? ?????????????
現在残る『奥入』は、成立までいくつかの段階を踏んでいるという
のが定説である
* 四十五
。これを成立順に第一次・第二次と呼んでいる。
第一次は定家所持の『源氏物語』各巻の末尾に、覚え書きのように記されたものであり、第二次は定家自身がそれを切り出して
* 四十六
項目
の追加を行い、枡形・粘葉装の一冊に仕立てたものである。本文末尾から切り出したことは、自筆本 奥入』料紙の端や裏面 時折『源氏物語』本文の末尾 残ってい ことから推測されている。
この他に、別本と呼ばれる最も項目数の多いテキストも残るが、果
たして定家の手になっ のか、という点も含めて、第一次・第二次本との関係は完全には分かって ない。項目数は、第一次・第二次・別本の順に増えている。第一次・第二次の順番を逆に考えるなど成立には異説もあるが、それを論ずる は本論の趣旨ではない。ここは、 「一人の人の注で繁から簡に移ることがどれほどあるか知ら が、総じては逆であろう」
* 四十七
との説に従うことにする。
最後に、 『奥入』諸本の形態についてまとめておく。まず、第一次奥入に関して述べる。これは未だ 文から切り出され
ない形で残ったものである。現在知 れてい 良好 テキストは、定家自筆本、それに準じるとされた明融臨模本、大島本であり、合わせ
* 四十八
現存するのは、定家自筆〈行幸〉 〈柏木〉 、明融臨模本〈桐壺〉 〈帚木〉 〈花宴〉 〈若菜上〉 〈若菜下〉 〈柏木〉 〈橋姫〉 〈浮舟〉 、大島本
〈帚木〉 〈空蝉〉 〈夕顔〉
〈若紫〉 〈末摘花〉 〈紅葉賀〉 〈花宴〉 〈葵〉 〈賢木〉 〈花散里〉 〈明石〉 〈蓬生〉 〈松風〉 〈薄雲〉 〈朝顔〉 〈少女〉 〈玉鬘〉 〈初音〉 〈胡蝶〉 〈行幸〉 〈藤袴〉 〈真木柱〉 〈梅枝〉〈藤裏葉〉 〈若菜上〉 〈若菜下〉 〈柏木〉 〈鈴虫〉 〈夕霧〉 〈御法〉 〈匂兵部卿〉 〈紅梅〉 〈竹河〉 〈橋姫〉 〈椎本〉 〈総角〉 〈宿木〉 〈手
習〉 。
ない巻は〈須磨〉 〈関屋 絵合〉 〈螢〉 〈常夏〉 〈篝火〉 〈野分〉 〈横笛〉 〈幻 早蕨 東屋 蜻蛉 夢浮橋〉* 四十九
複刻日本古典文学館『奥入』
日本古典文学刊行会
一九七一年一〇月
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て四十二帖が残る
* 四十八
。
一方、第二次『奥入』はほぼ全ての巻にわたる自筆本が現存し、そ
の注釈を作者自身の筆でうかがい知ることが出来る点で唯一無二の資料と言えよう。ただし、これは「手習」巻で終わっているほか、落丁があり、鷹司兼冬（正応二：一二八九年‐徳治三：一三〇八年）のになる高野本『奥入』によって補えるとされる。しかしそれでも「螢」「篝火」 「夢浮橋」 欠く。
別本については、未だ定説を見ないのと、本論に直接の関係がない
ため、割愛する。
本論を書くに当たっては、第二次本である自筆本『奥入』の影印を
用いた
* 四十九
。これは、本論の主眼は定家の目睹した漢籍テキストが
どのような系統のものであったのかを明らかにし 上で その引用態度を論じることであり そのためには自筆本の中でも、ほぼ全巻にわたる注が残っている本書によるのが最上であると考えたから ある。
????????????
以下に自筆本『奥入』所引漢籍の出典と編目、引用数を示す。漢籍
に限り、 仏典と日本人の手になる漢詩文は含まない。本節では『奥入』引用漢籍の出典を概観する。経部
毛
詩（国風編豳国
七月）
1
古文孝経
（掛冠）
1
史部
史記
引用数
8
周本紀
秦本紀
漢本紀
呂后本紀
1
1
1
1
項羽本紀
呉太白世家
魯世家
1
1
1
田敬仲完世家
1
漢書
引用数
2
鄒陽伝
広徳伝
1
1
晋書
引用数
2
康伝
郤詵伝
石崇伝１
嵆
1
1
東観漢記
（逸文）
1
子部
* 五十
神鷹徳治「 『奥入』所引「長恨歌」の本文の系統について」
- 65 -
遊仙窟
1
蒙求
引用数４逢萠掛冠
孫康映雪
車胤蛍雪
蔣詡三逕１
1
1
1
目蓮関係
1
集部
文選
引用数３豪士賦序
歎逝賦
2
1
白氏文集
引用数
33
長恨歌
長恨歌傳
琵琶引
自嘲詩
7
2
1
1
暮立
庾楼暁眺
寄殷協律
北窓三友
1
1
1
1
聞夜砧
夜聞歌者
八月十五日夜
1
1
1
草堂記
1
薔薇正開春酒初熟因招劉十九張大夫崔二十四同飲
1
十年三月三十日別微之～
1
香炉峰下新卜山居初成草堂偶々題東壁
一
1
香炉峰下新卜山居初成草堂偶々題東壁
四
1
秦中吟
（内訳
重賦
議婚
）
2
1
1
新楽府
（内訳
上陽白髪人
李夫人
7
2
2
陵園妾
傳戎人
）
2
1
元氏長慶集（和漢朗詠集所収）
1
劉夢徳文集（和漢朗詠集所収）
1
計一三種五八ヶ所
引用数から見ると、集部に重点が置かれているのがわかる。全体の
六割近くを『白氏文集』が占める。白氏文集、とりわけ長恨歌と新楽府は源氏への影響が大きい漢籍であるが、これを重視しているのが分かる。しかし、史記をはじめとした史書も、計十二ヶ所と全体の二割ほどを占める。こ 二種のみで全体の八割であり、古くから源氏の解釈に重要だと考えられていたことが分かる。また、 『目連変文』という、 唐代の通俗文学作品を引いているのは珍しい例であるようだ
* 五十
。
第一部で取り上げた『太平記』が、史部の書を重く見るのと対照を
なす。
????
白氏文集の引用例についてその校異を見ていく。テキストによって
対校に使用した本が違うので、その都度示していく。
凡例
・異同がある場合「爐火盡→烟火盡」のように表した。上が『奥入』
所引の文字、下が対校した本の文字である。
・異同がない場合は「異同な 」とした。・対校に使用した本は、その都表中で示した
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・ 『奥入』にあるが対校書にその文字がない場合は「ナシ」とした。・便宜のため、作品題名上に番号を示した。・フォントの都合上、活字がない場合はいわゆる新字体で代替してい
る。この場合特に注は付けていない。 （例： 「逝」は本来二点しんににょうだが、一点しんにょうになっている）
・ 『和漢朗詠集』に見えるものは題の後に堀部正二『校異和漢朗詠集』（大学堂書店
一九八一年七月）による番号と編目を示した。
・ 『白氏文集』に附した作品番号は、花房英樹氏『白氏文集の批判的
研究』 （中村印刷出版部
一九六〇年）によった。
・配列は花房番号順である。
引用
作品番号・作品名
旧鈔本系
刊本系
番号１
００７５文集
秦中吟（議婚）
金沢本
那波本
出現巻
天下無正聲
悅耳卽爲姝
欠巻
帚木
天下無正色
悅目卽爲姝
顔色非相遠
貧富則有殊
貧時爲所弃
富爲時所趨
紅樓富家女
金縷繡羅襦
見人不斂手
嬌癡二八初
斂→歛
母兄未開口
已嫁不須
㬰
綠窓貧家女
寂寞二十餘
荆
釵不直錢衣上無眞珠
幾迴人欲娉
臨日又踟蹰
主人會良媒
置酒滿玉壺
四座且勿飲
聽我歌兩途
富家女易嫁
嫁早輕其夫
貧家女難嫁
嫁晩孝於姑
聞君欲娶婦
娶婦意何如
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２
００７６文集秦中吟（重賦）夜深爐火盡
霰雪白紛々
欠巻
爐火盡→烟火盡
末摘花
幼者形不蔽
老者體無温
悲端与寒氣
併入鼻中
３
０１３１樂府上陽人
神田本
金沢本
那波本
未容君王得見面已被
異同なし
異同なし
異同なし
竹河
楊妃遙側目妬令潜配 宮
４
０１３１上陽人秋夜長
々々無眠天不明
耿々殘
眠→睡
眠→寐
幻
燈背壁影
蕭々暗雨打窓聲
５
０１４４文集樂府傳戎人
傳→縛
凉源卿井不得見
胡地妻子虚
子→児
凉源卿→凉原郷
子→児
凉源卿→凉原郷
子→児
玉鬘
弃捐
６
０１６０樂府
李夫人
人非木石皆有情
不如不遇傾
異同なし
異同なし
異同なし
蜻蛉
城色
７
０１６１樂府
陵園妾
松門到曉月俳
栢城盡日風
俳
→徘徊
異同なし
異同なし
手習
イ回
イ回
蕭瑟陵園妾々々々
顔色如花命如葉
命如葉薄將奈何
８
０１６０樂府
李夫人
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漢武帝初喪李夫人
々々病時
喪→哭
喪→哭
総角
不肯別
死後留得生前恩
末摘花
君恩未盡念未已
甘泉殿
未盡→不盡
未盡→不盡
裏令寫眞
丹青畫出竟
何益不言不笑愁殺君
又令方士
笑→咲
君→人
君→人
合靈藥
玉釜煎錬金爐焚
煎→剪
九華帳深夜悄々
反魂香
深→中
深→中
反夫人魂
夫人之魂在何許
反→降
反→降
香煙引
到焚香處既來何
煙→烟
煙→烟
苦不須臾縹眇悠揚還
眇→渺
揚→楊
眇→緲
揚→楊
減去
去何速兮來何遲
是邪非邪兩不知
翠娥
是邪非邪→是耶非耶
娥→蛾
娥→蛾
髣髴平生皃不似昭陽寢
皃→貌
皃→貌
疾時魂之不來君心苦魂之來兮君亦悲
背燈
隔帳不得語安用暫來遙見
來遙見→來遙見爲
來遙見→來還見違
來遙見→來還見違
傷心不獨武皇帝自古及
武皇帝→漢武帝
武皇帝→漢武帝
今多若斯
君不見穆王三日
多→皆
多→皆
哭重璧臺前傷盛
姬
又不見秦陵一掬淚
馬
秦→泰
秦→泰
嵬路上念楊妃
縱令妍
姿艷骨化爲土
此恨長在
骨→質
骨→質
無銷期
生亦惑死亦惑
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尤物感人忘不得
人非木
感→惑
感→惑
石皆有情
不如不遇傾城色
９
金沢本
那波本
０４９８夜聞歌者
宿鄂州
宿鄂州→ナシ
出現巻
夜泊鸚鵡州
江秋月澄徹
欠巻
澄徹→澄澈
紅葉賀
隣船有歌者
發調堪秋絶
歌罷繼以泣
泣聲通復咽
尋聲見其人
有婦顔如雪
獨倚帆墻立
娉婷十七八
夜淚似眞珠
雙々墮明月
借問誰家婦
歌泣何悽切
一問一霑巾
低眉竟不説
巾→襟
竟→終
０５７９生別離
10
晨鷄再鳴殘月沒征馬連嘶
欠巻
鷄→雞
総角
行人出０５９５長恨哥傳
11
方士乃竭其術以索之不至
宿木
又能遊神馭氣出天界没地府以求之
又不見
又旁求
又不見→不見
四虚上下東極絶天海跨蓬
絶→ナシ
壺見㝡高仙山上多樓閣西廂
閣→闕
㝡→取
閣→闕
下有洞
户
東嚮
イ（門がまえの中に爲）其門
署曰
署→暑
（門がまえに爲） 闔
玉妃太眞院
方士抽簪叩扉有
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雙鬟童女出應門
鬟→ナシ
于時雲海沈々洞天日晚瓊
户
晩→暮
重闔悄然無聲言訖憫然
指碧衣女取金釵
憫→黙
憫→
衣女取→衣取
忄悶
鈿合各折其半授使者曰
爲
我謝太上皇謹獻是物
我→ナシ
０５９５長恨哥傳
12
指碧衣女取金釵鈿合各折其半
異同なし
衣女取→衣取
桐壺
授使者曰爲
我→ナシ
尋舊好０５９６長恨哥
13
歸來池苑皆依舊
大液芙蓉未央柳
大液→太液
大液→太液
桐壺
在天願作比翼鳥
在地願爲連理枝
０５９６長恨哥
14
（和漢朗詠集７８７：恋、前半のみ）夕殿螢飛思悄然
秋燈挑盡未能眠
異同なし
秋燈→孤燈
桐壺
春宵苦短日高起
從此君王不早朝
幻
０５９６長恨哥
15
楊家有女初長成
養在深窓人未識
異同なし
異同なし
帚木
０５９６長恨哥
16
七月七日長生殿
夜半無人私語時
異同なし
夕顔
在天願比翼鳥
々々々
天長地久有時盡
此恨綿々無絶期
無絶期→無尽期
０５９６長恨哥
17
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鴛鴦瓦冷霜華重
舊枕故衾
異同なし
舊枕故衾→翡翠衾寒
葵
誰与共０９１１庚楼暁望
18
子城陰處猶殘雪
衙皷聲前未有塵
異同なし
異同なし
若菜上
０９７５香鑪峯下新卜山居草堂初成偶題東壁五首
19
（一）五架三間新草堂
石階松柱竹編墻
異同なし
石階松柱→石堦桂柱
墻→牆
須磨
０９７８香鑪峯下 卜山居草堂初成偶題東壁五首
20
（四）
（和漢朗詠集５５９：山家）
遺愛寺鐘欹枕聽
香鑪
異同なし
異同なし
総角
峯雪撥簾看１０５５薔薇正開春酒初熟因招劉十九張大夫崔二十
21
四同飲
（和漢朗詠集１４８：首夏）
甕頭竹葉經春熟
階底薔薇入夏開
欠巻
異同なし
賢木
１１０７十年三月卅日別微之於灃上十四年 月十一
22
日遇徽之於峽中停舟夷陵三宿而別言不盡者以詩終之七言十七韻以贈且欲寄所遇之地與相見之時爲他念會話張本也（和漢朗詠集７４９：懐旧、五・六句目のみ一別五年方見面
語到天明竟不眠
欠巻
須磨
生涯共寄蒼波上
鄕國倶抛白日邊
蒼波→滄波
往事眇茫都似夢
舊遊零落半歸泉
眇茫→渺茫
遊→游
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醉悲灑淚春盃裏
吟苦支顊曉燭前
顊→頥
１４７２草堂記
23
春有錦繍谷花
夏有石門澗雲
欠巻
異同なし
薄雲
秋夕虎溪月
冬有鑪峯雪
２５６５寄殷律協（和漢朗詠集７３８：交友）
24
琴詩酒友皆抛我
雪月花時尤憶君
欠巻
友→伴
尤→最
末摘花
１２８７聞夜砧（和漢朗詠集３４７：擣衣）
25
八月九月正長夜
千聲万聲無止時
欠巻
止→了
夕顔
２８２１自嘲詩
26
五十八翁方有後
靜思堪喜亦堪
欠巻
柏木
嗟□持盃祝願無他語
愼勿頑
愚似汝耶
耶→爺
２９８５北窓三友
27
今日北窓下
自問何所爲
欣然得三友
末摘花
三友者爲誰
琴罷輙擧酒
酒罷輙吟詩
三友違相引
脩環無已時一彈愜中心
違相引→相引
違→遞
脩環→循環
一詠暢四支
猶恐中有間
以醉弥縫之
四支→四友
間→閑
* 五十一
川瀬一馬監修『白氏文集
金澤文庫本』 （大東急記念文庫
一九八三年一〇月～一九八四年六月）の解題において現存諸巻の考察が加えられている。
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????
『白氏文集』 ：引用数
21
金沢文庫本の旧鈔本が残る箇所は、おおむね『奥入』と合う。
「傳5
戎人」あるいは
「樂府
李夫人」などは、 『奥入』と金沢本が大き
8
く食い違う。これはこの箇所の金沢本が刊本から書写した所以である* 五十一
。旧鈔本である神田本を参照したところ、こちらは『奥入』と
よく一致した。
「長恨歌」の鴛鴦瓦冷霜華重
舊枕故衾
は、神鷹徳治『白氏文集諸本の系譜』 （博士論文、未刊）などによって、旧鈔本系本文は「舊枕故衾 、刊本系本文は「翡翠衾寒」と作っていることが判明しており、今回の結果からもそれが伺える。また、「琵琶行」の「尋」は、管見の及んだ刊本 テキストでは皆「潯」に作っており、金沢本は元来「尋」と作ってあ ところに別筆でさんず
．
．．
いが書き加えられている。．
「陵園妾」は、３、４行目を１、２行目の前に挿入するよう書き7
入れがある。この指示は和歌・漢文を問わず自筆本『奥入』全体 散見され、漢文の場合は入れ替え指示に従った方が本来の語順であるとから、定家による書き入れではないかと思われる。
これらを考え合わせると、 『奥入』所引の『白氏文集』は、旧鈔本
系本文に近いものである。旧鈔本が現存しない部分もあり、校勘資料
として用いることができるだろう。
調査の結果、 『白氏文集』は、旧鈔本系本文に依っていることが判
明した。 「李夫人」 、 「夜聞歌者」は全文を引いている。李夫人は新楽府の一作品であり伝本が多く残る 、 「夜聞歌者」は旧鈔本が現存していない作品である。
夜聞歌者（奥入）
夜聞歌者（那波本）
夜泊鸚鵡州
江秋月澄徹
夜泊鸚鵡州
江秋月澄徹
隣船有歌者
發調堪秋絶
隣船有歌者
發調堪秋絶
歌罷繼以泣
泣聲通復咽
歌罷繼以泣
泣聲通復咽
尋聲見其人
有婦顔如雪
尋聲見其人
有婦顔如雪
獨倚帆墻立
娉婷十七八
獨倚帆
檣
立
娉婷十七八
夜淚似眞珠
雙々墮明月
夜淚似眞珠
雙雙墮明月
借問誰家婦
歌泣何悽切
借問誰家婦
歌泣何悽切
一問一霑巾
低眉竟不説
一問一霑襟
低眉竟不説
このように、 『奥入』所引本文と、刊本系である那波本を比較する
と異なっていることがわかる。 『奥入』は白詩本文を考える上 貴重な資料を提供しているのである。
引用漢籍を俯瞰していくと、史書、詩文集、小説類など、定家は様
* 五十二
安貞二：一二二八年の奥書あり。 『冷泉家時雨亭叢書』四六巻（朝日新聞、二〇〇五年六月）に全巻の影印がある。
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々な分野に通じていたことがわかる。ことに漢詩になると『和漢朗詠集』所収のものが十項目と比較的多く見受けられるので、参照していた可能性が高い。 『和漢朗詠集』は、著者藤原公任自筆の平安写本・断簡があり、更には定家在世中に成立している時雨亭文庫本
* 五十二
な
ども知られているので、機会を得て対校 みたい。
定家の引用態度であるが、詩はそのまま引き、故事や史実はある程
度要約して、エピソードを紹介するという傾向が見える。 『奥入』はあくまで『源氏物語』 注釈書であると考えれば、納得いく処理である。
『奥入』は、旧鈔本系『白氏文集』の本文のみならず、佚書『東觀
漢記』や、現存しない旧鈔本系本文を少なからず伝えており、テキスト校定の貴重な資料と るのではないだろうか。
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???
????????????????????? ???
本章では、宮内庁所蔵の那波本『白氏文集』の書き入れについて
の調査と考察を試みた。底本は下定雅弘・神鷹徳治
編『宮内庁所
蔵
那波本
白氏文集』 （勉誠出版、二〇一二年三月）を用いた。
『白氏文集』は、本文そのものの受容、注釈書による受容の他に、
底本への書き入れによって受容した例がある。それは読解のための語句注釈のメモであったり、本文異同に関するものであったり、訓点を伏す作業であったり、校勘者による識語の書き入れだ と、様々な性質のも がある。ここでは対象を「新楽府」に絞った上で、本文異同に関 るも を抽出し検討を加えていくことにする。
????????????
今回調査対象とした「那波本」と呼ばれる伝 は、元和四（一六
一八）年に日本で刊行された古活字版の一本である。全七一巻、その本文は刊本系に属し、詩文の配列は旧鈔本 それという、際だった特徴を持つ。なお、完本の同版が約二〇 現存す
宮内庁本が他の同版本に勝る特徴は、その書き入れにあ 。那波
本はしばしば書き入れを伴うのだが、宮内庁本 その量と質が他所よりも良好であることが予想される。 中、あるいは匡廓上下の
余白部分に他テキストとの校合が多く書き入れられているが、未だこれについての考察を見ない。もし旧鈔本由来のものがあれば、本文校勘に新たな資料を提供することになるだろう。
今回は「新楽府」として知られ、日本文学への影響も大きい巻三
・四の書き入 と、代表的な白氏文集テキストとの校異を取った。以下その結果を述べる。
?????
次ページ以下に校異表を掲げる。以下に凡例を示す。
（凡例）
引用文の字体はすべて常用漢字とした。また、書き入れのみを示
し、原文は割愛した。丁数：オ・ウはオモテ・ウラを指す底本：書き入れの他、作品名を挙げた。書き入れの頭に附し 算用
数字は行数、上中下はそれぞれ匡廓上余白・匡廓内傍書・匡廓下余白に書き込まれていることを意味する。例として「６上」は六行目匡廓上余白、 「３中」は三行目の匡廓内に傍書されている意である。また、引用は基本的に原文どおりたが、どの文字に対する書き入 なのかを明示するために筆者が文字を補った箇所がある。その場合、補った文字を（）で括っ 。
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???
旧鈔本系
刊本系
刊本系
丁数
底本：宮内庁那波本（影印）
神田本（影印）
紹興本（影印）
汪本（明大蔵）
巻三一オ
序６上
古十九首之例也異本有此七字
古十九首之例也
ナシ
ナシ
７下
徑異本作俚
俚
徑
徑
８下
（采之者）来者（之）
来者之
采之者
采之者
９下
肆一作律
律
肆
肆
一ウ
序３中
（為）異无
為
為
ナシ
（時）白居易異
白居易
ナシ
ナシ
二ウ
目録７中王字無奥同
ナシ
王
王
三オ
８中
官汪本乍宮
官
官
宮
三ウ
７中
（淫）婬
淫
淫
淫
四オ
８中
所（ 「由」上に挿入せよ）
所
ナシ
ナシ
四ウ
七徳舞
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７下
（天子）子夜
子夜
天子
天子
五オ
２下
自イ
尓
尓
爾
３下
（今来）尓来イ
尓来
尓来
爾来
六ウ
海漫漫６中
（頂）塚イ
塚
頂
頂
七オ
立部伎３中
者（ 「立」上に挿入せよ）
ナシ
ナシ
ナシ
七ウ
華原磬５下
今乍古
古乍今
古今
今古
今古
６下
雖乍豈
在乍有
豈有
雖在
雖在
八ウ
上陽白髪人１下
敢便乍必
必
便
便
４下
寐乍睡
睡
寐
寐
７下
長乍情イ
情
長
長
８下
西乍南イ
西
西
西
９下
点乍画
画
点
点
九オ
１下
末乍年
年乍中
年中
末年
末年
２下
世乍勢
勢
世
世
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九ウ
胡旋女１下
来乍南
南
来
来
６下
疑乍者
者
疑
疑
８下
女下在尓イ
ナシ
ナシ
ナシ
一〇オ
新豊折臂翁２下
左乍右
右乍左
左右
左右
左一作右
右一作左
３上
慣聴梨園歌管声七字異本作唯聴驪宮歌
唯聴驪宮歌吹声
慣聴梨園歌管声
慣聴梨園歌管声一作唯聴驪
吹声
宮歌吹声
５上
点乍抽
抽
点
６下
得乍将
将乍向
将向
得将
点
７上
聞―乍伝導
聞道
聞道
得将
８下過乍戦
戦
過
聞道過一作戦
一〇ウ
２下
（偸）異本无（人偏ナシを指す） 、
自
偸
偸
又乍自
自
偸
偸
３下
将乍把
把
将
将一作把
４中
且図揀退帰郷土（ 「骨」上に挿入せよ）
且図揀退帰郷土
且図揀退帰郷土
且図揀退帰郷土
７中
（且）乍所
所
且
且
７下
死イ（ 「濾」上に挿入せよ）
昔
ナシ
ナシ
８下
死乍没
飛乍孤
没孤
死飛
死孤
９下
イ君字无
君
君
君一作何
一一オ
太行路５下
坦乍夷
夷
坦
坦
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７下
生乍成
生
生
生
一一ウ
２下
盛乍事
事
盛
盛
４下
間乍家
家
間
家
５下
納乍内
内
納
納
６下
只乍祇
只
只
只
一二オ
司天台１下
上乍下
下
上
下
２中
（謫）譴イ
謫
謫
謫
２下
下乍上
上
下
上
３下
半イ无
半
半
半
６下
イ不得知无
不得知
不得知
不得知
７下
司天イ（ 「台」上に挿入せよ）
司天
ナシ
ナシ
捕蝗９下
者（ 「誰」上に挿入せよ
者
ナシ
ナシ
（子）无イ
兀乍元
子元
子元
子元
一三オ
昆明春水満２下
春池作昆明
春池（ 「昆明」傍書）
春池
春池
４下
（塗）泥
泥
塗
塗
５中
（淥）緑イ
「淥」さんずいの上から糸へ
淥
淥
んを重書し「緑」に作る
５下
浄淥水照乍照青天
浄淥水照青天
浄淥水照天
浄淥水照天
６中
長（ 「沙」上に挿入せよ）
長
ナシ
ナシ
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一三ウ
４下
封乍報
対
封
税
城塩州８下
鳥乍烏
烏
鳥
鳥
９下君乍群
群
君
君
一四オ
４下
盧乍霊
霊
霊
霊
５下
肆乍価
価
肆
肆
一四ウ
道州民８中
哭乍泣
泣
哭
哭
９中
城乍域
城成イ
城
城
城
一五オ
３中
（貢）乍進
進
貢
貢
４下
父兄子弟一本 父子兄弟
父子兄弟
父兄子弟
父兄子弟
５中
（民）イ无
民
民
民
馴犀９中
（謁）乍達
達
謁
謁
一五ウ
６下
月乍天
天
月
月
７下
苦乍死
死
苦
苦
８下
三乍拝
拝
三
拝
一六ウ
五絃弾６下
若乍奈
若
若
若
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８下
曳乍洩
洩
曳
曳
９下
琴乍瑟
瑟
琴
琴
一七オ
蠻子朝５下
連乍接
接
連
接
７下
倔乍屈
屈
倔
倔
８下
全乍合
合
全
全
一七ウ
３下
挲乍些
些
挲
挲
７中
亦イ（ 「移時対」を「不」上に挿入せ
移時対
ナシ
ナシ
よ）８中
（怜）憐
（朝）乍隔
怜隔
怜朝
怜朝
一八オ
驃国楽３下仗乍杖
仗
仗
仗
５下
炫乍眩イ
眩
炫
炫
７下
尊乍称
称
尊
尊
一八ウ
１中
吾（ 「聞」上に挿入せよ）
吾
ナシ
ナシ
吾（ 「君」上に挿入せよ）
吾
ナシ
ナシ
（政化）二字イ无
政化
政化
政化
縛戎人８中
縛異乍伝
伝
縛
縛
９下
破乍縛
破
破
破
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一九オ
２下
遞乍伝
伝
逓
遞
３下
イ臥乍宿
宿
臥
臥
５下尓乍海
尓
尓
爾
７下
原乍源
中乍初
蕃乍潘
原（ 「源」傍書）
初潘原中蕃
原中蕃
一九ウ
３上
奔逃乍逃奔
逃奔
奔逃
奔逃
７下略乍定
定
定
定
８下
辛乍将
将
辛
辛
９下
帰乍還
帰
帰
帰
巻三
計一一〇箇所
???丁数
底本：宮内庁那波本（影印）
神田本（影印）
紹興本（影印）
汪本（明大蔵）
巻四
驪宮高
一オ３下
宮乍山
ナシ：元本破損欠落
宮
宮
５上
暖野跡汪本作煖
ナシ：元本破損欠落
暖
煖
７上
乎汪本作於
乎
乎
於一作乎
８上
門全唐分註作城
門
門
門
遊全唐分註作来
遊
遊
遊
有深馬本易地
有深
有深
有深
一ウ
１上
飫馬本作飲
飫
飫
飫
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４下
傷乍奪野跡同
ナシ：元本破損欠落
傷
傷一作奪
百錬鏡７中
処所汪本置処
処所
処所
置処
７下
祇乍奇野跡奥田汪本同
奇
祇
奇
９中
磨瑩野跡作瑩磨
磨瑩
磨瑩
磨瑩
二オ
１上
鈿匣珠凾鏁幾重
奥同（ 「人」上
鈿匣珠凾鏁幾重
ナシ
鈿凾金匣鏁幾重（割注）
に挿入せよ）汪一楊州下七字作鈿凾金匣鏁幾
鈿匣珠凾鏁幾重
ナシ
鈿凾金匣鏁幾重（割注）
重１中
全唐汪本奥田并史作吏
吏（史傍書）
史
吏
照全唐汪分註一作用
照
照
照一作用
１下
合乍敢野跡金沢 同
敢
合
合
１下
野照字乍下
ナシ
ナシ
ナシ
４下
居乍照
朗詠奥同
照
居
居
治乍理
朗詠同
理
治
治
青石７下
運乍連
奥同
連（運傍書）
運
運
二ウ
１下
辞乍詞
詞（辞傍書）
辞
辞
２上
此全唐分註作用非
此
此
此
２下
顔氏叚氏 叚氏顔氏
汪同唐詩
叚氏顔氏
顔氏叚氏
叚氏顔氏
醇同４上
名流全唐汪本作如石
唐詩醇同
若石
名流
如石
４下
名流乍若石
野跡奥同
若石
名流
如石
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５上
謚全唐分註一作字
氏
謚
諡
５下
謚乍氏
野跡奥同
氏
謚
諡
６上
碑独全唐詩分註作碣猶
碑独
碑独
碑独
三オ
両朱閣１上
両朱―イ朱〃閣〃両以下三字畳之両朱閣〃〃〃
両朱閣
両朱閣
１下
対乍並
並（対傍書）
対
対
２上
飄颻汪作飄々
飄颻
飄颻
飄飄
２下
飛乍迎
野跡同
迎（飛傍書）
飛
飛
３下
閤乍閣
閣
閤
閣
４下
妓乍媛
妓
妓
妓
５上
歌全唐分註作鼓
歌
歌
歌
６下
院乍（こざと偏＋「宛」 ）
院
院
院
７上汪疲作斉
斉
疲
斉
疲人・― 斉人何処
野跡同
斉人何処
疲人無処
斉人無処
８下
間作家
金沢奥汪
家
間
家
三ウ
西凉伎１中
異西〃凉〃伎〃奥同
西凉伎〃〃〃
西凉伎
西涼伎
２中
身各二字共
異本
ナシ
ナシ
ナシ
３上
如作始
始
如
如
３下
鍍乍鏤
鏤（鍍傍書）
鍍
鍍
４上
両全唐分註作老
両
両
両
５上
奥全
唐一応似作道是
道是
応似
応似
５下
応似作噵是
道是
応
応似
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８下向乍呼
呼
向
向
９下
享乍娯
全唐奥同
娯
享
享一作娯
三乍監
全唐汪本同
監
三
監
四オ
１上
一征夫年 一老人征年
一老人年（老夫征傍書）
一征夫年
一征夫年
１中
（一征夫）イ中老人
一老人年
一征夫
一征夫
１中
（一）イ無
一
一
一
４上
七全唐分註作九
七
七
七
６中
（萬）方イ
万
万
万
６下
温全唐分註作厚
温
温
温
７中
（卒）金沢軍イ
軍
卒
卒
７下
毎全唐分註作長
毎
毎
毎
常全唐作長
常
常
常
８上
西凉全唐分註作凉州
西涼
西凉
西涼
四ウ
八駿図３下
奥田本駿乍匹
駿
駿
駿
４上
脂馬本作肌
脂
脂
脂
４下
象乍鳥
全汪一本同
鳥
象
鳥
壮乍少
全汪一本同
少
壮
壮一作少
５上
速全唐汪本乍疾
速
速
疾
７上
赴奥田本作追
追
赴
赴
五オ
２上
四汪本
作五
四
四
五
２下
土乍塵
塵
土
土
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３上
則汪本作即
則
則
即
５上
世全唐作尚
世
世
世
６上
恠馬本作害
恠
怪
怪
澗底松８上
有全唐乍青
有
有
有
五ウ
１上
木全唐一作棟
木
木
木
（此求彼有） 一作彼求此有
此求彼棄
此求彼有
此求彼有
１下
有乍棄
野跡奥田同
棄
有
有
２中
（貧）賢
之野跡同
賢
貧
賢
２下
原乍黄
野跡同
黄
原
黄
３上
貂蝉与
異
野跡全唐汪奥田皆同
貂蝉与
貂蝉貴貂蝉与（貂蝉与割注）貂蝉
（ 「牛」上に挿入せよ）３中
（衣）医乍
医（醫）
衣
衣
３下
衣乍毉
野跡同
毉
衣
衣
牡丹芳８上
艶作点
全唐馬本
焔
点
焔
８下
艶乍焔
野跡同汪同
焔
点
焔
９上
嚢馬本全唐一作裳
嚢
嚢
嚢
六オ
１上
宿馬本全唐一作暁
宿
宿
宿
１下
小乍紅
野跡同
紅
小
小
汎乍泛
全唐同奥田同
泛
汎
汎
２下
万作両
両
万
万
４上
疑凝
疑凝
凝疑
疑凝
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４中
（凝）イ疑
（疑）凝イ
疑凝
凝疑
疑凝
７上
軟汪本作軽
軟
軟
軽
７上
主汪本作子
全唐一同
主
主
子
７中
（庳）乍庫
奥田同
庫
庳
庳
９上
人全唐一作花
人
人
人
六ウ
１上
春汪全皆一作嬌
春
春
春一作嬌
住野跡全汪作駐
駐
駐
駐
７下
君異无奥田同
君
君
君
８下
郷士乍士女
野跡同
士女
郷士
郷士
９上
似野跡作悲
助
似
似
９下
似乍助奥田同
助
似
似
七オ
紅線毯１中
イ紅〃〃（ 「紅線毯」畳字）
紅線毯〃〃〃
紅線毯
紅線毯
２上
揀汪本作練
揀
揀
練
３上
藍汪本作花
藍
藍
花
上野跡作裏
上
上
上
４下
線織乍毯合
線織（毯合傍書）
線織
線織
５上
払払野跡作茀茀
払払（茀茀傍書）
払払
払払
８上
宣城汪本作宣州下同
宣城
宣城
宣州
９下
百乍十野跡同
十
百
百
七ウ
１上
毯下
汪本有用字
之
ナシ
用一本無用寺
１中
之
異（ 「毯」上に挿入せよ）
之
ナシ
ナシ
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杜陵叟４上
歳上有毎字
ナシ
ナシ
歳
７下租乍祖
租
租
租
八オ
１下
紙上乍上紙
紙上
紙上
紙上
２下
年乍秋
野跡同
秋
年
年
３上
勅汪全唐作尺
勅
勅
尺
３下
八九乍九家
全唐汪野跡同
九家
九家
九家
繚綾５中
繚野跡乍撩下并同
繚
繚
繚
６中
（似）野跡乍在
似
似
似
６下
羅野跡乍軽
羅
羅
羅
７中
（月明）乍明月汪本同イ野跡同
明月
月明
名月一作月明
９下
野跡宣乍宜誤
宣
宣
宣
八ウ
１上
雲外乍塞北
野跡同
塞北
雲外
雲外
１下
取乍送
野跡同
送
取
取
２下
草乍水
諸本并同
水
水
水
３下
波野跡作成
波
波
波
紋乍雲
野跡同
雲
紋
紋
３下
文野跡作紋
文
紋
紋
６下
成乍時
野跡同
時
成
成
尋乍平
野跡同
平
尋
尋
７上
昭陽以下十四字乍
昭陽人〃〃〃
昭陽人〃〃〃不見織時応不惜
昭陽殿裏歌舞人若見織時応
昭陽殿裏歌舞人若見織時応
不見織時応不惜十三字
野跡同
也惜
也惜
一作合
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売炭翁９中
異売〃炭〃翁〃
売炭翁
売炭翁
売炭翁
九オ
１上
売炭翁売又炭又翁又
奥田同
売炭翁〃〃〃
売炭翁
売炭翁
３上
憂野跡乍思
憂
憂
憂
４上
外全唐乍上
外
外
外
６上
翩〃両騎汪本作両騎翩
翩〃両騎
翩翩両騎
両騎翩翩
７上
牽乍駈
野跡同
牽
牽
牽
７下
重野跡奥田馬汪全唐分註同
重
ナシ
重
（ 「千」上に挿入せよ）
８上
駆将乍将駆
駈将
駈将
駆将
８中
（宮）イ官
野跡馬全唐同
官
宮
宮
８下
綃乍紗
野跡汪全唐同
紗
紗
紗
９中
炭野跡乍価
炭
炭
炭
９下向乍着
野跡同
着（在傍書）
向
向
九ウ
母別子２中
（西）野跡乍中
西
西
西
３下
二乍四
二
二
二
５下
迎乍寵
野跡奥田同
寵
迎
迎
６中
（初）イ始
始
初
初
（行）牀
床
行
行
６下
両乍我
我二
両
両
（両）二ノ野跡同
我二
両
両
行乍
床野跡同
床
行
行
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８上
○鳥
野跡（ 「母」上に挿入せよ）
鳥
ナシ
ナシ
８中
（中）乍下
野跡同
下（中傍書）
中
中
（与）イ无野跡
ナシ
与
与
８下
又乍応
野跡同全唐同汪本同
応
応
応
９上
在汪本乍住
在
在
住一作在
十オ
１中
（重）乍別
野跡同
更
重
重
陰山道３上
陰〃山〃道〃イ
陰山道
陰山道
陰山道
４中
（戌）乍戎
戎
戎
戎
６中
馬イ（ 「一」上に挿入せよ）
ナシ
ナシ
ナシ
７下
土乍去
土
去
去
８下
十乍什
十
十
十
十ウ
３下羅乍闕
闕
羅
羅
４上
咸受金―（ 「捧授金」を置換え）
捧受金
捧授金
捧授金
５下
多
イ来下在
来多
多来
多来
（ 「多来」を「来多」とせよ）
時世粧７中
世乍勢
勢（以下三箇所同様）
世（以下三箇所同様）
世（以下三箇所同様）
９下
注乍膏
注（膏傍書）
注
注
十一オ
１下
似乍如
如
似
似
作乍為
為
作
作
２下
堆推イ
推
堆
椎
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４下
髻堆乍推髻
推髻
堆髻
髻椎
李夫人７下
哭乍喪
喪
喪
哭
十一ウ
１下
人乍君
君
人
人
２下
中乍深
深
深
深
降乍反
反
降
降
４中
（楊）揚
揚
揚
揚
４下
去乍又
去
去
去
６下
兮イ（ 「君」上に挿入せよ）
兮
ナシ
ナシ
７下
（還）遥
還（遥傍書）
還
還
８下
違乍為
為
違
違
皆乍多
多
皆
皆
漢武異乍武皇
武皇（漢武傍書）
漢武
漢武
十二オ
１中
（泰）秦イ
秦
泰
太
２下
質乍骨
骨
質
質
３下
惑感イ
感
惑
惑
陵園妾６中
（陵園妾）ゝゝゝ
陵園妾〃〃〃
陵園妾
陵園妾
８中
藂乍抜
抜
藂
叢
９下
昔乍在
在
昔
昔
宮中乍中宮
中宮
宮中
宮中
十二ウ
１下
閉乍鏁
鏁
閉
閉
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２下
令乍合
合
令
令
４中
（眠）眼イ
眼
眼
眼
５中
手イ（ 「把」上に挿入せよ）
手
ナシ
ナシ
梨（ 「花」上に挿入せよ）
梨
ナシ
ナシ
（掩涙） 二字无
ナシ
掩涙
掩涙
９下
同乍尓
尓
尓
尓
十三オ
塩商婦４下
失家乍定居
定家
失家
失家
７下
縣乍郷
郷
縣
縣
８下
利乍課
課
利
利
９下
厚乍富
富
厚
厚
十三ウ
２下
朶乍頬
朶（頬傍書）
朶
朶
有乍何
何
有
有
３下
好衣乍衣裳
好衣
好衣
好衣
４中
（有）イ无
有
有
ナシ
（桑弘羊の二回目）イ此字无
桑弘羊
桑弘羊
桑弘羊
来曰イ 已上に挿入せよ）
来曰
ナシ
ナシ
４下亦乍汝
尓
亦
亦
５中
（時）乍朝
朝
時
世
杏為梁９下
第乍苐
苐
第
第
十四オ
１下
告未乍未造（ 「告」はママ）
未造
造未
造未
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３下
夫乍翁
翁
夫
夫
６下
尚乍小、又乍子（ 「尚」を「小」
子
尚
尚
に作るもの、 「 」に作るものがある）
７中
（賜）无
賜
賜
賜
十四ウ
井底引銀瓶１下
欲乍半
半
欲
欲
２下
知乍其
其
知
知
３下
今朝乍如今
如今
今朝
今朝
７下
知之上有正字
ナシ
ナシ
ナシ
断腸或乍腸断（二度目の方）
腸断（二度目の方）
断腸
断腸
９下
合乍令
合
合
合
十五オ１下
奔乍奢
奔
奔
奔
３下
情親乍親情
親情
親情
親情
５下
小乍少
少
小
小
官牛７上
（官牛）或作官ゝ牛ゝ
官牛
官牛
官牛
８中
（般）駈イ
駆
般
駈
８下
之イ（ 「石」下に挿入せよ）
之
ナシ
ナシ
９上
沙之下有重字
ナシ
ナシ
ナシ
９中
（斤）石
石
斤
斤
十五ウ
２下
怕乍畏
畏
怕
怕
３下
領乍頸
頸
領
領
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車乍沙
沙
車
車
紫毫筆７中
（之）筆イ
筆
之
工
７下
毫乍毛
毛
毫
毫
十六オ
４下
紫乍兎
兎
紫
紫
毫乍毛
毛
毫
毫
隋堤柳８中
（飄飄） 颯颯
颯〃
飄飄
飄飄
８下
年乍秋
秋
年
年
十六ウ
２下
至乍到
到
至
至
４下
（柳）乍樹
樹
柳
樹
５下
史乍女
女
史
史
迷乍紅
紅
迷
迷
７上
観楽殊未極豈知明年正朔帰武徳
観楽殊未極豈知明年正朔帰武
ナシ
一本綴流下多煬天子自言殊
煬天子自言（ 「福」上に挿入せよ）
徳煬天子自言
無極豈知明年正朔帰
７下
長乍垂
長垂
長
長一作垂
８中
後季（ 「皇」上に挿入せよ）
後年
ナシ
ナシ
十七オ
２下
和乍水
水
和
和
草茫茫９下
椁乍槨
槨
椁
椁
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十七ウ
古塚狐５中
有（ 「狐」上に挿入せよ）
有
ナシ
ナシ
７中
暮乍没
没
暮
暮
７下
舞乍歎
舞
舞
舞
十八オ
黒潭龍８下
能乍自
自
能
能
十八ウ
天可度８下
有乍无
ナシ
有
有
丹乍真
真
丹
丹
十九オ
１下
勧乍請
請
勧
勧
裙乍蜂
蜂
蜂
蜂
２下使乍変
変
使
使
３下唯乍独
独
唯
唯
十九ウ
秦吉了１中
（朝）日イ
日
朝
朝
２下
攫乍獲
獲
攫
攫
４下
颺乍養
養
颺
颺
５下
尓イ有（ 「豈」上に挿入せよ）
尓
ナシ
ナシ
６下
（噪噪）喋喋
喋喋
噪噪
噪噪一作
嗏嗏
二十オ
鵶九剣
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４中
容乍客
客
客
客
５上
鵶乍鴎
鵶
鵶
鵶
二十ウ
采詩官１中
（誡）乍条
誡
誡
誡
１下
流乍情
情
流
流
泰乍安
安
泰
泰
４下
不是乍始於
始不是
不是
不是
６下
両乍多
多
両
両
二十一
１下
煬帝異（ 「之」上に挿入せよ）
煬帝
ナシ
一作煬帝
オ
末乍季
季
未
末
２上
（欲開壅蔽）欲聞雍蔽
欲開壅弊
欲開壅蔽
欲開壅蔽
巻四
計二六八箇所
総計
三七八箇所
* 五十三
神田本が代表である。太田次男、小林芳規『神田本白氏文集の研究』に影印がある。
* 五十四
太田次男『旧鈔本を中心とする白氏文集本文の研究』
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まず、調査対象として巻三・四を選定した理由を述べる。この巻
は旧鈔本が伝存しており
* 五十三
、これを用いれば、書き入れにどの程
度旧鈔本の 文が現れるのかという調査目的を達成できる。加えてこの巻 、 「長恨歌」 ・ 「琵琶行」と並んで他の文学作品への影響が大きい「新楽府」に当たる。ここを調査することは、日本文学との関係の考察を深め、今後、研究を日中比較文学の分野へと広げていくための材料として重要だと考える。
巻三・四、つまり新楽府は、 『白氏文集』の中でも古来から特に好
まれ、広く読まれた部分である。よって、大集、選本とも多くのテキストが現存する。それらは書き入れをもつものも多く、中には貴重な例もある。例えば金沢文庫本に伏さ た書き入れは、旧鈔本のものと「摺本」 「摺」で表される刊本のものがある 、刊本すでに滅びた北宋版のテキストを伝えている可能性 指摘され いる
* 五十四
。
宮内庁本に対する書き入れでも、多くの『白氏文集』伝本を参照
しており、略称 よってそれを示していた。以下、略称とそれに対応する本についてまとめ おく。
イ：不明。旧鈔本との一致多し汪本・汪：清・汪立名『白香山詩長慶集』野跡・野：小野道風書跡（小松茂美『平安朝伝来の白氏文集と三蹟
の研究』参照）
馬本・馬：明・馬元調『白氏長慶集』奥田・奥：奥田松菴『新楽府』 （ 安三年刊、和刻本）全唐： 『全唐詩』金沢：金沢文庫本『白氏文集』唐詩醇・詩醇： 『 宋詩醇』巻二十
太原白居易詩二
朗詠： 『和漢朗詠集』
他、校異に関わるものとしては以下の略称が見られる。
分註・一作・一：前掲の略書名と合わせて用いられ、該本の割注に掲げられていることを示す。例えば「照 汪分註一作用」は、那波本では「照」に作る字が全唐詩では「用」に作られ、 本では「照」に作るものの、直下 施された割注では「一作 となっていることを示す。乍： 「作」の略字
宮内庁那波本に附された本文異同に関する書き入れは、巻三で一
* 五十五
神田本には本文中の割注や詩題の下に附される注が存在する。これはあ
るいは白氏自注かとも云われ、本文研究上欠かすことの出来ない資料
である。那波本
はこれを全て削去しておるが、宮内庁本では書き入れによって補っている。内容は神田本とほぼ一致するようである。本論文ではこの註に対
する校勘及び考察は割愛
したため、書き入れの数にも参入していない。以上、註を附し補足するものである。
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一〇箇所、巻四で二六八箇所、合計三七八箇所である
* 五十五
。この書
き入れが指摘する文字のうち、神田本との一致は二四九箇所、一致率は六十五．八七％、紹興本との一致は二〇箇所で一致率五．二九％、汪本との一致は七〇箇所で一 ．五一％である。
この結果から、書き入れの指摘する文字は比較的神田本、つまり
旧鈔本系テキストに近いと云えよう。ただし以下の点に留意す 必要があ・神田本は、対校書を示した書き入れには登場しない・巻三・四の間で、対校に用いられている本の数に違いがあると思
われる（巻三の書き入れは、対校 をほとんど示していない） 。
・現在全ての校異底本の調査を行えていない
一致にはカウントしなかったが、汪本では「一作●●」のように
割注を施して別本の字を指摘している。これは宮内庁本書き入れ及び神田本とほぼ一致する。汪本が参照していたの か るテキストだったのか、興味深い結果である。
校異の中で注目すべきものもいくつかある。以下 述べる。
巻三
四ウ
７下（天子）子夜
この字は旧鈔本系本文に特徴的に現れる文字である。詩の内容か
ら云ってもこの文字でないと対句が成立しない。
この他、八ウ・九オの上陽白髪人の
八ウ１下
敢便乍必
４下
寐乍睡
７下
長乍情イ
８下
西乍南イ
９下
点乍画
九オ１下
末乍年
年乍中
２下
世乍勢
の例や、
一〇オの新豊折臂翁の３上「異本作唯聴驪宮歌吹声」など、
巻三の書き入れは、旧鈔本に特徴的な文字を示す場合が多い。
巻四になると校異底本も増え、それに比して異同の指摘も増加す
る。二オ
１上
鈿匣珠凾鏁幾重
奥同（ 「人」上に挿入せよ）
この書き入れは、那波本や紹興本で欠落した句を補うものであり、
貴重である。
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今回の調査で、宮内庁本の書き入れは、現存するさまざまな『白
氏文集』テキストとの校合を示すものであることが判明した。
現存する『白氏文集』諸テキストには、他書との校合の書き入れ
をもつものが非常に多い。那波本では、例えば明治大学蔵本にも書き入れが存在しているし、旧鈔本系 代表的テキスト 金澤文庫本においてさえも見られる。
だが、現在の『白氏文集』本文研究において書き入れに対して検
討が加えられ十分活用され かと うと、なかなかその例を見ない。
本章では旧鈔本の存 が確認されている箇所を調査したわけであ
るが、未だ存在が確認されない部分に 検討を加えるこ により佚文を復元できる可能性があろう。
現在、旧鈔 の完本は未だ発見されおらず、今後発見される可能
性も低いと思われる。であるな ば、従来行わ きた他書が引用する『白氏文集』本文に加え、書き入 も検討材料に含めることは、より原『白氏文集』の姿に近づくための有力 手段となるであろう
今後は、いまだ検討にいたっていない校異底本との校合を進め
べきと考える。
発表者は、いくつかの特徴から 宮内庁本への書き入れは一度に
全てがなされたわけではないと考えている。
第一に筆跡の違いである。第二に、 「作」と「乍」字の使い分けである。両者は一見してわか
るほど、明らかに筆跡が異なっており、同じ筆跡の中では「作」と「乍」は混用されていない。
第三に、他の書き入れから線を引いてそ 先に新たな対校書を示
す例が多数あり、それは
小野道風書跡、全唐詩、唐宋詩醇、白香山
詩長慶集など、比較的近年目にすることができるようになった資料や成立の新しいテキストに偏っていることである。同様の例で、中には元の書き入れが対校書を示していない箇所に、後にを捕入していると思われるところも見受けられる。多くこれに付随して
「作」と「乍」
の書き分けも現れる。
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第二部では、 〈媒介者〉であり〈受容者〉でもある注釈書の例、 〈受
容者〉である句題和歌の題詩、 〈発動者〉である白氏文集本文を直接読んで対校した宮内庁蔵那波本の例の三点について、引用する『白氏文集』本文の検討を行った。
注釈書『奥入』は鎌倉時代に成立したものであるが、その引く白詩
本文はことごとく旧鈔本と一致した。更に「夜聞歌者」という、旧鈔本が現存しない作品が、引用文によって復元できることを示した。今は滅びてしまった原『白氏 集』の姿に迫っていくためには、現存諸本の検討に加え、佚文資料の収集が欠かせない 他 引用例から考えると、 定家は漢詩文に関しては厳密な本文引用をし ると考え れ、この詩についても、誤写は考えられるも の信頼が置ける資料 り得るのではないかと考えている。
宮内庁本那波本の書き入れの検討では、
書き入れの指摘する文字
は比較的神田本、つまり旧鈔本系テキストに近いといえると 結論に達した。また、書き入れは一筆でなされているわけではなく、複数の筆跡が認められる とから ある程度の期間にわたって増補され書き継がれてきたものが現在の姿で ということも判明した。
宮内庁本は、完本が複数確認されている那波本の一本であり、本
文としては朝鮮本から派生し ものである。那波 の 数は、完本で約二十本であり、どこにで あ 本 はないが、決して唯一の
存在ではない。宮内庁本を特徴付け、他書と差別化するものこそ書き入れである。これによって、宮内庁本の存在そのものが、日本人が白氏文集理解のために営々と積み重ねてきた学習の地層をうかがえる無二の たりえているのである。書き入れは那波本だけの現象ではなく、旧鈔本系刊本系問わず、現存諸本でしばしば見かけるものである。そこには孜々として良質な本文を追い求める過去 人々の姿がうかがえる である。
わずか二書の検討ではあるが、その中には当時の受容状況が、あた
かもタイムカプセルのように封 されている とが見られる。これらを一層解明していくために 、 文を研究する中国 学、受容側にある日本の作品を研究す 日本文学、日中二者のつながりと影響を考察する比較文学、三者のいずれも欠かせない研究領域である。
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本論の第一部は、 『太平記』所引の白氏文集本文の悉皆調査をもと
に、その本文系統を探った。その結果、①『太平記』が引く『白氏文集』の本文は、物語を語る上で適当な形
に詩句が変形されている。
②『太平記』に引用される 旧鈔本系・刊本系
の本文が並存しているが、旧鈔本寄りの傾向を示す。
③単行本系の中でも限られたテキストにしか存在しない特有の文字が
現れる。
④②・ の理由により、 『太平記』が摂取した『白氏文集』の本文は、
成立当時、あるいは伝播の中で、別集としての『白氏文集』以外の、当時流行のテキストからの摂取があったと考えられる。
という結果を得た。室町時代は、 『白氏文集』受容において、旧鈔本系テキストと、新たに将来された刊本系テキストとが本格的に並存をはじめて く時期にあ る。 「長恨歌序」を有する白氏文集テキストの出現もこの時代である。旧鈔本系・刊 本文が並存してい という『太平記』所引の『白氏文集』本文の特徴は、当時の受容状況を反映しているといえるだろう。
第二部では、 〈媒介者〉であり〈受容者〉でも 注釈書の例、 〈発
動者〉である白氏文集本文を直接読んで対校した宮内庁蔵那波本の例について、引用する『白氏文集』本文の検討を行った。
『奥入』において用いられているのは旧鈔本系テキストである。ま
た、宮内庁本那波本の書き入れも
旧鈔本系テキストに近い。
日本文学作品は、時代によって変化はするが、一貫して中国文学作
品から強い影響を受けてきた。 『白氏文集』と日本文学作品のかかわりは、承和年間（八三四‐四八年）の渡来から現在に至るまで一二〇〇年弱に及ぶ。はじめに渡来したのは旧鈔本であり、平安末に刊本が渡来する。鎌倉時代までは受容の中心は旧鈔本系テキスト あった。それが刊本系テキストを中心とした受容に移り変わってゆくのは『太平記』の頃、すなわち室町時代を通じてのできごとであった。しかし受容の中心となるテキストが替わっても、旧鈔本系は消滅しない。この旧鈔本系・刊本系の本文並存こそ、日本の『白氏文集』受容を特徴づける現象である。中国では宋代に刊本が成立すると旧来のものは敦煌本という例外を除き消滅してしまった。
比較文学の問題として、 、かつて吉田精一氏は以下のように述べて
いる。
中国との影響関係を調査する場合に甚だ困難を感じることは、こ
れは発動者がわかっていても、その媒介者がはっきりきわめられないことである。即ち白氏文集が王朝文学に多大の影響を落したということは否定の余地がない。しかしその白氏文集を、誰が何時日本
* 五十六
吉田精一「比較文学の方法――日本文学を中心として」 『比較文学
日本文学を中心として』 （矢島書房、一九五三年）
* 五十七
一ページの注二を参照のこと。
- 102 -
に将来し、 それがどのようなものであったか、 ということになると、今日まだ確証をつかめないばかりでなく、今後とも絶対に分明しいことだろうと思う。少くとも清少納言が手にした白氏文集はどのようなものであったか、などと うことはわかるはずがない。
* 五十六
吉田氏はこのよう 断言 たのであるが、戦後の、とりわけ金沢文
庫本白氏文集の公開とそれを契機にした精密な本文校勘は、 『白氏文集』テキストに対する研究を大きく推進させた。また太田晶二郎「白氏詩文の渡来について」
* 五十七
は白詩詩文の将来時期を承和年間（八
三四‐四八年）に比定しており、現在定説となっている。その結果、今日では「清少納言が手 した白氏文集」すなわち平安時代の『白氏文集』は、唐代の原『 』に近い旧鈔本系テキストであって、それは後に主流となる刊 系テキストとは編成・本文が大きく異なっているということを、我々は知ることができた。その時代 どんなテキストが用いられていたのか把握しなければ、正確な出典研究は期しがたい。正確な出典を探るために 、それぞれの作品を詳細に分析し引用文を拾い上げて く必要がある。最後は本文に帰らねばならないのである。 であるが、 「媒介者がはっきりきわめられないことである。 」との指摘は今日にお てもなお解決すべき課題として残っ いる
現在、室町時代における『白氏文集』テキスト、およびテキスト系
統に主たる視点を置いた研究は少ない。受容の研究のためには、中国文学、日本文学、日中比較文学の三方向からのアプローチが必要である。この点において、本論は、日中比較文学研究として『白氏文集』の本文系統 分析に重きを置いたものである。結果として、 『白氏文集』と各作品との間にたつべきさまざまな〈媒介者〉につい は、その存在を指摘した みで考察が行えなかったことは、今後に積み残した大きな課題である。 『太平記』以外の軍記における『白氏文集』引用調査を行うこ で、中世 白氏詩文受容 あり方が、より明確 なるだろう。 『白氏文集』諸本 大きな本文系統分類の枠組みができている現在、本文交代の問題に限らず、 『白氏 集』の受容を考えるためには〈媒介者〉 問題は避けて通ることがで ない。ここを解決できて、はじめて日 人がいかに『白氏文集』を読んだか、総合的に理解することになるだろう。
日本文学における『白氏文集』引用作品の多さ、また『白氏文集』
そのものの伝本の多さ 比すれば、もとよりその表面をなぞっ にすぎない。 『白氏文集』受容の範囲の広さ、時代 長さ 読みの豊かさを思うのみである。
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第一部は「 「 『太平記』に見る『白氏文集』本文の交代
――旧鈔本
から版本へ」 『アジア遊学』
V
ol.140 （勉誠出版、二〇一一年四月）
で提示した構想を元に書き下ろした。第二部第一章「 『奥入』所引『白氏文集』本文について」
「藤原定家『奥入』所引の漢籍
――『白氏文集』を中心と
して」 『白居易研究年報』第十号（勉誠出版、二〇〇九年一〇月）を加筆修正
第二部第二章「宮内庁蔵那波本 白氏文集』巻三・四（新楽府）の
書入について」「宮内庁蔵那波本『白氏文集』巻三・四（新楽府）の書き入れについて」 『白居易研究年報 第十四号 勉誠出版、二〇一四年一月）を加筆修正
以上に挙げなかったものは書き下ろしである。
??
本論第一部で用いた『太平記』写本資料の多くは国文学研究資料館
蔵の紙焼き・マイクロフィルムに拠った。長坂成行先生の『伝存太平記写本総覧』がなければ、 『太平記』諸本の調査は困難を極めたであろう。御礼申し上げたい。
また、明治大学文学部教授の神鷹徳治先生には、指導教員として学
部時代から一〇年以上も公私にわたり懇切なご指導・ご助言・激励賜った。本論が成ったのも、鈍牛のような筆者を叱咤激励して下さった先生のおかげである。言葉を尽くしても足りるものではないが、感謝申し上げる
法政大学文学部教授の小秋元段先生には、 調査対象とする 『太平記』
諸本の選定において助言をいただいた。また明治大学文学部准教授の牧野淳司先生には本論 表現の細部に るまでご指導をいただいた。
他にも各方面の理解と協力がなければ本論は執筆し得なかったであ
ろう。ここに記して感 の意を表する。
最後に、これまで私を励まし支えてきてくれた母 祖父母、妹に心
から感謝したい そして亡き父の墓前にこの論文を捧げる。
二〇一五年二月吉日
金木利憲
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金木利憲「 『太平記』に見る『白氏文集』本文の交代
――旧鈔本か
ら版本へ」 『アジア遊学』
V
ol.140 （勉誠出版、二〇一一年
四月）
久米邦武「太平記は史学に益なし」 『史学雑誌』第一七・一八・二〇
・二一・二二号（史学会、一八九一年四・五、七‐九月）
小秋元段『太平記・梅松論の研究』 （汲古書院、二〇〇五年 二月）小秋元段『太平記と古活字版の時代』 （新典社、二〇〇六年一〇月）小秋元段「国文学研究資料館蔵『太平記 および関連書マイクロ資料
書誌解題稿」 『調査研究報告』二六（国文学研究資料館、二〇〇五年）
小秋元段「国文学研究資料館所蔵 を利用した諸本研究のあり方と
課題――『太平記』を例として
(第二回
調査研究シンポジ
ウム報告
)」 『調査研究報告』二七（国文学研究資料館、二〇
〇六年）
後藤丹治『太平記の研究』 （河出書房、一九三八年八月）鈴木登美恵「玄玖本太平記解題」 『玄玖本 』 （勉誠社、一九七五
年二月）
長坂成行『伝存太平記写 総覧』 （和泉書院、二〇〇八年九月）増田欣『 『太平記』の比較文学的 角川 店 七六 三
二九ページ
柳瀬喜代志「 『長恨歌』 『長恨歌伝』と「楊國忠之事」――『太平記』
作者の嚢中の漢籍考――」正続（ 『早稲田大学教育学部学術研究（国語・国文学編） 』三九号、一九九〇年一二月、続は同誌四〇号、一九九一年一二月）
「太平記抄付音義」 『国文注釈全書
二』 （國學院大學出版部、一九〇
八年四月）
「太平記賢愚抄」 『国文注釈全書
二』 （國學院大學出版部、一九〇八
年四月）
?????
後藤丹治、釜田喜三郎、岡見正雄校注『太平記』全三冊日本古典文学
大系三四‐三六（岩波書店、一九六 年一月‐一九六二年一〇月）
長谷川端
校注・訳『太平記』全四冊
新編日本古典文学全集五四‐
五七（小学館、一九九四年九月‐一九九八年 月）
???????
甲類本
前田育徳会尊経閣文庫『玄玖本
太平記』全五冊（勉誠社、一九七五
年二月）
神宮徴古館本（マイクロフィルム・紙焼） ：国文学資料館蔵、フィル
ム
62-5-1 、紙焼
E1996
神田孝平旧蔵本（影印・翻刻）影印： 『神田本
太平記』全二冊（汲
古書院、一九七二年一〇月） 、翻刻： 『太平記
神田本』 （国
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書刊行会、一九〇七年一二月）
黒田彰・岡田美穂編『西源院本
太平記』全三冊（軍記物語研究叢書
・未刊軍記物語資料集） （クレス出版、二〇〇五年九月） 、翻刻：鷲尾順敬校訂『太平記
西源院本』 （刀江書院、一九三
六年六月）
南都本（マイクロフィルム・紙焼） ：国文学資料館蔵、フィルム
32-11-1 、紙焼
E
612
乙類本
古典文庫『太平記
梵舜本』全九冊（古典文庫、
一九六七年一月）
今川家本（陽明文庫蔵本） （マイクロフィルム・紙焼） ：国文学資料
館蔵、フィルム
55-168-2-1 、紙焼
E2991
米沢本（マイクロフィルム・紙焼） ：国文学資料館蔵、フィルム
27-14-1 、紙焼
E1128
毛利家本（マイクロフィルム・紙焼） ：国文学資料館蔵、フィルム
32-8-1 、紙焼
E611
丙類本
天正本 （マイクロフィルム・紙焼） ：国文学資料館蔵フィルム
32-13-2 、
紙焼
E1436
一五九二年写
略称「天正」
高橋貞一編『義輝本
太平記』全
五冊（勉誠社、一九八一年二月）
書写年代不明
略称「教運」
通行版本
寛文四年刊本後印本
???????????
?????
今原和正「那波本――付四部叢刊本との校異――」 『白氏文集の本文』
白居易研究講座六（勉誠社、一九九五年一二月）
太田晶二郎「白氏詩文の渡来について」 『國文學
解釋と鑑賞』二一
‐六（至文堂、一九五六年六月）
金木利憲「藤原定家『奥入』所引の漢籍――『白氏文集』を中心とし
て」 『白居易研究年報』第十号、勉誠出版、二〇〇九年一二月
神鷹徳治「 『奥入』所引「長恨歌」の本文の系統について」 （室伏信助
監修・上原作和編『人物で読む源氏物語１
桐壺帝・桐壺更
衣』勉誠出版、二〇〇五年一〇月）
神鷹徳治「那波道円元和４年（１６１８）刊
古活字版『白氏文集』 」
（ 『図書の譜
明治大学図書館紀要』第一〇号
二〇〇六年
三月）
神鷹徳治「紫式部が読んだ『文集』のテキスト――旧鈔本と版本」日
向一雅編『源氏物語と漢詩の世界
『白氏文集』を中心に』
（青簡舎、二〇〇九年二月）
神鷹徳治「序論――旧鈔本と唐鈔本」 （ 『アジア遊学』一四〇号、勉誠
出版、二〇一 年四
佐藤恒雄
「定家・慈円の白氏文集受容
──第一第二帙の問題と採
句傾向の分析から──」 （ 『中世文學』第一八号
中世文學會
一九七三年五月）
陳捷「白氏文集の宋版諸本について」 『白氏文集の 文』白居易研究
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講座
六（勉誠社、一九九五年一二月）
陳翀『白居易の文学と白氏文集の成立』 （勉誠出版、二〇一一年四月）花房英樹 氏文集の批判的研究』 （彙文堂、一九六〇年三月）平岡武夫・今井清校定『白氏文集』全三冊（京都大学人文科学研究所、
一九七一年三月）
藤本幸夫『日本現存朝鮮本研究
集部』 （京都大学学術出版会、二〇
〇六年二月）
藤本幸夫「朝鮮刊本」 （ 本文』
白居易研究講座
六（勉
誠社、一九九五年一二月）所収）
堀川貴司「中世禅林における白居易像」 （ 国語と国 学』七八‐五
至文堂、二〇〇一年 月）
堀川貴司『五山文学研究
資料と論考』 （笠間書院、二〇一一年六月）
「慈円と白居易」 （ 『白居易研究講座
第三巻
日本における
受容（韻文篇） 』勉誠社
一九九三年六月）
????
???
下定雅弘・神鷹徳治『宮内庁所蔵
那波本
白氏
文集』 （勉誠出版、
二〇一二年二月）
『白氏文集』中華再造善本（北京図書館出版、二〇
〇三年一二月） 。
馬元調本（大阪府立中之島図書館蔵：万暦三四（一六〇六） 年序刊 ）汪立名本（明治 学図書館蔵： 『白香山詩長慶集』汪氏一隅草堂、
康熙四二年（一七〇三）序刊本）
『文苑英華』 （華聯出版社、一九六七年五月）朝鮮整版本（大阪府立中之島図書館蔵）
略称「朝鮮整版」
????
金沢文庫本（影印：川瀬一馬監修『白氏文集
金沢文庫本』全四冊
（大東急記念文庫、一九八三年一〇月～一九八四年六月）太田次男・小林芳規『神田本白氏文集の研究』 （勉誠社、一九八二年
二月）
管見抄（紙焼） ：国立公文書館蔵
永仁三年（一二九五年）写本
『長恨歌
正宗敦夫文庫本』 ノートルダム清心女子
大学古典叢書 （ノ
ートルダム清心女子大学・福武書店、一九八一年
一〇月）
????
長澤規矩也編『和刻本漢詩集成
唐詩』第十輯（汲古書院、一九七四
年一一月） 。
神鷹徳治編『歌行詩諺解』 勉誠社、一九八八年六月）???池田利夫 「奥入」 『奥入
原中最秘抄』 日本古典文学影印叢刊一九 （ （財）
日本古典文学会
一九八五年九月）
狩野直喜「日本国見在書目録に就いて」 『支那學文藪』 （みすず書房、
一九七三年四月）
佐藤恒夫『藤原定家研究』 （風間書店
二〇〇〇年五月）
日向一雅『源氏物語の準拠と話形』 （至文堂、一九九九年四月）堀部正二『校異和漢朗詠集』 （大学堂書店、一九八一年七月）丸山キヨ子『源氏物語と白氏文集』 （東京女子大学学会、一 六 年
八月）
矢島玄亮『日本国見在書目録
集証と研究』 （汲古書院、一九八四年
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九月）
山田尚子『中国故事受容論考
古代中世日本における継承と展開』 （勉
誠出版、二〇〇九年一〇月）
吉田精一「比較文学の方法――日本文学を中心として」 『比較文学
日本文学を中心として』 （矢島書房、一九五三年
陽明文庫編『御堂関白記』 （思文閣、一九八三年七月‐一九八四年七
月）
『新撰朗詠集
金玉集
臨永和歌集』日本古典文学影印叢刊一六（日
本古典文学会、一九八一年三月）
「日本国見在書目録」 『続群書類従
第三十輯下
雑部』 （続群書類従
完成会、一九五九年活字 ）
複刻日本古典文学館『奥入』 （日本古典文学刊行会、一九七 年一〇
月）
『詠歌大概』 （橋 不美男・有吉保・藤平春男校注『歌論集
新編日
本古典文学全集八七』小学館
二〇〇二年一月に所載）
『和漢朗 集』新編日本古典文学全集一九（小学館、一九九九年一〇
月）
『夜の寝覚』新編日本古典文学全集二八（小学館、一九九六年 月）『栄花物語』２
新編日本古典文学全集三二（小学館、一九九七年一
月）
『大鏡』新編日本古典文学全 三四（小 館、一九九六年六月）『建礼門院右京大夫集
とはずがたり』 新編日本古典文学全集四七 （小
学館、一九九九年十二
「拾玉集」 『新編国歌 観』三（角川書店、一九八五年一 月）所収
用例番号 　
巻3 巻2 巻2 巻1 巻1 巻1 巻1 巻1 巻1 巻1 巻1
太平記
（玄玖本）
巻数
売炭翁 長恨歌 驪宮高 長恨歌 長恨歌 長恨歌伝 長恨歌 大行路 上陽白髪人 胡旋女 捕蝗 出典
4／0156 12／0596 4／0145 12／0596 12／0596 12 12／0596 3／0134 3／0131 3／0132 3／0136
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付
三
位
殿
御
局
事
人
生
レ
テ
勿
レ
作
ル
コ
ト
二
婦
人
身
ト
一
百
年
ノ
苦
楽
因
レ
リ
二
他
人
ニ
一
立
后
御
事
付
三
位
殿
御
局
事
玉
顔
に
近
か
せ
給
は
す
深
宮
の
中
に
む
か
ひ
て
春
日
の
難
暮
を
は
歎
き
秋
夜
の
長
恨
に
沈
ま
せ
給
ふ
金
屋
に
人
な
ふ
し
て
皓
々
た
る
残
灯
の
壁
に
そ
む
け
る
影
薫
籠
に
香
き
へ
て
蕭
々
た
る
暗
雨
の
空
を
う
つ
声
立
后
御
事
付
三
位
殿
御
局
事
（
二
字
欠）
障
の
下
に
冊
れ
立
后
御
事
付
三
位
殿
御
局
事
田
服
の
外
百
里
の
間
空
く
赤
土
の
み
有
て
青
苗
な
し
餓
莩
岐
に
み
ち
飢
人
地
に
た
ふ
る
此
年
銭
三
百
を
も
ち
て
粟
一
斗
を
か
ふ
先
代
草
創
事
神
宮
徴
古
館
本
　
甲
一
五
六
〇
年
写
欠 况
ヤ
連
理
ノ
契
浅
か
ら
ス
し
て
俊
基
朝
臣
被
切
事
并
青
侍
助
光
事
一
人
出
給
フ
事
タ
ヤ
ス
か
ら
ザ
レ
ハ
南
都
北
嶺
行
幸
事
雪
ノ
ハ
ダ
ヘ
ス
キ
と
をっ
て
大
掖
ノ
芙
蓉
新
タ
ニ
水
ヲ
出
た
る
に
異
な
ら
ス
無
礼
講
事
花
ノ
下
ノ
春
ノ
遊
ヒ
月
ノ
前
ノ
秋
ノ
宴
駕
ス
レ
ハ
輦
ヲ
共
ニ
シ
幸
ス
レ
ハ
席
ヲ
専
ニ
シ
給
フ
是
よ
り
君
王
朝
政
シ
給
ハ
ス
（
遂
ニ
准
后
ノ
宣
旨
ヲ
被
レ
下
シ
カ
ハ
人
皆
皇
后
元
妃
ノ
思
ヲ
ナ
セ
リ）忽ニ
見
ル
光
彩
ノ
始
テ
門
戸
ニ
ナ
レ
ル
事
ヲ
此
時
ニ
天
下
ノ
人
男
ヲ
生
ム
事
ヲ
軽
シ
テ
女
ヲ
ウ
ム
事
ヲ
重
ク
せ
り
三
位
殿
ノ
局
事
都
テ
三
夫
人
九
嬪
廿
七
ノ
世
婦
八
十
一
ノ
女
御
及
ヒ
後
宮
ノ
美
人
楽
府
ノ
妓
女
三
位
殿
ノ
局
事
三
千
ノ
寵
愛
一
身
ニ
有
し
か
は
六
宮
ノ
粉
黛
顔
色
ナ
キ
カ
如
ク
ナ
リ
三
位
殿
ノ
局
事
人
生
テ
勿
レ
作
二
婦
人
ノ
身
ト
一
百
年
ノ
苦
楽
ハ
因
レ
リ
ト
二
他
人
ニ
一
立
后
事
一
生
空
ク
玉
顔
ニ
近
付
せ
給
ハ
ス
深
宮
ノ
中
ニ
向
テ
春
ノ
日
ノ
暮
カ
タ
キ
事
ヲ
歎
キ
秋
ノ
夜
ノ
長
キ
恨
ニ
沈
セ
給
フ
金
屋
ニ
人
無
シ
テ
皓
々
タ
ル
残
ノ
灯
ノ
壁
ニ
背
タ
ル
影
薫
籠
ニ
香
消
テ
蕭
々
タ
ル
暁
キ
雨
ノ
窓
ヲ
打
ツ
声
立
后
事
金
鶏
障
ノ
下
ニ
冊
ツ
カ
レ
王
后
事
田
服
ノ
外
百
里
ノ
間
空
ク
赤
土
ノ
ミ
ア
ツ
テ
青
苗
ナ
シ
餓
莩
岐
ニ
満
テ
飢
人
地
ニ
倒
ル
此
年
銭
三
百
ヲ
モ
ツ
テ
粟
一
斗
ヲ
カ
ウ
関
所
停
止
事
并
施
行
事
神
田
孝
平
旧
蔵
本
　
甲
室
町
中
期
写
三
日
マ
テ
口
中
之
食
ヲ
断
ケ
レ
ハ
陶
山
小
見
山
夜
打
笠
置
没
落
事
况
ヤ
連
理
之
契
不
浅
シ
テ
俊
基
朝
臣
奉
斬
事
一
人
ノ
御
幸
容
易
ナ
ラ
サ
ル
ニ
依
テ
南
都
北
嶺
行
幸
事
雪
ノ
膚
ス
キ
通
リ
太
掖
之
芙
蓉
新
ニ
水
ヲ
出
タ
ル
ニ
不
レ
異
土
岐
十
郎
与
多
治
見
四
郎
謀
叛
事
花
ノ
下
ノ
春
ノ
遊
ヒ
月
ノ
前
ノ
秋
ノ
宴
駕
ス
レ
ハ
輦
ヲ
共
ニ
シ
幸
ス
レ
ハ
席
ヲ
専
ニ
シ
給
フ
自
レ
是
君
王
朝
ヲ
シ
タ
マ
ハ
ス
（
遂
ニ
准
后
之
宣
旨
ヲ
被
レ
下
シ
カ
ハ
人
皆
皇
后
元
妃
之
思
ヲ
ナ
セ
リ）忽ニ
ア
ル
光
彩
之
始
テ
門
戸
ニ
ナ
レ
ル
事
ヲ
此
時
ニ
天
下
之
人
皆
男
ヲ
生
メ
ル
事
ヲ
軽
シ
テ
女
ヲ
生
ム
事
ヲ
重
ク
セ
リ
中
宮
御
入
内
事
惣
テ
三
夫
人
九
嬪
廿
七
之
世
婦
八
十
一
之
女
御
及
ヒ
後
宮
之
美
人 中
宮
御
入
内
事
三
千
之
寵
愛
一
身
ニ
ア
リ
シ
カ
ハ
六
宮
之
粉
黛
ハ
顔
色
無
カ
如
ク
ナ
リ
中
宮
御
入
内
事
人
生
レ
テ
勿
レ
レ
作
ル
二
婦
人
ノ
身
ト
一
百
年
ノ
苦
楽
ハ
因
レ
二
他
人
ニ
一
中
宮
御
入
内
事
一
生
空
ク
玉
顔
ニ
近
付
セ
不
レ
給
ハ
深
宮
ノ
内
ニ
向
ヒ
テ
春
ノ
日
ノ
暮
レ
カ
タ
キ
事
ヲ
歎
キ
秋
ノ
夜
ノ
長
キ
恨
ニ
沈
マ
セ
給
フ
金
屋
ニ
人
無
シ
テ
皎
々
タ
ル
残
ノ
灯
ノ
壁
ニ
背
キ
タ
ル
影
薫
籠
ニ
香
消
テ
蕭
々
タ
ル
暗
キ
雨
ノ
窓
ヲ
打
声
中
宮
御
入
内
事
金
鶏
障
之
下
ニ
冊
レ
テ
中
宮
御
入
内
事
田
服
之
外
百
里
之
間
空
ク
赤
土
而
已
有
テ
青
苗
ナ
シ
餓
莩
岐
ニ
満
テ
飢
人
地
ニ
倒
ル
此
年
銭
三
百
ヲ
以
テ
粟
一
斗
ヲ
買
フ
後
醍
醐
天
皇
可
亡
武
臣
御
企
事
西
源
院
本
 
甲
一
五
二
一～
五
四
頃
写
？
欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠
南
都
本
　
甲
書
写
年
代
不
明
三
日
マ
テ
口
中
ノ
飡
ヲ
絶
シ
ケ
レ
ハ
主
上
御
沈
落
笠
置
事
况
ヤ
連
理
ノ
契
浅
カ
ラ
ス
シ
テ
俊
基
朝
臣
被
誅
事
一
人
出
給
フ
事
不
二
容
易
一
カ
ラ
子
ハ
南
都
北
嶺
行
幸
事
雪
ノ
膚
ス
キ
通
リ
テ
太
掖
ノ
芙
蓉
新
ニ
水
ヲ
出
シ
タ
ル
ニ
異
ナ
ラ
ス
土
岐
謀
叛
事
花
ノ
下
ノ
春
ノ
遊
ヒ
月
ノ
前
ノ
秋
ノ
宴
駕
ス
レ
ハ
輦
ヲ
共
ニ
シ
幸
ス
レ
ハ
席
ヲ
専
ニ
シ
給
フ
是
ヨ
リ
君
王
朝
政
シ
給
ハ
ス
（
忽
ニ
准
后
ノ
宣
旨
ヲ
下
サ
レ
シ
カ
ハ
人
ミ
ナ
皇
后
元
妃
ノ
思
ヲ
ナ
セ
リ）
驚
キ
見
ル
光
彩
ノ
始
テ
門
戸
ニ
成
レ
ル
事
ヲ
此
時
天
下
ノ
人
男
ヲ
生
ム
事
ヲ
軽
シ
テ
女
ヲ
生
事
ヲ
重
ク
セ
リ
三
位
殿
御
局
事
ス
ヘ
テ
三
夫
人
九
嬪
廿
七
ノ
世
婦
八
十
一
ノ
女
御
及
ヒ
後
宮
ノ
美
人
楽
府
ノ
妓
女
三
位
殿
御
局
事
三
千
ノ
寵
愛
ハ
一
身
ニ
有
シ
カ
ハ
六
宮
ノ
粉
黛
ハ
顔
色
無
カ
如
ク
ナ
リ
三
位
殿
御
局
事
人
生
レ
テ
勿
レ
作
二
婦
人
ノ
身
ト
一
百
年
ノ
苦
楽
ハ
因
レ
リ
二
他
人
ニ
一
三
位
殿
御
局
事
一
生
空
ク
玉
顔
ニ
近
ツ
カ
セ
給
ハ
ス
深
宮
ノ
中
ニ
向
テ
春
ノ
日
ノ
暮
カ
タ
キ
事
ヲ
歎
キ
秋
ノ
夜
ノ
長
キ
恨
ニ
沈
マ
セ
給
フ
金
屋
ニ
人
無
シ
テ
皎
々
タ
ル
残
ノ
灯
ノ
壁
ニ
背
ケ
ル
影
薫
籠
ニ
香
消
テ
蕭
々
タ
ル
暗
キ
雨
ノ
窓
ヲ
打
声
王
后
事
金
鶏
障
ノ
下
ニ
冊
カ
レ
テ
王
后
事
田
服
ノ
外
百
里
ノ
間
空
シ
ク
赤
土
ノ
ミ
有
テ
青
苗
ナ
シ
餓
莩
野
ニ
満
テ
飢
人
地
ニ
倒
ル
此
年
銭
三
百
ヲ
以
テ
粟
一
斗
ヲ
買
関
所
停
止
事 梵
舜
本
 
乙
一
五
八
六
年
写
三
日
マ
テ
口
中
ノ
食
絶
ケ
レ
ハ
陶
山
小
宮
山
夜
打
事
况
ヤ
連
理
ノ
契
浅
カ
ラ
ス
シ
テ
俊
基
朝
臣
被
誅
事
一
人
出
玉
フ
事
容
易
カ
ラ
サ
レ
ハ
南
都
北
嶺
行
幸
事
雪
ノ
膚
ヘ
ス
キ
ト
ヲ
リ
テ
太
液
ノ
芙
蓉
ア
ラ
タ
ニ
水
ヲ
出
タ
ル
ニ
異
ナ
ラ
ス
謀
叛
御
祈
事
同
俊
基
資
朝
事
花
ノ
下
ノ
春
ノ
遊
ヒ
月
ノ
前
ノ
秋
ノ
宴
ニ
駕
ス
レ
ハ
輦
ヲ
共
ニ
シ
給
フ
是
ヨ
リ
君
王
朝
マ
ツ
リ
コ
ト
シ
玉
ハ
ス
（
遂
ニ
准
后
ノ
宣
旨
ヲ
下
サ
レ
シ
カ
ハ
人
皆
皇
后
元
妃
ノ
思
ヲ
ナ
セ
リ）忽ニ
見
ル
光
彩
ノ
門
戸
ニ
ナ
レ
ル
コ
ト
ヲ
此
時
天
下
ノ
人
男
ヲ
ウ
ム
事
ヲ
カ
ロ
ク
シ
テ
女
ヲ
ウ
ム
事
ヲ
重
ク
セ
リ
立
后
事
并
寵
妾
事
同
宮
々
御
事
三
夫
人
九
嬪
廿
七
世
婦
八
十
一
御
妻
曁
後
宮
ノ
美
人
立
后
事
并
寵
妾
事
同
宮
々
御
事
三
千
ノ
寵
愛
一
身
ニ
在
シ
カ
ハ
六
宮
ノ
粉
黛
ハ
顔
色
ナ
キ
カ
如
也
立
后
事
并
寵
妾
事
同
宮
々
御
事
人
生
テ
勿
レ
レ
作
コ
ト
二
婦
人
身
ト
一
百
年
ノ
苦
楽
因
ル
ト
二
他
人
ニ
一
立
后
事
并
寵
妾
事
同
宮
々
御
事
一
生
空
シ
ク
玉
顔
ニ
近
カ
セ
給
ハ
ス
深
宮
ノ
中
ニ
向
ヒ
テ
春
ノ
日
ノ
暮
シ
カ
タ
キ
事
ヲ
歎
キ
秋
ノ
夜
ノ
長
キ
恨
ニ
シ
ツ
マ
セ
給
フ
金
屋
ニ
人
ナ
ク
シ
テ
皎
々
タ
ル
残
ノ
灯
ノ
壁
ニ
背
ケ
ル
影
薫
籠
ニ
香
キ
エ
テ
蕭
々
タ
ル
暗
キ
雨
ノ
窓
ヲ
打
声
立
后
事
并
寵
妾
事
同
宮
々
御
事
金
鶏
障
ノ
下
ニ
冊
テ
立
后
事
并
寵
妾
事
同
宮
々
御
事
田
服
ノ
外
百
里
ノ
間
空
ク
赤
土
ノ
ミ
有
テ
青
苗
ナ
シ
餓
莩
岐
ニ
ミ
チ
テ
飢
人
地
ニ
倒
ル
此
年
銭
三
百
ヲ
以
テ
粟
一
斗
ヲ
買
関
所
停
止
事 今
川
家
本
　
乙
一
五
〇
五
年
写
ナ
シ
依
陶
山
義
高
夜
打
笠
置
城
落
事
况
ヤ
連
理
ノ
契
浅
カ
ラ
ス
シ
テ
俊
基
被
誅
事
付
北
方
御
文
事
助
光
関
東
下
事
一
人
出
玉
フ
事
不
二
容
易
ナ
ラ
一
サ
レ
ハ
南
都
北
嶺
行
幸
事
雪
ノ
肌
透
通
リ
テ
大
棭
池
ノ
荷
ノ
新
水
ヲ
出
テ
無
礼
講
之
事
花
ノ
下
ノ
春
ノ
宴
月
ノ
前
ノ
秋
ノ
興
駕
ス
レ
ハ
輦
ヲ
共
ニ
シ
幸
ス
レ
ハ
席
ヲ
専
ニ
シ
玉
ヒ
ケ
リ
是
ヨ
リ
君
王
（
遂
ニ
准
后
ノ
宣
示
ヲ
被
レ
下
シ
カ
ハ
人
皆
皇
后
元
妃
ノ
思
ヲ
成
セ
リ）忽見
ル
光
彩
ノ
初
テ
門
戸
ニ
生
ル
事
ヲ
此
時
天
下
ノ
人
皆
男
ヲ
生
コ
ト
ヲ
軽
ク
シ
テ
女
ヲ
生
ム
事
ヲ
重
セ
リ
後
醍
醐
天
皇
御
事
并
王
子
達
御
事
惣
シ
テ
三
夫
人
九
嬪
二
十
七
ノ
世
婦
八
十
一
ノ
女
御
及
後
宮
ノ
美
人
後
醍
醐
天
皇
御
事
并
王
子
達
御
事
三
千
ノ
寵
愛
一
身
ニ
有
シ
カ
ハ
六
宮
ノ
粉
黛
モ
顔
色
無
カ
如
ク
後
醍
醐
天
皇
御
事
并
王
子
達
御
事
人
生
勿
作
婦
人
ノ
身
ト
一
百
年
ノ
苦
楽
ハ
因
ル
ト
二
他
人
ニ
一
後
醍
醐
天
皇
御
事
并
王
子
達
御
事
一
生
空
ク
玉
顔
ニ
近
付
給
ハ
ス
唯
深
宮
ノ
中
ニ
向
テ
春
ノ
日
ノ
晩
シ
カ
タ
キ
事
ヲ
歎
キ
秋
ノ
夜
ノ
長
キ
恨
ニ
ソ
シ
ツ
マ
セ
給
ケ
ル
金
屋
ニ
無
シ
テ
人
耿
々
タ
ル
残
灯
ノ
背
壁
ニ
影
薫
籠
ニ
香
尽
蕭
々
タ
ル
暗
雨
扣
ク
レ
窓
ヲ
声
後
醍
醐
天
皇
御
事
并
王
子
達
御
事
金
鶏
障
ノ
下
ニ
冊
テ
後
醍
醐
天
皇
御
事
并
王
子
達
御
事
田
服
ノ
外
百
里
ノ
間
空
ク
赤
茁
ノ
ミ
有
テ
青
苗
ヲ
見
ス
餓
莩
岐
ニ
ミ
チ
テ
飢
人
地
ニ
タ
ヲ
ル
此
年
銭
三
百
文
ヲ
以
テ
粟
一
斗
ヲ
買
後
醍
醐
天
皇
御
事
并
王
子
達
御
事
米
沢
本
　
乙
書
写
年
代
不
明
三
日
マ
テ
口
中
ノ
食
ヲ
絶
シ
ケ
レ
ハ
陶
山
落
笠
置
事
况
哉
連
理
ノ
契
浅
カ
ラ
ス
シ
テ
俊
基
朝
臣
誅
罰
事
一
人
出
給
フ
事
容
易
カ
ラ
ス
サ
レ
ハ
南
都
北
嶺
行
幸
事
雪
ノ
膚
透
通
テ
太
液
ノ
芙
蓉
新
ニ
水
ヲ
出
タ
ル
ニ
異
ナ
ラ
ス
土
岐
十
郎
等
謀
叛
事
花
ノ
下
ノ
春
ノ
遊
ヒ
月
ノ
前
ノ
秋
ノ
宴
駕
ス
レ
ハ
輦
ヲ
共
ニ
シ
幸
ス
レ
ハ
席
ヲ
専
ニ
シ
給
フ
是
ヨ
リ
君
王
朝
政
ヲ
シ
賜
ハ
ス
（
忽
ニ
准
后
ノ
宣
旨
ヲ
下
サ
レ
シ
カ
ハ
人
皆
皇
后
元
妃
ノ
思
ヲ
ナ
セ
リ）驚見
ル
光
彩
ノ
始
テ
門
戸
ニ
成
事
ヲ
此
時
天
下
ノ
人
男
ヲ
生
事
ヲ
軽
シ
テ
女
ヲ
生
事
ヲ
重
ス
実
兼
公
女
備
后
妃
事
都
テ
三
夫
人
九
嬪
廿
七
ノ
世
婦
八
十
一
ノ
御
妾
及
後
宮
ノ
美
人
楽
府
ノ
妓
女
実
兼
公
女
備
后
妃
事
三
千
ノ
寵
愛
一
身
ニ
ア
リ
六
宮
ノ
粉
黛
顔
色
無
カ
如
ナ
リ
公
廉
女
御
寵
愛
事
人
生
テ
勿
レ
作
ル
コ
ト
二
婦
人
ノ
身
ト
一
百
年
ノ
苦
楽
因
ル
ト
二
他
人
ニ
一
実
兼
公
女
備
后
妃
事
一
生
空
ク
玉
顔
ニ
近
付
セ
賜
ハ
ス
深
宮
ノ
内
ニ
向
テ
春
ノ
日
ノ
暮
カ
タ
キ
事
ヲ
歎
キ
秋
夜
ノ
長
キ
恨
沈
マ
セ
賜
フ
金
屋
ニ
人
ナ
ク
薫
籠
ニ
香
消
テ
皓
々
タ
ル
残
灯
ノ
壁
ニ
背
ケ
ル
影
蕭
々
タ
ル
暗
キ
雨
ノ
窓
ヲ
打
声
実
兼
公
女
備
后
妃
事
金
鶏
障
ノ
下
ニ
冊
レ
テ
実
兼
公
女
備
后
妃
事
田
服
ノ
外
百
里
ノ
間
空
ク
赤
土
ノ
ミ
有
テ
青
苗
ナ
シ
餓
莩
満
チ
レ
巷
テ
飢
人
倒
ル
レ
地
ニ
此
年
以
二
銭
三
百
ヲ
一
買
フ
二
粟
一
斗
ヲ
一
飢
人
窮
民
施
行
事
付
新
関
停
止
等
御
仁
政
事
毛
利
家
本
　
乙
一
六
〇
三
年
以
前
写
三
日
迄
食
ヲ
絶
ラ
ケ
レ
ハ
笠
置
城
没
落
事
况
ヤ
是
ハ
連
理
ノ
契
リ
不
レ
浅
シ
テ
比
翼
ノ
語
イ
異
ニ
レ
他
俊
基
朝
臣
誅
戮
事
一
人
出
サ
セ
タ
マ
ウ
事
不
二
容
易
一
サ
レ
ハ
石
清
水
并
南
都
北
嶺
行
幸
事
雪
ノ
肌
透
通
テ
大
液
芙
蓉
新
ニ
水
ヲ
出
シ
タ
ル
ニ
不
異
俊
基
款
状
読
誤
ノ
事
花
ノ
下
ノ
春
ノ
遊
月
ノ
前
ノ
秋
ノ
宴
駕
ス
レ
ハ
輦
ヲ
ト
モ
ニ
シ
幸
ス
レ
ハ
専
ニ
シ
レ
席
ヲ
玉
フ
自
是
君
王
朝
政
ヲ
シ
玉
ハ
ス
（
遂
ニ
被
レ
下
二
准
后
宣
旨
ヲ
一
シ
カ
ハ
人
皆
皇
后
元
妃
ノ
思
ヲ
ナ
セ
リ）忽ニ
見
ル
光
彩
ノ
始
テ
門
戸
ニ
生
ル
コ
ト
ヲ
此
時
天
下
ノ
人
男
ヲ
生
ム
事
ヲ
軽
シ
テ
女
ヲ
生
ム
事
ヲ
重
ゼ
リ
公
廉
女
御
寵
愛
事
都
三
夫
人
九
嬪
二
十
七
世
婦
八
十
一
ノ
女
御
及
後
宮
ノ
美
人
公
廉
女
御
寵
愛
事
三
千
寵
愛
在
リ
二
一
身
ニ
一
シ
カ
ハ
六
宮
ノ
粉
岱
モ
如
レ
無
カ
レ
顔
色
レ
ナ
リ
公
廉
女
御
寵
愛
事
人
生
勿
レ
レ
作
ル
コ
ト
二
婦
人
ノ
身
ト
一
百
年
ノ
苦
楽
因
二
他
人
一
兼
后
女
備
后
妃
事
一
生
空
ク
玉
顔
ニ
近
セ
玉
ハ
ス
深
宮
中
ニ
向
テ
秋
ノ
日
ノ
難
キ
レ
暮
事
ヲ
歎
キ
春
夜
ノ
永
キ
恨
ニ
沈
セ
玉
フ
金
屋
ニ
無
レ
人
シ
テ
皓
々
タ
ル
残
ノ
灯
ノ
背
ル
レ
壁
ニ
影
薫
籠
ニ
香
消
ヘ
テ
蕭
々
タ
ル
暗
キ
雨
ノ
窓
ヲ
打
声
実
兼
后
女
備
后
妃
事
金
鶏
障
ノ
下
ニ
冊
レ
テ
兼
后
女
備
后
妃
事
田
服
ノ
外
百
里
ノ
間
空
ク
赤
土
ノ
ミ
有
テ
青
苗
ナ
シ
餓
莩
満
テ
レ
巷
ニ
飢
人
倒
ル
レ
地
ニ
今
年
以
二
銭
三
百
一
買
フ
二
粟
一
斗
ヲ
一
飢
人
窮
民
施
行
事
天
正
本
　
丙
一
五
九
二
年
写
三
日
マ
テ
食
絶
ケ
レ
ハ
笠
置
ノ
城
没
落
ノ
事
况
ヤ
是
ハ
連
理
ノ
契
リ
不
レ
浅
シ
テ
比
翼
ノ
語
イ
異
ニ
レ
他
俊
基
朝
臣
誅
戮
事
一
人
出
サ
セ
タ
マ
ウ
事
不
二
容
易
一
サ
レ
ハ
石
清
水
并
南
都
北
嶺
行
幸
事
雪
ノ
膚
ヘ
透
通
リ
太
掖
ノ
芙
蓉
新
ニ
水
ヲ
出
タ
ル
ニ
不
レ
異
ナ
ラ
俊
基
歎
状
読
誤
事
花
ノ
下
ノ
春
ノ
遊
ヒ
月
ノ
前
ノ
秋
ノ
宴
駕
ス
レ
ハ
輦
ヲ
ト
モ
ニ
シ
幸
ス
レ
ハ
席
ヲ
専
ニ
シ
玉
フ
自
レ
是
君
王
朝
政
ヲ
シ
玉
ハ
ス
（
遂
ニ
被
レ
下
二
准
后
ノ
宣
旨
一
シ
カ
ハ
人
皆
皇
后
元
后
ノ
思
ヲ
ナ
セ
リ）忽ニ
見
ル
光
彩
ノ
始
テ
門
戸
ニ
ナ
レ
ル
コ
ト
ヲ
此
時
天
下
ノ
人
生
ム
コ
ト
ヲ
レ
男
ヲ
軽
シ
テ
生
ム
コ
ト
ヲ
レ
女
ヲ
重
セ
リ
公
廉
ノ
女
御
寵
愛
ノ
事
三
夫
人
九
嬪
二
十
七
世
婦
八
十
一
女
御
及
後
宮
ノ
美
人
公
廉
ノ
女
御
寵
愛
ノ
事
三
千
寵
愛
在
リ
二
一
身
ニ
一
シ
カ
ハ
六
宮
ノ
粉
黛
モ
無
キ
カ
二
顔
色
一
如
ク
ナ
リ
キ
公
廉
ノ
女
御
寵
愛
ノ
事
人
生
勿
レ
レ
作
ル
コ
ト
二
婦
人
ノ
身
ト
一
百
年
苦
楽
ハ
因
ル
ト
二
他
人
ニ
一
実
兼
公
ノ
女
備
二
后
妃
一
事
一
生
空
シ
ク
玉
顔
ニ
近
セ
玉
ハ
ス
深
宮
ノ
中
ニ
向
テ
春
ノ
日
ノ
難
キ
レ
暮
レ
事
ヲ
歎
キ
秋
ノ
夜
ノ
永
キ
恨
ニ
沈
マ
セ
玉
フ
金
屋
無
レ
人
皎
々
タ
ル
残
灯
ノ
背
ケ
ル
レ
壁
ニ
影
薫
籠
ニ
香
消
テ
蕭
々
タ
ル
暗
キ
雨
ノ
窓
ヲ
打
声
実
兼
公
ノ
女
備
二
后
妃
一
事
金
鶏
障
ノ
下
ニ
被
レ
冊
実
兼
公
ノ
女
備
二
后
妃
一
事
田
服
ノ
外
百
里
ノ
間
空
ク
赤
土
ノ
ミ
有
テ
青
苗
ナ
シ
餓
莩
満
レ
巷
ニ
飢
人
倒
ル
レ
地
ニ
今
年
以
二
銭
三
百
ヲ
一
買
二
粟
一
斗
ヲ
一
飢
人
窮
民
施
行
事
教
運
本（
義
輝
本）
　
丙
書
写
年
代
不
明
三
日
マ
テ
口
中
ノ
食
ヲ
断
ケ
レ
ハ
主
上
御
没
落
笠
置
事
况
ヤ
連
理
ノ
契
リ
不
レ
浅
シ
テ
俊
基
朝
臣
被
誅
事
并
助
光
事
一
人
出
給
事
容
易
カ
ラ
ザ
レ
ハ
南
都
北
嶺
行
幸
事
雪
ノ
膚
ス
キ
通
テ
大
掖
ノ
芙
蓉
新
ニ
水
ヲ
出
タ
ル
ニ
異
ナ
ラ
ス
無
礼
講
事
付
玄
慧
文
談
事
花
ノ
下
ノ
春
ノ
遊
月
ノ
前
ノ
秋
ノ
宴
駕
ス
レ
ハ
輦
ヲ
共
ニ
シ
幸
ス
レ
ハ
席
ヲ
専
ニ
シ
給
フ
是
ヨ
リ
君
王
朝
政
ヲ
シ
給
ハ
ス
（
忽
ニ
准
后
ノ
宣
旨
ヲ
下
サ
レ
シ
カ
ハ
人
皆
皇
后
元
妃
ノ
思
ヲ
ナ
セ
リ）驚キ
見
ル
光
彩
ノ
始
テ
門
戸
ニ
生
ル
コ
ト
ヲ
此
時
天
下
ノ
人
男
ヲ
生
ム
事
ヲ
軽
シ
テ
女
ヲ
生
ム
事
ヲ
重
ゼ
リ
立
后
事
付
三
位
殿
御
局
事
都
テ
三
夫
人
九
嬪
二
十
七
ノ
世
婦
八
十
一
ノ
女
御
曁
後
宮
ノ
美
人
楽
府
ノ
妓
女
立
后
事
付
三
位
殿
御
局
事
三
千
ノ
寵
愛
一
身
ニ
在
シ
カ
ハ
六
宮
ノ
粉
黛
ハ
顔
色
無
カ
如
ク
也
立
后
事
付
三
位
殿
御
局
事
人
生
勿
レ
作
コ
ト
二
婦
人
身
一
百
年
苦
楽
因
二
他
人
一
ト
立
后
事
付
三
位
殿
御
局
事
一
生
空
ク
玉
顔
ニ
近
カ
セ
給
ハ
ス
深
宮
ノ
中
ニ
向
テ
春
ノ
日
ノ
暮
難
キ
事
ヲ
難
キ
秋
ノ
夜
ノ
長
恨
ニ
沈
マ
セ
給
フ
金
屋
ニ
人
無
シ
テ
皎
々
タ
ル
残
灯
ノ
壁
ニ
背
ケ
ル
影
薫
籠
ニ
香
消
テ
蕭
々
タ
ル
暗
雨
ノ
窓
ヲ
打
声
立
后
事
付
三
位
殿
御
局
事
金
鶏
障
ノ
下
ニ
冊
カ
レ
テ
立
后
事
付
三
位
殿
御
局
事
甸
服
ノ
外
百
里
ノ
間
空
ク
赤
土
ノ
ミ
有
テ
青
苗
ナ
シ
餓
莩
野
ニ
蒲
テ
飢
人
地
ニ
倒
ル
此
年
銭
三
百
ヲ
以
テ
粟
一
斗
ヲ
買
関
所
停
止
事
寛
文
四
年
整
版
本
(
後
印
本
)
11 10 9 8 1
太
平
記
諸
本
校
異
一
覧
表
7 6 5 4 3 2
凡
例
基
本
的
に
常
用
漢
字
を
用
い
た。
ヿ
な
ど
の
合
略
仮
名
は、
コ
ト
・
シ
テ
に
開
い
た。
訓
点
は、
レ
・
一
・
二
を
小
文
字
に
す
る
こ
と
で
示
し
た。
用
例
採
集
に
あ
たっ
て
は
句
の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず、
白
氏
文
集
が
典
拠
と
で
き
る
も
の
を
網
羅
す
る
方
針
と
し
た。
た
だ
し
巻
2
5「
地
蔵
替
命
之
事」（
玄
玖
本
の
場
合）
の「
異
香」
も
し
く
は「
馨
香」
な
ど、
白
氏
文
集
に
も、
仏
典
は
じ
め
他
の
資
料
に
も
用
例
が
あ
る
場
合
は、
典
拠
が
確
定
で
き
な
い
の
で
採
ら
な
かっ
た。
巻6 巻6 巻4 巻4 巻4 巻4 巻4 巻4 巻4 巻4 巻4 巻4 巻4 巻4 巻4
陵園妾 長恨歌 長恨歌 長恨歌 長恨歌 陵園妾 長恨歌 凶宅詩 琵琶行 上陽白髪人 夏日与閑禅師林下避暑詩
題故元少
尹集後２ 井底引銀瓶 琵琶行 立部伎
4／0161 12／0596 12／0596 12／0596 12／0596 4／0161 12／0596 1／0004 12／0603 3／0131 69／3583 51／2217 4／0164 12／0603 3／0129
青
絲
ノ
鬢
面
ヲ
ロ
ソ
カ
ニ
シ
テ
何
ツ
ノ
間
ニ
カ
ハ
老
ハ
来
リ
ヌ
ラ
ン
ト
恠
レ
紅
玉
ノ
膚
消
テ
今
日
ヲ
限
ノ
命
共
ガ
ナ
ト
歎
シ
疎
ニ
思
沈
マ
セ
給
ケ
ル
三
位
殿
御
夢
相
事
三
千
ノ
宮
女
御
涙
ヲ
滴
デ
ゝ
面
々
ニ
臥
沈
ミ
給
フ
三
位
殿
御
夢
相
事
一
ヒ
宮
中
ニ
入
ツ
テ
君
王
ノ
傍
ニ
侍
シ
ヨ
リ
呉
越
帥
之
事
粧
成
テ
一
ヒ
笑
ハ
百
ノ
媚
君
カ
眼
ヲ
迷
テ
呉
越
帥
之
事
梨
花
一
枝
春
ノ
雨
呉
越
帥
之
事
鬢
ヲ
ロ
ソ
カ
ニ
シ
テ
膚
ヘ
消
ヘ
タ
ル
御
形
呉
越
帥
之
事
払
フ
人
ナ
キ
閑
庭
ニ
落
葉
満
テ
蕭
々
タ
リ
呉
越
帥
之
事
梟
松
桂
ノ
枝
ニ
鳴
キ
狐
蘭
菊
ノ
叢
ニ
蔵
ル
呉
越
帥
之
事
ナ
シ
俊
明
極
参
内
事
ナ
シ
俊
明
極
参
内
事
瘴
海
ノ
気
冷
ク
笠
置
囚
人
死
罪
流
刑
事
龍
門
原
上
ノ
苔
ニ
埋
モ
ル
ト
モ
笠
置
囚
人
死
罪
流
刑
事
為
ニ
君
カ
一
日
ノ
恩
ノ
誤
ル
ト
ハ
二
妾
ガ
百
年
ノ
身
ヲ
一
笠
置
囚
人
死
罪
流
刑
事
間
関
タ
ル
鶯
ノ
語
ハ
花
ノ
下
ニ
滑
ニ
幽
咽
セ
ル
泉
ノ
流
ハ
氷
リ
ノ
底
ニ
難
敵
怨
清
和
節
ニ
随
ツ
テ
移
ル
四
絃
一
声
帛
ヲ
裂
ク
カ
如
ク
ニ
シ
テ抹
テ
ハ
又
挑
返
ヘ
ス
笠
置
囚
人
死
罪
流
刑
事
堂
下
ノ
立
部
袖
ヲ
飜
シ
梨
園
ノ
弟
子
曲
ヲ
奏
セ
シ
ム
繁
絃
急
管
何
レ
モ
金
玉
ノ
声
玲
瓏
タ
リ
笠
置
囚
人
死
罪
流
刑
事
青
絲
髪
疎
に
し
て
何
間
に
か
は
老
は
来
ぬ
ら
む
と
恠
れ
紅
玉
膚
消
て
今
日
を
限
の
命
共
か
な
と
思
召
れ
三
位
殿
御
夢
想
事
三
千
の
宮
女
涙
を
し
た
て
て
面
々
に
伏
沈
み
た
ま
ふ
三
位
殿
御
夢
想
事
一
た
ひ
宮
中
に
入
て
君
王
の
傍
に
侍
し
よ
り
備
後
三
郎
高
徳
事
付
呉
越
事
粧
成
て
一
ひ
笑
ハ
百
の
媚
君
の
眼
を
は
よ
は
し
て
備
後
三
郎
高
徳
事
付
呉
越
事
梨
花
一
枝
の
春
雨
備
後
三
郎
高
徳
事
付
呉
越
事
鬂
疎
に
膚
消
た
る
御
形
備
後
三
郎
高
徳
事
付
呉
越
事
掃
人
な
き
閑
庭
な
れ
ハ
落
葉
み
ち
て
蕭
々
た
り
備
後
三
郎
高
徳
事
付
呉
越
事
梟
松
桂
の
枝
に
な
き
狐
蘭
菊
の
叢
に
か
く
る
備
後
三
郎
高
徳
事
付
呉
越
事
ナ
シ
囚
人
配
流
事
ナ
シ
囚
人
配
流
事
ナ
シ
囚
人
配
流
事
原
上
の
苔
に
囚
人
配
流
事
為
二
君
一
日
恩
一
誤
二
妾
百
年
身
一
と
も
囚
人
配
流
事
間
関
た
る
鶯
の
語
は
花
の
底
に
な
め
ら
か
に
幽
咽
せ
る
泉
の
流
は
氷
の
下
に
い
た
め
り
敵
怨
清
和
節
に
し
た
か
ひ
て
移
り
四
絃
一
声
帛
を
さ
く
か
如
し
撥
テ
ハ
又
挑
か
へ
す
囚
人
配
流
事
堂
下
の
立
部
袖
を
ひ
る
か
へ
し
梨
園
の
弟
子
曲
を
奏
せ
し
む
繁
絃
急
管
何
も
金
玉
の
声
玲
瓏
た
り 囚
人
配
流
事
欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠
青
絲
髪
疎
ニ
シ
テ
イ
ツ
ノ
マ
ニ
老
ハ
来
ラ
ン
ト
恠
マ
レ
紅
玉
ノ
膚
消
テ
今
日
ヲ
限
ノ
命
ト
モ
哉
ト
思
食
サ
ル
民
部
卿
三
位
殿
御
夢
事
三
千
ノ
宮
女
涙
ヲ
滴
テ
面
々
ニ
臥
沈
ミ
給
フ
民
部
卿
三
位
殿
御
夢
事
ナ
シ
呉
越
闘
之
事
粧
イ
成
シ
テ
一
度
咲
者
百
ノ
媚
迷
シ
テ
君
二
ノ
眼
ヲ
一
呉
越
闘
之
事
梨
花
一
枝
之
春
之
雨
呉
越
闘
之
事
ナ
シ
呉
越
闘
之
事
人
ノ
無
二
閑
庭
ヲ
払
フ
一
落
葉
満
テ
粛
々
タ
リ
呉
越
闘
之
事
梟
鳴
キ
二
松
桂
ノ
枝
ニ
一
狐
蔵
ル
二
蘭
菊
ノ
叢
ニ
一
呉
越
闘
之
事
ナ
シ
前
帝
潜
幸
事
并
俊
明
極
参
内
事
ナ
シ
前
帝
潜
幸
事
并
俊
明
極
参
内
事
瘴
海
ノ
気
冷
シ
ク
奉
流
宮
々
事
ナ
シ
為
メ
ニ
二
君
カ
一
日
之
恩
一
誤
ツ
二
妾
カ
百
年
之
身
ヲ
一
ト
モ
奉
流
宮
々
事
絃
関
タ
ル
鶯
ノ
語
ハ
花
下
ニ
滑
ニ
幽
咽
セ
ル
泉
ノ
流
ハ
氷
ノ
底
ニ
難
適
怨
清
和
節
ニ
随
テ
移
ル
四
絃
一
声
帛
ヲ
裂
カ
如
シ
テ
掻
テ
ハ
復
掻
カ
ヘ
ス
奉
流
宮
々
事
堂
下
ノ
立
部
袖
ヲ
翻
シ
梨
園
ノ
弟
子
曲
ヲ
奏
ゼ
シ
ム
繁
絃
急
管
何
レ
モ
金
玉
之
色
玲
瓏
タ
リ
奉
流
宮
々
事
青
緫
髪
疎
ソ
カ
ニ
シ
テ
イ
ツ
ノ
間
ニ
老
ハ
来
ヌ
ラ
ン
ト
恠
マ
レ
紅
玉
膚
ヘ
消
テ
今
日
ヲ
限
ノ
命
ト
モ
カ
ナ
ト
思
召
シ
民
部
卿
三
位
殿
夢
想
事
三
千
ノ
宮
女
涙
ヲ
滴
テ
面
々
ニ
臥
沈
ミ
玉
フ
民
部
卿
三
位
殿
夢
想
事
欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠
青
絲
髪
疎
ニ
シ
テ
イ
ツ
ノ
間
ニ
カ
老
ハ
来
ヌ
ラ
ン
ト
被
レ
レ
恠
紅
玉
膚
消
テ
今
日
ヲ
限
ノ
命
共
カ
ナ
ト
思
召
ケ
ル
大
塔
宮
御
母
堂
御
参
籠
北
野
社
事
三
千
ノ
宮
女
涙
ヲ
流
シ
テ
面
々
ニ
臥
沈
給
フ
大
塔
宮
御
母
堂
御
参
籠
北
野
社
事
一
度
入
テ
二
宮
中
ニ
一
君
王
ノ
傍
ニ
侍
シ
ヨ
リ
呉
越
軍
事
粧
ヒ
成
テ
一
度
笑
ハ
百
ノ
媚
君
カ
眼
ヲ
迷
ハ
シ
呉
越
軍
事
梨
花
一
枝
ノ
春
ノ
雨
呉
越
軍
事
鬢
疎
カ
ニ
膚
消
タ
ル
御
皃
呉
越
軍
事
无
キ
二
払
フ
人
一
閑
庭
落
葉
満
テ
蕭
々
タ
リ
呉
越
軍
事
梟
鳴
二
松
桂
之
枝
ニ
一
狐
蔵
二
蘭
菊
之
藂
ニ
一
呉
越
軍
事
此
卑
湿
ノ
地
ニ
遷
シ
タ
リ
シ
カ
ハ
先
帝
遷
幸
事
ナ
シ
中
宮
御
歎
事
瘴
海
ノ
気
冷
シ
ク
一
宮
并
妙
法
院
三
品
親
王
御
事
龍
門
原
上
ノ
苔
ニ
埋
モ
ル
共
一
宮
并
妙
法
院
三
品
親
王
御
事
為
君
一
日
ノ
恩
誤
ツ
二
妾
百
年
ノ
身
ヲ
一
ト
モ
藤
房
卿
事
間
関
タ
ル
鶯
ノ
語
ハ
花
ノ
下
ニ
滑
ニ
幽
咽
セ
ル
泉
ノ
流
ハ
氷
ノ
底
ニ
難
メ
リ
適
怨
清
和
節
ニ
随
テ
移
ル
四
絃
一
声
帛
ヲ
如
レ
裂
カ
抹
復
挑
藤
房
卿
事
堂
下
ノ
立
部
袖
ヲ
飜
シ
梨
園
ノ
弟
子
曲
ヲ
奏
セ
シ
ム
絃
絃
急
管
何
レ
モ
金
玉
ノ
声
玲
瓏
タ
リ
藤
房
卿
事
青
絲
髪
疎
ニ
シ
テ
何
ノ
間
ニ
老
ハ
来
ヌ
ラ
ン
ト
被
レ
怪
紅
玉
之
膚
消
テ
今
日
ヲ
限
ノ
命
ト
モ
哉
ト
思
食
ケ
ル
余
ニ
民
部
卿
三
位
殿
神
謌
事
三
千
ノ
官
（
宮
イ
）
女
涙
ヲ
滴
テ
面
々
ニ
臥
沈
ミ
玉
フ
民
部
卿
三
位
局
夢
想
事
宮
中
ニ
入
テ
君
王
ノ
側
ニ
侍
シ
ヨ
リ
呉
越
軍
事
粧
成
テ
一
度
笑
ハ
百
ノ
媚
君
カ
眼
ヲ
迷
シ
テ
呉
越
軍
事
梨
花
一
枝
ノ
帯
レ
雨
粧
呉
越
軍
事
髪
疎
ニ
膚
消
タ
ル
容
呉
越
軍
事
払
フ
人
無
キ
閑
庭
ニ
落
葉
ミ
チ
テ
蕭
々
タ
リ
呉
越
軍
事
梟
鳴
二
松
桂
枝
一
狐
蔵
二
蘭
菊
ノ
叢
一
呉
越
軍
事
ナ
シ
俊
明
極
参
内
事
ナ
シ
俊
明
極
参
内
事
瘴
海
ノ
気
冷
シ
ク
召
人
流
罪
死
罪
事
龍
門
原
上
ノ
苔
ト
埋
ト
モ
召
人
流
罪
死
罪
事
為
ニ
二
君
カ
一
日
ノ
恩
ノ
一
誤
ル
ト
二
妾
カ
百
年
ノ
身
ヲ
一
云
モ
召
人
流
罪
死
罪
事
間
関
タ
ル
鶯
ノ
語
ハ
花
ノ
下
ニ
滑
ニ
幽
咽
セ
ル
泉
ノ
流
ハ
水
ノ
底
ニ
難
メ
リ
適
怨
清
和
節
ニ
随
テ
移
ル
四
絃
一
声
帛
ヲ
裂
カ
如
シ
撥
テ
ハ
復
撥
フ
（「
挑
」
併
記
）
召
人
流
罪
死
罪
事
堂
上
ノ
上
達
部
袖
ヲ
飜
シ
梨
園
ノ
弟
子
曲
ヲ
奏
セ
シ
ニ
繁
絃
急
管
イ
ツ
レ
モ
金
玉
ノ
声
玲
瓏
タ
リ
召
人
流
罪
死
罪
事
青
絲
ノ
髪
疎
ニ
シ
テ
何
ノ
マ
ニ
老
ハ
来
ヌ
ラ
ン
ト
恠
シ
マ
レ
紅
玉
ノ
膚
消
テ
今
日
ヲ
限
ノ
命
ト
モ
ナ
レ
ル
物
カ
ト
民
部
卿
三
位
御
局
北
野
参
籠
事
三
千
ノ
宮
女
モ
涙
ヲ
滴
テ
面
々
ニ
臥
沈
ミ
玉
フ
民
部
卿
三
位
御
局
北
野
参
籠
事
一
度
宮
中
ヘ
入
テ
君
王
ノ
傍
ニ
侍
シ
ヨ
リ
呉
越
師
事
粧
ナ
リ
テ
一
度
笑
ハ
百
ノ
媚
君
カ
眼
ヲ
迷
シ
テ
呉
越
師
事
梨
花
一
枝
ノ
春
ノ
雨
呉
越
師
事
鬂
疎
ニ
膚
消
タ
ル
御
皃
呉
越
師
事
掃
人
無
キ
閑
庭
ニ
落
葉
満
テ
蕭
々
タ
リ
呉
越
師
事
梟
松
桂
ノ
枝
ニ
鳴
狐
蘭
菊
ノ
叢
ニ
蔵
レ
テ
呉
越
師
事
此
卑
湿
ノ
地
ニ
移
リ
タ
リ
シ
カ
俊
明
極
参
内
事
并
先
帝
隠
岐
国
遷
幸
事
ナ
シ
俊
明
極
参
内
事
并
先
帝
隠
岐
国
遷
幸
事
瘴
海
ノ
気
ス
サ
マ
シ
ク
笠
置
召
人
被
行
死
罪
流
罪
事
龍
門
原
上
ノ
苔
ニ
埋
ル
共
笠
置
召
人
被
行
死
罪
流
罪
事
為
二
君
カ
一
日
ノ
恩
一
誤
二
妾
百
年
ノ
身
ヲ
一
ト
モ
笠
置
召
人
被
行
死
罪
流
罪
事
間
関
タ
ル
鶯
ノ
語
ハ
花
ノ
下
ニ
滑
カ
ナ
リ
幽
咽
セ
ル
泉
ノ
流
ハ
水
ノ
底
ニ
難
メ
リ
適
怨
清
和
節
ニ
随
テ
ウ
ツ
ル
四
絃
一
声
帛
ヲ
裂
カ
如
ク
シ
テ
カ
キ
返
ス
撥
ノ
其
一
曲
笠
置
召
人
被
行
死
罪
流
罪
事
堂
下
立
部
袖
ヲ
飜
シ
梨
園
ノ
弟
子
曲
ヲ
奏
セ
シ
ム
繁
絃
急
管
イ
ツ
レ
モ
金
玉
ノ
声
玲
瓏
タ
リ
笠
置
召
人
被
行
死
罪
流
罪
事
青
絲
髪
疎
シ
テ
イ
ツ
ノ
マ
ニ
老
ハ
キ
ヌ
ラ
ン
ト
ア
ヤ
シ
マ
レ
紅
玉
膚
消
テ
今
日
ヲ
限
ノ
命
共
哉
ト
思
召
ケ
ル
大
塔
宮
御
母
堂
御
参
籠
北
野
社
事
三
千
ノ
宮
女
涙
ヲ
流
シ
テ
面
々
ニ
臥
沈
ミ
給
フ
大
塔
宮
御
母
堂
御
参
籠
北
野
社
事
宮
中
ニ
入
テ
君
王
ノ
側
ニ
侍
セ
シ
ヨ
リ
呉
越
軍
事
粧
成
テ
一
度
ヒ
笑
メ
ハ
百
ノ
媚
君
カ
眼
ヲ
迷
ハ
ス
呉
越
軍
事
（
落
丁
に
よ
り
未
調
査）
呉
越
軍
事
（
落
丁
に
よ
り
未
調
査）
呉
越
軍
事
払
フ
人
ナ
キ
閑
庭
ニ
（
以
下
落
丁
に
よ
り
未
調
査）
呉
越
軍
事
梟
鳴
松
桂
ノ
枝
ニ
狐
蔵
蘭
菊
ノ
叢
呉
越
軍
事
平
安
城
ヲ
此
卑
湿
ノ
地
ニ
前
帝
遷
幸
隠
岐
事
ナ
シ
俊
明
極
参
内
事
瘴
海
ノ
気
冷
ク
八
歳
宮
御
哥
事
龍
門
原
上
ノ
苔
ニ
埋
ル
ゝ
ト
モ
笠
置
囚
人
死
罪
流
刑
事
為
ニ
二
君
カ
一
日
ノ
恩
ノ
一
誤
ツ
二
妾
カ
百
年
身
一
ヲ
ト
ハ
笠
置
囚
人
死
罪
流
刑
事
間
関
タ
ル
鶯
ノ
語
ヒ
ハ
華
ノ
下
ニ
滑
ニ
幽
咽
セ
ル
泉
ノ
流
ハ
氷
ノ
底
ニ
泥
メ
リ
適
怨
清
和
節
ニ
随
テ
移
ル
四
絃
一
声
帛
ヲ
裂
カ
如
ニ
シ
テ
撥
復
ス
撥
結
テ
扣
ク
手
使
ヒ
笠
置
囚
人
死
罪
流
刑
事
堂
下
立
部
袖
ヲ
飜
シ
梨
園
ノ
弟
子
曲
ヲ
奏
ス
繁
絃
急
管
何
モ
金
玉
ノ
声
玲
瓏
タ
リ 笠
置
囚
人
死
罪
流
刑
事
青
絲
髪
疎
ニ
シ
テ
何
ノ
間
ニ
老
ハ
来
ヌ
ラ
ン
ト
被
レ
恠
紅
玉
之
膚
消
テ
今
日
ヲ
限
ノ
命
ト
モ
哉
ト
思
食
ケ
ル
余
ニ
民
部
卿
三
位
殿
神
謌
事
三
千
ノ
宮
女
同
ク
滴
レ
涙
ヲ
面
々
ニ
臥
シ
沈
ム
消
息
民
部
卿
三
位
殿
神
謌
事
一
度
入
宮
中
侍
君
王
傍
ヨ
リ
呉
越
軍
事
粧
成
テ
一
ヒ
笑
ハ
百
ノ
媚
迷
君
ノ
眼
呉
越
軍
事
梨
花
一
枝
ノ
春
ノ
雨
呉
越
軍
事
髪
疎
ニ
肌
消
タ
ル
御
皃
呉
越
軍
事
ナ
シ
呉
越
軍
事
ナ
シ
呉
越
軍
事
外
都
ノ
卑
湿
ニ
遷
居
有
シ
事
先
帝
隠
岐
国
遷
幸
事
彼
上
陽
人
ノ
宮
モ
カ
ク
ヤ
ト
思
召
出
ラ
レ
テ
永
日
殊
ニ
暮
シ
難
シ
元
朝
俊
明
極
渡
朝
事
瘴
海
気
冷
一
宮
并
妙
法
院
奉
流
事
龍
門
原
上
ノ
苔
ニ
埋
ト
モ
一
宮
并
妙
法
院
奉
流
事
為
二
君
ノ
一
日
ノ
恩
ノ
一
誤
二
妾
カ
百
年
ノ
身
ヲ
一
ト
ハ
笠
置
城
囚
人
罪
責
評
定
事
睍
睆
鶯
語
花
底
滑
幽
咽
泉
流
水
下
難
メ
リ
敵
怨
清
和
随
節
移
四
絃
一
声
如
裂
帛
撥
返
々
々
タ
ル
撥
音
手
使
一
絃
裂
テ
手
ニ
移
ル
笠
置
城
囚
人
罪
責
評
定
事
堂
下
立
部
袖
ヲ
飜
シ
梨
園
弟
子
曲
ヲ
奏
繁
絃
急
管
何
モ
金
玉
ノ
音
玲
瓏
タ
リ 笠
置
城
囚
人
罪
責
評
定
事
青
絲
髪
疎
ニ
シ
テ
何
間
ニ
老
ハ
来
リ
ヌ
ラ
ン
ト
被
レ
怪
シ
マ
紅
玉
ノ
膚
消
テ
今
日
ヲ
限
ノ
命
ト
モ
哉
ト
思
召
ケ
ル
民
部
卿
三
位
殿
神
歌
事
三
千
ノ
宮
女
同
滴
テ
テ
レ
泪
ヲ
面
々
ニ
臥
シ
レ
沈
ム
有
様
民
部
卿
三
位
殿
神
歌
事
ナ
シ
呉
越
戦
ノ
事
粧
成
テ
一
ヒ
笑
ハ
百
ノ
媚
迷
ハ
シ
二
君
カ
眼
ヲ
一
呉
越
戦
ノ
事
梨
花
一
枝
ノ
春
呉
越
戦
ノ
事
髪
疎
カ
ニ
肌
消
タ
ル
御
皃
呉
越
戦
ノ
事
ナ
シ
呉
越
戦
ノ
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ナ
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呉
越
戦
ノ
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外
都
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遷
居
有
シ
事
先
帝
隠
岐
国
遷
幸
事
彼
上
陽
人
ノ
宮
モ
カ
ク
ヤ
ト
思
召
出
ラ
レ
テ
永
日
殊
ニ
暮
シ
難
シ
俊
明
極
来
朝
参
内
事
瘴
海
ノ
気
冷
シ
ク
一
宮
妙
法
院
配
流
事
龍
門
原
上
ノ
苔
ニ
埋
モ
ル
共
一
宮
妙
法
院
配
流
事
為
ニ
二
君
一
日
ノ
恩
ノ
一
誤
ル
二
妾
カ
百
年
ノ
身
ヲ
一
囚
人
罪
責
評
定
事
睍
睆
タ
ル
鶯
語
花
ノ
底
滑
幽
咽
泉
ノ
流
レ
氷
ノ
下
ニ
泥
メ
リ
適
怨
清
和
随
テ
レ
節
ニ
移
ル
四
絃
一
声
如
ク
レ
裂
カ
レ
帛
ヲ
掻
イ
テ
ハ
復
タ
撹
返
シ
囚
人
罪
責
評
定
事
堂
下
ノ
立
部
袖
ヲ
飜
シ
梨
園
ノ
弟
子
曲
ヲ
奏
ス
繁
絃
急
管
何
金
玉
ノ
音
玲
瓏
タ
リ
囚
人
罪
責
評
定
事
青
絲
ノ
髪
疎
ニ
シ
テ
イ
ツ
ノ
間
ニ
老
ハ
来
ヌ
ラ
ン
ト
被
レ
怪
マ
紅
玉
ノ
膚
消
テ
今
日
ヲ
限
ノ
命
共
カ
ナ
ト
思
召
ケ
ル
民
部
卿
三
位
殿
御
夢
相
事
三
千
ノ
宮
女
涙
ヲ
流
シ
テ
面
々
ニ
臥
沈
ミ
給
フ
有
様
民
部
卿
三
位
殿
御
夢
相
事
一
度
入
テ
二
宮
中
ニ
一
君
王
ノ
傍
ニ
侍
シ
ヨ
リ
備
後
三
郎
高
徳
事
付
呉
越
軍
事
妝
成
テ
一
度
笑
ハ
百
ノ
媚
君
カ
眼
ヲ
迷
シ
テ
備
後
三
郎
高
徳
事
付
呉
越
軍
事
梨
花
一
枝
春
ノ
雨
備
後
三
郎
高
徳
事
付
呉
越
軍
事
鬢
疎
カ
ニ
膚
消
タ
ル
御
形
備
後
三
郎
高
徳
事
付
呉
越
軍
事
無
シ
テ
二
払
フ
人
一
閑
庭
ニ
落
葉
蒲
テ
蕭
々
タ
リ
備
後
三
郎
高
徳
事
付
呉
越
軍
事
梟
鳴
キ
二
松
桂
之
枝
ニ
一
狐
蔵
ル
二
蘭
菊
之
藂
ニ。
備
後
三
郎
高
徳
事
付
呉
越
軍
事
ナ
シ
先
帝
潜
幸
事
ナ
シ
中
宮
御
歎
事
瘴
海
ノ
気
冷
シ
ク
一
宮
并
妙
法
院
二
品
親
王
御
事
龍
門
原
上
ノ
苔
ニ
埋
ル
共
一
宮
并
妙
法
院
二
品
親
王
御
事
為
二
君
一
日
恩
一
誤
二
妾
百
年
身
一
ト
モ
笠
置
囚
人
死
罪
流
刑
事
付
藤
房
卿
事
間
関
タ
ル
鶯
ノ
語
ハ
花
ノ
下
ニ
滑
ナ
リ
幽
咽
セ
ル
泉
ノ
流
ハ
水
ノ
底
ニ
難
メ
リ
敵
怨
清
和
節
ニ
随
テ
移
ル
四
絃
一
声
如
シ
裂
レ
帛
撥
テ
ハ
復
挑
笠
置
囚
人
死
罪
流
刑
事
付
藤
房
卿
事
堂
下
ノ
立
部
袖
ヲ
翻
シ
梨
園
ノ
弟
子
曲
ヲ
奏
セ
シ
ム
繁
絃
急
管
何
レ
モ
金
玉
ノ
声
玲
瓏
タ
リ
笠
置
囚
人
死
罪
流
刑
事
付
藤
房
卿
事
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誰
カ
知
偽
ノ
言
ハ
巧
ニ
シ
テ
簧
ニ
似
タ
ル
コ
ト
ヲ
君
ニ
勧
テ
鼻
ヲ
掩
ハ
シ
ム
ト
モ
君
掩
コ
ト
莫
レ
君
カ
夫
婦
ヲ
シ
テ
参
商
ト
為
シ
ム
君
請
テ
蜂
ヲ
掇
シ
ム
ト
モ
君
掇
コ
ト
莫
レ
君
カ
母
子
ヲ
シ
テ
豺
狼
ヲ
成
ラ
シ
メ
リ
大
内
裏
造
営
之
事
付
北
野
天
神
之
事
鴛
鴦
ノ
衾
ノ
下
ニ
大
内
裏
造
営
之
事
付
北
野
天
神
之
事
三
十
六
ノ
後
宮
ニ
ハ
三
千
ノ
枡
女
粧
ヲ
餝
リ
大
内
裏
造
営
之
事
付
北
野
天
神
之
事
驕
レ
ル
者
ハ
失
シ
倹
ナ
ル
者
ハ
存
ズ
金
剛
山
寄
手
被
誅
事
付
佐
介
右
京
亮
之
事
行
路
ノ
難
キ
詩
ニ
不
レ
在
山
兮
不
レ
在
水
唯
人
ノ
情
ノ
反
覆
ノ
間
ニ
在
リ
先
帝
御
入
洛
事
付
筑
紫
合
戦
之
事
是
只
君
ノ
聖
文
神
祇
ノ
徳
ニ
依
ス
ハ
先
帝
御
入
洛
事
付
筑
紫
合
戦
之
事
棄
テ
二
我
カ
百
稔
ノ
命
ヲ
一
報
ス
二
公
カ
一
日
ノ
恩
ニ
一
金
澤
貞
将
討
死
之
事
霓
裳
一
曲
ノ
調
ヘ
ノ
中
ニ
鼙
鼓
地
ヲ
動
テ
来
リ
鎌
倉
合
戦
事
自
ラ
疵
ヲ
吸
ヒ
血
ヲ
含
テ
三
浦
大
多
和
源
氏
合
体
之
事
城
塩
州
ノ
受
降
城
モ
角
ヤ
ト
覚
テ
六
波
羅
要
害
事
昆
明
池
ノ
春
ノ
水
ニ
日
ヲ
沈
メ
テ
渕
淪
タ
ル
ニ
異
ナ
ラ
ス
六
波
羅
要
害
事
彼
ノ
雲
南
万
里
ノ
軍
戸
ニ
三
丁
ア
レ
ハ
一
丁
ヲ
抽
ト
云
ヘ
リ
六
波
羅
要
害
事
大
行
ノ
路
能
ク
車
ヲ
摧
ク
若
人
ノ
心
ニ
比
ブ
レ
バ
是
夷
ナ
ル
途
ナ
リ
巫
峡
ノ
水
能
舟
ヲ
覆
ス
若
人
ノ
心
ニ
比
ブ
レ
バ
是
安
キ
流
ナ
リ
人
ノ
心
ノ
好
悪
太
タ
不
レ
常
ト
ハ
云
ナ
カ
ラ
久
我
縄
手
合
戦
事
付
足
利
殿
丹
州
下
向
事
骨
ハ
化
シ
テ
黄
壌
一
堆
ノ
下
ニ
朽
ヌ
レ
ト
赤
坂
城
合
戦
之
事
付
人
見
本
間
抜
懸
之
事
百
王
治
天
ノ
安
危
ヲ
勘
テ
楠
望
見
未
来
記
之
事
誰
カ
知
偽
言
巧
に
し
て
簧
に
似
た
る
事
を
君
に
す
す
め
て
鼻
を
掩
し
む
と
も
君
お
ほ
ふ
事
な
か
れ
君
か
夫
婦
を
し
て
参
商
た
ら
し
む
君
に
こ
ふ
て
蜂
を
掇
し
む
と
も
君
と
る
事
な
か
れ
君
か
母
子
を
し
て
犲
狼
を
な
さ
し
め
り
大
々
裏
造
営
事
付
北
野
天
神
事
鴛
鴦
の
衾
下
に
大
々
裏
造
営
事
付
北
野
天
神
事
三
十
六
の
後
宮
に
は
三
千
の
淑
女
粧
を
か
さ
り
大
々
裏
造
営
事
付
北
野
天
神
事
驕
れ
る
者
は
失
し
倹
な
る
者
は
存
す
金
剛
山
寄
手
被
誅
事
付
佐
介
右
京
亮
事
行
路
難
の
詩
に
不
在
山
兮
不
在
水
唯
在
人
情
反
覆
間
先
帝
御
入
洛
事
付
筑
紫
合
戦
事
是
君
の
聖
文
神
の
威
徳
に
よ
ら
す
は
先
帝
御
入
洛
事
付
筑
紫
合
戦
事
欠 欠 欠 城
塩
州
の
受
降
城
も
角
や
と
覚
へ
て
六
波
羅
要
害
事
昆
明
池
の
春
水
に
日
を
し
つ
め
て
渕
淪
た
る
に
異
な
ら
す
六
波
羅
要
害
事
彼
雲
南
万
里
の
軍
戸
に
三
丁
有
れ
は
一
丁
は
抽
と
い
へ
り
六
波
羅
要
害
事
太
行
の
路
能
く
車
を
く
た
く
若
人
の
心
に
比
す
れ
は
是
夷
な
る
途
な
り
巫
峡
の
水
能
く
舩
を
く
つ
か
へ
す
若
人
心
に
比
す
れ
は
是
安
き
流
な
り
人
心
の
好
悪
は
な
は
た
不
レ
常
と
は
云
な
か
ら
久
我
縄
手
合
戦
事
付
足
利
殿
丹
州
下
向
事
骨
は
化
し
て
黄
壌
一
堆
の
下
に
朽
ぬ
れ
と
赤
坂
城
合
戦
事
付
人
見
本
間
抜
懸
事
百
王
治
天
の
安
危
を
か
む
か
へ
て
楠
望
見
未
来
記
事
欠 欠 欠 欠 欠 欠 我
カ
百
年
ノ
命
ヲ
（
棄
テ
脱
）
君
ガ
一
日
ノ
恩
ヲ
報
ズ
ト
相
模
入
道
自
害
之
事
并
面
々
腹
切
事
霓
裳
一
曲
ノ
声
ノ
中
ニ
漁
陽
鼙
鼓
地
ヲ
動
シ
テ
来
リ
鎌
倉
中
合
戦
之
事
自
ラ
疵
ヲ
吸
ヒ
血
ヲ
フ
ク
ミ
鎌
倉
中
合
戦
之
事
塩
州
ノ
受
降
城
も
か
く
や
と
覚
て
五
月
七
日
京
合
戦
事
昆
明
池
ノ
春
ノ
水
西
日
ヲ
沈
メ
テ
渕
淪
タ
ル
ニ
異
ナ
ラ
ス
五
月
七
日
京
合
戦
事
彼
雲
南
万
里
ノ
軍
戸
ニ
三
丁
ア
レ
ハ
一
丁
ヲ
抽
ン
ツ
ト
い
へ
り
五
月
七
日
京
合
戦
事
大
行
ノ
路
能
ク
摧
ク
レ
車
ヲ
若
比
フ
レ
ハ
二
人
ノ
心
ニ
一
是
夷
ナ
ル
路
也
巫
峡
ノ
水
能
覆
ス
レ
船
ヲ
若
比
二
人
ノ
心
ニ
一
是
安
流
也
人
ノ
心
ノ
好
悪
太
不
常
ト
ハ
云
な
か
ら
久
我
縄
手
合
戦
事
欠 欠
誰
カ
知
ム
偽
キ
言
巧
ミ
ニ
シ
テ
似
タ
ル
コ
ト
レ
簧
ニ
勧
レ
君
ヲ
掩
ハ
シ
ム
レ
鼻
ヲ
莫
レ
レ
掩
ウ
コ
ト
使
レ
夫
婦
ヲ
而
為
ラ
シ
ム
二
参
商
ト
一
請
フ
君
ト
掇
ム
レ
蜂
ヲ
君
莫
レ
レ
掇
ル
コ
ト
使
シ
テ
二
母
子
ヲ
一
而
成
ラ
二
豺
狼
一
公
家
一
統
政
道
付
菅
丞
相
事
鴛
鴦
ノ
衾
ノ
上
ニ
公
家
一
統
政
道
付
菅
丞
相
事
卅
六
ノ
後
宮
ニ
ハ
三
千
ノ
淑
女
粧
ヲ
カ
サ
リ
公
家
一
統
政
道
付
菅
丞
相
事
驕
者
ハ
失
シ
倹
者
ハ
存
ス
金
剛
山
寄
手
共
被
誅
事
行
路
ノ
難
ナ
ル
コ
ト
不
レ
在
レ
山
ニ
シ
モ
兮
不
レ
在
水
唯
在
人
ノ
情
反
覆
ノ
間
ニ
筑
紫
合
戦
九
州
探
題
事
是
レ
君
ノ
聖
文
神
武
ノ
徳
ニ
依
ス
ハ
正
成
参
兵
庫
事
并
還
幸
御
事
我
百
年
ノ
命
ヲ
棄
テ
公
カ
一
日
之
恩
ヲ
報
鎌
倉
中
合
戦
事
同
相
模
入
道
自
害
事
霓
裳
一
曲
之
声
ノ
中
ニ
漁
陽
弊
皷
地
ヲ
動
テ
来
リ
鎌
倉
中
合
戦
事
同
相
模
入
道
自
害
事
自
ラ
血
ヲ
吸
ヒ
疵
ヲ
含
テ
大
和
田
属
源
氏
事
塩
州
城
受
降
城
モ
角
ヤ
ト
覚
ヘ
テ
五
月
七
日
合
戦
事
同
六
波
羅
落
事
昆
明
池
ノ
春
水
夕
日
ヲ
沈
テ
渕
綸
タ
ル
ニ
不
レ
異
五
月
七
日
合
戦
事
同
六
波
羅
落
事
彼
ノ
雲
南
万
里
ノ
軍
戸
ニ
三
丁
ア
レ
ハ
一
丁
ヲ
抽
ト
云
リ
五
月
七
日
合
戦
事
同
六
波
羅
落
事
大
行
ノ
路
能
摧
レ
車
ヲ
若
比
ハ
二
人
心
ニ
一
是
平
路
也
巫
峡
ノ
水
能
覆
ス
レ
舩
ヲ
若
比
二
人
心
一
是
安
キ
流
也
人
ノ
心
ノ
好
悪
太
タ
不
レ
常
ト
乍
云
イ
久
我
縄
手
合
戦
事
并
名
越
殿
打
死
事
骨
ハ
黄
壌
一
堆
ノ
下
ニ
朽
ヌ
共
赤
坂
合
戦
事
并
人
見
本
間
打
死
事
日
本
一
州
ノ
安
危
ヲ
鑑
テ
太
子
未
来
記
事
誰
知
ラ
ン
偽
言
ノ
巧
ナ
ル
コ
ト
似
リ
レ
簧
ニ
勧
テ
レ
君
ヲ
掩
レ
鼻
君
莫
レ
掩
使
二
下
君
夫
婦
一
為
中
参
商
ト
上
請
テ
レ
君
掇
シ
ム
ト
モ
レ
蜂
ヲ
君
莫
レ
掇
コ
ト
使
下
二
君
カ
母
子
一
為
中
犲
狼
ト
上
大
内
裏
造
営
事
付
北
野
天
神
事
鴛
鴦
ノ
衾
ノ
下
ニ
大
内
裏
造
営
事
付
北
野
天
神
事
三
十
六
ノ
後
宮
ニ
ハ
三
千
ノ
淑
女
粧
ヲ
餝
リ
大
内
裏
造
営
事
付
北
野
天
神
事
驕
レ
ル
者
ハ
失
シ
倹
ナ
ル
者
ハ
存
ス
金
剛
山
寄
手
被
誅
事
付
佐
介
右
京
亮
事
行
路
難
不
レ
在
レ
山
ニ
モ
兮
不
レ
在
レ
水
ニ
モ
唯
在
人
情
反
覆
之
間
ト
先
帝
御
入
洛
事
付
筑
紫
合
戦
事
是
君
ノ
聖
文
神
武
ノ
徳
ニ
ヨ
ラ
ス
ハ
先
帝
御
入
洛
事
付
筑
紫
合
戦
事
我
カ
百
年
ノ
命
ヲ
弃
テ
公
カ
一
日
ノ
恩
ヲ
報
ス
ト
金
澤
貞
将
討
死
事
霓
裳
一
曲
ノ
声
ノ
中
ニ
漁
陽
ノ
鼙
鼓
地
ヲ
動
シ
テ
来
リ
鎌
倉
合
戦
事
自
ラ
疵
ヲ
ス
ヒ
血
ヲ
含
テ
三
浦
大
多
和
源
氏
合
体
事
塩
州
ニ
構
ヘ
タ
ル
受
降
城
モ
カ
ク
ヤ
ト
覚
テ
六
波
羅
要
害
事
昆
明
池
ノ
春
水
西
日
ヲ
沈
メ
テ
奫
淪
タ
ル
ニ
異
ナ
ラ
ス
六
波
羅
要
害
事
彼
雲
南
万
里
ノ
軍
戸
ニ
三
丁
有
レ
バ
一
丁
ヲ
抽
ト
云
ヘ
リ
六
波
羅
要
害
事
大
行
之
路
能
ク
摧
ク
レ
車
若
比
セ
ハ
二
人
心
ニ
一
是
夷
途
ナ
リ
巫
峡
之
水
能
覆
レ
舟
若
比
二
人
心
一
是
安
キ
流
ナ
リ
人
心
ノ
好
悪
太
タ
不
レ
常
ト
ハ
云
ナ
カ
ラ
久
我
縄
手
合
戦
事
付
足
利
殿
丹
州
下
向
事
骨
ハ
化
シ
テ
黄
壌
一
堆
ノ
下
ニ
朽
ヌ
レ
ハ
赤
坂
合
戦
事
付
人
見
本
間
抜
懸
事
百
王
治
天
ノ
安
危
ヲ
勘
テ
楠
望
見
未
来
記
事
誰
知
ル
偽
ノ
言
ノ
巧
ニ
似
ル
コ
ト
ヲ
レ
簧
ニ
勧
ム
ト
モ
レ
君
ニ
掩
ヘ
ト
レ
鼻
ヲ
君
莫
レ
レ
掩
コ
ト
使
メ
下
二
君
カ
夫
婦
ヲ
一
為
中
参
商
上
請
ト
モ
二
君
ニ
掇
レ
蜂
ヲ
一
君
莫
レ
掇
使
下
君
カ
母
子
ヲ
一
成
中
豺
狼
上
大
内
裏
造
営
事
付
北
野
天
神
事
鴛
鴦
ノ
今
衣
ノ
下
ニ
大
内
裏
造
営
事
付
北
野
天
神
事
三
十
六
ノ
後
宮
ニ
ハ
三
千
ノ
淑
女
餝
リ
レ
粧
ヲ
大
内
裏
造
営
事
驕
レ
ル
者
ハ
失
シ
倹
ナ
ル
者
ハ
存
ス
金
剛
山
寄
手
被
誅
事
行
路
ノ
難
ナ
ル
事
山
ニ
シ
モ
不
レ
在
水
ニ
シ
モ
不
レ
在
唯
在
リ
人
ノ
情
反
覆
ノ
間
ニ
筑
紫
合
戦
事
是
君
ノ
聖
元
神
武
ノ
徳
ニ
不
レ
依
ハ
楠
木
兵
衛
正
成
参
向
事
弃
二
我
百
年
ノ
命
ヲ
一
報
二
公
一
日
ノ
恩
ヲ
一
関
東
氏
族
并
家
僕
等
討
死
事
霓
裳
一
曲
ノ
声
ノ
中
ニ
漁
陽
鼙
鼓
動
レ
地
来
リ
関
東
氏
族
并
家
僕
等
討
死
事
自
疵
ヲ
吸
血
ヲ
含
テ
三
浦
大
多
和
合
戦
意
見
事
城
塩
州
受
降
城
モ
角
ヤ
ト
覚
ヘ
テ
足
利
殿
着
御
篠
村
則
国
人
馳
参
事
昆
明
池
ノ
春
ノ
水
西
日
ヲ
沈
テ
奫
淪
タ
ル
ニ
不
異
足
利
殿
着
御
篠
村
則
国
人
馳
参
事
雲
南
万
里
ノ
軍
戸
ニ
三
丁
ア
レ
ハ
一
丁
ヲ
抽
ツ
ト
云
ヘ
リ 足
利
殿
着
御
篠
村
則
国
人
馳
参
事
大
行
之
路
能
摧
車
若
比
二
人
ノ
心
一
是
ハ
夷
ラ
カ
ナ
ル
路
也
巫
峡
之
水
能
覆
舟
若
比
二
人
心
一
是
安
流
也
人
ノ
心
好
悪
太
不
常
ト
ハ
云
ナ
カ
ラ
四
月
二
十
七
日
山
崎
攻
事
骨
ハ
化
シ
テ
黄
壌
一
堆
ノ
下
ニ
朽
ヌ
レ
ト
赤
坂
合
戦
事
百
王
治
天
ノ
安
危
ヲ
勘
テ
正
成
天
王
寺
未
来
記
披
見
事
誰
カ
知
ル
偽
言
ノ
巧
ニ
シ
テ
似
タ
ル
コ
ト
ヲ
レ
簧
ニ
勧
テ
レ
君
カ
掩
ハ
シ
ム
レ
鼻
ヲ
君
莫
レ
レ
掩
コ
ト
使
ム
ニ
レ
君
ヲ
夫
婦
為
二
参
商
ト
一
請
テ
レ
君
ニ
掇
ラ
シ
ム
ト
モ
レ
蜂
ヲ
君
莫
レ
レ
掇
ル
コ
ト
変
シ
テ
二
君
母
子
ヲ
一
欲
ス
レ
為
サ
ン
ト
二
犲
狼
ト
一
北
野
天
神
御
事
鴛
鴦
ノ
衾
ノ
下
ニ
北
野
天
神
御
事
三
十
六
ノ
後
宮
ニ
ハ
三
千
ノ
美
女
ヲ
カ
サ
リ
公
家
一
統
政
道
事
驕
レ
ル
者
ハ
失
シ
倹
ナ
ル
者
ハ
存
ス
金
剛
山
寄
手
共
被
誅
事
行
路
ノ
難
キ
コ
ト
不
ス
レ
在
ラ
レ
山
ニ
兮
不
レ
在
水
ニ
唯
在
リ
二
人
ノ
情
ノ
返
覆
之
間
ニ
一
筑
紫
合
戦
事
是
君
ノ
聖
主
神
武
ノ
徳
ニ
ヨ
ラ
ス
ハ
正
成
参
兵
庫
事
并
還
幸
事
我
カ
百
年
ノ
命
ヲ
弃
テ
公
カ
一
日
ノ
恩
ニ
報
ス
ト
貞
将
事
霓
裳
一
曲
ノ
声
ノ
中
ニ
漁
陽
鼙
鼓
ヲ
動
シ
テ
来
リ
新
田
殿
謀
叛
事
（
鎌
倉
中
合
戦
事）
自
ラ
疵
ヲ
ス
ヒ
血
ヲ
含
テ
新
田
殿
謀
叛
事
（
久
米
川
合
戦
事）
塩
州
ニ
構
ヘ
タ
ル
受
降
城
モ
カ
ク
ヤ
ト
覚
テ
五
月
七
日
合
戦
事
昆
明
池
ノ
春
ノ
水
西
日
ヲ
沈
メ
テ
淪
々
タ
ル
ニ
異
ナ
ラ
ス
五
月
七
日
合
戦
事
彼
雲
南
万
里
ノ
軍
戸
有
ル
ヲ
ハ
二
三
丁
一
抽
ニ
一
丁
ヲ
ト
云
ヘ
リ
五
月
七
日
合
戦
事
大
行
之
路
能
摧
ク
レ
車
ヲ
若
シ
比
ハ
二
人
心
ニ
一
是
夷
途
巫
峡
之
水
能
覆
ス
レ
舟
ヲ
若
シ
比
ハ
二
人
心
ニ
一
是
安
流
人
心
好
悪
太
タ
不
レ
常
ト
ハ
云
ナ
カ
ラ
京
責
事
骨
ハ
化
シ
テ
黄
壌
一
堆
ノ
下
ニ
朽
ヌ
レ
ハ
赤
坂
合
戦
事
百
王
治
天
ノ
安
危
ヲ
勘
テ
太
子
未
来
記
事
誰
カ
知
ラ
ン
偽
ノ
言
ノ
巧
ニ
シ
テ
似
タ
ル
ヲ
レ
簧
ニ
勧
テ
レ
君
ヲ
掩
ヘ
ト
云
ト
モ
レ
鼻
ヲ
君
莫
レ
四
掩
テ
三
使
シ
テ
三
レ
夫‐
婦
ヲ
為
ラ
二
参
商
一
請
フ
ト
モ
二
君
掇
レ
ト
一
レ
蜂
ヲ
君
莫
レ
四
掇
テ
使
シ
テ
三
レ
母
子
ヲ
一
成
二
犲‐
狼
ト
一
北
野
天
神
事
鴛
鴦
ノ
衾
ノ
下
ニ
北
野
天
神
事
三
十
六
ノ
後
宮
ハ
三
千
ノ
淑
女
粧
ヲ
カ
サ
リ
公
家
一
統
事
付
大
塔
宮
御
入
洛
事
政
道
廃
乱
事
大
裏
事
章
段
ナ
シ
行
路
ノ
難
ハ
不
レ
在
レ
山
ニ
モ
兮
不
レ
在
水
ニ
モ
唯
在
ト
二
人
ノ
情
反
覆
ノ
間
ニ
一
筑
紫
合
戦
事
是
君
之
聖
元
神
武
ノ
徳
ニ
不
ハ
レ
依
先
皇
御
入
洛
事
并
正
成
参
兵
庫
事
我
百
年
ノ
命
ヲ
捨
テ
公
カ
一
日
ノ
恩
ヲ
報
ス
ト
（
鎌
倉
中
合
戦
事）
霓
裳
一
曲
ノ
声
ノ
中
ニ
漁
陽
鼙
鼓
ヲ
動
シ
テ
来
リ
（
鎌
倉
中
合
戦
事）
自
疵
ヲ
吸
血
ヲ
飡
テ
（
久
米
川
合
戦
事）
塩
州
ニ
城
シ
受
降
城
ヲ
シ
モ
角
哉
ト
覚
テ
五
月
七
日
合
戦
事
昆
明
池
ノ
春
水
西
日
ヲ
沈
メ
テ
漂
淪
タ
ル
ニ
不
レ
異
五
月
七
日
合
戦
事
彼
ノ
雲
南
万
里
ノ
軍
戸
ニ
三
丁
ア
レ
ハ
一
丁
ヲ
抽
ト
云
リ
五
月
七
日
合
戦
事
大
行
路
能
摧
レ
車
若
比
ハ
二
人
ノ
心
ニ
一
是
レ
夷
ナ
ル
路
也
巫
峡
ノ
水
能
覆
レ
舩
若
比
二
人
心
一
是
安
流
也
人
ノ
心
ノ
好
悪
太
タ
不
レ
常
ト
ハ
久
我
縄
手
合
戦
事
骨
ハ
化
シ
テ
黄
壌
一
堆
ノ
下
ニ
朽
ヌ
レ
ト
モ
赤
坂
合
戦
事
百
王
治
天
ノ
安
危
ヲ
勘
テ
太
子
未
来
記
事
誰
カ
知
ル
偽
言
ヲ
巧
ニ
シ
テ
似
コ
ト
ヲ
レ
黄
ニ
勧
ム
レ
ト
モ
レ
君
ニ
掩
ヘ
ト
レ
鼻
ヲ
君
莫
レ
掩
使
シ
テ
下
二
夫
婦
ヲ
一
只
為
ラ
中
参
商
上
請
ウ
二
君
ニ
掇
レ
ト
レ
蜂
ヲ
一
君
莫
レ
掇
コ
ト
欲
使
シ
テ
下
二
母
子
一
成
中
豺
狼
ト
上
大
内
裏
造
営
事
鴛
鴦
ノ
衾
ノ
下
ニ
大
内
裏
造
営
事
三
十
六
ノ
後
宮
ニ
ハ
三
千
淑
女
餝
レ
粧
大
内
裏
造
営
事
章
段
ナ
シ
行
路
難
不
レ
在
レ
山
ニ
モ
兮
不
レ
在
レ
水
ニ
モ
唯
在
ト
二
人
ノ
情
反
覆
ノ
間
ニ
一
筑
紫
合
戦
事
是
君
ノ
聖
文
神
武
ノ
徳
ニ
非
ン
ハ
先
皇
御
入
洛
事
并
正
成
参
兵
庫
事
我
百
年
之
命
ヲ
捨
テ
公
カ
一
日
之
恩
ヲ
報
ス
ト
長
崎
入
道
思
元
子
息
為
元
致
折
角
合
戦
事
霓
裳
一
曲
ノ
声
ノ
中
ニ
漁
陽
鼙
鼓
ヲ
動
シ
テ
来
リ
鎌
倉
中
合
戦
事
自
疵
ヲ
ス
ヒ
血
ヲ
含
テ
三
浦
大
多
和
属
源
氏
戦
意
見
事
城
搛
州
之
受
降
城
モ
カ
ク
ヤ
ト
覚
テ
足
利
殿
有
野
心
被
越
大
江
山
事
昆
明
池
ノ
春
之
水
西
日
ヲ
沈
メ
テ
渕
淪
タ
ル
ニ
異
ナ
ラ
ス
足
利
殿
有
野
心
被
越
大
江
山
事
彼
雲
南
万
里
ノ
軍
戸
ニ
三
丁
ア
レ
ハ
一
丁
ヲ
抽
ト
云
ヘ
リ
足
利
殿
有
野
心
被
越
大
江
山
事
大
行
之
路
ハ
能
ク
摧
レ
車
若
比
セ
ハ
二
人
心
ニ
一
是
夷
路
也
巫
峡
ノ
水
ハ
能
ク
覆
ス
レ
舟
若
比
ハ
二
人
之
心
ニ
一
是
安
流
也
人
心
ノ
与
二
好
悪
ハ
一
太
不
レ
常
ト
ハ
云
ナ
カ
ラ
足
利
殿
於
関
東
隠
謀
并
上
洛
事
骨
ハ
化
シ
テ
黄
壌
一
堆
ノ
下
ニ
朽
ヌ
レ
ト
赤
坂
合
戦
事
百
王
治
天
ノ
安
危
ヲ
勘
正
成
天
王
寺
未
来
記
披
見
事
ナ
シ
大
内
裏
造
営
事
付
聖
廟
御
事
鴛
鴦
ノ
衾
ノ
下
ニ
大
内
裏
造
営
事
付
聖
廟
御
事
卅
六
ノ
後
宮
ニ
ハ
三
千
ノ
淑
女
餝
リ
レ
粧
ヲ
大
内
裏
造
営
并
聖
廟
御
事
驕
者
亡
倹
ナ
ル
者
存
ス
ト
云
事
佐
介
宣
俊
送
形
見
事
行
路
難
不
レ
在
レ
山
ニ
兮
不
レ
在
レ
水
唯
在
リ
二
人
情
ノ
反
覆
ノ
間
ニ
一
ト
菊
地
入
道
寂
阿
討
死
事
是
不
ハ
レ
依
二
君
ノ
聖
文
神
武
之
徳
ニ
一
楠
正
成
向
兵
庫
供
奉
事
弃
テ
二
我
百
年
ノ
命
ヲ
一
報
ス
二
公
ノ
一
日
ノ
恩
ヲ
一
ト
関
東
氏
族
并
家
僕
等
打
死
事
霓
裳
一
曲
之
声
ノ
中
ニ
漁
陽
ノ
鼙
鼓
動
レ
地
来
リ
関
東
氏
族
并
家
僕
等
打
死
事
自
疵
ヲ
ス
ヒ
血
ヲ
含
テ
三
浦
大
多
和
合
戦
意
見
事
塩
州
ニ
城
ク
受
降
城
モ
カ
ク
ヤ
ト
覚
テ
高
氏
篠
村
八
幡
御
願
書
事
昆
明
池
ノ
春
ノ
水
西
日
ヲ
浸
テ
淪
々
タ
ル
ニ
不
レ
異
高
氏
篠
村
八
幡
御
願
書
事
唯
彼
温
南
万
里
ノ
軍
戸
ニ
三
丁
有
レ
ハ
一
丁
ヲ
抽
ト
謂
シ
ニ
六
波
羅
要
害
事
大
行
ノ
路
能
ク
摧
ク
レ
車
若
シ
比
ハ
二
人
ノ
意
ニ
一
是
レ
夷
路
也
巫
峡
ノ
水
能
ク
覆
レ
舟
ヲ
若
シ
比
ハ
二
人
ノ
意
ニ
一
是
レ
安
流
也
人
心
ノ
好
悪
ヲ
太
不
レ
常
ト
ハ
謂
ナ
カ
ラ
関
東
武
士
上
洛
事
縦
ヒ
骨
ハ
化
シ
テ
朽
二
黄
壌
一
堆
ノ下
ニ
一
人
見
本
間
討
死
事
百
王
治
天
之
安
危
ヲ
勘
テ
楠
太
子
未
来
記
拝
見
事
ナ
シ
大
内
造
営
并
ニ
聖
廟
ノ
御
事
鴛
鴦
ノ
衾
ノ
下
ニ
大
内
造
営
并
ニ
聖
廟
ノ
御
事
卅
六
ノ
後
宮
ニ
ハ
三
千
ノ
淑
女
餝
リ
レ
粧
ヲ
大
内
造
営
并
ニ
聖
廟
ノ
御
事
驕
レ
ル
者
ハ
亡
ヒ
倹
ナ
ル
者
ハ
存
ス
佐
介
ノ
宣
俊
送
ル
二
形
見
ヲ
一
事
行
路
之
難
コ
ト
不
レ
在
レ
山
ニ
兮
不
レ
在
レ
水
ニ
唯
在
リ
二
人
ノ
情
ノ
反
覆
ノ
間
ニ
一
菊
池
入
道
寂
阿
討
死
事
是
不
ン
ハ
レ
依
二
君
聖
文
神
武
之
徳
ニ
一
楠
正
成
向
兵
庫
供
奉
事
弃
二
我
カ
百
年
ノ
命
ヲ
一
報
二
公
ノ
一
日
ノ
恩
ヲ
一
関
東
氏
族
并
家
僕
等
討
死
霓
裳
一
曲
ノ
声
ノ
中
ニ
漁
陽
鼙
鼓
動
シ
テ
レ
地
ヲ
来
リ
関
東
氏
族
并
家
僕
等
討
死
自
疵
ヲ
ス
ヒ
血
ヲ
含
テ
三
浦
大
多
和
合
戦
意
見
事
塩
州
ニ
城
ク
二
受
降
城
ヲ
一
モ
カ
ク
ヤ
ト
覚
テ
高
氏
篠
村
八
幡
ニ
御
願
書
ノ
事
昆
明
池
ノ
春
ノ
水
西
日
ヲ
浸
テ
淪
々
タ
ル
ニ
不
レ
異
ナ
ラ
高
氏
篠
村
八
幡
ニ
御
願
書
ノ
事
唯
彼
温
南
万
里
之
軍
戸
ニ
三
丁
有
レ
ハ
一
丁
ヲ
抽
ス
ト
謂
シ
ニ 高
氏
篠
村
八
幡
ニ
御
願
書
ノ
事
大
行
ノ
路
能
ク
摧
ク
レ
車
ヲ
若
比
セ
ハ
二
人
ノ
心
ニ
一
是
レ
夷
路
也
巫
峡
ノ
水
能
ク
覆
ス
レ
舟
ヲ
若
シ
比
セ
ハ
二
人
ノ
意
ニ
一
是
レ
安
流
也
人
心
好
悪
太
タ
不
ス
レ
常
ト
ハ
謂
ナ
カ
ラ
関
東
武
士
上
洛
事
縦
ヒ
骨
ハ
化
シ
テ
朽
レ
ト
モ
二
黄
壌
一
堆
ノ
下
ニ
一
人
見
本
間
討
死
ノ
事
百
王
治
天
之
安
危
ヲ
勘
テ
楠
太
子
ノ
未
来
記
拝
見
ノ
事
誰
カ
知
ラ
ン
偽
言
ヲ
巧
ニ
シ
テ
似
タ
ル
コ
ト
ヲ
レ
簧
ニ
勧
メ
テ
レ
君
ニ
掩
ハ
シ
ム
ト
モ
レ
鼻
ヲ君
莫
レ
掩
フ
使
下
二
君
カ
夫
婦
ヲ
一
為
ラ
中
参
商
上
請
フ
君
掇
シ
ム
ト
モ
レ
蜂
ヲ
君
莫
レ
レ
掇
コ
ト
使
シ
テ
二
下
君
カ
母
子
ヲ
一
成
中
犲
狼
ト
上
鴛
鴦
ノ
衾
ノ
下
ニ
大
内
裏
造
営
事
付
聖
廟
御
事
三
十
六
ノ
後
宮
ニ
ハ
三
千
ノ
淑
女
餝
レ
粧
大
内
裏
造
営
事
付
聖
廟
御
事
驕
レ
ル
者
ハ
失
シ
倹
ナ
ル
者
ハ
存
ス
金
剛
山
寄
手
等
被
誅
事
付
佐
介
貞
俊
事
行
路
難
不
レ
在
レ
山
ニ
シ
モ
兮
不
レ
在
レ
水
ニ
シ
モ
唯
在
二
人
情
反
覆
之
間
ニ
一
筑
紫
合
戦
事
君
ノ
聖
文
神
武
ノ
徳
ニ
不
ン
レ
依
バ
正
成
参
兵
庫
事
付
還
幸
事
棄
二
我
百
年
ノ
命
ヲ
一
報
二
公
一
日
ノ
恩
一
大
仏
貞
直
并
金
澤
貞
将
討
死
事
霓
裳
一
曲
ノ
声
ノ
中
ニ
漁
陽
鼙
鼓
動
カ
シ
テ
レ
地
ヲ
来
リ
鎌
倉
合
戦
事
自
疵
ヲ
吸
血
ヲ
含
デ
三
浦
大
多
和
合
戦
意
見
事
塩
州
受
降
城
モ
角
ヤ
ト
覚
ヘ
テ
足
利
殿
着
御
篠
村
則
国
人
馳
参
事
昆
明
池
ノ
春
ノ
水
西
日
ヲ
沈
テ
奫
淪
タ
ル
ニ
不
レ
異
ナ
ラ
足
利
殿
着
御
篠
村
則
国
人
馳
参
事
彼
雲
南
万
里
ノ
軍
戸
ニ
有
レ
バ
二
三
丁
一
抽
ン
ヅ
二
一
丁
ヲ
一
ト
イ
ヘ
リ
足
利
殿
着
御
篠
村
則
国
人
馳
参
事
大
行
之
路
能
摧
レ
車
若
比
二
人
心
一
夷
途
也
巫
峡
之
水
能
覆
レ
舟
若
比
二
人
心
一
是
安
流
也
人
心
好
悪
苦
不
レ
常
ト
ハ
云
ナ
カ
ラ
山
崎
攻
事
付
久
我
畷
合
戦
之
事
骨
ハ
化
シ
テ
黄
壌
一
堆
ノ
下
ニ
朽
ヌ
レ
ト
赤
坂
城
合
戦
之
事
付
人
見
本
間
抜
懸
之
事
百
王
治
天
ノ
安
危
ヲ
勘
テ
正
成
天
王
寺
未
来
記
披
見
事
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ナ
シ
長
年
京
帰
之
事
付
内
裏
炎
上
之
事
タ
ゝ
安
禄
山
カ
潼
関
ノ
軍
ニ
官
軍
忽
ニ
打
負
テ
玄
宗
皇
帝
自
ラ
蜀
ノ
国
エ
落
サ
セ
給
シ
ニ
六
軍
翠
花
ニ
随
テ
剣
閣
ヲ
経
シ
ニ
異
ナ
ラ
ス
都
落
之
事
第
一
第
二
ノ
絃
ハ
索
々
タ
リ
秋
ノ
風
松
ヲ
払
テ
疎
韻
落
ツ
第
三
第
四
ノ
絃
ハ
冷
々
タ
リ
夜
ノ
鶴
子
ヲ
憶
テ
籠
中
ニ
鳴
ク
絃
々
掩
抑
シ
テ
只
拍
子
ニ
移
ル
西
園
寺
公
宗
隠
謀
露
顕
之
事
ナ
シ
竜
馬
進
奏
之
事
付
藤
房
遁
世
之
事
只
奇
物
ノ
翫
ヲ
止
テ
竜
馬
進
奏
之
事
付
藤
房
遁
世
之
事
方
星
ノ
精
化
シ
テ
此
ノ
馬
ト
成
テ
人
ノ
心
ヲ
蕩
サ
ン
ト
為
ル
者
也
竜
馬
進
奏
之
事
付
藤
房
遁
世
之
事
由
来
尤
物
ノ
是
レ
非
レ
吉
キ
ニ
君
ノ
心
ヲ
蕩
テ
即
害
ヲ
為
者
也
竜
馬
進
奏
之
事
付
藤
房
遁
世
之
事
一
凶
一
吉
的
然
ト
シ
テ
耳
ニ
ア
リ
竜
馬
進
奏
之
事
付
藤
房
遁
世
之
事
方
星
ト
云
フ
星
降
テ
八
疋
ノ
馬
ト
成
ケ
リ
穆
王
是
ヲ
愛
シ
テ
造
父
御
タ
ラ
シ
メ
四
荒
八
極
ノ
外
瑶
池
ニ
遊
ヒ
碧
台
ニ
宴
シ
給
シ
カ
ハ
七
廟
ノ
祭
ル
コ
ト
年
ヲ
逐
テ
衰
エ
明
台
ノ
礼
日
ニ
随
フ
テ
廃
レ
テ
周
ノ
世
是
ヨ
リ
傾
キ
ケ
リ
竜
馬
進
奏
之
事
付
藤
房
遁
世
之
事
穆
王
是
ニ
乗
テ
四
荒
八
極
不
レ
至
ト
云
事
ナ
シ
竜
馬
進
奏
之
事
付
藤
房
遁
世
之
事
骨
昂
リ
筋
太
シ
テ
脂
肉
短
シ
頸
ハ
鶏
ノ
如
ニ
シ
テ
竜
馬
進
奏
之
事
付
藤
房
遁
世
之
事
ナ
シ
兵
部
卿
親
王
因
之
事
付
驪
姫
之
事
ナ
シ
兵
部
卿
親
王
因
之
事
付
驪
姫
之
事
落
葉
ヲ
列
テ
身
上
ノ
衣
ト
シ
菓
実
ヲ
拾
テ
口
中
ノ
食
ト
シ
テ
天
下
安
鎮
法
之
事
付
忠
顕
朝
臣
文
観
僧
正
事
ナ
シ
長
年
帰
京
事
付
大
裏
炎
上
事
只
安
禄
山
カ
潼
関
ノ
軍
ニ
官
軍
忽
打
負
テ
玄
宗
蜀
ヘ
落
サ
セ
給
シ
ニ
六
軍
随
翠
華
迷
ヒ
シ
モ
二
剣
閣
ノ
雲
一
聖
主
都
落
事
付
勅
使
河
原
自
害
事
第
一
第
二
の
絃
は
索
々
た
り
秋
風
松
を
は
ら
つ
て
疎
韻
お
つ
第
三
第
四
の
絃
は
冷
々
た
り
夜
鶴
子
を
お
も
つ
て
籠
中
に
な
く
絃
々
掩
抑
し
て
只
拍
子
に
う
つ
る
西
園
寺
公
宗
隠
謀
露
顕
之
事
付
玉
樹
三
女
序
事
ナ
シ
竜
馬
進
奏
事
付
藤
房
卿
遁
世
事
只
奇
物
の
翫
を
と
め
て
竜
馬
進
奏
事
付
藤
房
卿
遁
世
事
方
星
の
化
し
て
此
馬
と
な
り
て
人
心
を
蕩
か
さ
ん
と
す
る
者
也
竜
馬
進
奏
事
付
藤
房
卿
遁
世
事
由
来
尤
物
是
非
す
君
の
心
を
と
ら
か
し
て
終
に
害
を
な
さ
し
む
と
云
な
り
竜
馬
進
奏
事
付
藤
房
卿
遁
世
事
一
凶
一
吉
的
然
と
し
て
耳
に
あ
り
竜
馬
進
奏
事
付
藤
房
卿
遁
世
事
方
星
と
い
ふ
星
降
て
八
疋
の
馬
と
成
に
け
り
穆
王
是
を
愛
し
て
造
父
を
御
た
ら
し
め
て
四
荒
八
極
の
外
瑶
池
に
遊
ひ
碧
台
に
宴
た
ま
ひ
し
か
は
七
庿
の
祭
年
を
お
ひ
て
衰
え
明
堂
の
礼
日
に
し
た
か
ひ
て
廃
り
彼
を
と
ろ
へ
候
た
り
竜
馬
進
奏
事
付
藤
房
卿
遁
世
事
穆
王
是
に
乗
し
て
四
荒
八
極
不
至
と
い
ふ
所
な
し
竜
馬
進
奏
事
付
藤
房
卿
遁
世
事
骨
昂
り
筋
太
し
て
脂
肉
は
短
し
頸
は
鶏
の
如
に
し
て
竜
馬
進
奏
事
付
藤
房
卿
遁
世
事
ナ
シ
兵
部
卿
親
王
囚
事
付
驪
姫
事
ナ
シ
兵
部
卿
親
王
囚
事
付
驪
姫
事
落
葉
を
つ
ら
ね
て
身
上
の
衣
と
し
木
実
を
ひ
ろ
ひ
て
口
中
の
食
と
し
て 天
下
安
鎮
法
事
付
忠
顕
朝
臣
文
観
僧
正
事
ナ
シ
長
年
皈
京
事
只
安
禄
山
か
潼
関
ノ
軍
官
軍
忽
ニ
打
負
て
玄
宗
皇
帝
自
蜀
州
ヘ
落
さ
せ
給
ひ
し
に
六
軍
翠
花
ニ
随ッ
て
剣
閣
ヲ
経
し
に
異
な
ら
ズ
都
落
事
第
一
第
二
絃
索
々
タ
リ
秋
風
払
松
疎
韵
落
第
三
第
四
絃
冷
々
タ
リ
夜
鶴
憶
子
籠
中
鳴
北
山
殿
之
事
ナ
シ
藤
房
卿
遁
世
事
只
奇
物
ノ
翫
ヒ
ヲ
止
メ
テ
藤
房
卿
遁
世
事
房
星
ノ
精
化
シ
テ
此
馬
と
成ッ
て
人
ノ
心
ヲ
蕩
さ
ん
と
ス
ル
者
也
竜
馬
之
事
由
来
尤
物
是
レ
非
ス
二
大
ナ
ル
ニ
シ
モ
一
只
蕩
シ
テ
二
君
ノ
心
ヲ
一
則
為
ス
ト
レ
害
ヲ
竜
馬
之
事
一
凶
一
吉
的
然
と
し
て
耳
ニ
ア
リ
竜
馬
之
事
方
星
ト
云
フ
星
降ッ
て
八
疋
ノ
馬
ト
成
ケ
リ
穆
王
是
ヲ
愛
シ
テ
造
父
ヲ
シ
テ
御
四
荒
八
極
ノ
外
瑶
池
ニ
遊
ヒ
碧
台
ニ
宴
シ
給
し
か
は
七
廟
ノ
祭
リ
逐ッ
テ
レ
年
ヲ
衰
ヘ
明
堂
ノ
礼
随ッ
テ
レ
日
ニ
廃
レ
リ
周
室
是
よ
り
傾
キ
ケ
リ
竜
馬
之
事
王
是
ニ
乗ッ
て
四
荒
八
極
ニ
い
た
ら
す
と
云
フ
こ
と
な
し
竜
馬
之
事
ほ
ね
あ
が
り
筋
ふ
と
く
し
て
脂
肉
短
シ
頸
ハ
鶏
ノ
如
シ
竜
馬
之
事
欠 欠 欠
ナ
シ
長
年
京
帰
事
并
内
裏
炎
上
事
安
禄
山
カ
潼
関
ノ
軍
ニ
打
負
テ
玄
宗
皇
帝
蜀
ノ
国
ヘ
落
サ
セ
給
シ
モ
今
コ
ソ
思
ヒ
シ
ラ
レ
タ
レ
都
落
事
第
一
第
二
ノ
絃
ハ
索
々
タ
リ
秋
風
払
レ
松
疎
韻
落
第
三
第
四
ノ
絃
ハ
冷
々
タ
リ
夜
鶴
憶
レ
子
籠
中
鳴
絃
々
掩
抑
シ
テ
只
拍
子
ニ
移
ル
北
山
殿
御
隠
謀
事
ナ
シ
藤
房
卿
遁
世
事
只
奇
物
ノ
翫
ヲ
止
メ
テ
藤
房
卿
遁
世
事
房
星
ノ
精
化
シ
テ
此
馬
ト
成
テ
人
ノ
心
ヲ
蕩
サ
ム
ス
ル
者
也
藤
房
卿
遁
世
事
由
来
尤
物
是
レ
非
レ
大
ニ
シ
モ
只
蕩
カ
セ
ハ
二
君
心
ヲ
一
則
為
ス
レ
害
ヲ
ト
云
リ
藤
房
卿
遁
世
事
一
凶
一
吉
的
然
ト
シ
テ
耳
ニ
ア
リ
藤
房
卿
遁
世
事
房
星
ト
云
星
降
テ
八
疋
ノ
駒
ト
ナ
レ
リ
穆
王
是
ヲ
愛
シ
テ
造
父
ヲ
御
タ
ラ
シ
メ
四
荒
八
極
ノ
外
瑶
池
ニ
遊
ヒ
碧
台
ニ
宴
シ
給
シ
カ
ハ
七
廟
ノ
祭
逐
レ
年
ヲ
衰
エ
明
堂
ノ
礼
日
ニ
随
テ
廃
周
室
是
ヨ
リ
傾
ニ
ケ
リ
藤
房
卿
遁
世
事
穆
王
是
ニ
乗
テ
四
荒
八
極
ニ
至
ラ
ス
ト
云
事
無
リ
シ
ニ
天
馬
事
骨
ア
カ
リ
筋
太
シ
テ
脂
肉
短
シ
頸
ハ
鶏
ノ
如
ニ
シ
テ
天
馬
事
ナ
シ
ナ
シ
兵
部
卿
親
王
流
刑
事
落
葉
ヲ
焼
テ
身
ノ
上
ノ
衣
ト
シ
菓
ヲ
拾
テ
口
ノ
中
ノ
食
ト
シ
テ
文
観
僧
正
事
付
解
脱
上
人
事
ナ
シ
長
年
皈
京
事
付
内
裏
炎
上
事
安
禄
山
カ
潼
関
ノ
軍
ニ
官
軍
忽
ニ
打
負
テ
玄
宗
皇
帝
自
蜀
ノ
国
ヘ
落
サ
セ
給
シ
ニ
六
軍
翠
花
ニ
随
テ
剣
閣
ヲ
経
シ
有
様
ニ
異
ナ
ラ
ス
聖
主
都
落
事
付
勅
使
河
原
自
害
事
第
一
第
二
ノ
絃
ハ
索
々
タ
リ
秋
ノ
風
払
テ
レ
松
ヲ
疎
韵
落
チ
第
三
第
四
ノ
絃
ハ
冷
々
タ
リ
夜
ノ
鶴
憶
レ
子
籠
ノ
中
鳴
西
園
寺
公
宗
隠
謀
露
顕
事
付
玉
樹
三
女
序
事
ナ
シ
竜
馬
進
奏
事
付
藤
房
卿
遁
世
事
只
奇
物
ノ
翫
ヲ
止
テ
竜
馬
進
奏
事
付
藤
房
卿
遁
世
事
房
星
ノ
精
化
シ
テ
此
馬
ト
成
テ
人
ノ
心
ヲ
蕩
サ
ン
ト
ス
ル
者
也
竜
馬
進
奏
事
付
藤
房
卿
遁
世
事
由
来
尤
ニ
凶
ナ
リ
是
レ
必
ス
只
君
カ
心
ヲ
蕩
カ
シ
将
ニ
害
ヲ
為
ン
ト
ス
ル
者
ナ
リ
竜
馬
進
奏
事
付
藤
房
卿
遁
世
事
一
凶
一
吉
的
然
ト
シ
テ
耳
ニ
ア
リ
竜
馬
進
奏
事
付
藤
房
卿
遁
世
事
房
星
ト
云
星
降
テ
八
匹
ノ
馬
ト
ナ
レ
リ
穆
王
是
ヲ
愛
シ
テ
造
父
ヲ
御
タ
ラ
シ
ム
四
荒
八
極
ノ
外
瑶
池
ニ
遊
ヒ
碧
台
ニ
宴
シ
カ
ハ
七
廟
ノ
祭
年
ヲ
逐
テ
衰
ヘ
明
堂
ノ
礼
日
ニ
随
テ
廃
ル
彼
ヲ
以
テ
此
ヲ
思
フ
ニ
竜
馬
進
奏
事
付
藤
房
卿
遁
世
事
穆
王
是
ニ
乗
テ
四
荒
八
極
ニ
至
ラ
ス
ト
云
ト
コ
ロ
ナ
シ
竜
馬
進
奏
事
付
藤
房
卿
遁
世
事
骨
ア
カ
リ
筋
太
ク
脂
肉
短
ク
頸
ハ
鶏
ノ
如
ニ
シ
テ
竜
馬
進
奏
事
付
藤
房
卿
遁
世
事
ナ
シ
兵
部
卿
親
王
御
消
息
事
付
驪
姫
事
ナ
シ
兵
部
卿
親
王
御
消
息
事
付
驪
姫
事
落
葉
ヲ
連
テ
身
上
ノ
衣
ト
シ
落
ル
菓
ヲ
拾
テ
口
中
ノ
食
ト
シ
テ
天
下
安
鎮
法
事
付
忠
顕
朝
臣
文
観
僧
正
事
卑
湿
ノ
行
宮
伯
耆
守
自
二
勢
多
一
帰
都
事
只
安
禄
山
カ
潼
関
ノ
軍
ニ
官
軍
忽
打
負
テ
玄
宗
蜀
ヘ
落
サ
セ
給
シ
ニ
六
軍
随
翠
華
迷
ヒ
シ
モ
二
剣
閣
ノ
雲
一
主
上
山
門
臨
幸
事
第
一
第
二
ノ
絃
ハ
索
々
タ
リ
秋
ノ
風
払
レ
松
疎
韻
落
第
三
第
四
ノ
絃
ハ
冷
々
タ
リ
夜
ノ
鶴
憶
子
籠
中
鳴
絃
々
掩
抑
ス
只
拍
子
ニ
移
ル
北
山
殿
謀
叛
事
ナ
シ
藤
房
卿
遁
世
事
只
奇
物
ノ
翫
ヲ
止
テ
藤
房
卿
遁
世
事
房
星
ノ
精
化
シ
テ
此
馬
ト
成
テ
人
ノ
心
ヲ
蕩
カ
サ
ン
ト
ス
ル
者
也
竜
馬
事
由
来
尤
物
ハ
是
レ
非
レ
大
ニ
シ
テ
只
蕩
シ
テ
二
君
ノ
心
ヲ
一
則
チ
為
ス
レ
害
ヲ
竜
馬
事
一
凶
一
吉
的
然
ト
シ
テ
在
リ
レ
耳
ニ
竜
馬
事
房
星
ト
云
星
降
テ
八
疋
ノ
馬
ト
成
レ
リ
穆
王
是
ヲ
愛
シ
テ
造
父
ヲ
シ
テ
御
タ
ラ
シ
メ
テ
四
荒
八
極
ノ
外
瑶
池
ニ
遊
ヒ
碧
台
ニ
宴
シ
給
ヒ
シ
カ
ハ
七
庿
ノ
祭
リ
年
ヲ
逐
テ
衰
ヘ
明
堂
ノ
礼
日
ニ
随
テ
廃
レ
シ
カ
ハ
周
室
是
ヨ
リ
傾
フ
ケ
リ
竜
馬
事
穆
王
是
ニ
乗
テ
四
荒
八
極
不
ト
レ
至
ト
云
所
无
リ
ケ
リ
竜
馬
事
骨
挙
リ
筋
太
ク
シ
テ
脂
肉
短
シ
頸
ハ
鶏
ノ
如
ク
シ
テ
竜
馬
事
ナ
シ
兵
部
卿
親
王
流
刑
御
事
ナ
シ
兵
部
卿
親
王
流
刑
御
事
攢
イ
デ
二
落
葉
ヲ
一
為
二
身
ノ
上
ノ
衣
ト
一
拾
テ
レ
菓
ヲ
為
シ
テ
二
口
ノ
中
ノ
食
一
千
種
頭
中
将
并
文
観
僧
正
事
ナ
シ
長
年
皈
京
事
并
内
裏
炎
上
事
只
安
禄
山
カ
潼
関
ノ
軍
ニ
官
軍
忽
ニ
打
負
テ
玄
宗
皇
帝
自
蜀
ノ
国
ヘ
落
サ
セ
給
シ
ニ
六
軍
翠
華
ニ
随
テ
剣
閣
ヲ
経
シ
ニ
異
ナ
ラ
ス
大
渡
破
事
第
一
第
二
ノ
絃
ハ
索
々
タ
リ
秋
ノ
風
払
テ
レ
松
ヲ
疎
韵
落
ツ
第
三
第
四
ノ
絃
ハ
冷
々
タ
リ
夜
ノ
鶴
憶
テ
レ
子
ヲ
篭
ノ
中
鳴
絃
々
掩
抑
シ
テ
ハ
只
拍
子
ニ
移
北
山
殿
事
ナ
シ
（
藤
房
卿
御
遁
世
事）
只
奇
物
ノ
翫
ヲ
止
テ
天
馬
事
房
星
ノ
精
化
シ
テ
此
馬
ト
成
テ
人
ノ
心
ヲ
蕩
サ
ン
ト
ス
ル
者
也
天
馬
事
由
来
尤
凶
ナ
リ
是
ニ
非
ス
只
君
ノ
心
ヲ
蕩
カ
シ
則
害
ヲ
為
ン
ト
也
天
馬
事
一
凶
一
吉
的
然
ト
シ
テ
耳
ニ
ア
リ
天
馬
事
房
星
ト
云
星
降
テ
八
疋
ノ
馬
ト
ナ
レ
リ
穆
王
是
ヲ
愛
シ
テ
造
父
ヲ
シ
テ
御
タ
ラ
シ
メ
四
荒
八
極
ノ
外
瑶
池
ニ
遊
ヒ
碧
台
ニ
宴
シ
給
シ
カ
ハ
七
廟
ノ
祭
年
ヲ
逐
テ
衰
ヘ
明
堂
ノ
礼
日
ニ
随
テ
廃
シ
周
宝
祚
是
ヨ
リ
傾
ケ
リ
天
馬
事
穆
王
是
ニ
乗
テ
四
荒
八
極
至
ラ
ス
ト
云
事
ナ
カ
リ
シ
ニ
天
馬
事
骨
マ
カ
リ
筋
太
脂
肉
短
シ
頸
ハ
鳥
ノ
如
ニ
シ
テ
天
馬
事
ナ
シ
兵
部
卿
親
王
流
刑
事
ナ
シ
兵
部
卿
親
王
流
刑
事
結
テ
二
落
葉
ヲ
一
衣
ト
シ
落
ル
菓
ヲ
拾
テ
食
ト
シ
テ
千
種
頭
中
将
事
ナ
シ
長
年
京
帰
事
　
内
裏
炎
上
事
只
安
禄
山
カ
潼
関
ノ
軍
ニ
官
軍
忽
ニ
打
負
テ
玄
宗
皇
帝
自
蜀
国
ヘ
落
サ
セ
給
ヒ
シ
ニ
六
軍
翠
花
ニ
随
テ
剣
閣
ヲ
経
シ
ニ
異
ナ
ラ
ス
都
落
事
第
一
第
二
ノ
弦
ハ
索
々
ト
シ
テ
秋
ノ
風
払
テ
レ
松
ヲ
疎
韻
ニ
落
ツ
第
三
第
四
ノ
弦
ハ
冷
々
ト
シ
テ
夜
鶴
思
レ
子
ヲ
籠
中
ニ
鳴
ク
絃
々
掩
抑
シ
テ
只
拍
子
ニ
移
ル
北
山
殿
事
付
三
女
序
事
ナ
シ
龍
馬
事
タ
ゝ
奇
物
ノ
翫
ヒ
ヲ
止
テ
龍
馬
事
方
星
ノ
精
化
ト
シ
テ
此
馬
ト
成
テ
人
ノ
心
ヲ
蕩
サ
ン
ト
ス
ル
者
也
龍
馬
事
由
来
尤
物
ハ
是
非
ス
レ
大
ニ
モ
只
蕩
セ
ハ
二
君
心
ヲ
一
則
為
ス
ト
レ
害
ヲ
云
ヘ
リ
龍
馬
事
一
凶
一
吉
的
然
ト
シ
テ
耳
ニ
有
リ
龍
馬
事
方
星
ト
云
星
降
テ
八
疋
ノ
馬
ト
成
ケ
リ
穆
王
是
ヲ
愛
シ
テ
造
文
ヲ
御
タ
ラ
シ
メ
四
荒
八
極
ノ
外
瑶
池
ニ
遊
ヒ
テ
碧
台
ニ
宴
シ
給
ヒ
シ
カ
ハ
七
廟
ノ
祭
逐
テ
レ
年
ヲ
衰
ヘ
明
堂
ノ
礼
随
テ
レ
日
ニ
廃
レ
リ
周
室
是
ヨ
リ
傾
ケ
リ
龍
馬
事
穆
王
是
ニ
乗
テ
四
荒
八
極
ニ
至
ラ
ス
ト
云
事
ナ
シ
龍
馬
事
骨
ア
カ
リ
筋
太
シ
脂
肉
短
シ
頸
ハ
鶏
ノ
如
ニ
シ
テ
龍
馬
事
ナ
シ
驪
姫
事
ナ
シ
兵
部
卿
親
王
流
刑
事
落
葉
ヲ
焼
テ
身
上
ノ
衣
ト
シ
菓
ヲ
拾
テ
口
中
ノ
飡
ト
シ
テ
文
観
上
人
事
付
解
脱
上
人
事
ナ
シ
長
年
帰
京
　
并
内
裏
炎
上
事
只
安
禄
山
カ
潼
関
ノ
軍
ニ
官
軍
忽
ニ
打
負
テ
玄
宗
皇
帝
自
蜀
ノ
国
ヘ
落
サ
セ
給
シ
ニ
六
軍
翠
華
ニ
随
テ
剣
閣
ヲ
経
シ
ニ
異
ナ
ラ
ス
山
門
臨
幸
并
勅
使
河
原
討
死
等
事
第
一
第
二
ノ
絃
ハ
索
々
タ
リ
秋
ノ
風
払
テ
レ
松
ヲ
疎
韻
落
ツ
第
三
第
四
ノ
絃
ハ
冷
々
タ
リ
夜
ノ
鶴
憶
レ
子
篭
中
ニ
鳴
絃
々
掩
抑
シ
テ
タ
ゝ
拍
子
ニ
移
ル
ナ
シ
藤
房
卿
遁
世
事
タ
ゝ
奇
物
ノ
翫
ヲ
止
テ
龍
馬
事
房
星
ノ
精
化
シ
テ
此
馬
ト
成
テ
人
ノ
心
ヲ
蕩
サ
ン
ト
ス
ル
者
也
龍
馬
事
由
来
尤
物
是
非
太
ニ
シ
テ
只
蕩
シ
テ
二
君
ノ
心
ヲ
一
則
為
ス
ト
レ
害
ヲ
云
ヘ
リ
龍
馬
事
一
凶
一
吉
的
然
ト
シ
テ
耳
ニ
ア
リ
龍
馬
事
房
星
ト
云
星
降
テ
八
匹
ノ
馬
ト
ナ
レ
リ
穆
王
是
ヲ
愛
シ
テ
造
父
ヲ
御
タ
ラ
シ
メ
テ
四
荒
八
極
ノ
外
瑶
池
ニ
遊
ヒ
碧
台
ニ
宴
シ
給
シ
カ
ハ
七
廟
ノ
祭
リ
逐
レ
年
テ
衰
ヘ
明
堂
ノ
礼
日
ニ
随
テ
廃
レ
テ
周
室
是
ヨ
リ
傾
ケ
リ
龍
馬
事
穆
王
是
ニ
乗
テ
四
荒
八
極
至
ラ
ス
ト
云
事
無
リ
シ
ニ
龍
馬
事
骨
ア
カ
リ
筋
フ
ト
ク
シ
テ
脂
肉
短
シ
頸
ハ
雞
如
ニ
シ
テ
龍
馬
事
ナ
シ
兵
部
卿
親
王
流
刑
事
ナ
シ
兵
部
卿
親
王
流
刑
事
ナ
シ
千
種
頭
中
将
并
文
観
僧
正
事
卑
湿
ノ
行
宮
伯
耆
守
自
勢
多
皈
都
事
只
安
禄
山
カ
潼
関
ノ
軍
ニ
官
軍
忽
打
負
テ
玄
宗
蜀
ヘ
落
サ
セ
玉
ヒ
シ
ニ
六
軍
随
ヒ
二
翠
華
ニ
一
迷
ヒ
二
剣
閣
ノ
雲
ニ
一
シ
モ
角
ヤ
ト
ヲ
ホ
ヘ
テ
哀
レ
也
主
上
山
門
臨
幸
事
第
一
第
二
ノ
絃
ハ
索
々
タ
リ
秋
風
払
韻
落
ツ
冷
々
タ
リ
夜
ノ
鶴
憶
レ
子
ヲ
鳴
籠
中
絃
々
掩
抑
シ
テ
只
拍
子
ニ
移
ル
公
宗
卿
弾
琵
琶
秘
曲
事
落
涙
モ
闌
干
タ
リ
藤
房
発
心
事
只
懸
棄
物
之
翫
ヲ
止
ム
法
華
二
句
之
偈
事
方
星
ノ
精
化
シ
テ
成
ヌ
二
馬
ト
一
欲
レ
蕩
サ
ン
ト
二
人
心
ヲ
一
者
也
法
華
二
句
之
偈
事
由
来
尤
物
ハ
是
非
大
ニ
シ
テ
只
蕩
二
君
心
ヲ
一
為
レ
害
ヲ
ト
云
ヘ
リ
法
華
二
句
之
偈
事
一
ハ
凶
一
ハ
吉
的
然
ト
シ
テ
在
リ
レ
耳
ニ
法
華
二
句
之
偈
事
方
星
之
精
降
テ
成
二
八
疋
ノ
馬
一
ケ
ル
ヲ
穆
王
無
ク
レ
類
愛
シ
テ
是
ヲ
造
父
令
メ
レ
御
シ
二
四
荒
八
極
ノ
外
ヲ
一
瑶
池
ノ
碧
台
ニ
遊
宴
シ
給
シ
カ
ハ
七
廟
之
祭
リ
逐
テ
レ
年
衰
ヘ
明
堂
之
礼
随
テ
レ
日
廃
シ
カ
ハ
周
室
自
リ
レ
是
傾
ケ
リ
法
華
二
句
之
偈
事
穆
王
乗
テ
レ
是
ニ
四
荒
八
極
不
レ
至
ト
謂
処
ナ
シ
法
華
二
句
之
偈
事
骨
騰
リ
筋
太
シ
テ
脂
肉
短
ク
頸
如
レ
鶏
ノ
佐
々
木
塩
冶
判
官
竜
馬
進
奏
事
比
翼
連
理
之
語
ヲ
モ
為
サ
ハ
ヤ
ト
驪
姫
申
生
ヲ
讒
死
ス
ル
事
夜
灯
照
ス
レ
窓
ヲ
愁
ヒ
霾
ニ
楼
外
ニ
一
兵
部
卿
御
消
息
ノ
事
炒
二
落
葉
一
為
二
身
ノ
上
ノ
衣
ト
一
拾
イ
テ
二
山
菓
ヲ
一
資
ケ
二
口
中
ノ
食
ヲ
一
文
観
僧
正
行
儀
事
卑
湿
之
行
宮
伯
耆
守
自
二
勢
多
一
帰
ル
レ
都
ニ
事
只
安
禄
山
カ
潼
関
之
軍
ニ
官
軍
忽
打
負
テ
玄
宗
蜀
エ
落
サ
セ
給
シ
ニ
六
軍
随
二
翠
華
一
迷
ヒ
二
剣
閣
之
雲
ニ
一
シ
モ
角
ヤ
ト
覚
テ
哀
也
主
上
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門
臨
幸
ノ
事
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第
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ノ
絃
ハ
索
々
タ
リ
秋
風
払
テ
レ
松
ヲ
疎
韻
落
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四
ノ
絃
ハ
冷
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夜
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憶
テ
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子
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鳴
ク
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弾
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琵
琶
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ヲ
一
事
落
涙
モ
闌
干
タ
リ
藤
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発
心
ノ
事
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懸
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事
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星
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精
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レ
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ト
二
人
心
ヲ
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法
華
二
句
之
偈
ノ
事
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来
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物
是
非
大
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君
ノ
心
ヲ
一
則
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レ
害
ヲ
ト
云
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法
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句
之
偈
ノ
事
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ハ
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一
ハ
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テ
在
リ
レ
耳
ニ
法
華
二
句
之
偈
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事
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穆
王
無
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類
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シ
テ
是
ヲ
造
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令
テ
レ
御
四
荒
八
極
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瑶
池
碧
台
ニ
遊
宴
シ
給
シ
カ
ハ
七
廟
之
祭
リ
逐
テ
レ
年
ヲ
衰
ヘ
明
堂
之
礼
随
レ
日
廃
シ
カ
ハ
周
室
自
リ
レ
是
傾
ケ
リ
法
華
二
句
之
偈
ノ
事
穆
王
乗
テ
レ
是
ニ
四
荒
八
極
不
レ
至
ト
謂
処
ナ
シ
法
華
二
句
之
偈
ノ
事
骨
騰
リ
筋
太
ク
脂
肉
短
シ
頸
ハ
如
レ
鶏
ノ
佐
々
木
塩
冶
判
官
進
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ル
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馬
ヲ
一
事
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連
理
之
語
ラ
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ヲ
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サ
ハ
ヤ
驪
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申
生
ヲ
讒
死
ス
ル
事
夜
灯
照
シ
レ
窓
ヲ
愁
霾
ル
ニ
楼
外
ニ
一
兵
部
卿
御
消
息
ノ
事
炒
イ
テ
二
落
葉
ヲ
一
為
シ
二
身
上
ノ
衣
ト
一
拾
フ
テ
二
山
菓
ヲ
一
資
ク
二
口
中
ノ
食
ヲ
一
文
観
僧
正
行
儀
事
ナ
シ
長
年
帰
洛
事
付
内
裏
炎
上
事
タ
ゞ
安
禄
山
ガ
潼
関
ノ
軍
ニ
官
軍
忽
ニ
打
負
テ
玄
宗
皇
帝
自
ラ
蜀
ノ
国
ヘ
落
サ
セ
給
シ
ニ
六
軍
翠
花
ニ
随
テ
剣
閣
ノ
雲
ニ
迷
シ
ニ
異
ナ
ラ
ズ
主
上
都
落
ノ
事
付
勅
使
河
原
自
害
ノ
事
第
一
第
二
ノ
絃
ハ
索
々
タ
リ
秋
ノ
風
払
テ
レ
松
ヲ
疎
韵
落
第
三
第
四
ノ
絃
ハ
冷
々
タ
リ
夜
ノ
鶴
憶
テ
レ
子
籠
ノ
中
ニ
鳴
ク
絃
々
掩
抑
只
拍
子
ニ
移
ル
北
山
殿
謀
叛
ノ
事
ナ
シ
藤
房
卿
遁
世
事
只
奇
物
ノ
翫
ヲ
止
テ
藤
房
卿
遁
世
事
房
星
ノ
精
化
シ
テ
此
馬
ト
成
テ
人
ノ
心
ヲ
蕩
カ
サ
ン
ト
ス
ル
者
也
竜
馬
進
奏
事
由
来
尤
キ
物
是
レ
非
ズ
レ
天
ニ
只
蕩
二
君
ノ
心
ヲ
一
則
チ
為
ス
レ
害
ヲ
ト
イ
ヘ
リ
竜
馬
進
奏
事
一
凶
一
吉
的
然
ト
シ
テ
在
リ
レ
耳
ニ
竜
馬
進
奏
事
房
星
降
テ
八
匹
ノ
馬
ト
成
レ
リ
穆
王
是
ヲ
愛
シ
テ
造
父
ヲ
シ
テ
御
タ
ラ
シ
メ
テ
四
荒
八
極
ノ
外
瑶
池
ニ
遊
ヒ
碧
台
ニ
宴
シ
給
ヒ
シ
カ
ハ
七
廟
ノ
祭
年
を
追
テ
衰
ヘ
明
堂
の
礼
日
ニ
随
テ
廃
レ
シ
カ
ハ
周
室
是
ヨ
リ
傾
ケ
リ
竜
馬
進
奏
事
穆
王
是
ニ
乗
テ
四
荒
八
極
不
ト
レ
至
云
所
無
リ
ケ
リ
竜
馬
進
奏
事
骨
挙
リ
筋
太
ク
シ
テ
脂
肉
短
シ
頸
ハ
鶏
ノ
如
ニ
シ
テ
竜
馬
進
奏
事
ナ
シ
兵
部
卿
親
王
流
刑
事
ナ
シ
兵
部
卿
親
王
流
刑
事
攢
メ
テ
二
落
葉
ヲ
一
為
シ
二
身
上
ノ
衣
ト
一
拾
フ
テ
レ
菓
ヲ
為
シ
テ
二
口
食
ト
一
千
種
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并
文
観
僧
正
奢
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事
付
解
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上
人
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事
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墻
ニ
苔
生
ヒ
瓦
ニ
松
古
リ
テ
一
宮
御
息
所
之
事
言
ス
咲
ス
人
ヲ
愁
殺
ス
ト
一
宮
御
息
所
之
事
深
宮
ノ
内
ニ
長
セ
給
シ
後
一
宮
御
息
所
之
事
紅
顔
花
ノ
如
ナ
リ
シ
三
千
ノ
宮
女
モ
先
帝
吉
野
潜
幸
之
事
霜
ニ
響
ク
遠
寺
ノ
鐘
ニ
御
枕
ヲ
峙
テ
ハ
先
帝
吉
野
潜
幸
之
事
繁
絃
急
管
ノ
声
一
唱
三
嘆
ノ
曲
融
々
ト
シ
テ
正
始
ノ
音
ニ
叶
シ
カ
ハ
金
崎
舩
遊
之
事
付
白
魚
入
舩
事
住
来
シ
跡
ニ
還
給
タ
ル
ト
モ
庭
ニ
ハ
秋
草
寂
繁
テ
通
モ
露
深
ク
閨
ニ
ハ
夜
月
指
入
テ
塵
掃
フ
人
モ
無
シ
還
幸
供
奉
禁
殺
之
事
剣
閣
ノ
雲
ニ
踏
迷
ヒ
聖
主
還
幸
事
付
執
立
儲
君
被
付
義
貞
之
事
物
具
ヲ
沽
テ
口
中
ノ
食
ヲ
継
ケ
ル
カ 山
門
牒
南
都
之
事
付
東
寺
合
戦
事
誠
ニ
人
ノ
心
ノ
測
リ
難
キ
事
天
ヨ
リ
モ
高
ク
地
ヨ
リ
モ
厚
シ
ト
申
習
ハ
シ
タ
ル
事
ニ
テ
ハ
候
ヘ
ト
モ
多
々
良
浜
合
戦
之
事
付
高
駿
河
守
異
見
之
事
言
ノ
下
ニ
骨
ヲ
消
シ
笑
ノ
中
ニ
刀
ヲ
研
ト
ハ
多
々
良
浜
合
戦
之
事
付
高
駿
河
守
異
見
之
事
魂
浮
レ
骨
空
ク（
ヲ
不
定）
シ
テ
天
涯
望
郷
ノ
鬼
ト
成
ス
ラ
ン
ト
棟
堅
奉
入
将
軍
事
朝
ノ
飡
食
飢
渇
シ
テ
夜
ノ
寝
覚
蒼
々
タ
リ
棟
堅
奉
入
将
軍
事
玉
妃
ノ
太
真
ヲ
出
シ
春
ノ
媚
ヲ
残
セ
リ
主
上
還
幸
事
付
賀
茂
神
主
改
補
事
養
ハ
レ
テ
深
窓
ニ
有
シ
時
ヨ
リ
主
上
還
幸
事
付
賀
茂
神
主
改
補
事
玉
ノ
甃
暖
ニ
シ
テ
落
花
自
ラ
繽
紛
タ
リ
三
井
寺
合
戦
之
事
付
当
寺
推
鐘
之
事
垣
に
苔
を
ひ
瓦
に
松
ふ
り
て
一
宮
御
息
所
御
事
言
ハ
す
笑
ハ
す
人
を
愁
殺
す
一
宮
御
息
所
御
事
深
宮
の
う
ち
に
生
長
ら
せ
給
ひ
し
後
一
宮
御
息
所
御
事
紅
顔
花
の
如
な
り
し
三
千
の
宮
女
も
先
帝
吉
野
潜
幸
事
霜
に
ひ
ゝ
く
遠
寺
の
鐘
に
御
枕
を
そ
は
た
て
ゝ
ハ
先
帝
吉
野
潜
幸
事
繁
絃
急
管
の
声
一
唱
三
嘆
の
曲
融
々
と
し
て
正
始
の
音
に
叶
し
か
ば
金
崎
船
遊
事
付
白
魚
入
船
事
住
来
し
跡
に
帰
給
た
れ
と
も
庭
に
は
秋
草
露
繁
て
通
し
道
も
露
ふ
か
く
閨
に
は
夜
月
指
入
て
塵
払
ふ
人
も
な
し
還
幸
供
奉
禁
殺
事
剣
閣
の
雲
に
踏
迷
ひ
義
貞
没
落
事
刀
に
か
へ
て
口
中
の
食
を
継
け
る
か
山
門
牒
南
都
事
付
東
寺
合
戦
事
欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠
垣
ニ
苔
生
ヒ
瓦
ニ
松
老
て
一
宮
御
息
所
事
不
レ
言
ハ
不
レ
笑
ハ
愁‐
二
殺
人
ヲ
一
ト
一
宮
御
息
所
事
深
宮
ノ
内
ニ
長
ト
な
ら
せ
給
ヒ
し
後
一
宮
御
息
所
事
紅
顔
花
ノ
如
ク
成
し
三
千
ノ
宮
女
も
先
帝
吉
野
潜
幸
之
事
霜
ニ
響
ク
遠
寺
ノ
鐘
ニ
御
枕
ヲ
欹
先
帝
吉
野
潜
幸
之
事
繁
絃
急
管
ノ
声
一
唱
三
嘆
ノ
調
ヘ
融
々
洩
々
ト
シ
テ
正
始
ノ
音
ニ
叶
ヒ
シ
か
バ
白
魚
入
ル
二
御
船
ニ
一
事
す
ミ
ニ
し
跡
に
か
へ
り
給
ひ
た
れ
共
庭
ニ
ハ
秋
の
草
し
げ
り
て
通
ヒ
シ
道
も
露
深
ク
閨
ニ
ハ
夜
ノ
月
の
ミ
さ
し
入
て
塵
打
チ
払
フ
人
も
な
し
本
間
孫
四
郎
資
氏
生
害
事
剣
閣
ノ
雲
ニ
踏
ミ
迷
ヒ
春
宮
義
貞
已
下
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国
下
向
事
グ
ヲ
沽
ツ
テ
口
中
ノ
食
ヲ
ツ
ギ
け
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が
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門
牒
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南
都
一
方
々
軍
相
関
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賜
二
袞
衣
笠
符
一
事
誠
ニ
人
ノ
心
ノ
計
か
た
き
事
天
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も
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な
ら
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し
た
る
事
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て
ハ
候
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ヘ
共
高
駿
河
守
引
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事
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骨
ヲ
ケ
シ
笑
ノ
中
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刀
ヲ
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グ
ハ
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駿
河
守
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れ
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定
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天
涯
望
郷
ノ
鬼
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な
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ら
む
宗
像
大
宮
司
奉
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将
軍
事
朝
ノ
飡
飢
渇
し
て
夜
ノ
寝
醒
蒼
た
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宗
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大
宮
司
奉
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将
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事
玉
妃
ノ
太
真
院
ヲ
出
し
春
ノ
媚
ヲ
残
セ
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賀
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改
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よ
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落
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瓦
ニ
松
老
テ
一
宮
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シ
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宮
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供
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被
禁
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剣
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雲
ニ
踏
迷
ヒ
義
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国
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司
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宗
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宮
司
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玉
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媚
ヲ
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賀
茂
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落
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宮
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宮
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宮
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事
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先
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潜
幸
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響
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御
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欹
テ
ハ
先
帝
吉
野
潜
幸
事
繁
絃
急
管
ノ
声
一
唱
三
歎
ノ
調
ヘ
融
々
洩
々
ト
シ
テ
正
始
ノ
音
ニ
叶
シ
カ
ハ
還
幸
供
奉
人
々
被
禁
獄
事
住
越
跡
ニ
皈
リ
給
タ
レ
共
庭
ニ
ハ
秋
草
イ
ト
繁
テ
通
シ
路
モ
露
深
ク
閨
ニ
ハ
夜
ノ
月
而
已
差
入
テ
塵
打
払
人
モ
ナ
シ
還
幸
供
奉
人
々
被
禁
獄
事
剣
閣
ノ
雲
ニ
踏
迷
ヒ
義
貞
没
落
事
物
具
ヲ
沽
テ
口
中
ノ
食
ヲ
継
ケ
ル
カ
山
門
牒
南
都
事
付
東
寺
合
戦
事
誠
ニ
人
ノ
心
ノ
計
カ
タ
キ
事
天
ヨ
リ
モ
高
ク
地
ヨ
リ
モ
厚
シ
ト
申
習
ハ
シ
タ
ル
コ
ト
多
々
良
浜
合
戦
事
付
高
駿
河
守
異
見
事
言
ノ
下
ニ
骨
ヲ
消
シ
咲
ノ
中
ニ
刀
ヲ
鋭
ト
ハ
多
々
良
浜
合
戦
事
付
高
駿
河
守
異
見
事
魂
ウ
カ
レ
骨
空
シ
テ
天
涯
望
郷
ノ
鬼
ト
ナ
ラ
ン
ス
ラ
ン
ト 棟
堅
奉
入
将
軍
事
朝
ノ
飡
食
ニ
飢
渇
シ
テ
夜
ノ
寝
醒
蒼
々
タ
リ
棟
堅
奉
入
将
軍
事
玉
妃
ノ
太
真
ノ
浴
ヲ
出
シ
春
ノ
媚
ヲ
残
セ
リ
主
上
自
山
門
還
幸
事
付
賀
茂
神
職
改
補
事
養
レ
テ
深
窓
ニ
有
シ
時
ヨ
リ
主
上
自
山
門
還
幸
事
付
賀
茂
神
職
改
補
事
玉
ノ
甃
暖
ニ
シ
テ
落
花
自
繽
紛
タ
リ
三
井
寺
合
戦
事
付
当
寺
推
鐘
事
墻
ニ
苔
ム
シ
瓦
ニ
松
老
テ
一
宮
ノ
御
息
所
事
不
言
不
笑
令
セ
シ
ム
三
殺
人
ヲ
一
愁
ト
二
一
宮
ノ
御
息
所
事
深
宮
ノ
内
ニ
長
セ
給
シ
後
一
宮
ノ
御
息
所
事
紅
顔
花
ノ
如
ク
ナ
リ
シ
三
千
ノ
宮
女
モ
先
帝
吉
野
潜
幸
事
霜
ニ
響
ク
遠
寺
ノ
鐘
ニ
御
枕
ヲ
峙
テ
先
帝
吉
野
潜
幸
事
繁
絃
急
管
ノ
声
一
唱
三
嘆
ノ
調
ヘ
融
々
洩
々
ト
シ
テ
正
始
ノ
音
ニ
叶
ヒ
シ
カ
ハ
白
魚
入
舟
事
住
ニ
シ
迹
ニ
帰
リ
給
ケ
レ
共
庭
ニ
ハ
秋
ノ
草
茂
リ
テ
通
ヒ
シ
道
露
深
ク
閨
ニ
ハ
夜
ノ
月
ノ
ミ
サ
シ
入
テ
塵
打
払
フ
人
モ
ナ
シ
還
幸
供
奉
ノ
人
々
被
禁
殺
事
剣
閣
ノ
雲
ニ
踏
迷
ヒ
義
貞
北
国
落
事
物
具
ヲ
沽
口
中
ノ
食
ヲ
継
タ
ル
カ
山
門
牒
送
南
都
事
誠
ニ
人
ノ
心
ノ
計
カ
タ
キ
事
天
ヨ
リ
モ
高
ク
地
ヨ
リ
モ
厚
シ
ト
申
習
ハ
シ
タ
ル
コ
ト
ニ
テ
ハ
候
ヘ
ト
モ
多
々
良
浜
合
戦
事
付
高
駿
河
守
異
見
事
言
ノ
下
ニ
骨
ヲ
消
シ
咲
ノ
中
ニ
刀
ヲ
鋭
ト
ハ
多
々
良
浜
合
戦
事
付
高
駿
河
守
異
見
事
魂
ウ
カ
レ
骨
空
シ
テ
天
涯
望
郷
ノ
鬼
ト
ナ
ラ
ン
ス
ラ
ン
棟
堅
奉
入
将
軍
事
朝
ノ
飡
食
ニ
飢
渇
シ
テ
夜
ノ
寝
醒
蒼
々
タ
リ
棟
堅
奉
入
将
軍
事
玉
妃
ノ
太
真
院
ヲ
出
シ
春
ノ
媚
ヲ
残
セ
リ
主
上
還
幸
事
付
賀
茂
神
主
改
補
事
被
レ
養
テ
深
窓
ニ
在
シ
時
ヨ
リ
主
上
還
幸
事
付
賀
茂
神
主
改
補
事
玉
ノ
甃
暖
ニ
シ
テ
落
花
自
ラ
繽
紛
タ
リ
俵
藤
太
郎
秀
郷
并
竜
宮
城
鐘
事
垣
ニ
苔
ム
シ
瓦
ニ
松
生
テ
春
宮
還
幸
并
一
宮
御
息
所
事
不
レ
言
モ
ノ
イ
ハ
不
レ
笑
ワ
ラ
ワ
愁
‐
二
殺
ス
人
ヲ
一
春
宮
還
幸
并
一
宮
御
息
所
事
深
宮
ノ
内
ニ
人
ト
ナ
ラ
セ
玉
シ
カ
ハ
春
宮
還
幸
并
一
宮
御
息
所
事
紅
顔
花
ノ
如
ク
ナ
リ
シ
三
千
ノ
宮
女
モ
先
帝
吉
野
潜
幸
事
霜
ニ
ヒ
ゝ
ク
遠
寺
ノ
鐘
ニ
御
枕
ヲ
欹
テ
ハ
先
帝
吉
野
潜
幸
事
繁
絃
急
管
ノ
声
一
唱
三
嘆
ノ
調
ヘ
融
々
洩
々
ト
シ
テ
正
始
音
ニ
叶
シ
カ
ハ
白
魚
入
舩
事
住
ミ
給
シ
跡
ニ
皈
リ
玉
タ
レ
ト
モ
庭
ニ
ハ
秋
草
繁
テ
通
シ
路
モ
露
深
ク
閨
ニ
ハ
夜
月
ノ
ミ
サ
シ
入
テ
塵
打
払
人
モ
ナ
シ
還
幸
供
奉
人
々
被
禁
獄
事
剣
閣
ノ
雲
ニ
踏
迷
ヒ
義
貞
北
国
落
事
物
具
ヲ
沽
テ
口
中
ノ
食
ヲ
継
タ
ル
カ
山
門
牒
南
都
方
ニ
軍
相
図
事
誠
ニ
人
ノ
心
ノ
計
カ
タ
キ
事
天
下
ヲ
モ
極
メ
海
水
ヲ
モ
尽
シ
ツ
ヘ
シ
将
軍
筑
紫
御
下
向
事
言
下
ニ
骨
ヲ
消
シ
笑
中
ニ
刀
ヲ
鋭
ト
ハ
将
軍
筑
紫
御
下
向
事
魂
ウ
カ
レ
骨
空
シ
テ
天
涯
望
郷
ノ
鬼
ト
ナ
ラ
ン
ス
ラ
ン
ト 将
軍
筑
紫
御
下
向
事
旦
食
飢
渇
シ
テ
夜
ノ
寝
醒
蒼
々
タ
リ
将
軍
筑
紫
御
下
向
事
玉
妃
ノ
太
真
浴
ヲ
出
シ
春
ノ
媚
ヲ
ノ
コ
セ
リ
賀
茂
神
主
改
事
養
レ
テ
深
窓
ニ
有
シ
時
ヨ
リ
賀
茂
神
主
改
事
玉
甃
暖
テ
落
花
自
繽
紛
タ
リ
竜
宮
城
鐘
事
垣
ニ
苔
生
シ
瓦
ニ
松
生
テ
一
宮
御
息
所
事
不
レ
言
不
レ
咲
愁‐
二
殺
ス
ト
人
ヲ
一
一
宮
御
息
所
事
深
宮
ノ
内
ニ
長
成
給
シ
後
一
宮
御
息
所
事
紅
顔
花
ノ
如
ク
成
シ
三
千
宮
女
モ
先
帝
吉
野
潜
幸
事
霜
ニ
響
ク
遠
寺
ノ
鐘
ニ
御
枕
ヲ
岐
テ
ゝ
ハ
先
帝
吉
野
潜
幸
事
繁
絃
急
管
ノ
声
一
唱
三
嘆
ノ
調
融
々
洩
々
ト
シ
テ
正
始
ノ
音
ニ
叶
シ
カ
ハ
白
魚
舟
入
事
住
コ
シ
跡
ニ
帰
リ
給
タ
レ
共
庭
ニ
ハ
秋
草
シ
ケ
リ
テ
通
シ
道
モ
露
深
ク
閨
ニ
ハ
月
ノ
ミ
サ
シ
入
テ
塵
打
払
フ
人
モ
ナ
シ
還
幸
供
奉
被
禁
殺
事
剣
閣
ノ
雲
ニ
踏
迷
イ
還
幸
供
奉
被
禁
殺
事
物
具
ヲ
売
テ
口
中
ノ
食
ヲ
継
タ
ル
カ
山
門
牒
送
南
都
事
誠
ニ
人
ノ
心
ノ
ハ
カ
リ
難
キ
事
天
ヨ
リ
モ
高
ク
地
ヨ
リ
モ
厚
ト
候
ヘ
ト
モ
棟
像
大
宮
司
奉
入
将
軍
事
言
ノ
下
ニ
骨
ヲ
ケ
シ
笑
ノ
中
ニ
刀
ヲ
ト
ク
ハ
棟
像
大
宮
司
奉
入
将
軍
事
魂
ウ
カ
レ
骨
空
シ
テ
天
涯
望
郷
ノ
鬼
ト
ナ
ラ
ン
ス
ラ
ン
棟
像
大
宮
司
奉
入
将
軍
事
朝
ノ
飡
飢
渇
シ
テ
夜
ノ
寝
窹
蒼
々
タ
リ
棟
像
大
宮
司
奉
入
将
軍
事
玉
妃
ノ
太
真
院
ヲ
出
シ
春
ノ
媚
ヲ
残
セ
リ
賀
茂
神
主
改
補
事
養
レ
テ
深
窓
ニ
有
シ
時
ヨ
リ
賀
茂
神
主
改
補
事
玉
ノ
甃
暖
ニ
シ
テ
落
花
自
繽
紛
タ
リ
竜
宮
城
鐘
事
墻
ニ
衣
生
瓦
ニ
松
老
テ
一
宮
御
息
所
事
不
レ
言
不
レ
咲
愁‐
二
殺
ス
人
ヲ
一
ト
一
宮
御
息
所
事
深
宮
ノ
内
ニ
人
ト
ナ
ラ
セ
給
シ
後
一
宮
御
息
所
事
紅
顔
花
ノ
如
ク
也
シ
三
千
ノ
宮
女
モ
先
帝
潜
幸
吉
野
事
霜
ニ
響
ク
遠
寺
ノ
鐘
ニ
御
枕
ヲ
ソ
ハ
タ
テ
ゝ
ハ
先
帝
潜
幸
吉
野
事
繁
絃
急
管
ノ
声
一
唱
三
嘆
ノ
調
融
々
洩
々
ト
シ
テ
正
始
ノ
音
ニ
叶
シ
カ
ハ
白
魚
入
舩
事
住
ニ
シ
跡
ニ
返
リ
給
タ
レ
共
モ
庭
ニ
ハ
秋
草
稠
リ
テ
通
シ
道
モ
露
深
シ
閨
ニ
ハ
夜
月
ノ
ミ
差
入
テ
塵
打
払
フ
人
モ
ナ
シ
（
還
幸
供
奉
人
禁
殺
事）
剣
閣
ノ
雲
ニ
フ
ミ
迷
ヒ
（
自
山
門
還
幸
堀
口
抑
留
行
幸
事） 物具
ヲ
沽
テ
口
中
ノ
食
ヲ
ツ
ギ
ケ
ル
カ
山
門
牒
南
都
方
々
軍
相
図
事
誠
ニ
人
ノ
心
難
レ
計
事
天
地
ヲ
極
メ
海
水
ヲ
モ
尽
ツ
ヘ
シ
ト
申
習
シ
テ
将
軍
筑
紫
御
下
向
事
言
ノ
下
ニ
骨
ヲ
ケ
シ
笑
ノ
中
ニ
刀
ヲ
ト
ク
ト
申
ハ
将
軍
筑
紫
御
下
向
事
魂
ウ
カ
レ
骨
空
シ
テ
天
涯
望
郷
ノ
鬼
ト
成
ム
ス
ラ
ン
ト
将
軍
筑
紫
御
下
向
事
旦
ノ
食
飢
渇
シ
テ
夜
ノ
寝
醒
蒼
々
タ
リ
将
軍
筑
紫
御
下
向
事
玉
妃
ノ
太
真
路
ヲ
出
テ
シ
春
ノ
媚
ヲ
残
セ
リ
賀
茂
神
主
改
補
事
養
レ
テ
深
窓
ニ
在
シ
時
ヨ
リ
賀
茂
神
主
改
補
事
玉
ノ
甃
ミ
暖
ニ
シ
テ
落
花
自
ラ
繽
紛
タ
リ
三
井
寺
合
戦
事
墻
ニ
苔
ム
シ
瓦
ニ
松
老
テ
一
宮
御
息
所
事
不
レ
言
不
レ
笑
令
ム
二
愁
殺
ス
一
人
ヲ
一
宮
御
息
所
事
深
宮
ノ
内
ニ
長
ト
成
セ
給
シ
後
一
宮
御
息
所
事
紅
顔
花
ノ
如
ク
ナ
リ
シ
三
千
ノ
宮
女
モ
先
帝
吉
野
潜
幸
事
霜
ニ
響
ク
遠
寺
ノ
鐘
ニ
御
枕
ヲ
峙
テ
先
帝
吉
野
潜
幸
事
繁
絃
急
管
ノ
声
一
唱
三
嘆
ノ
調
融
々
洩
々
ト
シ
テ
正
始
ノ
音
ニ
叶
シ
カ
ハ
白
魚
入
船
事
住
ミ
来
シ
跡
ニ
皈
リ
給
ヒ
タ
レ
ト
モ
庭
ニ
ハ
秋
ノ
草
稠
テ
通
ヒ
シ
道
モ
露
深
ク
閨
ニ
ハ
夜
ノ
月
ノ
ミ
差
入
テ
塵
打
掃
フ
人
モ
ナ
シ
還
幸
供
奉
被
禁
殺
事
剣
閣
之
雲
ニ
踏
迷
ヒ
儲
君
被
付
義
貞
付
獅
子
丸
被
進
日
吉
事
物
具
ヲ
沽
テ
口
中
ノ
食
ヲ
継
ケ
ル
カ
山
門
牒
状
并
南
都
返
牒
事
誠
ニ
人
ノ
心
ヲ
難
レ
量
リ
事
ハ
極
メ
二
天
地
ヲ
モ
一
海
水
ヲ
モ
可
レ
尽
ソ
ト
申
習
ハ
シ
新
田
義
貞
西
国
進
発
事
言
下
鎖
シ
レ
骨
ヲ
笑
ノ
中
ニ
砥
ハ
レ
刀
ヲ
新
田
義
貞
西
国
進
発
事
魂
浮
レ
骨
空
シ
テ
天
涯
望
郷
ノ
鬼
ト
ナ
ラ
ン
ス
ラ
ン
ト 新
田
義
貞
西
国
進
発
事
朝
ノ
飡
飢
渇
シ
テ
夜
ノ
寝
窹
蒼
々
タ
リ
新
田
義
貞
西
国
進
発
事
玉
妃
ノ
太
真
浴
ヲ
出
シ
春
ノ
媚
ヲ
残
セ
リ
賀
茂
神
主
改
補
事
養
ハ
レ
テ
深
キ
窓
ニ
有
シ
時
ヨ
リ
賀
茂
神
主
改
補
事
玉
ノ
イ
シ
タ
タ
ミ
暖
ニ
シ
テ
落
花
自
繽
紛
タ
リ
竜
宮
城
鐘
事
墻
ニ
苔
ム
シ
瓦
ニ
松
古
リ
テ
一
宮
御
息
所
事
不
レ
言
不
レ
笑
令
三
愁‐
殺
二
人
ヲ
一
一
宮
御
息
所
事
深
宮
ノ
内
ニ
長
ナ
ラ
セ
給
シ
後
一
宮
御
息
所
事
紅
顔
花
ノ
如
ナ
リ
シ
三
千
ノ
宮
女
モ
先
帝
吉
野
潜
幸
事
霜
ニ
響
ク
遠
寺
ノ
鐘
ニ
御
枕
ヲ
欹
テ
先
帝
吉
野
潜
幸
事
繁
絃
急
管
之
声
一
唱
三
嘆
之
調
融
々
洩
々
ト
シ
テ
正
始
之
音
ニ
叶
シ
カ
ハ
（
白
魚
入
船
事）
住
ニ
シ
跡
ニ
帰
リ
給
ケ
レ
共
庭
ニ
ハ
秋
草
茂
テ
通
ヒ
シ
道
露
深
ク
閨
ニ
ハ
夜
ノ
月
ノ
ミ
サ
シ
入
テ
塵
打
払
フ
人
モ
ナ
シ
（
還
幸
供
奉
被
禁
殺
事）
剣
閣
之
雲
ニ
踏
ミ
迷
ヒ
儲
君
被
付
義
貞
事
物
具
ヲ
沽
リ
テ
口
中
ノ
食
ヲ
継
ケ
ル （
山
門
牒
状
南
都
返
牒
事）
誠
ニ
人
ノ
心
ノ
叵
レ
量
リ
事
極
メ
二
天
地
ヲ
モ
一
海
水
ヲ
モ
可
シ
ト
レ
尽
ス
新
田
義
貞
西
国
進
発
ノ
事
言
下
ニ
鎖
シ
レ
骨
ヲ
笑
中
ニ
研
ク
レ
刀
ヲ
新
田
義
貞
西
国
進
発
ノ
事
魂
浮
レ
骨
空
シ
テ
天
涯
望
郷
ノ
鬼
ト
成
ム
ス
ラ
ン
ト
新
田
義
貞
西
国
進
発
ノ
事
朝
ノ
飡
飢
渇
シ
テ
夜
ノ
寝
窹
蒼
々
タ
リ
新
田
義
貞
西
国
進
発
ノ
事
玉
妃
ノ
太
真
浴
ヲ
出
シ
春
ノ
媚
ヲ
残
セ
リ
賀
茂
神
主
改
補
事
深
窓
ニ
養
レ
テ
有
シ
時
ヨ
リ
賀
茂
神
主
改
補
事
玉
ノ
甃
暖
ニ
シ
テ
落
花
自
ラ
繽
紛
タ
リ
竜
宮
城
鐘
之
事
墻
ニ
苔
ム
シ
瓦
ニ
松
生
テ
春
宮
還
御
ノ
事
付
一
宮
御
息
所
ノ
事
不
レ
言
不
レ
笑
令
ム
レ
愁‐
殺
二
人
ヲ
一
春
宮
還
御
ノ
事
付
一
宮
御
息
所
ノ
事
深
宮
ノ
内
ニ
長
セ
給
シ
後
春
宮
還
御
ノ
事
付
一
宮
御
息
所
ノ
事
紅
顔
花
ノ
如
ナ
リ
シ
三
千
ノ
宮
女
モ
先
帝
吉
野
潜
幸
事
霜
ニ
響
ク
遠
寺
ノ
鐘
ニ
御
枕
ヲ
欹
テ
先
帝
吉
野
潜
幸
事
繁
絃
急
管
ノ
声
一
唱
三
嘆
ノ
調
融
々
洩
々
ト
シ
テ
正
始
ノ
音
ニ
叶
ヒ
シ
カ
ハ
金
崎
舩
遊
ノ
事
付
白
魚
入
レ
舩
ニ
事
住
ニ
シ
跡
ニ
帰
リ
給
ヒ
タ
レ
ト
モ
庭
ニ
ハ
秋
草
滋
テ
通
シ
径
モ
露
深
ク
閨
ニ
ハ
夜
ノ
月
ノ
ミ
指
入
テ
塵
打
払
人
モ
無
シ
還
幸
供
奉
ノ
人
々
被
ル
ゝ
二
禁
殺
セ
一
事
剣
閣
ノ
雲
ニ
踏
迷
ヒ
義
貞
北
国
落
事
物
具
ヲ
沽
口
中
ノ
食
ヲ
継
ケ
ル
カ
山
門
牒
送
二
南
都
一
事
誠
ニ
人
ノ
心
ノ
測
リ
難
キ
事
ハ
天
ヨ
リ
モ
高
ク
地
ヨ
リ
モ
厚
シ
ト
申
セ
ト
モ
多
々
良
浜
合
戦
事
付
高
駿
河
守
引
例
事
言
ノ
下
ニ
骨
ヲ
消
シ
笑
ノ
中
ニ
刀
ヲ
蛎
ハ
多
々
良
浜
合
戦
事
付
高
駿
河
守
引
例
事
魂
浮
レ
骨
空
シ
テ
天
涯
望
郷
ノ
鬼
ト
成
ン
ズ
ラ
ン
ト
将
軍
筑
紫
ヘ
御
開
ノ
事
朝
ノ
食
飢
渇
シ
テ
夜
ノ
寝
醒
蒼
々
タ
リ
将
軍
筑
紫
ヘ
御
開
ノ
事
玉
妃
ノ
太
真
院
ヲ
出
シ
春
ノ
媚
ヲ
残
セ
リ
賀
茂
神
主
改
補
ノ
事
被
レ
養
テ
深
窓
ニ
在
シ
時
ヨ
リ
賀
茂
神
主
改
補
ノ
事
玉
ノ
甃
暖
ニ
シ
テ
落
花
自
繽
紛
タ
リ
三
井
寺
合
戦
并
当
寺
推
鐘
ノ
事
付
俵
藤
太
ガ
事
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後
宮
三
千
ノ
侍
女
ノ
中
ヨ
リ
塩
冶
判
官
讒
死
之
事
先
帝
程
ノ
聖
主
又
神
武
ノ
君
ハ
未
タ
ヲ
ワ
シ
マ
サ
ヽ
リ
シ
カ
ハ
先
帝
崩
御
之
事
土
墳
数
尺
ノ
草
先
帝
崩
御
之
事
ナ
シ
先
帝
崩
御
之
事
唐
ノ
太
宗
ノ
魏
徴
ニ
哭
セ
シ
カ
如
ク
奥
勢
逢
難
風
之
事
一
度
笑
テ
幽
王
国
ヲ
傾
ト
義
貞
頸
懸
獄
門
之
事
付
勾
当
内
侍
之
事
連
理
ノ
枝
ノ
頭
ニ
驪
山
ノ
花
自
ラ
濃
ナ
リ
シ
カ
ハ
義
貞
頸
懸
獄
門
之
事
付
勾
当
内
侍
之
事
羅
綺
ニ
タ
モ
堪
サ
ル
形
ハ
義
貞
頸
懸
獄
門
之
事
付
勾
当
内
侍
之
事
金
屋
ノ
内
ニ
粧
ヒ
ヲ
閉
チ
鶏
障
ノ
下
ニ
媚
ヲ
深
ク
セ
シ
ヲ
義
貞
頸
懸
獄
門
之
事
付
勾
当
内
侍
之
事
烟
塵
暗
ニ
浸
シ
二
九
重
之
月
ヲ
一
翠
花
再
ヒ
払
フ
二
四
迷
之
雲
ヲ
一
義
貞
朝
臣
山
門
送（
牒）
状
之
事
竹
苑
故
宮
ノ
月
心
ヲ
傷
シ
メ
皈
テ
寒
閨
ニ
臥
セ
ハ
椒
房
寡
居
ノ
風
夢
ヲ
吹
ク
一
宮
御
息
所
之
事
倶
ニ
東
岱
前
後
ノ
烟
ト
立
上
リ
北
芒
新
旧
ノ
露
ト
モ
消
ナ
ハ
ヤ
ト
一
宮
御
息
所
之
事
楽
ミ
尽
キ
悲
ミ
来
ル
一
宮
御
息
所
之
事
長
生
殿
ノ
裏
ニ
ハ
梨
花
ノ
雨
塊
ヲ
破
ラ
ス
一
宮
御
息
所
之
事
方
士
ガ
海
入
テ
楊
貴
妃
ヲ
見
奉
リ
シ
ニ
異
ス
一
宮
御
息
所
之
事
立
チ
徘
徊
ハ
セ
給
タ
レ
ト
一
宮
御
息
所
之
事
繊
珊
瑚
ヲ
撃
ク
一
両
曲
氷
玉
盤
ニ
写
ス
千
万
声
一
宮
御
息
所
之
事
欠 欠 欠 欠 唐
太
宗
の
魏
徴
に
哭
せ
し
か
如
く
奥
勢
逢
難
風
事
一
た
ひ
笑
て
能
く
国
を
か
た
ふ
く
と 義
貞
首
掛
獄
門
事
付
勾
当
内
侍
事
連
理
の
枝
頭
に
驪
山
の
花
お
の
つ
か
ら
濃
な
り
し
か
は
義
貞
首
掛
獄
門
事
付
勾
当
内
侍
事
羅
綺
に
た
も
堪
さ
る
形
は
義
貞
首
掛
獄
門
事
付
勾
当
内
侍
事
金
屋
の
内
に
粧
を
と
ち
鶏
障
の
下
に
媚
を
深
せ
し
を
義
貞
首
掛
獄
門
事
付
勾
当
内
侍
事
煙
塵
暗
浸
九
重
月
翠
華
再
払
四
明
之
雲
義
貞
朝
臣
山
門
牒
送
事
竹
苑
故
宮
の
月
心
を
い
た
ま
し
め
還
て
寒
閨
に
ふ
せ
ハ
椒
房
寡
居
の
風
夢
を
ふ
く
一
宮
御
息
所
御
事
倶
に
東
岱
前
後
の
煙
と
立
上
り
北
芒
新
旧
の
露
と
も
消
な
は
や
と
一
宮
御
息
所
御
事
楽
尽
て
悲
来
ハ
一
宮
御
息
所
御
事
長
生
殿
の
裏
に
は
梨
花
の
雨
土
を
破
ら
す
一
宮
御
息
所
御
事
方
士
か
海
に
い
り
て
楊
貴
妃
を
見
た
て
ま
つ
り
し
に
異
な
ら
す
一
宮
御
息
所
御
事
立
徘
徊
は
せ
給
た
れ
と
一
宮
御
息
所
御
事
繊
珊
瑚
を
う
つ
一
両
曲
氷
玉
盤
を
う
つ
千
万
声
一
宮
御
息
所
御
事
欠 欠 欠 欠 唐
ノ
太
宗
ノ
魏
徴
ニ
哭
せ
シ
か
如
ク
奥
勢
逢
難
風
事
一
た
ひ
笑
て
能
ク
国
ヲ
傾
ク
ト
新
田
左
中
将
頸
被
掛
獄
門
事
連
理
ノ
枝
ノ
頭
リ
驪
山
ノ
花
自
濃
ヤ
カ
也
シ
カ
ハ
新
田
左
中
将
頸
被
掛
獄
門
事
羅
綺
ニ
タ
モ
た
へ
さ
る
か
た
ち
ハ
新
田
左
中
将
頸
被
掛
獄
門
事
金
屋
ノ
内
ニ
粧
ヒ
ヲ
ト
シ
テ
鶏
障
ノ
下
ニ
媚
ヲ
深
ク
セ
シ
ヲ
新
田
左
中
将
頸
被
掛
獄
門
事
煙
塵
暗
ニ
侵
二
九
重
之
月
ヲ
一
翠
花
再
ヒ
払
フ
二
四
迷
之
雲
ヲ
一
義
貞
朝
臣
山
門
贈
牒
状
事
竹
苑
故
宮
ノ
月
心
ヲ
傷
シ
メ
帰
テ
寒
閨
ニ
臥
セ
ハ
椒
房
寡
居
ノ
風
夢
ヲ
吹
ク
一
宮
御
息
所
事
共
ニ
東
岱
前
後
ノ
煙
ト
モ
立
チ
昇
リ
北
芒
新
旧
ノ
露
共
消
ナ
ハ
ヤ
ト
一
宮
御
息
所
事
楽
ミ
尽
キ
テ
悲
ミ
来
る
一
宮
御
息
所
事
長
生
殿
ノ
内
ニ
ハ
梨
花
ノ
雨
土
ヲ
破
ら
ス
一
宮
御
息
所
事
方
士
カ
山
ニ
入ッ
て
楊
貴
妃
ヲ
見
奉
り
し
ニ
こ
と
な
ら
ズ
一
宮
御
息
所
事
立
ち
や
す
ら
ハ
せ
給
ヒ
た
れ
共
一
宮
御
息
所
事
節
珊
瑚
ヲ
砕
ク
一
両
曲
氷
玉
盤
ニ
落
ツ
千
万
声
一
宮
御
息
所
事
後
宮
三
千
ノ
侍
女
ノ
中
ヨ
リ
塩
冶
判
官
讒
死
事
先
帝
程
ノ
聖
主
神
武
之
君
者
未
タ
ヲ
ハ
シ
マ
サ
ヽ
リ
シ
カ
ハ
吉
野
新
帝
受
禅
事
同
御
即
位
事
土
墳
数
尺
ノ
草
先
帝
崩
御
事
ナ
シ
先
帝
崩
御
事
唐
太
宗
之
魏
徴
ニ
哭
セ
シ
カ
如
ク
奥
勢
逢
難
風
事
一
度
笑
テ
能
国
ヲ
傾
ク
ト
梟
左
中
将
首
事
連
理
ノ
枝
之
頭
ニ
驪
山
之
花
自
濃
也
シ
カ
ハ
梟
左
中
将
首
事
羅
綺
ニ
タ
モ
不
レ
堪
カ
タ
チ
ハ
梟
左
中
将
首
事
金
屋
之
内
ニ
粧
ヲ
閉
テ
鶏
障
之
下
ニ
媚
ヲ
深
ク
セ
シ
ヲ
梟
左
中
将
首
事
煙
塵
暗
ニ
浸
シ
二
九
重
之
月
ヲ
一
翠
花
再
ヒ
払
フ
二
四
迷
之
雲
ヲ
一
義
貞
朝
臣
山
門
贈
牒
状
事
竹
苑
故
宮
ノ
月
心
ヲ
傷
シ
メ
帰
テ
寒
閨
ニ
臥
セ
ハ
椒
房
寡
居
之
風
夢
ヲ
フ
ク
一
宮
御
息
所
事
共
ニ
東
岱
前
後
ノ
烟
ト
立
登
リ
北
邙
新
旧
ノ
露
共
消
ナ
ハ
ヤ
ト
一
宮
御
息
所
事
楽
尽
テ
悲
来
一
宮
御
息
所
事
長
生
殿
ノ
内
ニ
者
梨
花
之
雨
土
ヲ
不
レ
破
一
宮
御
息
所
事
方
士
カ
海
ニ
入
テ
楊
貴
妃
ヲ
見
奉
リ
シ
ニ
異
ス
一
宮
御
息
所
事
立
ヤ
ス
ラ
ハ
セ
給
タ
レ
共
一
宮
御
息
所
事
節
砕
ク
二
珊
瑚
ヲ
一
一
両
曲
氷
落
ツ
二
玉
盤
ニ
一
千
万
声
一
宮
御
息
所
事
后
宮
三
千
ノ
侍
女
ノ
中
ヨ
リ
塩
冶
判
官
讒
死
事
先
帝
程
ノ
聖
主
未
タ
ヲ
ハ
シ
マ
サ
ゝ
リ
シ
カ
ハ
先
帝
崩
御
事
土
墳
数
尺
ノ
草
先
帝
崩
御
事
ナ
シ
先
帝
崩
御
事
唐
ノ
太
宗
ノ
魏
徴
ニ
哭
セ
シ
カ
如
ク
奥
州
下
向
勢
逢
二
難
風
一
事
一
タ
ヒ
笑
ハ
能
ク
国
ヲ
傾
ク
ト
義
貞
首
掛
獄
門
事
付
勾
当
内
侍
事
連
理
ノ
枝
ノ
頭
リ
ニ
驪
山
ノ
花
自
濃
也
義
貞
首
掛
獄
門
事
付
勾
当
内
侍
事
羅
綺
ニ
タ
モ
堪
ザ
ル
皃
ハ
義
貞
首
掛
獄
門
事
付
勾
当
内
侍
事
金
屋
ノ
内
ニ
粧
ヒ
ヲ
閉
チ
鶏
障
ノ
下
ニ
媚
ヲ
深
ク
セ
シ
ヲ
義
貞
首
掛
獄
門
事
付
勾
当
内
侍
事
煙
塵
暗
ニ
侵
ス
二
九
重
之
月
ヲ
一
翠
花
再
ヒ
掃
二
四
迷
之
雲
ヲ
一
義
貞
牒
山
門
事
竹
苑
故
宮
ノ
月
心
ヲ
傷
シ
メ
皈
テ
寒
閨
ノ
中
ニ
臥
セ
ハ
椒
房
寡
居
ノ
風
夢
ヲ
吹
ク
春
宮
還
御
ノ
事
付
一
宮
御
息
所
ノ
事
共
ニ
東
岱
前
後
ノ
煙
ト
立
登
リ
北
邙
新
旧
ノ
露
ト
モ
消
ナ
ハ
ヤ
ト
春
宮
還
御
ノ
事
付
一
宮
御
息
所
ノ
事
楽
尽
テ
悲
来
ル
春
宮
還
御
ノ
事
付
一
宮
御
息
所
ノ
事
長
生
殿
ノ
裏
ニ
ハ
梨
花
ノ
雨
塊
ヲ
破
ラ
ス
春
宮
還
御
ノ
事
付
一
宮
御
息
所
ノ
事
方
士
カ
海
ニ
入
テ
楊
貴
妃
ヲ
見
奉
リ
シ
ニ
異
ナ
ラ
ス
春
宮
還
御
ノ
事
付
一
宮
御
息
所
ノ
事
立
ヤ
ス
ラ
ハ
セ
給
タ
レ
ト
モ
春
宮
還
御
ノ
事
付
一
宮
御
息
所
ノ
事
繊
撃
ツ
珊
瑚
ヲ
一
両
ノ
曲
氷
写
ス
二
玉
盤
ニ
一
千
万
声
春
宮
還
御
ノ
事
付
一
宮
御
息
所
ノ
事
後
宮
三
千
ノ
侍
女
ノ
中
ヨ
リ
塩
冶
判
官
讒
死
事
先
帝
程
ノ
聖
文
神
武
ノ
君
ハ
未
タ
坐
マ
サ
ヽ
リ
シ
カ
ハ
吉
野
新
帝
受
禅
事
土
墳
数
尺
先
帝
崩
御
事
ナ
シ
先
帝
崩
御
事
唐
ノ
太
宗
ノ
魏
徴
ニ
哭
セ
シ
カ
如
ク
ニ
テ
奥
勢
逢
難
風
事
一
度
笑
テ
能
国
ヲ
傾
ク
ト
梟
左
中
将
頸
事
連
理
ノ
枝
ノ
頭
リ
驪
山
ノ
花
自
濃
カ
ナ
リ
シ
カ
ハ
梟
左
中
将
頸
事
羅
綺
ニ
タ
モ
堪
サ
ル
形
ハ
梟
左
中
将
頸
事
金
屋
ノ
内
ニ
粧
ヒ
ヲ
篭
メ
鶏
障
ノ
下
ニ
媚
ヲ
深
ク
セ
シ
ヲ
梟
左
中
将
頸
事
煙
塵
暗
ニ
侵
シ
二
九
重
之
月
ヲ
一
翠
華
再
払
フ
二
四
迷
之
雲
ヲ
一
義
貞
朝
臣
山
門
贈
二
牒
状
ヲ
一
事
竹
苑
故
宮
ノ
月
心
ヲ
傷
シ
メ
帰
テ
臥
セ
ハ
二
寒
閨
ニ
一
椒
房
寡
居
ノ
風
吹
ク
レ
夢
ヲ
東
宮
還
幸
事
共
ニ
東
岱
前
後
ノ
烟
ト
立
登
リ
北
芒
新
旧
ノ
露
共
消
ナ
ハ
ヤ
ト
東
宮
還
幸
事
楽
ミ
尽
テ
悲
ミ
来
ル
東
宮
還
幸
事
長
生
殿
ノ
裏
ニ
ハ
梨
花
ノ
雨
不
レ
破
レ
壌
ヲ
東
宮
還
幸
事
方
士
カ
海
ニ
入
テ
楊
貴
妃
ヲ
見
奉
リ
シ
ニ
不
レ
異
ラ
東
宮
還
幸
事
立
徘
徊
ハ
セ
給
タ
レ
ハ
一
宮
ノ
御
息
所
事
節
砕
ク
二
珊
瑚
ヲ
一
一
両
曲
氷
落
ツ
二
玉
盤
ニ
一
千
万
声
一
宮
ノ
御
息
所
事
後
宮
三
千
ノ
侍
女
ノ
中
ヨ
リ
塩
冶
判
官
讒
死
事
先
帝
程
ノ
聖
文
神
武
ノ
君
未
タ
ヲ
ハ
シ
マ
サ
ゝ
リ
シ
カ
ハ
先
帝
崩
御
事
土
墳
数
尺
ノ
草
先
帝
崩
御
事
ナ
シ
先
帝
崩
御
事
唐
ノ
太
宗
ノ
魏
徴
ニ
哭
セ
シ
カ
如
ク
奥
州
下
向
勢
逢
難
風
事
一
タ
ヒ
笑
テ
国
ヲ
傾
ク
ト
勾
当
内
侍
事
連
理
ノ
枝
ノ
頭
リ
驪
山
ノ
花
自
ラ
濃
也
勾
当
内
侍
事
羅
綺
ニ
タ
モ
堪
ヘ
サ
ル
皃
ハ
勾
当
内
侍
事
金
屋
ノ
内
ニ
粧
ヒ
ヲ
閉
チ
鶏
障
ノ
下
ニ
媚
ヲ
深
ク
シ
テ
勾
当
内
侍
事
烟
塵
暗
ニ
侵
二
九
重
之
月
ヲ
一
翠
華
再
払
フ
二
四
明
之
雲
一
義
貞
牒
山
門
事
竹
苑
故
宮
ノ
月
心
ヲ
傷
シ
メ
皈
テ
臥
セ
ハ
二
寒
閨
ニ
一
椒
房
寡
居
ノ
風
吹
ク
レ
夢
ヲ
春
宮
還
幸
并
一
宮
御
息
所
事
共
ニ
東
岱
前
後
ノ
烟
ト
立
ノ
ホ
リ
北
芒
新
旧
ノ
露
ト
モ
消
ナ
ハ
ヤ
ト
春
宮
還
幸
并
一
宮
御
息
所
事
楽
ミ
尽
テ
悲
ミ
来
ル
春
宮
還
幸
并
一
宮
御
息
所
事
長
生
殿
ノ
裏
ニ
ハ
梨
花
ノ
雨
塊
ヲ
破
ラ
ス
春
宮
還
幸
并
一
宮
御
息
所
事
方
士
カ
海
ニ
入
テ
楊
貴
妃
ヲ
見
奉
リ
シ
ニ
異
ナ
ラ
ス
春
宮
還
幸
并
一
宮
御
息
所
事
立
ヤ
ス
ラ
ハ
セ
玉
タ
レ
ト
モ
春
宮
還
幸
并
一
宮
御
息
所
事
節
々
珊
瑚
一
両
曲
氷
玉
盤
ニ
落
千
万
声
春
宮
還
幸
并
一
宮
御
息
所
事
後
宮
ノ
三
千
ノ
侍
女
ノ
中
ヨ
リ
塩
冶
判
官
為
師
直
讒
死
事
先
帝
程
ノ
聖
文
神
武
ノ
君
ヲ
ハ
シ
マ
サ
ゝ
リ
シ
カ
ハ
吉
野
新
帝
受
禅
事
土
墳
数
尺
草
後
醍
醐
院
崩
御
事
ナ
シ
後
醍
醐
院
崩
御
事
唐
太
宗
ノ
魏
徴
ニ
哭
セ
シ
カ
如
ク
奥
勢
逢
難
風
事
一
度
咲
テ
能
国
ヲ
傾
ク
ト
梟
左
中
将
義
貞
頸
事
并
勾
当
内
侍
事
連
理
ノ
朶
ノ
頭
リ
驪
山
ノ
花
自
ラ
濃
ナ
リ
梟
左
中
将
義
貞
頸
事
并
勾
当
内
侍
事
羅
綺
ニ
タ
モ
不
レ
堪
皃
梟
左
中
将
義
貞
頸
事
并
勾
当
内
侍
事
金
屋
ノ
内
ニ
粧
ヒ
ヲ
閉
チ
鶏
障
ノ
下
ニ
媚
ヲ
深
ク
セ
シ
ヲ
梟
左
中
将
義
貞
頸
事
并
勾
当
内
侍
事
煙
塵
暗
ニ
侵
シ
二
九
重
之
月
ヲ
一
翠
華
再
ヒ
掃
ウ
二
四
迷
之
雲
一
義
貞
朝
臣
山
門
贈
牒
状
事
竹
苑
故
宮
ノ
月
心
ヲ
傷
シ
メ
帰
テ
寒
閨
ニ
臥
ハ
椒
房
寡
居
ノ
風
夢
ヲ
吹
一
宮
御
息
所
事
倶
ニ
東
岱
前
後
ノ
煙
ト
立
上
リ
北
邙
新
旧
ノ
露
ト
モ
消
ハ
テ
テ
一
宮
御
息
所
事
楽
ミ
尽
テ
悲
来
ル
一
宮
御
息
所
事
長
生
殿
ノ
裏
ニ
ハ
梨
花
ノ
雨
土
ヲ
破
ラ
ス
一
宮
御
息
所
事
方
士
カ
海
ニ
入
テ
楊
貴
妃
ヲ
見
シ
ニ
異
ナ
ラ
ス
一
宮
御
息
所
事
立
ヤ
ス
ラ
ハ
セ
給
ヒ
タ
レ
ト
一
宮
御
息
所
事
節
珊
瑚
ヲ
砕
ク
一
両
曲
氷
玉
盤
ニ
落
ツ
千
万
声
一
宮
御
息
所
事
後
宮
三
千
ノ
侍
女
ノ
中
ヨ
リ
塩
冶
判
官
讒
死
事
先
帝
ホ
ド
ノ
聖
主
又
神
武
ノ
君
未
オ
ハ
シ
マ
サ
ゞ
リ
シ
カ
ハ
先
帝
崩
御
事
土
墳
数
尺
ノ
草
先
帝
崩
御
事
ナ
シ
先
帝
崩
御
事
唐
ノ
太
宗
魏
徴
ニ
哭
セ
シ
カ
如
ク
奥
州
下
向
勢
逢
難
風
事
一
ヒ
咲
テ
国
ヲ
傾
ト
勾
当
内
侍
事
連
理
ノ
枝
ノ
頭
リ
驪
山
ノ
花
自
ラ
濃
也
勾
当
内
侍
事
羅
綺
ニ
タ
モ
堪
サ
ル
皃
ハ
勾
当
内
侍
事
金
屋
ノ
内
ニ
粧
ヒ
ヲ
ト
チ
金
鶏
障
ノ
下
ニ
媚
ヲ
深
ク
セ
シ
ヲ
勾
当
内
侍
事
煙
塵
暗
ニ
侵
シ
二
九
重
之
月
ヲ
一
翠
花
再
ヒ
払
フ
二
四
迷
之
雲
ヲ
一
義
貞
牒
山
門
事
竹
苑
故
宮
ノ
月
心
ヲ
傷
シ
メ
皈
テ
寒
閨
ニ
臥
セ
ハ
椒
房
寡
居
ノ
風
夢
ヲ
吹
一
宮
御
息
所
事
共
ニ
東
岱
前
後
ノ
烟
ト
立
上
ル
北
邙
新
旧
ノ
露
ト
モ
消
ナ
ハ
ヤ
ト
一
宮
御
息
所
事
楽
ミ
尽
テ
悲
来
ル
一
宮
御
息
所
事
長
生
殿
ノ
内
ニ
ハ
梨
花
ノ
雨
土
ヲ
破
ラ
ス
一
宮
御
息
所
事
方
士
カ
海
ニ
入
テ
楊
貴
妃
ヲ
見
奉
リ
シ
ニ
異
ナ
ラ
ス
一
宮
御
息
所
事
立
ヤ
ス
ラ
ハ
セ
給
タ
レ
共
一
宮
御
息
所
事
節
珊
瑚
ヲ
砕
ク
一
両
曲
氷
玉
盤
ニ
落
ツ
千
万
声
一
宮
御
息
所
事
後
宮
三
千
侍
女
ノ
其
ノ
中
ニ
覚
一
真
性
連
平
家
事
是
程
ノ
聖
文
神
武
ノ
君
ハ
御
サ
リ
シ
カ
ハ
諸
卿
分
散
事
土
墳
数
尺
ノ
草
後
醍
醐
天
皇
崩
御
事
此
疎
山
柴
棘
ノ
卑
湿
ニ
後
醍
醐
天
皇
崩
御
事
唐
ノ
太
宗
ノ
魏
徴
ニ
哭
セ
シ
カ
如
ク
奥
州
下
向
勢
逢
難
風
事
一
度
笑
テ
能
ク
国
ヲ
傾
ク
ト
義
貞
寵
妾
勾
当
内
侍
事
連
理
ノ
枝
ノ
頭
リ
驪
山
ノ
花
自
ラ
濃
也
シ
カ
ハ
義
貞
寵
妾
勾
当
内
侍
事
羅
綺
ニ
タ
モ
堪
サ
ル
形
ハ
義
貞
寵
妾
勾
当
内
侍
事
金
屋
ノ
内
ニ
粧
ヲ
コ
メ
鶏
障
ノ
下
ニ
媚
ヲ
深
ク
セ
シ
ヲ
義
貞
寵
妾
勾
当
内
侍
事
烟
塵
暗
ニ
侵
シ
二
九
重
之
月
ヲ
一
翠
華
再
ヒ
払
二
四
明
之
雲
ヲ
一
義
貞
送
牒
状
於
山
門
事
竹
苑
故
宮
ノ
月
心
ヲ
傷
シ
メ
皈
テ
臥
セ
ハ
二
寒
閨
ニ
一
椒
房
寡
居
ノ
風
吹
ク
レ
夢
ヲ
東
宮
還
幸
事
共
ニ
東
岱
前
後
ノ
煙
ト
立
登
リ
北
邙
新
旧
ノ
露
ト
モ
消
ナ
ハ
ヤ
ト
東
宮
還
幸
事
楽
ミ
尽
テ
悲
ミ
来
ル
東
宮
還
幸
事
長
生
殿
ノ
裏
ニ
ハ
梨
花
ノ
雨
不
レ
破
レ
愧
ヲ
東
宮
還
幸
事
方
士
カ
海
ニ
入
テ
不
レ
異
レ
奉
リ
シ
ニ
レ
見
二
楊
貴
妃
ヲ
一
東
宮
還
幸
事
立
徘
徊
ハ
セ
玉
タ
レ
ハ
一
宮
御
息
所
事
節
砕
キ
二
珊
瑚
ヲ
一
一
両
曲
氷
落
二
玉
盤
一
千
万
声
一
宮
御
息
所
事
后
宮
三
千
ノ
侍
女
ノ
其
中
ニ
覚
一
真
性
連
平
家
ノ
事
是
程
ノ
聖
文
神
武
ノ
君
ハ
御
座
サ
リ
シ
カ
ハ
（
諸
卿
分
散
事）
土
墳
数
尺
ノ
草
後
醍
醐
天
皇
崩
御
事
此
疎
山
柴
棘
ノ
卑
湿
ニ
後
醍
醐
天
皇
崩
御
事
唐
ノ
太
宗
ノ
魏
徴
ニ
哭
セ
シ
カ
如
ク
奥
州
下
向
勢
逢
フ
二
難
風
一
事
一
ヒ
咲
テ
国
ヲ
傾
ク
ト
（
義
貞
寵
妾
勾
常
内
侍
事）
連
理
ノ
枝
ノ
頭
リ
ニ
驪
山
ノ
花
自
濃
ナ
リ
（
義
貞
寵
妾
勾
常
内
侍
事）
羅
綺
ニ
タ
モ
堪
サ
ル
皃
ハ
（
義
貞
寵
妾
勾
常
内
侍
事）
金
屋
ノ
内
ニ
粧
ヲ
ト
チ
鶏
障
ノ
下
ニ
媚
ヲ
深
ク
セ
シ
ヲ
（
義
貞
寵
妾
勾
常
内
侍
事）
烟
塵
暗
ニ
侵
シ
二
九
重
之
月
ヲ
一
翠
華
再
ヒ
払
フ
二
四
迷
之
雲
ヲ
一
（
義
貞
送
牒
状
於
山
門
事）
椒
房
寡
居
ノ
風
夢
ヲ
吹
ク
東
宮
還
幸
事
共
ニ
東
岱
前
後
ノ
烟
ト
立
登
リ
北
邙
新
旧
ノ
露
共
消
ナ
ハ
ヤ
ト
東
宮
還
幸
事
楽
ミ
尽
テ
悲
ミ
来
ル
東
宮
還
幸
事
長
生
殿
ノ
内
ニ
ハ
梨
花
ノ
雨
不
レ
破
レ
壌
ヲ
東
宮
還
幸
事
方
士
カ
海
ニ
入
テ
不
レ
異
レ
奉
リ
シ
ニ
レ
見
二
楊
貴
妃
ヲ
一
東
宮
還
幸
事
立
徘
徊
ハ
セ
給
タ
レ
ハ
一
宮
御
息
所
事
節
砕
ク
二
珊
瑚
ヲ
一
一
両
曲
氷
落
ツ
二
玉
盤
ニ
一
千
万
声
一
宮
御
息
所
事
後
宮
三
千
ノ
侍
女
ノ
中
ヨ
リ
塩
冶
判
官
讒
死
事
先
帝
程
ノ
聖
主
神
武
ノ
君
ハ
未
タ
ヲ
ハ
シ
マ
サ
ゞ
リ
シ
カ
ハ
先
帝
崩
御
ノ
事
土
墳
数
尺
ノ
草
先
帝
崩
御
事
ナ
シ
先
帝
崩
御
事
唐
ノ
太
宗
ノ
魏
徴
ニ
哭
セ
シ
ガ
如
ク
奥
州
下
向
勢
逢
フ
二
難
風
ニ
一
事
一
度
笑
デ
能
ク
国
ヲ
傾
ク
ト
義
貞
ノ
首
懸
ル
二
獄
門
ニ
一
付
勾
当
内
侍
ノ
事
連
理
ノ
枝
ノ
頭
ニ
驪
山
ノ
花
自
濃
也
義
貞
ノ
首
懸
ル
二
獄
門
ニ
一
付
勾
当
内
侍
ノ
事
羅
綺
ニ
ダ
モ
堪
ザ
ル
貌
ハ
義
貞
ノ
首
懸
ル
二
獄
門
ニ
一
付
勾
当
内
侍
ノ
事
金
屋
ノ
内
ニ
粧
ヲ
閉
ヂ
鶏
障
ノ
下
ニ
媚
ヲ
深
フ
シ
テ
義
貞
ノ
首
懸
ル
二
獄
門
ニ
一
付
勾
当
内
侍
ノ
事
煙
塵
暗
ニ
侵
ス
二
九
重
之
月
ヲ
一
翠
花
再
ヒ
掃
フ
二
四
迷
之
雲
ヲ
一
義
貞
牒
ス
二
山
門
ニ
一
同
ク
返
牒
ノ
事
竹
苑
故
宮
ノ
月
心
ヲ
傷
マ
シ
メ
帰
テ
臥
セ
ハ
二
寒
閨
ニ
一
椒
房
寡
居
ノ
風
夢
ヲ
吹
春
宮
還
御
ノ
事
付
一
宮
御
息
所
ノ
事
共
ニ
東
岱
前
後
ノ
煙
ト
立
登
リ
北
邙
新
丘
ノ
露
共
消
ナ
バ
ヤ
ト
春
宮
還
御
ノ
事
付
一
宮
御
息
所
ノ
事
楽
尽
テ
悲
ミ
来
ル
春
宮
還
御
ノ
事
付
一
宮
御
息
所
ノ
事
長
生
殿
ノ
裏
ニ
ハ
梨
花
ノ
雨
不
レ
破
レ
壌
ヲ
春
宮
還
御
ノ
事
付
一
宮
御
息
所
ノ
事
方
士
カ
海
ニ
入
テ
楊
貴
妃
ヲ
見
奉
リ
シ
ニ
不
レ
異
ナ
ラ
春
宮
還
御
ノ
事
付
一
宮
御
息
所
ノ
事
立
徘
徊
ハ
セ
給
タ
レ
ハ
春
宮
還
御
ノ
事
付
一
宮
御
息
所
ノ
事
繊
砕
ク
二
珊
瑚
ヲ
一
一
両
曲
氷
落
ツ
二
玉
盤
ニ
一
千
万
声
春
宮
還
御
ノ
事
付
一
宮
御
息
所
ノ
事
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喉
下
ノ
鱗
ハ
夕
日
ヲ
浸
セ
ル
大
洋
ノ
浪
ニ
不
異
自
伊
勢
進
宝
剣
之
事
面
上
ノ
眼
ハ
其
高
天
ニ
耀
ケ
ル
百
錬
ノ
鏡
ノ
如
ク
自
伊
勢
進
宝
剣
之
事
光
瓊
粉
ノ
琢
磨
ヲ
不
レ
仮
ト
モ
化
シ
テ
一
片
ノ
秋
ノ
漂
水
ノ
如
シ
自
伊
勢
進
宝
剣
之
事
此
十
余
年
我
身
ノ
長
ヲ
待
楠
正
行
藤
井
寺
合
戦
之
事
禁
裏
仙
洞
ハ
松
門
茅
屋
ノ
如
ク
ナ
レ
ハ
天
龍
寺
建
立
之
事
福
原
ニ
移
セ
シ
時
モ
天
龍
寺
建
立
之
事
百
王
ノ
理
乱
四
海
ノ
安
危
天
龍
寺
建
立
之
事
酒
煖
テ
焼
残
セ
ル
紅
葉
毎
レ
手
ニ
折
覆
テ
土
岐
参
向
御
幸
狼
藉
之
事
其
在
ハ
開
元
ノ
宰
相
宋
朝
ノ
開
府
カ
幼
君
ノ
為
ニ
武
ヲ
黷
シ
其
辺
功
ヲ
立
サ
リ
シ
モ
智
慮
ノ
忠
臣
ト
イ
ツ
ヘ
シ
鷹
巣
城
之
事
ナ
シ
戎
王
之
事
三
千
人
ノ
官
女
ヲ
一
人
下
シ
テ
戎
王
之
事
ナ
シ
塩
冶
判
官
讒
死
之
事
此
女
房
湯
ヨ
リ
揚
リ
ケ
リ
ト
覚
ヘ
テ
塩
冶
判
官
讒
死
之
事
玉
顔
寂
寞
ト
シ
テ
涙
闌
干
タ
リ
ト
譬
ヘ
シ
雨
中
ノ
梨
壺
塩
冶
判
官
讒
死
之
事
楊
貴
妃
一
ヒ
笑
テ
六
宮
ニ
無
顔
色
ト
申
事
候
ヘ
ハ
塩
冶
判
官
讒
死
之
事
喉
下
の
鱗
は
夕
日
を
浸
せ
る
大
洋
の
浪
に
異
な
ら
す
宝
剣
執
奏
事
付
咁（
タ
ン）
午
炊
夢
事
面
上
の
眼
は
宛
高
天
に
耀
け
る
百
錬
の
鏡
の
こ
と
く
宝
剣
執
奏
事
付
咁（
タ
ン）
午
炊
夢
事
瓊
粉
の
琢
磨
を
不
レ
仮
と
も
化
し
て
一
片
の
秋
の
潭
水
の
こ
と
シ
宝
剣
執
奏
事
付
咁（
タ
ン）
午
炊
夢
事
此
十
余
年
我
身
の
成
人
を
ま
ち
て
藤
井
寺
合
戦
事
禁
裏
仙
洞
ハ
松
門
茅
天
龍
寺
建
立
事
付
大
仏
供
養
事
福
原
ニ
う
つ
せ
し
時
も
天
龍
寺
建
立
事
付
大
仏
供
養
事
百
王
の
理
乱
四
海
の
安
危
天
龍
寺
建
立
事
付
大
仏
供
養
事
欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠
喉
ノ
下
ナ
ル
鱗
ハ
夕
日
移
ル
白
波
ノ
風
ニ
畳
た
る
ニ
異
な
ら
ス
宝
剣
事
十
六
ノ
眼
ハ
日
月
ニ
こ
と
な
ら
す
天
ニ
か
ゝ
や
け
る
百
練
ノ
鏡
ノ
如
ク 宝
剣
事
光
瓊
粉
ノ
琢
磨
ヲ
か
ら
ざ
れ
共
化
し
て
一
片
ノ
秋
ノ
潭
ノ
水
の
如
シ
宝
剣
事
此
十
ヨ
年
我
身
ノ
長
ル
ヲ
マ
チ
楠
帯
刀
正
行
藤
井
寺
合
戦
事
禁
裏
仙
洞
ハ
松
門
茅
屋
ノ
如
ク
ナ
レ
ハ
諸
卿
僉
議
之
事
ナ
シ
諸
卿
僉
議
之
事
百
王
ノ
理
乱
四
海
ノ
安
危
諸
卿
僉
議
之
事
酒
煖
メ
て
タ
キ
の
こ
せ
る
も
み
ぢ
手
毎
に
う
ち
か
ざ
ひ
て
土
岐
頼
遠
参
会
御
幸
致
狼
藉
被
死
刑
事
欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠
喉
ノ
下
ナ
ル
鱗
ハ
夕
日
之
移
ナ
ル
白
波
ノ
風
ニ
従
伊
勢
国
進
宝
剣
事
十
六
ノ
眼
ハ
日
月
ノ
光
ニ
不
レ
異
従
伊
勢
国
進
宝
剣
事
ナ
シ
従
伊
勢
国
進
宝
剣
事
此
十
余
年
我
身
之
長
ヲ
待
テ
藤
井
寺
合
戦
事
禁
裏
仙
洞
ハ
松
門
茅
屋
ナ
レ
ハ
天
龍
寺
事
福
原
ニ
移
セ
シ
時
天
龍
寺
事
百
王
ノ
理
乱
四
海
之
安
危
天
龍
寺
事
酒
ア
タ
ゝ
メ
テ
烓
残
セ
ル
紅
葉
手
毎
ニ
折
カ
サ
シ
テ
土
岐
参
向
御
幸
致
狼
藉
事
サ
レ
ハ
開
元
ノ
宰
相
開
府
カ
幼
君
之
為
ニ
武
ヲ
黷
テ
其
辺
功
ヲ
立
サ
リ
シ
モ
智
慮
之
忠
臣
ト
云
ツ
ヘ
シ
畑
六
郎
左
衛
門
時
能
事
付
戎
王
事
并
鷹
巣
城
合
戦
事
ナ
シ
畑
六
郎
左
衛
門
時
能
事
付
戎
王
事
并
鷹
巣
城
合
戦
事
三
千
ノ
宮
女
ヲ
一
人
下
シ
テ
畑
六
郎
左
衛
門
時
能
事
付
戎
王
事
并
鷹
巣
城
合
戦
事
ナ
シ
塩
冶
判
官
讒
死
事
此
ノ
女
房
折
節
自
レ
湯
ア
カ
リ
タ
ル
ト
覚
テ
体
弱
ク
力
微
々
ニ
シ
テ
羅
綺
ニ
タ
モ
不
レ
任
カ
コ
ト
ク
塩
冶
判
官
讒
死
事
ナ
シ
塩
冶
判
官
讒
死
事
楊
貴
妃
一
度
エ
メ
ハ
六
宮
ニ
顔
色
ナ
シ
ト
申
事
候
ヘ
ハ
塩
冶
判
官
讒
死
事
喉
ノ
下
ノ
鱗
ハ
夕
日
ニ
浸
セ
ル
大
洋
ノ
浪
ニ
不
レ
異
宝
剣
執
奏
事
付
邯
鄲
午
炊
夢
事
面
上
ノ
眼
ハ
其
高
天
ニ
耀
ケ
ル
百
錬
ノ
鏡
ノ
如
ク
宝
剣
執
奏
事
付
邯
鄲
午
炊
夢
事
光
リ
瓊
粉
ノ
琢
磨
ヲ
不
レ
仮
ト
モ
化
シ
テ
一
片
ノ
秋
漂
水
ノ
如
シ
宝
剣
執
奏
事
付
邯
鄲
午
炊
夢
事
此
十
余
年
我
身
ノ
長
ヲ
待
藤
井
寺
合
戦
事
禁
裏
仙
洞
ハ
松
門
茅
屋
ノ
如
ナ
レ
ハ
天
龍
寺
建
立
事
付
大
仏
供
養
事
福
原
ニ
移
シ
時
モ
天
龍
寺
建
立
事
付
大
仏
供
養
事
百
王
ノ
理
乱
四
海
ノ
安
危
天
龍
寺
建
立
事
付
大
仏
供
養
事
酒
煖
メ
テ
焼
残
セ
ル
紅
葉
ヲ
手
毎
ニ
打
カ
サ
シ
土
岐
参
向
御
幸
狼
藉
事
サ
レ
ハ
開
元
ノ
宰
相
宋
朝
ノ
開
府
カ
幼
君
ノ
為
ニ
武
ヲ
黷
シ
テ
其
辺
功
ヲ
立
サ
リ
シ
モ
智
慮
ノ
忠
臣
ト
モ
云
ツ
ヘ
シ
畑
六
郎
左
衛
門
時
能
事
ナ
シ
畑
六
郎
左
衛
門
時
能
事
三
千
ノ
宮
女
ノ
内
ヲ
一
人
下
シ
テ
畑
六
郎
左
衛
門
時
能
事
ナ
シ
塩
冶
判
官
讒
死
事
只
今
此
女
房
湯
ヨ
リ
上
リ
ケ
リ
ト
覚
テ
塩
冶
判
官
讒
死
事
玉
顔
寂
寞
ト
シ
テ
涙
欄
干
タ
リ
ト
譬
ヘ
シ
雨
中
ノ
梨
壺
塩
冶
判
官
讒
死
事
楊
貴
妃
ハ
一
タ
ヒ
笑
ハ
六
宮
ニ
顔
色
ナ
シ
ト
申
事
ト
ハ
塩
冶
判
官
讒
死
事
喉
ノ
下
ナ
ル
鱗
ハ
夕
日
ヲ
移
セ
ハ
白
波
ノ
風
ニ
畳
タ
ル
ニ
不
レ
異
自
伊
勢
進
宝
剣
事
十
六
ノ
眼
ハ
日
月
ノ
光
ニ
不
レ
異
自
伊
勢
進
宝
剣
事
ナ
シ
自
伊
勢
進
宝
剣
事
此
十
余
年
我
身
ノ
長
ヲ
待
楠
正
行
藤
井
寺
合
戦
事
禁
裏
仙
洞
ハ
松
門
茅
屋
ノ
如
ク
ナ
レ
ハ
日
野
勧
修
寺
意
見
事
福
原
ノ
卑
湿
ニ
移
セ
シ
時
モ
日
野
勧
修
寺
意
見
事
百
王
ノ
理
乱
四
海
ノ
安
危
日
野
勧
修
寺
意
見
事
酒
ア
タ
ゝ
メ
残
シ
タ
ル
紅
葉
ノ
枝
手
毎
ニ
折
ア
ラ
シ
北
野
詣
之
雲
客
与
武
士
車
馬
礼
事
サ
レ
ハ
開
元
ノ
宰
相
宋
開
府
カ
幼
君
ノ
為
ニ
武
ヲ
黷
シ
其
辺
功
ヲ
不
リ
立
シ
モ
畑
六
郎
左
衞
門
事
后
三
千
ノ
列
ニ
勝
レ
畑
六
郎
左
衞
門
事
三
千
ノ
宮
女
ヲ
一
人
下
シ
テ
畑
六
郎
左
衞
門
事
ナ
シ
塩
冶
判
官
讒
死
事
ナ
シ
塩
冶
判
官
讒
死
事
ナ
シ
塩
冶
判
官
讒
死
事
楊
貴
妃
一
度
エ
メ
ハ
六
宮
ニ
顔
色
ナ
シ
ト
申
事
塩
冶
判
官
讒
死
事
喉
ノ
下
ナ
ル
イ
ロ
ク
ツ
ハ
夕
日
ヲ
ヒ
タ
セ
ル
白
波
ノ
風
ニ
タ
ゝ
メ
ル
ニ
異
ナ
ラ
ス
自
伊
勢
進
宝
剣
事
十
六
ノ
眼
ハ
天
ニ
カ
ゝ
レ
ル
百
錬
ノ
鏡
ノ
如
ク
自
伊
勢
進
宝
剣
事
瓊
粉
ノ
琢
磨
カ
ゝ
サ
レ
ト
モ
化
シ
テ
一
片
ノ
秋
ノ
潭
ノ
水
ノ
如
シ
自
伊
勢
進
宝
剣
事
此
十
余
年
我
身
ノ
人
ト
成
ヲ
待
テ
楠
帯
刀
正
行
軍
事
禁
裏
仙
洞
ハ
松
門
茅
屋
ノ
如
ナ
レ
ハ
天
龍
寺
供
養
事
福
原
ニ
移
セ
シ
時
天
龍
寺
供
養
事
百
王
ノ
理
乱
四
海
ノ
安
危
天
龍
寺
供
養
事
酒
ア
タ
ゝ
メ
テ
タ
キ
残
セ
ル
紅
葉
手
コ
ト
ニ
折
カ
サ
シ
土
岐
頼
遠
御
幸
ニ
参
会
狼
藉
死
刑
事
去
レ
ハ
開
元
ノ
宰
相
宗
開
府
カ
幼
君
ノ
為
ニ
武
ヲ
黷
シ
其
辺
功
ヲ
立
サ
リ
シ
モ
智
慮
ノ
忠
臣
ト
云
ツ
ヘ
シ
畑
六
郎
左
衛
門
尉
時
能
籠
鷹
巣
城
事
后
宮
ヲ
一
人
此
犬
ニ
下
サ
レ
テ
畑
六
郎
左
衛
門
尉
時
能
籠
鷹
巣
城
事
三
千
ノ
宮
女
ヲ
一
人
下
シ
テ
畑
六
郎
左
衛
門
尉
時
能
籠
鷹
巣
城
事
ナ
シ
塩
冶
判
官
讒
死
事
只
今
此
女
房
湯
ヨ
リ
上
リ
ケ
リ
ト
覚
テ
塩
冶
判
官
讒
死
事
玉
顔
寂
寞
ト
シ
テ
涙
欄
干
タ
リ
ト
喩
ヘ
シ
雨
中
ノ
梨
壺
塩
冶
判
官
讒
死
事
楊
貴
妃
一
笑
テ
六
宮
ニ
顔
色
ナ
シ
ト
コ
ソ
申
候
ハ
塩
冶
判
官
讒
死
事
喉
ノ
下
ナ
ル
鱗
ハ
夕
日
ヲ
浸
セ
ル
白
浪
ノ
風
ニ
畳
マ
レ
タ
ル
ニ
異
ナ
ラ
ス
自
伊
勢
進
宝
剣
事
十
六
ノ
眼
ハ
天
ニ
懸
レ
ル
百
練
ノ
鏡
ノ
如
ク
自
伊
勢
進
宝
剣
事
光
瓊
粉
ノ
琢
磨
ヲ
カ
ラ
サ
レ
ト
モ
化
シ
テ
一
片
ノ
秋
潭
ノ
水
ノ
如
シ
自
伊
勢
進
宝
剣
事
此
十
余
年
我
身
ノ
長
成
ル
ヲ
待
チ
楠
帯
刀
正
行
合
戦
事
禁
裏
仙
洞
ハ
松
門
茅
屋
ノ
如
ナ
レ
ハ
天
龍
寺
事
福
原
ニ
移
ツ
セ
シ
時
天
龍
寺
事
百
王
ノ
理
乱
四
海
安
危
天
龍
寺
事
酒
ア
タ
ゝ
メ
テ
烓
キ
残
セ
ル
紅
葉
ノ
枝
手
々
ニ
カ
サ
シ
テ
土
岐
頼
遠
狼
藉
事
ナ
シ
伊
地
智
山
合
戦
事
后
宮
三
千
ノ
宮
女
ヲ
一
人
此
犬
ニ
下
サ
レ
テ
畑
六
郎
左
衛
門
時
能
事
三
千
ノ
宮
女
ヲ
一
人
与
ヘ
テ
畑
六
郎
左
衛
門
時
能
事
ナ
シ
塩
冶
判
官
為
師
直
讒
死
事
只
今
此
女
房
湯
ヨ
リ
揚
リ
ケ
リ
ト
覚
ヘ
テ
塩
冶
判
官
為
師
直
讒
死
事
玉
顔
寂
寞
ト
シ
テ
涙
蘭
干
タ
リ
譬
ヘ
シ
雨
ノ
中
ノ
梨
壺
塩
冶
判
官
為
師
直
讒
死
事
楊
貴
妃
一
度
エ
メ
ハ
六
宮
ニ
顔
色
ナ
シ
ト
申
ス
タ
ト
ヘ
ノ
候
ヘ
ハ
塩
冶
判
官
為
師
直
讒
死
事
喉
ノ
下
ナ
ル
鱗
ハ
夕
日
ヲ
浸
セ
ル
白
浪
ノ
風
ニ
畳
タ
ル
ニ
相
似
タ
リ
神
道
十
二
代
并
三
種
神
器
事
十
六
ノ
眼
ハ
天
ニ
耀
ケ
ル
百
錬
ノ
鏡
ニ
異
ナ
ラ
ス
神
道
十
二
代
并
三
種
神
器
事
光
リ
瓊
粉
ノ
琢
磨
ヲ
仮
サ
レ
共
化
シ
テ
一
片
ノ
秋
ノ
潭
水
ノ
如
シ
神
道
十
二
代
并
三
種
神
器
事
此
十
余
年
我
身
ノ
生
長
ス
ル
ヲ
待 楠
正
行
誉
田
軍
事
禁
裏
仙
洞
ハ
松
門
茅
屋
ノ
如
ナ
レ
ハ
（
諸
卿
議
論
事）
福
原
ヘ
移
シ
時
（
諸
卿
議
論
事）
百
王
ノ
理
乱
四
海
ノ
安
危
（
諸
卿
議
論
事）
酒
ア
タ
ゝ
メ
テ
焼
残
セ
ル
紅
葉
手
ゴ
ト
ニ
打
カ
ザ
シ
テ
土
岐
頼
遠
参
会
御
幸
事
サ
レ
ハ
開
元
ノ
宰
相
宗
開
府
カ
幼
君
ノ
為
ニ
武
ヲ
黷
シ
其
辺
功
ヲ
不
レ
立
シ
モ
智
恵
ナ
キ
忠
臣
ト
云
ツ
ヘ
シ
ト
（
畑
六
郎
左
衛
門
事）
後
宮
ヲ
一
人
此
犬
ニ
被
レ
下
テ
夫
婦
ト
成
テ
戎
国
ヲ
其
賞
ニ
テ
被
レ
行
ケ
ル
后
ハ
三
千
ノ
列
ニ
備
リ
（
畑
六
郎
左
衛
門
事）
三
千
ノ
宮
女
ノ
中
ニ
一
人
下
シ
テ
（
畑
六
郎
左
衛
門
事）
ナ
シ
塩
冶
判
官
讒
死
事
只
今
此
女
房
湯
ヨ
リ
上
リ
ケ
リ
ト
覚
テ
塩
冶
判
官
讒
死
事
玉
顔
寂
寞
ト
シ
テ
涙
欄
干
タ
リ
ト
喩
ヘ
シ
雨
ノ
中
ノ
梨
壺
塩
冶
判
官
讒
死
事
楊
貴
妃
一
ヒ
咲
テ
六
宮
ニ
無
二
顔
色
一
ト
申
事
候
ヘ
ハ
塩
冶
判
官
讒
死
事
喉
ノ
下
ナ
ル
鱗
ハ
夕
日
ヲ
浸
セ
ル
白
波
ノ
風
ニ
畳
ミ
ク
ル
ニ
不
レ
異
三
種
神
器
来
由
事
十
六
ノ
眼
ハ
天
ニ
カ
ゝ
ヤ
ケ
ル
百
錬
ノ
鏡
ノ
如
ク
三
種
神
器
来
由
事
光
リ
瓊
粉
ノ
琢
磨
ヲ
カ
ラ
サ
レ
ト
モ
化
シ
テ
一
片
ノ
秋
ノ
潭
ノ
水
ノ
如
シ
三
種
神
器
来
由
事
此
十
余
年
我
身
ノ
長
ヲ
待
師
直
楠
正
行
東
条
合
戦
事
禁
裏
仙
洞
ハ
松
門
茅
屋
ナ
レ
ハ
日
野
勧
修
寺
意
見
事
福
原
之
卑
湿
ニ
移
シ
時
モ
日
野
勧
修
寺
意
見
事
百
王
ノ
理
乱
四
海
ノ
安
危
日
野
勧
修
寺
意
見
事
酒
ア
タ
ゝ
メ
残
シ
タ
ル
紅
葉
ノ
枝
手
毎
ニ
折
カ
サ
シ
北
野
詣
之
雲
客
与
武
士
車
無
礼
事
サ
レ
ハ
開
元
ノ
宰
相
宗
開
府
カ
幼
君
ノ
為
ニ
武
ヲ
黷
シ
其
ノ
辺
功
ヲ
不
レ
立
シ
モ
智
慮
無
キ
忠
臣
ト
謂
ツ
ヘ
シ
畑
六
郎
左
衛
門
時
能
事
后
三
千
ノ
列
ニ
勝
レ
畑
六
郎
左
衛
門
時
能
事
三
千
ノ
宮
女
ヲ
一
人
下
テ
畑
六
郎
左
衛
門
時
能
事
彼
楊
貴
妃
驪
山
ノ
花
清
宮
ニ
シ
テ
蘭
膏
ノ
湯
ヲ
沈
セ
シ
ニ
皇
帝
其
ノ
膚
ノ
妙
ナ
ル
事
ヲ
喜
見
テ
驪
山
ノ
雪
夜
浴
堂
ノ
春
ト
欹
テ
目
ヲ
細
メ
魂
ヲ
消
シ
玉
シ
モ
理
哉
ト
思
出
テ
目
放
モ
セ
ス
当
居
タ
レ
ハ
金
肌
玉
骨
ノ
妙
態
羅
綺
ニ
ダ
モ
不
レ
勝
ヘ
シ
テ
覚
一
真
性
連
平
家
事
早
彼
女
房
ハ
湯
ヨ
リ
ア
カ
リ
玉
ヒ
タ
リ
侍
者
ヒ
ソ
メ
キ
覚
一
真
性
連
平
家
事
玉
顔
寂
寞
ト
シ
テ
涙
闌
干
タ
リ
ト
被
レ
比
雨
中
ノ
梨
壺
覚
一
真
性
連
平
家
事
楊
貴
妃
一
笑
ハ
六
宮
ノ
粉
黛
無
レ
顔
色
ト
コ
ソ
申
伝
テ
侍
レ
覚
一
真
性
連
平
家
事
喉
ノ
下
ナ
ル
鱗
ハ
夕
日
ヲ
浸
セ
ル
白
波
ノ
風
ニ
畳
タ
ル
ニ
三
種
ノ
神
器
ノ
来
由
ノ
事
十
六
ノ
眼
ハ
天
ニ
カ
ゝ
ヤ
ケ
ル
百
錬
ノ
鏡
ノ
如
ク
三
種
ノ
神
器
ノ
来
由
ノ
事
光
リ
瓊
粉
ノ
琢
磨
ヲ
カ
ラ
サ
レ
ト
モ化
シ
テ
一
片
ノ
秋
潭
水
ノ
如
シ
三
種
ノ
神
器
ノ
来
由
ノ
事
此
十
余
年
我
身
ノ
生
長
ス
ル
ヲ
待
師
直
楠
正
行
東
条
合
戦
ノ
事
禁
裏
仙
洞
ハ
松
門
茅
屋
ナ
レ
ハ
日
野
勧
修
寺
意
見
ノ
事
福
原
ヘ
移
セ
シ
時
モ
日
野
勧
修
寺
意
見
ノ
事
百
王
之
理
乱
四
海
之
安
危
日
野
勧
修
寺
意
見
ノ
事
酒
ア
タ
ゝ
メ
残
シ
タ
ル
紅
葉
ノ
枝
毎
ニ
レ
手
折
カ
ザ
シ
（
土
岐
頼
遠
御
幸
参
合
事）
サ
レ
ハ
開
元
ノ
宰
相
宗
開
府
カ
幼
君
ノ
為
ニ
武
ヲ
黷
シ
其
ノ
辺
功
ヲ
不
リ
レ
立
シ
シ
モ
智
慮
ノ
忠
臣
ト
謂
ツ
ヘ
シ
畑
六
郎
左
衛
門
時
能
事
后
三
千
ノ
列
ニ
勝
レ
畑
六
郎
左
衛
門
時
能
事
三
千
ノ
宮
女
ノ
中
ニ
一
人
下
シ
テ
畑
六
郎
左
衛
門
時
能
事
ナ
シ
覚
一
真
性
連
平
家
ノ
事
彼
女
房
湯
ヨ
リ
上
リ
玉
ヒ
タ
リ
ト
テ
侍
者
ヒ
ソ
メ
イ
テ
覚
一
真
性
連
平
家
ノ
事
玉
顔
寂
寞
ト
シ
テ
泪
闌
干
タ
リ
覚
一
真
性
連
平
家
ノ
事
楊
貴
妃
一
タ
ヒ
笑
ハ
六
宮
粉
黛
無
シ
二
顔
色
一
ト
コ
ソ
申
シ
伝
テ
侍
レ
覚
一
真
性
連
平
家
ノ
事
喉
ノ
下
ナ
ル
鱗
ハ
夕
日
ヲ
浸
セ
ル
大
洋
ノ
浪
ニ
不
レ
異
ナ
ラ
自
リ
二
伊
勢
一
進
ツ
ル
二
宝
剣
ヲ
一
事
　
付
黄
梁
夢
ノ
事
十
八
ノ
眼
ハ
日
月
ノ
光
ニ
不
レ
異
自
リ
二
伊
勢
一
進
ツ
ル
二
宝
剣
ヲ
一
事
　
付
黄
梁
夢
ノ
事
ナ
シ
自
リ
二
伊
勢
一
進
ツ
ル
二
宝
剣
ヲ
一
事
　
付
黄
梁
夢
ノ
事
此
十
余
年
我
身
ノ
長
ナ
ル
ヲ
待
チ
藤
井
寺
合
戦
事
禁
裏
仙
洞
ハ
松
門
茅
屋
ノ
如
ク
ナ
レ
ハ
依ッ
テ
二
山
門
ノ
嗷
訴
ニ
一
公
卿
僉
議
ノ
事
福
原
ノ
卑
湿
ニ
移
セ
シ
時
モ
依ッ
テ
二
山
門
ノ
嗷
訴
ニ
一
公
卿
僉
議
ノ
事
百
王
ノ
理
乱
四
海
ノ
安
危
依ッ
テ
二
山
門
ノ
嗷
訴
ニ
一
公
卿
僉
議
ノ
事
酒
ア
タ
ゝ
メ
タ
キ
残
シ
タ
ル
紅
葉
ノ
枝
手
毎
ニ
折
カ
ザ
シ
畑
六
郎
左
衛
門
事
サ
レ
ハ
開
元
ノ
宰
相
宋
開
府
ガ
幼
君
ノ
為
ニ
武
ヲ
黷
シ
其
ノ
辺
功
ヲ
不
リ
レ
立
シ
シ
モ
無
キ
二
智
慮
一
忠
臣
ト
可
シ
レ
謂
ツ
ト
畑
六
郎
左
衛
門
事
后
三
千
ノ
列
ニ
勝
レ
畑
六
郎
左
衛
門
事
三
千
ノ
宮
女
ヲ
一
人
下
シ
テ
畑
六
郎
左
衛
門
事
ナ
シ
塩
冶
判
官
讒
死
事
只
今
此
女
房
湯
ヨ
リ
上
ケ
ル
ト
覚
テ
塩
冶
判
官
讒
死
事
玉
顔
寂
寞
ト
シ
テ
涙
欄
干
タ
リ
ト
喩
ヘ
シ
雨
中
ノ
梨
壺
塩
冶
判
官
讒
死
事
楊
貴
妃
一
タ
ビ
笑
メ
ハ
六
宮
ニ
顔
色
無
シ
ト
申
候
塩
冶
判
官
讒
死
事
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春
風
三
月
一
城
ノ
人
皆
狂
ゼ
ル
ニ
異
ナ
ラ
ス
直
冬
朝
臣
上
洛
之
事
付
鬼
切
鬼
丸
之
事
新
キ
人
来
テ
旧
人
捨
ラ
レ
ヌ
眼
裏
ノ
荊
チ
掌
上
ノ
花
ノ
如
シ
南
帝
直
冬
合
体
之
事
付
梵
漢
物
語
之
事
君
カ
為
ニ
衣
裳
ニ
薫
ス
レ
ト
モ
君
金
翠
ヲ
看
ナ
カ
ラ
顔
色
無
シ
ト
為
ヘ
リ
（
注
：
脱
文
ア
リ）
南
帝
直
冬
合
体
之
事
付
梵
漢
物
語
之
事
後
宮
ノ
三
千
南
帝
直
冬
合
体
之
事
付
梵
漢
物
語
之
事
今
ハ
連
理
ノ
枝
ノ
上
ニ
南
帝
直
冬
合
体
之
事
付
梵
漢
物
語
之
事
ナ
シ
院
法
皇
吉
野
遷
幸
事
出
入
身
ヲ
ソ
ハ
メ
将
軍
御
兄
弟
和
睦
之
事
九
泉
ノ
宝
玉
二
度
人
間
ニ
帰
ル
コ
ソ
哀
ナ
レ
項
羽
高
祖
之
事
後
宮
ノ
美
人
三
千
人
項
羽
高
祖
之
事
三
月
マ
テ
火
消
ス
驪
山
ノ
神
陵
項
羽
高
祖
之
事
ナ
シ
直
義
朝
臣
落
髪
之
事
付
玄
恵
法
印
末
後
之
事
神
陵
三
月
ノ
火
九
重
ノ
雲
ヲ
焦
シ
泉
下
多
少
ノ
宝
玉
人
間
ノ
塵
ト
成
ニ
ケ
リ
始
皇
求
蓬
莱
之
事
付
趙
高
之
事
別
表
１
始
皇
求
蓬
莱
之
事
付
趙
高
之
事
童
男
丫
女
始
皇
求
蓬
莱
之
事
付
趙
高
之
事
宮
門
ヲ
出
入
ス
ル
ニ
時
ノ
王
侯
貴
人
モ
目
ヲ
側
テ
廉
頗
藺
相
如
之
事
付
卞
和
玉
之
事
秦
王
并
趙
王
之
事
有
ル
貴
人
ノ
御
女
深
キ
宮
ノ
中
ニ
冊
レ
テ
三
千
ノ
数
ニ
モ
ト
師
直
奢
侈
之
事
付
師
泰
悪
行
之
事
春
風
三
月
一
城
の
人
皆
狂
せ
る
に
異
な
ら
す
直
冬
朝
臣
上
洛
事
付
鬼
切
鬼
丸
事
新
人
来
て
旧
人
捨
ら
れ
ぬ
眼
裏
も
荊
掌
上
の
花
の
こ
と
し
南
帝
直
冬
合
体
事
付
梵
漢
物
語
事
君
か
た
め
に
衣
裳
に
薫
す
れ
と
も
君
蘭
麝
を
聞
な
か
ら
馨
香
な
し
と
思
ひ
君
か
た
め
に
容
色
を
事
と
す
れ
と
も
君
金
翠
を
看
な
か
ら
顔
色
な
し
と
思
へ
り
南
帝
直
冬
合
体
事
付
梵
漢
物
語
事
後
宮
三
千
南
帝
直
冬
合
体
事
付
梵
漢
物
語
事
今
は
連
理
の
枝
の
う
へ
に
南
帝
直
冬
合
体
事
付
梵
漢
物
語
事
ナ
シ
持
明
院
殿
吉
野
潜
幸
事
付
梶
井
宮
御
事
出
入
身
を
そ
は
め
将
軍
御
兄
弟
和
睦
事
付
天
狗
勢
次
事
九
泉
の
宝
玉
二
た
ひ
人
間
に
帰
こ
そ
哀
な
れ
慧
源
南
方
合
体
事
付
漢
楚
合
戦
事
后
宮
の
美
人
三
千
人
慧
源
南
方
合
体
事
付
漢
楚
合
戦
事
三
月
ま
て
火
消
す
驪
山
の
神
陵
慧
源
南
方
合
体
事
付
漢
楚
合
戦
事
ナ
シ
直
義
朝
臣
落
髪
事
神
陵
三
月
の
火
九
重
の
雲
を
こ
か
し
泉
下
多
少
の
宝
人
間
の
塵
と
成
に
け
り
妙
吉
侍
者
事
付
秦
始
皇
帝
事
別
表
１
妙
吉
侍
者
事
付
秦
始
皇
帝
事
童
男
丫
女
妙
吉
侍
者
事
付
秦
始
皇
帝
事
宮
門
を
出
入
す
る
に
時
の
王
侯
貴
人
も
皆
目
を
そ
は
め
て
上
杉
畠
山
擬
讒
高
家
事
付
廉
頗
藺
相
如
事
或
貴
人
の
御
女
深
宮
の
中
に
冊
れ
て
三
千
の
数
ニ
に
も
と
執
事
兄
弟
奢
侈
行
事
春
風
三
月
一
城
の
人
皆
ナ
狂
ぜ
る
ニ
こ
と
な
ら
ず
直
冬
朝
臣
上
洛
事
新
シ
キ
人
来
ツ
テ
旧
ル
キ
人
廃
レ
ヌ
眼
ノ
裏
ノ
荊
棘
掌
ノ
上
ノ
花
の
ご
と
し
天
竺
獅
子
国
事
為
ニ
レ
君
カ
薫
ス
レ
共
二
衣
裳
ニ
一
君
聞
ナ
カ
ラ
二
蘭
麝
ヲ
一
為
ヘ
リ
レ
不
ト
二
馨
香
一
為
ニ
レ
君
事
ト
ス
レ
共
二
容
色
ヲ
一
君
看
テ
二
金
翠
ヲ
一
為
ヘ
リ
レ
無
シ
ト
二
顔
色
一
天
竺
獅
子
国
事
後
宮
綺
羅
の
三
千
の
侍
女
天
竺
獅
子
国
事
今
ハ
連
理
の
枝
の
う
へ
ニ
天
竺
獅
子
国
事
欠 欠 九
泉
ノ
宝
玉
二
タ
ヒ
人
間
ニ
か
へ
る
コ
ソ
哀
ナ
レ
漢
高
祖
与
楚
項
羽
合
戦
之
事
後
宮
ノ
美
人
三
千
人
漢
高
祖
与
楚
項
羽
合
戦
之
事
三
月
迄
火
キ
ヘ
ズ
驪
山
ノ
神
陵
漢
高
祖
与
楚
項
羽
合
戦
之
事
ナ
シ
足
利
右
兵
衛
佐
直
冬
筑
紫
落
事
神
陵
三
月
ノ
火
九
重
ノ
く
も
を
焦
し
泉
下
多
少
の
宝
玉
人
間
の
塵
と
成
ニ
け
り
徐
福
文
成
偽
之
事
別
表
１
徐
福
文
成
偽
之
事
童
男
丱
女
徐
福
文
成
偽
之
事
宮
門
ヲ
出
入
ス
ル
ニ
時
の
王
侯
貴
人
も
目
ヲ
側
め
テ
廉
頗
藺
相
如
事
二
条
の
前
ノ
関
白
と
の
ゝ
御
妹
深
宮
の
内
に
冊
て
三
千
の
数
に
も
と 執
事
師
直
師
泰
兄
弟
奢
侈
之
事
春
風
三
月
一
城
之
人
皆
狂
セ
ル
ニ
不
レ
異
直
冬
上
洛
事
新
キ
人
来
テ
旧
キ
人
棄
ラ
レ
ヌ
眼
裏
荊
掌
之
上
ノ
如
シ
レ
華
ノ
獅
子
国
事
為
レ
君
薫
二
衣
裳
ニ
一
君
聞
ナ
カ
ラ
二
蘭
麝
ヲ
一
為
ヘ
リ
レ
無
シ
ト
二
馨
香
一
為
レ
君
ノ
事
ト
ス
レ
ト
モ
二
容
色
ヲ
一
君
看
ナ
カ
ラ
二
金
翠
ヲ
一
為
ヘ
リ
レ
無
シ
ト
二
顔
色
一
獅
子
国
事
後
宮
ノ
三
千
獅
子
国
事
今
ハ
連
理
之
枝
ノ
上
ニ
獅
子
国
事
ナ
シ
梶
井
宮
南
山
幽
閉
御
事
出
入
身
ヲ
ソ
ハ
メ
将
軍
御
兄
弟
和
睦
事
付
火
下
仏
事
事
九
泉
之
宝
玉
二
度
人
間
ニ
返
ル
コ
ソ
哀
レ
ナ
レ
漢
楚
合
戦
事
付
吉
野
殿
被
成
論
旨
事
後
宮
美
人
三
千
人
漢
楚
合
戦
事
付
吉
野
殿
被
成
論
旨
事
三
月
儘
火
不
レ
滅
驪
山
ノ
神
陵
漢
楚
合
戦
事
付
吉
野
殿
被
成
論
旨
事
ナ
シ
左
兵
衛
督
欲
被
誅
師
直
事
付
師
直
打
圍
将
軍
屋
形
事
并
上
杉
畠
山
死
罪
事
神
陵
三
月
之
火
九
重
之
雲
ヲ
焦
シ
泉
下
多
少
之
宝
玉
人
間
ノ
塵
ト
成
ニ
ケ
リ
始
皇
求
蓬
莱
事
付
趙
高
事
別
表
１
始
皇
求
蓬
莱
事
付
趙
高
事
童
男
艸
女
始
皇
求
蓬
莱
事
付
趙
高
事
宮
門
ヲ
出
入
ス
ル
ニ
時
ノ
王
侯
貴
人
モ
目
ヲ
側
テ
廉
頗
藺
相
如
事
二
条
前
関
白
殿
之
御
妹
深
宮
之
中
ニ
冊
レ
テ
三
千
ノ
数
ニ
モ
ト
師
直
究
驕
事
春
風
三
月
一
城
ノ
人
皆
狂
ニ
異
ナ
ラ
ス
直
冬
上
洛
事
付
鬼
切
鬼
丸
事
新
キ
人
来
テ
旧
キ
人
棄
ラ
レ
ヌ
眼
ノ
裏
ノ
荊
チ
掌
ノ
上
ノ
花
ノ
如
シ
直
冬
与
吉
野
殿
合
体
事
付
天
竺
震
旦
物
語
事
為
レ
君
薫
ス
レ
ト
モ
二
衣
裳
ニ
一
君
聞
ナ
カ
ラ
二
蘭
麝
ヲ
一
無
ト
思
ヘ
リ
二
馨
香
一
為
ニ
レ
君
カ
事
ト
ス
レ
共
二
容
色
ヲ
一
君
看
ナ
カ
ラ
二
金
翠
ヲ
一
無
シ
ト
ヲ
モ
ヘ
リ
二
顔
色
一
直
冬
与
吉
野
殿
合
体
事
付
天
竺
震
旦
物
語
事
后
宮
ノ
三
千
直
冬
与
吉
野
殿
合
体
事
付
天
竺
震
旦
物
語
事
今
ハ
連
理
ノ
枝
ノ
上
ニ
直
冬
与
吉
野
殿
合
体
事
付
天
竺
震
旦
物
語
事
ナ
シ
持
明
院
殿
吉
野
潜
幸
事
付
梶
井
宮
御
事
出
入
身
ヲ
側
テ
将
軍
御
兄
弟
和
睦
事
付
天
狗
勢
次
事
九
泉
ノ
宝
玉
二
度
人
間
ニ
皈
ル
コ
ソ
哀
ナ
レ
恵
源
南
方
御
合
体
事
付
漢
楚
合
戦
事
後
宮
ノ
美
人
三
千
人
恵
源
南
方
御
合
体
事
付
漢
楚
合
戦
事
三
月
マ
テ
火
消
ヘ
ス
驪
山
ノ
神
陵
恵
源
南
方
御
合
体
事
付
漢
楚
合
戦
事
ナ
シ
直
義
朝
臣
落
髪
事
付
玄
恵
法
印
末
後
事
神
陵
三
月
ノ
火
九
重
ノ
雲
ヲ
焦
シ
泉
下
多
少
ノ
宝
玉
人
間
ノ
塵
ト
成
ニ
ケ
リ
妙
吉
侍
者
事
付
秦
始
皇
帝
事
別
表
１
妙
吉
侍
者
事
付
秦
始
皇
帝
事
童
男
丱
女
妙
吉
侍
者
事
付
秦
始
皇
帝
事
宮
門
ヲ
出
入
ス
ル
ニ
時
ノ
王
侯
貴
人
モ
皆
目
ヲ
側
メ
テ
上
杉
畠
山
擬
レ
讒
二
高
家
一
事
付
廉
頗
藺
相
如
カ
事
前
ノ
関
白
殿
ノ
御
妹
深
宮
ノ
中
ニ
カ
シ
ツ
カ
レ
テ
三
千
ノ
数
ニ
モ
ト
師
直
師
恭
奢
侈
事
春
風
三
月
一
城
ノ
人
皆
狂
セ
ル
ニ
不
レ
異
直
冬
上
洛
事
新
キ
人
来
テ
旧
キ
人
棄
ラ
レ
ヌ
眼
ノ
裏
ノ
荊
棘
掌
ノ
上
ノ
花
ノ
如
シ
師
子
国
事
為
ニ
レ
君
カ
薫
ス
レ
ト
モ
二
衣
裳
ニ
一
君
聞
ナ
カ
ラ
二
蘭
麝
ヲ
一
為
ト
ヲ
モ
ヘ
リ
レ
不
二
馨
香
一
為
ニ
レ
君
カ
事
ト
ス
レ
ト
モ
二
容
色
ヲ
一
君
看
ナ
カ
ラ
二
金
翠
ヲ
一
為
ト
ヲ
モ
ヘ
リ
レ
無
二
顔
色
一
師
子
国
事
後
宮
綺
羅
ノ
三
千
師
子
国
事
連
理
ノ
枝
ノ
上
ニ
師
子
国
事
ナ
シ
梶
井
宮
南
山
幽
閉
事
出
入
側
メ
レ
身
ヲ
将
軍
御
兄
弟
和
睦
事
九
泉
ノ
宝
玉
二
度
ヒ
人
間
ニ
返
ル
コ
ソ
愍
レ
ナ
レ
漢
楚
合
戦
事
後
宮
ノ
美
人
三
千
人
漢
楚
合
戦
事
三
月
マ
テ
火
不
レ
消
驪
山
ノ
神
陵
漢
楚
合
戦
事
冷
愁
シ
サ
マ
サ
ル
簾
外
ニ
ハ
蘆
峯
ノ
雪
モ
浦
山
敷
直
義
朝
臣
隠
遁
事
神
陵
三
月
ノ
火
九
重
ノ
雲
ヲ
焦
シ
泉
下
多
少
ノ
宝
玉
人
間
ノ
塵
ト
成
ニ
ケ
リ
妙
吉
侍
者
事
別
表
１
妙
吉
侍
者
事
童
男
臥
女
妙
吉
侍
者
事
宮
門
ヲ
出
入
ス
ル
ニ
時
ノ
五
侯
貴
人
モ
目
ヲ
側
テ
廉
頗
藺
相
如
事
或
貴
人
ノ
御
女
深
宮
ノ
中
ニ
被
テ
レ
冊
カ
レ
三
千
ノ
数
ニ
モ
ト
執
事
兄
弟
奢
侈
事
春
風
三
月
一
城
ノ
人
皆
狂
セ
ル
ニ
異
ナ
ラ
ス
直
冬
朝
臣
上
洛
事
新
キ
人
来
テ
旧
人
棄
ラ
レ
ヌ
眼
裏
ノ
荊
掌
上
ノ
花
ノ
如
シ
吉
野
殿
御
合
体
直
冬
朝
臣
事
為
ニ
レ
君
カ
薫
ス
レ
ト
モ
二
衣
裳
ニ
一
君
聞
ナ
カ
ラ
二
蘭
麝
ヲ
一
不
ス
ト
ヲ
モ
ヘ
リ
二
馨
香
ナ
ラ
一
為
ニ
レ
君
カ
事
ト
ス
レ
ト
モ
二
容
色
ヲ
一
君
看
ナ
カ
ラ
二
金
翠
ヲ
一
無
ナ
シ
ト
ヲ
モ
ヘ
リ
二
顔
色
吉
野
殿
御
合
体
直
冬
朝
臣
事
后
宮
ノ
三
千
吉
野
殿
御
合
体
直
冬
朝
臣
事
今
ハ
連
理
ノ
枝
ノ
上
ニ
吉
野
殿
御
合
体
直
冬
朝
臣
事
ナ
シ
院
法
皇
吉
野
遷
幸
事
并
梶
井
宮
御
事
出
入
身
ヲ
ソ
ハ
メ
将
軍
御
兄
弟
和
睦
事
九
泉
ノ
宝
玉
二
度
人
間
ニ
帰
ル
コ
ソ
哀
ナ
レ
恵
源
禅
庵
南
方
合
体
事
後
宮
ノ
美
人
三
千
人
恵
源
禅
庵
南
方
合
体
事
三
月
マ
テ
火
消
ヌ
驪
山
ノ
神
陵
恵
源
禅
庵
南
方
合
体
事
冷
然
増
リ
簾
外
ニ
ハ
香
廬
峰
ノ
雪
モ
浦
山
敷
妙
吉
侍
者
事
神
陵
三
月
ノ
火
九
重
ノ
雲
ヲ
焦
シ
泉
下
多
少
ノ
宝
玉
人
間
ノ
塵
ト
成
ニ
ケ
リ
妙
吉
侍
者
事
別
表
１
妙
吉
侍
者
事
童
男
非
女
妙
吉
侍
者
事
宮
門
ヲ
出
入
ス
ル
ニ
時
ノ
王
侯
貴
人
モ
目
ヲ
驚
テ
上
杉
畠
山
猜
高
家
事
二
条
前
関
白
殿
ノ
御
妹
深
宮
ノ
門
ニ
モ
被
冊
テ
師
直
師
泰
奢
侈
事
春
風
三
月
一
城
ノ
人
皆
狂
セ
ル
ニ
異
ナ
ラ
ス
直
冬
朝
臣
上
洛
事
新
シ
キ
人
来
テ
旧
人
棄
ラ
レ
ヌ
眼
ノ
内
荊
棘
掌
ノ
上
ノ
花
ノ
如
シ
師
子
国
事
為
君
薫
衣
裳
君
聞
蘭
麝
為
無
馨
香
為
君
事
容
皃
君
看
金
翠
為
無
顔
色
師
子
国
事
後
宮
ノ
三
千
師
子
国
事
今
ハ
連
理
ノ
枝
ノ
上
ニ
師
子
国
事
ナ
シ
院
法
皇
吉
野
遷
幸
事
并
梶
井
宮
御
事
出
入
身
ヲ
側
メ
将
軍
御
兄
弟
和
睦
事
九
泉
ノ
宝
玉
二
度
人
間
ニ
皈
ル
コ
ソ
哀
ナ
レ
鴻
門
事
後
宮
ノ
美
人
三
千
人
鴻
門
事
三
月
マ
テ
火
滅
ス
驪
山
ノ
神
陵
鴻
門
事
ナ
シ
直
冬
筑
紫
落
事
神
陵
三ヶ
月
火
九
重
ノ
雲
ヲ
焦
シ
泉
下
多
少
ノ
宝
玉
人
間
ノ
塵
ト
成
ニ
ケ
リ
妙
吉
侍
者
事
別
表
１
妙
吉
侍
者
事
童
男
童
女
妙
吉
侍
者
事
宮
門
ヲ
出
入
ス
ル
ニ
時
ノ
五
侯
貴
人
モ
目
ヲ
側
テ
廉
頗
藺
相
如
事
并
卞
和
玉
秦
王
趙
王
事
二
条
ノ
前
ノ
関
白
殿
ノ
御
娘
深
宮
ノ
中
ニ
冊
レ
テ
三
千
ノ
数
ニ
モ
ト
師
直
驕
事
春
風
三
月
一
城
ノ
人
皆
狂
セ
ル
ニ
異
ナ
ラ
ス
芳
野
殿
与
直
冬
合
体
事
新
人
来
テ
旧
人
捨
ラ
ル
眼
裏
ノ
荷
掌
上
ノ
花
ノ
如
シ
芳
野
殿
与
直
冬
合
体
事
為
レ
君
薫
二
衣
裳
一
君
聞
二
蘭
麝
一
不
二
馨
香
一
為
レ
君
事
二
容
皃
一
君
看
二
金
翠
一
無
二
顔
色
芳
野
殿
与
直
冬
合
体
事
後
宮
三
千
芳
野
殿
与
直
冬
合
体
事
今
ハ
連
理
ノ
枝
ノ
上
ニ
芳
野
殿
与
直
冬
合
体
事
ナ
シ
院
法
皇
遷
幸
吉
野
事
皃
ヲ
ヤ
ツ
シ
面
ヲ
側
メ
テ
モ
将
軍
御
兄
弟
和
睦
事
九
泉
ノ
宝
玉
二
度
人
間
ニ
皈
ル
コ
ソ
哀
ナ
レ
恵
源
禅
庵
没
落
事
同
人
南
方
合
体
事
後
宮
ノ
美
人
三
千
恵
源
禅
庵
没
落
事
同
人
南
方
合
体
事
三ヶ
月
マ
テ
火
消
ヘ
ス
驪
山
ノ
神
陵
恵
源
禅
庵
没
落
事
同
人
南
方
合
体
事
ナ
シ
左
馬
頭
殿
上
洛
事
神
陵
三
月
ノ
火
九
重
ノ
雲
ヲ
焦
シ
泉
下
多
少
ノ
宝
玉
人
間
ノ
塵
ト
成
ニ
ケ
リ
妙
吉
侍
者
事
別
表
１
妙
吉
侍
者
事
童
男
丱
女
妙
吉
侍
者
事
時
ノ
王
侯
貴
人
目
ヲ
側
テ
上
杉
畠
山
猜
高
家
事
二
条
前
関
白
殿
ノ
御
妹
深
宮
ノ
中
ニ
冊
カ
レ
テ
三
千
ノ
数
ニ
モ
ト
師
直
師
泰
奢
侈
事
春
風
三
月
一
城
ノ
人
皆
狂
セ
ル
ニ
不
レ
殊
ト
山
名
伊
豆
守
立
将
事
新
キ
人
来
テ
旧
人
被
ヌ
レ
捨
眼
ノ
裏
ノ
荊
ハ
掌
ノ
上
ノ
花
ノ
如
シ
獅
子
国
之
事
為
ニ
レ
君
カ
薫
ス
レ
ト
モ
レ
衣
裳
ニ
一
君
聞
ナ
カ
ラ
二
蘭
麝
ヲ
一
為
ヘ
リ
レ
無
シ
ト
二
馨
香
一
為
ニ
レ
君
カ
事
ト
ス
レ
ト
モ
二
容
色
ヲ
一
君
看
ナ
カ
ラ
二
金
翠
ヲ
一
為
ヘ
リ
レ
無
シ
ト
二
顔
色
一
獅
子
国
之
事
后
宮
ノ
三
千
獅
子
国
之
事
今
ハ
連
理
ノ
枝
ノ
上
ニ
獅
子
国
之
事
知
ラ
ヌ
卑
湿
ノ
南
山
ト
カ
ヤ
主
上
仙
院
梶
井
宮
奉
渡
南
山
事
出
入
側
メ
レ
身
ヲ
両
殿
和
睦
上
洛
事
九
泉
宝
玉
再
人
間
ニ
帰
ケ
ル
コ
ソ
哀
ナ
レ
諸
卿
意
見
被
下
綸
旨
事
後
宮
ノ
人
三
千
人
諸
卿
意
見
被
下
綸
旨
事
ナ
シ
諸
卿
意
見
被
下
綸
旨
事
サ
ヒ
シ
サ
マ
サ
ル
簾
ノ
外
ニ
ハ
廬
峯
ノ
雪
モ
浦
山
シ
ク
直
義
朝
臣
出
家
事
神
陵
三
月
ノ
火
徒
ラ
ニ
九
重
ノ
雲
ヲ
焦
シ
泉
下
多
少
ノ
宝
玉
忽
ニ
人
間
ノ
塵
ト
成
ニ
ケ
リ
趙
高
大
臣
奢
事
別
表
１
趙
高
大
臣
奢
事
童
男
女
趙
高
大
臣
奢
事
宮
門
ヲ
出
入
ス
ル
ニ
時
ノ
王
侯
貴
人
モ
目
ヲ
側
テ
廉
頗
藺
相
如
事
二
条
前
関
白
殿
御
妹
深
宮
ノ
内
ニ
冊
レ
テ
三
千
ノ
列
ニ
モ
ト
師
直
師
泰
奢
侈
事
春
風
三
月
一
城
ノ
人
皆
狂
セ
ル
ニ
不
レ
異
ト
山
名
伊
豆
ノ
守
立
ツ
ル
レ
将
ヲ
事
新
人
来
テ
旧
人
被
ル
レ
捨
テ
眼
裏
ノ
荊
如
シ
二
掌
上
ノ
花
ノ
一
獅
子
国
之
事
為
ニ
レ
君
カ
薫
レ
衣
裳
ヲ
君
聞
テ
モ
二
蘭
麝
ヲ
一
為
ス
レ
無
シ
ト
二
馨
香
一
為
ニ
レ
君
カ
事
ト
ス
二
容
色
ヲ
一
君
看
テ
モ
二
金
翠
ヲ
一
為
ス
レ
無
シ
ト
二
顔
色
一
獅
子
国
之
事
後
宮
三
千
獅
子
国
之
事
今
ハ
連
理
ノ
枝
ノ
上
ニ
獅
子
国
之
事
知
ヌ
卑
湿
ノ
南
山
ト
カ
ヤ
主
上
仙
院
梶
井
ノ
宮
奉
ル
レ
渡
二
南
山
ニ
一
事
出
入
側
メ
レ
身
ヲ
両
殿
和
睦
上
洛
事
九
泉
ノ
宝
玉
再
ヒ
人
間
ニ
皈
リ
ケ
ル
コ
ソ
哀
レ
ナ
レ
諸
卿
意
見
シ
テ
被
ル
ゝ
レ
下
二
綸
旨
ヲ
一
事
後
宮
之
美
人
三
千
人
諸
卿
意
見
シ
テ
被
ル
ゝ
レ
下
二
綸
旨
ヲ
一
事
ナ
シ
諸
卿
意
見
シ
テ
被
ル
ゝ
レ
下
二
綸
旨
ヲ
一
事
冷
然
マ
サ
ル
簾
ノ
外
ニ
炉
峯
ノ
雪
モ
浦
山
敷
ク
直
義
朝
臣
出
家
ノ
事
神
陵
三
月
ノ
火
徒
ニ
九
重
ノ
雲
ヲ
焦
シ
泉
下
多
少
ノ
宝
玉
忽
ニ
人
間
ノ
塵
ト
成
ニ
ケ
リ
趙
高
大
臣
奢
り
ノ
事
別
表
１
趙
高
大
臣
奢
り
ノ
事
童
男
丱
女
趙
高
大
臣
奢
り
ノ
事
宮
門
ヲ
出
入
ス
ル
ニ
時
ノ
王
侯
貴
人
モ
目
ヲ
側
テ
廉
頗
藺
相
如
カ
事
二
条
ノ
前
ノ
関
白
ノ
御
妹
深
宮
ノ
内
ニ
冊
レ
テ
三
千
ノ
列
ニ
モ
ト
師
直
師
泰
奢
侈
ノ
事
春
風
三
月
一
城
ノ
人
皆
狂
ス
ル
ニ
不
レ
異
ナ
ラ
直
冬
上
洛
ノ
事
付
鬼
丸
鬼
切
ノ
事
新
キ
人
来
テ
旧
キ
人
棄
ラ
レ
ヌ
眼
ノ
裏
ノ
荊
棘
掌
ノ
上
ノ
花
ノ
如
シ
直
冬
与
二
吉
野
殿
一
合
体
ノ
事
付
天
竺
震
旦
物
語
ノ
事
為
ニ
レ
君
カ
薫
ス
レ
ト
モ
二
衣
裳
ニ
一
君
聞
テ
二
蘭
麝
ヲ
一
為
ス
レ
不
二
馨
香
ナ
ラ
一
為
ニ
レ
君
カ
事
ト
ス
レ
ト
モ
二
容
色
ヲ
一
看
テ
二
君
金
翠
ヲ
一
為
ス
レ
無
シ
ト
二
顔
色
一
直
冬
与
二
吉
野
殿
一
合
体
ノ
事
付
天
竺
震
旦
物
語
ノ
事
後
宮
綺
羅
ノ
三
千
直
冬
与
二
吉
野
殿
一
合
体
ノ
事
付
天
竺
震
旦
物
語
ノ
事
連
理
ノ
枝
ノ
上
ニ
直
冬
与
二
吉
野
殿
一
合
体
ノ
事
付
天
竺
震
旦
物
語
ノ
事
ナ
シ
持
明
院
殿
吉
野
潜
幸
事
付
梶
井
宮
御
事
出
入
側
メ
レ
身
ヲ
将
軍
御
兄
弟
和
睦
ノ
事
付
天
狗
勢
次
ノ
事
九
泉
ノ
宝
玉
二
度
人
間
ニ
返
コ
ソ
愍
ナ
レ
慧
源
禅
巷
南
方
合
体
ノ
事
付
漢
楚
合
戦
ノ
事
後
宮
ノ
美
人
三
千
人
慧
源
禅
巷
南
方
合
体
ノ
事
付
漢
楚
合
戦
ノ
事
三
月
マ
デ
火
不
レ
消
ヘ
驪
山
ノ
神
陵
慧
源
禅
巷
南
方
合
体
ノ
事
付
漢
楚
合
戦
ノ
事
冷
然
マ
サ
ル
簾
ノ
外
ニ
香
炉
峯
ノ
雪
モ
浦
山
敷
直
義
朝
臣
隠
遁
ノ
事
付
玄
慧
法
印
末
期
ノ
事
神
陵
三
月
ノ
火
九
重
ノ
雲
ヲ
焦
シ
泉
下
多
少
ノ
宝
玉
人
間
ノ
塵
ト
成
ニ
ケ
リ
妙
吉
侍
者
ノ
事
付
秦
ノ
始
皇
帝
ノ
事
別
表
１
妙
吉
侍
者
ノ
事
付
秦
ノ
始
皇
帝
ノ
事
童
男
丱
女
妙
吉
侍
者
ノ
事
付
秦
ノ
始
皇
帝
ノ
事
宮
門
ヲ
出
入
ス
ル
ニ
時
ノ
王
侯
貴
人
モ
目
ヲ
側
テ
上
杉
畠
山
讒
ス
ル
二
高
家
ヲ
一
事
付
廉
頗
藺
相
如
カ
事
二
条
前
ノ
関
白
殿
ノ
御
妹
深
宮
ノ
中
ニ
被
レ
冊
カ
三
千
ノ
数
ニ
モ
ト
執
事
兄
弟
奢
侈
ノ
事
119 118 117 116 115 114 113 112 111 110 109 108 107 106 105 104
玄巻 巻40 巻40 巻39 巻35 巻35 巻35 巻35 巻35 巻36 巻37 巻37 巻33 巻33 巻33 巻32
長恨歌 長恨歌 牡丹芳 長恨歌 長恨歌・伝
長恨歌
・伝
長恨歌
・伝
長恨歌
・伝
長恨歌
・伝 長恨歌 長恨歌
長恨歌
・伝 捕蝗
賦得古原
草送別 七徳舞
12／0596 12／0596 4／0152 12／0596 12／0596 12／0596 12／0596 12／0596 12／0596 12／0596 12／0596 12／0596 3／0136 13／0671 3／0125
玄
玖
爰
騰
二
歌
詠
ヲ
於
五
雲
之
間
ニ
一
中
殿
震
宴
再
興
之
事
往
昔
ノ
七
夕
ニ
ハ
長
生
殿
ニ
シ
テ
二
星
ノ
契
ヲ
羨
テ
六
宮
ノ
美
人
光
厳
院
禅
定
法
皇
御
年
薮
之
事
付
崩
御
之
事
花
開
花
落
ツ
ル
コ
ト
二
十
日
間
一
城
之
人
皆
如
レ
狂
セ
ル
ト
諸
大
名
讒
道
朝
之
事
付
道
朝
北
国
下
向
之
事
君
王
重
色
北
野
詣
人
世
上
雑
談
之
事
天
宝
ノ
年
ノ
末
ニ
泰
階
平
安
ニ
シ
テ
四
海
無
事
也
北
野
詣
人
世
上
雑
談
之
事
一
ヒ
咲
ル
眸
ニ
ハ
北
野
詣
人
世
上
雑
談
之
事
養
レ
テ
深
窓
ニ
有
レ
ハ
人
未
タ
是
ヲ
知
ス
天
ノ
生
ル
麗
キ
質
ナ
レ
ハ
北
野
詣
人
世
上
雑
談
之
事
後
宮
三
千
ノ
顔
色
北
野
詣
人
世
上
雑
談
之
事
別
表
２
畠
山
入
道
謀
叛
之
事
付
楊
国
忠
之
事
即
三
千
第
一
ノ
美
人
尾
張
左
衛
門
佐
遁
世
事
付
異
国
本
朝
道
人
物
語
之
事
然
ラ
ハ
三
千
ノ
宮
女
中
ニ
尾
張
左
衛
門
佐
遁
世
事
付
異
国
本
朝
道
人
物
語
之
事
玉
妃
傍
ニ
媚
テ
玄
宗
世
ヲ
失
ヒ
給
ヒ
シ
モ
新
田
左
兵
衛
佐
義
興
自
害
之
事
窮
民
孤
独
ノ
飢
ヲ
資
ニ
モ
非
ス
当
時
公
家
武
家
分
野
之
事
蘺
々
タ
ル
原
上
ノ
藂
ニ
当
時
公
家
武
家
分
野
之
事
昔
唐
太
宗
戦
ニ
臨
テ
士
ヲ
重
セ
シ
ニ
血
ヲ
含
ミ
疵
ヲ
吸
フ
耳
ニ
非
ス
亡
卒
ノ
遺
骸
ヲ
ハ
帛
ヲ
敷
テ
是
ヲ
収
シ
モ
角
哉
と
覚
テ
哀
也
神
南
合
戦
之
事
神
宮
爰
ニ
騰
ケ
二
歌
詠
ヲ
於
五
雲
ノ
之
間
ニ
一
中
殿
宸
宴
再
興
事
往
昔
の
七
夕
に
は
長
生
殿
に
し
て
二
星
一
夜
の
契
を
お
し
ん
て
六
宮
の
美
人
光
厳
院
禅
定
法
皇
御
年
薮
事
付
同
崩
御
事
華
開
ケ
花
落
ツ
事
二
十
日
一
城
之
人
皆
如
狂
と
牡
丹
妖
艶
の
色
を
風
せ
し
も
諸
大
名
讒
道
朝
事
君
王
重
フ
シ
テ
レ
色
ヲ
北
野
詣
人
世
上
雑
談
事
天
宝
ノ
年
ノ
末
ニ
泰
階
平
安
四
海
無
事
也
北
野
詣
人
世
上
雑
談
事
一
た
ひ
笑
る
眸
に
ハ
北
野
詣
人
世
上
雑
談
事
被
養
て
深
窓
に
あ
れ
ハ
人
未
こ
れ
を
知
す
天
の
生
る
麗
き
皃
な
れ
ハ
北
野
詣
人
世
上
雑
談
事
後
宮
三
千
の
顔
色
北
野
詣
人
世
上
雑
談
事
別
表
２
畠
山
入
道
謀
叛
事
付
楊
国
忠
事
即
三
千
第
一
の
美
人
尾
張
左
衛
門
佐
遁
世
事
付
異
国
本
朝
道
人
物
語
之
事
然
ハ
三
千
宮
女
中
ニ
尾
張
左
衛
門
佐
遁
世
事
付
異
国
本
朝
道
人
物
語
之
事
玉
妃
傍
に
媚
て
玄
宗
世
を
う
し
な
ひ
給
し
も
新
田
左
兵
衛
佐
義
興
自
害
事
窮
民
孤
独
の
飢
を
資
に
も
あ
ら
す
当
時
公
家
武
家
分
野
事
蘺
々
た
る
原
上
の
藂
に
当
時
公
家
武
家
分
野
事
昔
唐
太
宗
の
軍
に
の
そ
ん
て
士
を
お
も
む
せ
し
に
血
を
く
ゝ
み
疵
を
吸
の
ミ
に
非
す
亡
卒
の
遺
骸
を
ハ
帛
を
し
き
て
是
を
収
し
も
角
哉
と
お
ほ
へ
て
哀
な
り
神
南
合
戦
事
神
田
欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 玉
妃
傍
ニ
媚
て
玄
宗
世
ヲ
失
ヒ
給
ひ
し
も
新
田
左
兵
衛
佐
義
興
自
害
之
事
窮
民
孤
独
ノ
飢
ヲ
助
ル
に
も
あ
ら
ス
武
家
人
富
貴
之
事
離
々
た
る
原
上
の
草
飢
人
投
身
之
事
昔
唐
ノ
太
宗
ノ
戦
ヒ
ニ
臨
ン
て
戦
士
ヲ
重
ク
せ
し
ニ
血
ヲ
ふ
く
ミ
疵
ヲ
咀
の
ミ
ニ
あ
ら
ズ
亡
卒
ノ
遺
骸
ヲ
ハ
帛
ヲ
散
し
て
収
め
し
も
神
南
合
戦
事
西
源
院
爰
ニ
騰
ク
ル
二
歌
詠
於
五
雲
之
間
二
一
中
殿
御
会
事
并
将
軍
御
参
内
事
夢
ナ
ル
哉
往
昔
之
七
夕
ニ
ハ
長
生
殿
ニ
シ
テ
二
星
一
夜
ノ
契
ヲ
惜
ン
テ
六
宮
ノ
美
人
光
厳
院
禅
定
法
皇
崩
御
事
花
開
花
落
事
二
十
日
一
城
之
人
皆
如
キ
レ
狂
ツ
ル
カ
諸
大
名
讒
道
朝
事
付
道
誉
大
原
野
花
会
事
并
道
朝
没
落
事
君
王
重
シ
テ
レ
色
ヲ
山
名
作
州
発
向
事
并
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
天
宝
年
ノ
末
泰
階
平
而
四
海
無
事
也
山
名
作
州
発
向
事
并
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
一
度
咲
ル
眸
ニ
ハ
山
名
作
州
発
向
事
并
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
養
レ
テ
有
ハ
二
深
宮
ニ
一
人
未
タ
レ
知
レ
之
ヲ
天
ノ
生
セ
ル
麗
キ
貌
ナ
レ
ハ
山
名
作
州
発
向
事
并
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
後
宮
三
千
之
顔
色
山
名
作
州
発
向
事
并
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
別
表
２
楊
貴
妃
事
則
三
千
第
一
之
后
一
角
仙
人
事
爾
ラ
ハ
三
千
宮
女
之
中
ニ
一
角
仙
人
事
玉
妃
傍
ニ
媚
テ
玄
宗
世
ヲ
失
ヒ
給
ヒ
シ
モ
新
田
左
兵
衛
佐
義
興
自
害
事
付
江
戸
遠
江
守
殿
事
窮
民
孤
独
之
飢
ヲ
資
ク
ル
ニ
モ
非
ス
武
家
人
富
貴
事
蘺
々
タ
ル
原
上
之
草
飢
人
投
身
事
昔
唐
太
宗
戦
ニ
臨
テ
戦
士
ヲ
重
セ
シ
ニ
血
ヲ
含
ミ
疵
ヲ
吸
耳
非
ス
亡
卒
ノ
遺
骸
ヲ
ハ
帛
ヲ
散
シ
テ
収
メ
給
シ
モ
角
ヤ
ト
覚
テ
今
更
其
モ
哀
也
神
南
合
戦
事
南
都
爰
騰
歌
詠
於
五
雲
之
間
中
殿
御
会
再
興
事
往
昔
ノ
七
夕
ニ
ハ
長
生
殿
ニ
シ
テ
二
星
一
夜
ノ
契
ヲ
惜
テ
六
宮
ノ
美
人
光
厳
院
禅
定
法
皇
高
野
御
参
詣
事
付
崩
御
事
花
開
花
落
ル
事
廿
日
一
城
ノ
人
皆
狂
セ
ル
カ
如
シ
ト
牡
丹
妖
艶
ノ
色
ヲ
風
セ
シ
モ
諸
大
名
讒
道
朝
事
君
王
重
シ
テ
レ
色
ヲ
北
野
通
夜
人
々
雑
談
事
天
宝
ノ
年
ノ
末
ニ
泰
階
平
安
ニ
四
海
無
事
ナ
リ
北
野
通
夜
人
々
雑
談
事
一
タ
ヒ
笑
ル
眸
ニ
ハ
北
野
通
夜
人
々
雑
談
事
養
レ
テ
深
閨
ニ
ア
レ
ハ
人
未
レ
知
レ
之
天
ノ
生
セ
ル
麗
キ
皃
ナ
レ
ハ
北
野
通
夜
人
々
雑
談
事
後
宮
三
千
ノ
顔
色
北
野
通
夜
人
々
雑
談
事
別
表
２
畠
山
道
誓
謀
反
事
付
楊
国
忠
事
即
三
千
第
一
ノ
后
尾
張
左
衛
門
佐
遁
世
事
付
異
国
本
朝
道
人
物
語
之
事
然
ハ
三
千
宮
女
中
ニ
尾
張
左
衛
門
佐
遁
世
事
付
異
国
本
朝
道
人
物
語
之
事
玉
妃
傍
ニ
媚
テ
玄
宗
世
ヲ
失
給
シ
モ
新
田
左
兵
衛
佐
義
興
自
害
事
窮
民
孤
独
ノ
飢
ヲ
資
ル
ニ
モ
非
ス
当
時
公
家
武
家
分
野
事
蘺
々
た
る
原
上
の
藂
に
当
時
公
家
武
家
分
野
事
昔
唐
ノ
太
宗
戦
ニ
臨
テ
戦
士
ヲ
重
ク
セ
シ
カ
ハ
血
ヲ
吸
ヒ
疵
ヲ
舐
ノ
ミ
ニ
悲
ス
亡
卒
ノ
遺
骸
ヲ
ハ
帛
ヲ
敷
テ
是
ヲ
収
メ
シ
モ
カ
ク
ヤ
ト
覚
テ
哀
也
神
南
合
戦
事
梵
舜
爰
騰
歌
詠
於
五
雲
之
間
中
殿
御
会
事
往
昔
ノ
七
夕
ニ
ハ
長
生
殿
ニ
シ
テ
二
星
一
夜
ノ
契
ヲ
惜
ン
テ
六
宮
ノ
美
人
法
皇
御
葬
礼
事
花
開
ケ
花
落
ル
事
二
十
日
一
城
ノ
人
皆
如
シ
ト
レ
狂
セ
ル
牡
丹
妖
艶
ノ
色
ヲ
風
セ
シ
モ
諸
大
名
讒
道
朝
事
君
王
重
シ
レ
色
ヲ
楊
貴
妃
事
天
宝
ノ
年
ノ
末
ニ
泰
階
平
安
ニ
シ
テ
四
海
無
事
ナ
リ
楊
貴
妃
事
一
度
ヒ
笑
ル
眸
ニ
ハ
楊
貴
妃
事
被
テ
レ
養
在
レ
ハ
二
深
窓
ニ
一
人
未
タ
是
ヲ
不
レ
知
天
ノ
生
ル
麗
キ
皃
ナ
レ
ハ
楊
貴
妃
事
後
宮
三
千
人
ノ
顔
色
楊
貴
妃
事
別
表
２
楊
国
忠
事
則
三
千
第
一
ノ
后
一
角
仙
人
事
然
ラ
ハ
三
千
ノ
宮
女
ノ
中
ニ
一
角
仙
人
事
玉
妃
傍
ニ
媚
テ
玄
宗
失
ヒ
レ
世
ヲ
給
ヒ
シ
モ
新
田
左
兵
衛
佐
義
興
自
害
事
窮
民
孤
独
ノ
飢
ヲ
資
ル
ニ
モ
非
ス
公
家
武
家
栄
枯
易
地
事
離
々
タ
ル
原
上
ノ
草
飢
人
投
身
事
昔
唐
ノ
太
宗
戦
ニ
臨
テ
戦
士
ヲ
重
ク
セ
シ
ニ
血
ヲ
含
ミ
疵
ヲ
吸
ノ
ミ
ニ
非
ス
亡
卒
ノ
遺
骸
ヲ
ハ
帛
ヲ
散
シ
テ
収
メ
シ
モ
神
内
合
戦
事
今
川
欠 往
昔
ノ
七
夕
ニ
ハ
長
生
殿
ニ
シ
テ
■
星
一
夜
ノ
契
ヲ
借
テ
六
宮
ノ
美
人
光
厳
院
禅
定
法
皇
行
脚
御
事
并
崩
御
事
■
■
花
落
ル
事
二
十
日
一
城
ノ
人
如
レ
狂
■
■
牡
丹
妖
艶
ノ
色
ヲ
風
シ
モ
諸
大
名
讒
道
朝
事
君
王
重
シ
テ
レ
色
ヲ
山
名
発
向
之
事
并
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
之
事
天
宝
ノ
年
ノ
末
泰
階
平
ニ
シ
テ
四
海
無
事
也
山
名
発
向
之
事
并
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
之
事
一
度
笑
ル
眸
ニ
ハ
山
名
発
向
之
事
并
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
之
事
養
ハ
レ
テ
深
宮
ニ
ア
レ
ハ
人
未
タ
レ
知
レ
之
天
性
麗
シ
キ
皃
ナ
レ
ハ
山
名
発
向
之
事
并
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
之
事
後
宮
ノ
三
千
ノ
顔
色
山
名
発
向
之
事
并
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
之
事
別
表
２
楊
国
忠
事
則
三
千
第
一
ノ
后
一
角
仙
人
事
然
ラ
ハ
三
千
ノ
宮
女
中
ニ
一
角
仙
人
事
玉
妃
傍
ニ
媚
テ
玄
宗
世
ヲ
失
イ
給
シ
モ
新
田
左
兵
衛
佐
義
興
自
害
事
窮
民
孤
独
ノ
飢
ヲ
助
ニ
モ
非 武
家
人
富
貴
事
離
々
タ
ル
原
上
ノ
草
飢
人
投
身
事
昔
唐
太
宗
ノ
戦
ニ
臨
テ
戦
士
ヲ
撫
テ
重
セ
シ
ニ
血
ヲ
含
ミ
疵
ヲ
咀
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ス
亡
卒
ノ
遺
骸
ヲ
ハ
帛
ヲ
散
テ
収
シ
モ
角
ヤ
ト
覚
テ
ア
ハ
レ
也
神
南
山
合
戦
事
米
沢
爰
ニ
騰
ケ
二
歌
詠
ヲ
於
五
雲
ノ
之
間
ニ
一
中
殿
御
会
再
興
事
往
昔
ノ
七
夕
ニ
ハ
長
生
殿
ニ
シ
テ
二
星
一
夜
ノ
契
ヲ
惜
テ
六
宮
ノ
美
人
法
皇
吉
野
殿
光
臨
事
花
開
花
落
ル
事
二
十
日
一
城
ノ
人
皆
如
レ
狂
ト
牡
丹
妖
艶
ノ
色
ヲ
風
セ
シ
モ
諸
大
名
讒
道
朝
事
并
道
誉
大
原
野
遊
事
道
朝
北
国
下
向
事
君
王
重
シ
テ
レ
色
山
名
発
向
之
事
并
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
之
事
天
宝
年
末
泰
海
平
四
海
无
事
也
山
名
発
向
之
事
并
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
之
事
一
度
咲
メ
ル
眸
ニ
ハ
山
名
発
向
之
事
并
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
之
事
養
レ
テ
深
宮
ニ
ア
レ
ハ
人
未
是
ヲ
知
ス
天
ノ
生
セ
ル
麗
シ
キ
皃
ナ
レ
ハ
山
名
発
向
之
事
并
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
之
事
後
宮
三
千
之
ノ
顔
色
山
名
発
向
之
事
并
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
之
事
別
表
２
楊
貴
妃
事
則
三
千
第
一
ノ
后
一
角
仙
人
事
シ
カ
ラ
ハ
三
千
之
宮
女
ノ
中
ニ
一
角
仙
人
事
玉
妃
傍
ニ
媚
テ
玄
宗
世
ヲ
失
ヒ
給
シ
モ
新
田
左
兵
衛
佐
義
興
自
害
事
窮
民
孤
独
ノ
飢
ヲ
助
ニ
モ
非
ス
武
家
人
富
貴
事
蘺
々
タ
ル
原
上
ノ
草
飢
人
投
身
事
昔
唐
ノ
太
宗
ノ
戦
ニ
臨
テ
戦
士
ヲ
重
セ
シ
ニ
血
ヲ
含
疵
ヲ
咀
ノ
ミ
ニ
非
ス
亡
卒
ノ
遺
骸
ヲ
ハ
帛
ヲ
散
テ
収
メ
シ
モ
角
ヤ
ト
覚
テ
ア
ハ
レ
也
神
南
合
戦
事
毛
利
爰
騰
歌
詠
於
五
雲
之
雲
中
殿
御
会
再
興
事
往
昔
ノ
七
夕
ニ
ハ
長
生
殿
ニ
シ
テ
二
星
一
夜
ノ
契
ヲ
借
テ
六
宮
ノ
美
人
光
厳
院
禅
定
法
皇
御
行
脚
并
崩
御
事
花
開
花
落
事
二
十
日
一
城
ノ
人
皆
狂
セ
ル
カ
如
シ
牡
丹
妖
艶
ノ
色
ヲ
吹
セ
シ
モ
諸
大
名
讒
道
朝
禅
門
事
君
王
重
色
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
天
宝
年
末
泰
海
平
四
海
無
事
也
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
一
タ
ヒ
笑
ル
眸
ニ
ハ
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
深
窓
ニ
養
レ
テ
人
未
是
ヲ
知
ス
天
ノ
生
セ
ル
麗
シ
キ
皃
ナ
レ
ハ
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
後
宮
三
千
ノ
顔
色
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
別
表
２
楊
国
忠
事
則
三
千
第
一
后
一
角
仙
人
事
然
ハ
三
千
宮
女
中
ニ
一
角
仙
人
事
貴
妃
傍
ニ
媚
テ
玄
宗
世
ヲ
失
給
シ
モ
新
田
左
兵
衛
佐
義
興
自
害
事
窮
民
孤
独
ノ
飢
ヲ
助
ル
ニ
モ
非
ス
武
家
人
富
貴
事
離
々
タ
ル
原
上
ノ
草
飢
人
投
身
事
昔
唐
ノ
太
宗
戦
ニ
臨
テ
士
卒
ヲ
重
ク
セ
シ
カ
ハ
疵
ヲ
吸
血
ヲ
含
ノ
ミ
ニ
非
ス
亡
卒
ノ
遺
骸
ヲ
ハ
帛
ヲ
散
シ
テ
収
メ
シ
モ
角
ヤ
ト
覚
テ
哀
也
神
南
合
戦
事
天
正
爰
ニ
騰
ケ
二
哥
詠
ヲ
五
雲
ノ
間
ニ
一
中
殿
御
会
再
興
事
往
昔
七
夕
ニ
ハ
長
生
殿
ニ
シ
テ
二
星
一
夜
ノ
契
ヲ
惜
テ
六
宮
ノ
美
人
光
厳
院
禅
定
法
皇
高
野
御
参
詣
事
付
崩
御
事
花
開
花
落
二
十
日
一
城
ノ
人
皆
如
シ
レ
狂
ト
牡
丹
妖
艶
ノ
色
ヲ
風
セ
シ
モ
大
夫
入
道
道
朝
依
讒
言
没
落
事
君
モ
重
シ
テ
レ
色
ヲ
玄
宗
奪
寧
王
夫
人
事
天
宝
ノ
年
ノ
末
ニ
泰
階
平
ニ
シ
テ
四
海
無
事
也
玄
宗
奪
寧
王
夫
人
事
一
タ
ヒ
笑
ル
眸
ニ
ハ
玄
宗
奪
寧
王
夫
人
事
養
ハ
レ
テ
深
窓
ニ
ア
レ
ハ
人
未
タ
是
ヲ
知
ス
天
ノ
生
シ
麗
キ
皃
ナ
レ
ハ
玄
宗
奪
寧
王
夫
人
事
後
宮
ノ
三
千
ノ
顔
色
玄
宗
奪
寧
王
夫
人
事
別
表
２
楊
貴
妃
事
付
楊
国
忠
事
則
三
千
第
一
ノ
后
一
角
仙
人
事
然
ラ
ハ
三
千
ノ
宮
女
中
ニ
一
角
仙
人
事
玉
妃
傍
ラ
ニ
媚
テ
玄
宗
世
ヲ
失
イ
玉
シ
モ
新
田
義
興
自
害
事
窮
民
餓
莩
ノ
資
ニ
モ
非
ス
武
家
富
貴
事
離
々
タ
ル
原
上
ノ
草
飢
人
投
身
事
昔
唐
ノ
太
宗
臨
レ
戦
テ
戦
士
ヲ
重
ン
セ
シ
ニ
血
ヲ
含
ミ
疵
ヲ
ネ
ム
ル
ノ
ミ
ニ
非
ス
亡
卒
ノ
遺
骸
ヲ
ハ
帛
ヲ
散
シ
テ
収
メ
玉
ケ
ン
モ
カ
ク
ヤ
ト
覚
テ
哀
也
神
南
山
合
戦
事
教
運
欠 昔
ノ
七
夕
ニ
ハ
長
生
殿
ニ
シ
テ
二
星
一
夜
ノ
契
ヲ
借
テ
六
宮
ノ
美
人
光
厳
院
ノ
法
皇
於
二
山
国
ニ
一
崩
御
ノ
事
花
開
ケ
花
落
ツ
二
十
日
一
城
ノ
人
皆
如
レ
狂
セ
ル
カ
牡
丹
妖
艶
ノ
色
ヲ
吹
セ
シ
モ
諸
大
名
讒
道
朝
事
君
王
重
テ（「
色」
脱
カ
？）
政
道
雑
談
ノ
事
天
宝
ノ
年
ノ
末
ニ
泰
階
平
ニ
シ
テ
四
海
無
事
也
政
道
雑
談
ノ
事
一
タ
ヒ
笑
メ
ル
眸
ニ
ハ
政
道
雑
談
ノ
事
養
ハ
レ
テ
深
窓
ニ
ア
レ
ハ
人
未
タ
是
ヲ
知
ラ
ス
天
ノ
生
ル
麗
キ
質
ナ
レ
ハ
政
道
雑
談
ノ
事
後
宮
三
千
ノ
顔
色
政
道
雑
談
ノ
事
別
表
２
楊
貴
妃
事
付
楊
国
忠
事
即
三
千
第
一
ノ
后
一
角
仙
人
ノ
事
然
ラ
ハ
三
千
ノ
宮
女
中
ニ
一
角
仙
人
ノ
事
玉
妃
傍
ニ
媚
テ
玄
宗
失
ヒ
レ
世
ヲ
給
ヒ
シ
モ
新
田
ノ
義
興
自
害
ノ
事
窮
民
孤
独
ノ
飢
ヲ
資
ル
ニ
モ
非
ス
武
家
富
貴
ノ
事
離
々
タ
ル
原
上
ノ
草
飢
人
投
ル
レ
身
ヲ
事
昔
唐
ノ
太
宗
臨
レ
戦
戦
士
ヲ
重
ク
セ
シ
ニ
血
ヲ
含
疵
ヲ
舐
ノ
ミ
ニ
非
ス
亡
卒
ノ
遺
骸
ヲ
ハ
帛
ヲ
散
シ
テ
収
メ
玉
ヒ
ケ
ン
モ
角
ヤ
ト
覚
テ
哀
ナ
リ
神
南
山
合
戦
ノ
事
版
本
爰
ニ
騰
ゲ
二
レ
歌
詠
ヲ
於
五
雲
ノ
之
間
ニ
一
中
殿
御
会
ノ
事
夢
ナ
ル
哉
往
昔
ノ
七
夕
ニ
ハ
長
生
殿
ニ
シ
テ
二
星
一
夜
ノ
契
ヲ
惜
テ
六
宮
ノ
美
人
法
皇
御
葬
礼
ノ
事
華
開
キ
花
落
ル
事
二
十
日
一
城
の
人
皆
狂
ゼ
ル
ガ
如
シ
ト
牡
丹
妖
艶
ノ
色
ヲ
風
セ
シ
モ
諸
大
名
讒
道
朝
事
君
王
重
シ
テ
レ
色
ヲ
北
野
通
夜
物
語
ノ
事
付
青
砥
左
衛
門
カ
事
天
宝
ノ
末
年
泰
階
平
安
ニ
シ
テ
而
四
海
無
事
ナ
リ
北
野
通
夜
物
語
ノ
事
付
青
砥
左
衛
門
カ
事
一
度
ヒ
笑
メ
ル
眸
ニ
ハ
北
野
通
夜
物
語
ノ
事
付
青
砥
左
衛
門
カ
事
養
レ
テ
在
リ
二
深
窓
ニ
一
人
未
タ
レ
知
レ
之
ヲ
天
ノ
生
セ
ル
麗
質
ナ
レ
ハ
北
野
通
夜
物
語
ノ
事
付
青
砥
左
衛
門
カ
事
後
宮
三
千
人
ノ
顔
色
北
野
通
夜
物
語
ノ
事
付
青
砥
左
衛
門
カ
事
別
表
２
畠
山
入
道
道
誓
謀
叛
ノ
事
付
楊
国
忠
ガ
事
則
チ
三
千
第
一
ノ
后
身
子
声
聞
一
角
仙
人
志
賀
寺
上
人
ノ
事
然
ラ
ハ
三
千
ノ
宮
女
中
ニ
身
子
声
聞
一
角
仙
人
志
賀
寺
上
人
ノ
事
玉
妃
傍
ニ
媚
テ
玄
宗
失
レ
世
給
シ
モ
新
田
左
兵
衛
佐
義
興
自
害
ノ
事
窮
民
孤
独
ノ
飢
ヲ
資
ル
ニ
モ
非
ズ
公
家
武
家
栄
枯
易
ヘ
ル
レ
地
ヲ
事
離
々
タ
ル
原
上
ノ
草
飢
人
投
ル
レ
身
ヲ
事
昔
唐
ノ
太
宗
戦
ニ
臨
テ
戦
士
ヲ
重
ク
セ
シ
ニ
血
ヲ
含
ミ
疵
ヲ
吸
ノ
ミ
ニ
非
ズ
亡
卒
ノ
遺
骸
ヲ
ハ
帛
ヲ
散
シ
テ
収
シ
モ
角
ヤ
ト
覚
テ
哀
ナ
リ
神
南
合
戦
ノ
事
134 133 132 131 130 129 128 127 126 125 124 123 122 121 120
用例番号 用例番号
太平記
（玄玖本）
巻数
巻27
太平記
（玄玖本）
巻数
出典 海漫漫 出典
白氏
（那波本）
巻数
3／0128
白氏
（那波本）
巻数
天
ニ
ア
ラ
ハ
願
ハ
比
翼
ノ
鳥
ト
成
リ
地
ニ
ア
ラ
ハ
願
ハ
連
理
ノ
枝
ト
成
シ
ト
誓
キ
桓
平
カ
偽
ヲ
負
テ
※
是
ハ
常
ニ
世
ニ
有
ル
物
ナ
リ
何
ソ
是
ヲ
以
テ
験
ト
為
ル
ニ
足
ン
ヤ
玉
顔
寂
寞
ト
シ
テ
涙
闌
干
タ
リ
梨
花
一
枝
雨
ヲ
帯
タ
ル
カ
如
シ
宛
雲
頭
艶
々
ト
シ
テ
雲
ノ
鬢
刷
ハ
ス
シ
テ
聖
闕
ノ
玉
ノ
廂
ニ
跪
ク
于
時
玉
妃
夢
覚
テ
静
ニ
枕
ヲ
押
テ
起
給
フ
是
ハ
漢
家
ノ
天
子
ノ
御
使
方
士
ト
申
者
ニ
テ
候
カ
上
ハ
碧
落
ヲ
極
メ
下
ハ
黄
泉
ニ
至
マ
テ
臨
邛
ノ
方
士
夕
殿
ニ
蛍
飛
テ
思
悄
然
タ
リ
秋
灯
挑
尽
テ
眠
コ
ト
不
能
ス
鴛
鴦
ノ
瓦
冷
シ
テ
霜
花
重
シ
旧
衾
旧
枕
与
レ
誰
ニ
カ
為
ン
行
宮
ニ
月
ヲ
見
テ
ハ
心
傷
ム
ル
色
夜
雨
ニ
猿
ヲ
聞
テ
腸
ヲ
断
ツ
声
西
宮
ノ
南
内
ニ
穐
草
多
シ
落
葉
階
ニ
満
テ
紅
ニ
シ
テ
掃
ハ
ス
楼
台
池
苑
皆
旧
ニ
依
リ
太
掖
ノ
芙
蓉
未
央
ノ
柳
君
王
是
ニ
対
テ
争
テ
涙
無
ラ
ン
未
央
ハ
如
レ
面
ノ
柳
ハ
似
眉
タ
リ
蜀
江
水
緑
ニ
シ
テ
蜀
山
梢
ヘ
青
シ
聖
主
朝
々
暮
々
ノ
御
心
玄
玖
本
（
底
本）
 
甲
一
五
五
四
年
写
？
別
表
２
（
長
恨
歌
・
伝）
蒼
海
漫
々
ト
シ
テ
辺
モ
ナ
シ
雲
ノ
浪
烟
ノ
波
最
深
ク
風
浩
々
ト
シ
テ
閑
ナ
ラ
ス
月
華
星
彩
蒼
茫
タ
リ
蓬
莱
ハ
今
モ
古
ヘ
モ
只
名
ノ
ミ
聞
テ
見
事
ナ
ケ
レ
ハ
天
水
茫
々
ト
シ
テ
求
ニ
所
ナ
シ
蓬
莱
ヲ
見
ズ
ハ
否
ヤ
帰
ラ
シ
ト
イ
ヒ
シ
童
男
丫
女
ハ
イ
タ
ツ
ラ
ニ
舟
ノ
中
ニ
ヤ
老
ヌ
ラ
ン
始
皇
求
蓬
莱
之
事
付
趙
高
之
事
玄
玖
本
（
底
本）
 
甲
一
五
五
四
年
写
？
別
表
１（
海
漫
漫）
天
に
あ
ら
は
願
は
比
翼
の
鳥
と
な
り
地
に
あ
ら
は
願
は
連
理
の
枝
と
な
ら
ん
と
誓
き
桓
平
か
偽
を
負
て
※
是
は
尋
常
世
に
あ
る
物
な
り
何
そ
是
を
以
て
験
と
す
る
足
や
玉
顔
寂
寞
と
し
て
涙
闌
干
た
り
梨
花
一
枝
雨
を
帯
た
る
か
如
し
宛
も
雲
頭
艶
々
と
し
て
雲
の
鬢
不
レ
刷
は
し
て
金
闕
の
玉
廂
に
跪
く
于
時
玉
妃
夢
覚
て
静
に
枕
を
押
て
起
給
ふ
是
は
漢
家
の
天
子
の
御
使
方
士
と
申
物
に
て
候
か
上
は
碧
落
を
極
め
下
は
黄
泉
に
至
ま
て
臨
卭
ノ
方
士
夕
殿
に
蛍
飛
て
思
ひ
悄
然
た
り
孤
灯
挑
尽
て
眠
こ
と
能
は
す
鴛
鴦
の
瓦
す
さ
ま
し
う
し
て
霜
花
重
し
旧
の
衾
旧
の
枕
与
レ
誰
に
か
せ
ん
行
宮
に
月
を
見
れ
は
心
を
い
た
ま
し
む
る
色
夜
雨
に
猿
を
聞
け
は
腸
を
た
つ
声
西
宮
の
南
内
に
秋
草
多
し
落
葉
階
に
み
ち
て
紅
掃
は
す
楼
台
池
苑
皆
旧
に
よ
れ
り
太
掖
の
芙
蓉
未
央
柳
君
王
此
に
む
か
つ
て
い
か
で
か
涙
な
か
ら
ん
芙
蓉
は
面
の
ご
と
く
柳
は
眉
に
似
た
り
蜀
江
水
緑
ニ
シ
テ
蜀
山
梢
青
シ
聖
主
朝
々
暮
々
ノ
御
心
神
宮
徴
古
館
本
　
甲
一
五
六
〇
年
写
海
漫
々
と
し
て
辺
も
な
し
雲
波
煙
浪
最
深
く
風
浩
々
と
し
て
閑
な
ら
す
月
ノ
花
星
ノ
彩
蒼
茫
た
り
蓬
莱
ハ
今
も
古
も
唯
名
を
の
ミ
聞
け
る
事
な
れ
ハ
天
水
茫
々
と
し
て
求
に
更
に
所
な
し
蓬
莱
を
見
す
ハ
否
や
不
帰
と
い
ひ
し
童
男
丫
女
ハ
徒
に
船
中
に
や
老
ぬ
ら
ん
妙
吉
侍
者
事
付
秦
始
皇
帝
事
神
宮
徴
古
館
本
　
甲
一
五
六
〇
年
写
神
田
孝
平
蔵
本
　
甲
室
町
中
期
写
海
漫
々
ト
而
辺
も
な
し
雲
の
浪
烟
ノ
波
最
深
く
風
浩
々
ト
而
閑
な
ら
ス
月
花
星
彩
茫
た
り
蓬
莱
ハ
今
も
古
へ
も
唯
名
ヲ
の
ミ
聞
け
る
な
れ
ハ
天
水
茫
々
ト
シ
テ
求
ル
ニ
所
な
し
蓬
莱
ヲ
見
ス
ハ
い
な
や
か
へ
ら
し
ト
云
し
童
男
艸
女
ハ
徒
ラ
ニ
船
ノ
中
ニ
ヤ
老
ヌ
ラ
ン
徐
福
文
成
偽
之
事
神
田
孝
平
蔵
本
　
甲
室
町
中
期
写
在
ラ
ム
天
ニ
願
ハ
作
比
翼
之
鳥
ト
在
ニ
ハ
地
ニ
願
ハ
為
ラ
ン
連
理
之
枝
ト
誓
新
桓
平
カ
偽
ヲ
負
テ
※
是
ハ
尋
常
世
ニ
有
物
也
何
ソ
是
ヲ
以
テ
規
シ
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
ヤ
玉
容
寂
寞
ト
シ
テ
涙
闌
干
タ
リ
梨
花
一
枝
春
ノ
帯
タ
ル
雨
ヲ
カ
如
シ
雲
ノ
鬢
艶
々
ト
シ
テ
雲
ノ
鬢
理
ハ
ス
シ
テ
金
闕
ノ
西
ノ
廂
ニ
跪
ク
時
ニ
玉
妃
九
華
帳
之
裏
ニ
夢
魂
驚
テ
攬
レ
衣
ヲ
枕
ヲ
推
テ
起
テ
徘
徊
ス
珠
箔
銀
屏
邐
迤
ト
シ
テ
開
ク
雲
ノ
鬢
半
偏
シ
テ
新
ニ
睡
覚
ム
是
ハ
漢
家
之
天
子
之
御
使
方
士
ト
申
物
ニ
テ
候
カ
上
ハ
窮
メ
碧
落
下
ハ
黄
泉
之
底
侭
臨
卭
ノ
方
士
夕
殿
ニ
蛍
飛
テ
思
悄
然
タ
リ
孤
灯
挑
尽
未
成
眠
鴛
鴦
ノ
瓦
冷
シ
テ
霜
華
重
シ
翡
翠
衾
寒
誰
与
共
行
宮
ニ
見
ハ
月
ヲ
心
傷
ム
ル
色
夜
雨
聞
鈴
腸
断
声
春
風
桃
李
花
之
開
ル
夜
秋
雨
梧
桐
葉
落
時
西
宮
南
苑
多
秋
草
宮
葉
満
階
紅
不
掃
楼
台
池
苑
皆
依
旧
太
液
ノ
芙
蓉
未
央
柳
君
王
対
此
争
テ
無
涙
芙
蓉
ハ
如
レ
面
柳
ハ
似
眉
タ
リ
蜀
江
水
碧
リ
ニ
シ
テ
蜀
山
青
シ
聖
主
朝
々
暮
々
ノ
情
西
源
院
本
 
甲
一
五
二
一～
五
四
頃
写
？
海
漫
々
ト
シ
テ
辺
モ
ナ
シ
雲
之
浪
烟
ノ
波
イ
ト
深
ク
風
浩
々
ト
シ
テ
閑
ナ
ラ
ス
月
華
星
彩
蒼
茫
タ
リ
蓬
莱
今
モ
古
ヘ
モ
只
名
ノ
ミ
聞
ケ
ル
事
ナ
レ
ハ
天
水
茫
々
ト
シ
テ
求
ル
ニ
所
ナ
シ
蓬
莱
ヲ
ミ
ス
ハ
否
ヤ
帰
ラ
シ
ト
云
シ
童
男
丱
女
ハ
イ
タ
ツ
ラ
ニ
船
ノ
中
ニ
ヤ
老
ヌ
ラ
ン
始
皇
求
蓬
莱
事
付
趙
高
事
西
源
院
本
 
甲
一
五
二
一～
五
四
頃
写
？
天
ニ
ア
ラ
ハ
願
ハ
比
翼
ノ
鳥
ト
成
ラ
ン
地
ニ
ア
ラ
ハ
願
ハ
連
理
ノ
枝
ト
成
ラ
ン
ト
誓
キ
新
桓
平
カ
偽
ヲ
負
テ
※
是
ハ
尋
常
世
ニ
有
物
也
何
ソ
是
ヲ
以
験
ト
ス
ル
ニ
足
ン
ヤ
玉
顔
寂
寞
ト
シ
テ
泪
闌
干
タ
リ
只
梨
花
一
枝
帯
タ
ル
カ
雨
如
シ
雲
頭
艶
々
ト
シ
テ
雲
ノ
鬢
カ
イ
ツ
ク
ロ
ハ
ス
シ
テ
金
闕
ノ
玉
廂
ニ
跪
ク
時
ニ
玉
妃
夢
覚
テ
静
ニ
枕
ヲ
推
ヤ
リ
起
玉
フ
是
ハ
漢
家
ノ
天
子
ノ
御
使
方
士
ト
申
者
ニ
テ
候
カ
上
ハ
碧
落
ヲ
極
メ
下
ハ
黄
泉
ノ
底
マ
テ
臨
邛
ノ
方
士
夕
殿
ニ
蛍
飛
テ
思
イ
悄
然
タ
リ
秋
灯
挑
尽
シ
テ
未
タ
能
眠
鴛
鴦
瓦
冷
シ
テ
霜
花
重
ク
旧
衾
旧
枕
誰
与
共
ニ
セ
ン
行
宮
ニ
見
テ
月
ヲ
傷
ム
ル
心
ヲ
色
夜
ノ
雨
ニ
聞
ケ
ハ
猿
ヲ
断
ツ
腸
声
西
宮
南
内
多
秋
草
落
葉
満
テ
堦
紅
不
掃
楼
台
池
苑
皆
依
旧
太
掖
ノ
芙
蓉
未
央
ノ
柳
君
王
対
シ
テ
レ
此
争
カ
不
涙
垂
レ
芙
蓉
ハ
如
レ
面
柳
ハ
如
シ
レ
眉
蜀
江
水
碧
ニ
シ
テ
蜀
山
青
シ
聖
主
朝
々
暮
々
ノ
御
心
南
都
本
　
甲
書
写
年
代
不
明
海
漫
々
ト
シ
テ
辺
リ
モ
無
キ
■
ヲ
ソ
求
ケ
ル
雲
ノ
浪
烟
ノ
波
イ
ト
フ
カ
ク
風
浩
々
ト
シ
テ
閑
ナ
ラ
ス
月
華
星
彩
蒼
茫
タ
リ
蓬
莱
ハ
今
モ
古
モ
名
ヲ
ノ
ミ
聞
ケ
ル
事
ナ
レ
ハ
天
水
茫
々
ト
シ
テ
求
ル
ニ
所
ナ
シ
蓬
莱
ヲ
ミ
ス
ハ
イ
ナ
ヤ
帰
ラ
シ
ト
云
シ
童
男
丱
女
モ
イ
タ
ツ
ラ
ニ
舟
ノ
中
ニ
ヤ
老
ヌ
ラ
ン
妙
吉
侍
者
事
付
秦
始
皇
帝
事
南
都
本
　
甲
書
写
年
代
不
明
天
ニ
ア
ラ
ハ
願
ハ
比
翼
ノ
鳥
ト
成
ラ
ン
地
ニ
ア
ラ
ハ
願
ハ
連
理
ノ
枝
ト
成
ラ
ン
ト
誓
キ
新
桓
平
カ
偽
ヲ
負
テ
※
是
ハ
世
ノ
常
ニ
有
物
ナ
リ
何
ソ
是
ヲ
以
テ
験
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
ヤ
玉
顔
寂
寞
ト
シ
テ
涙
闌
干
タ
リ
梨
花
一
枝
ノ
春
帯
雨
如
シ
雲
頭
艶
々
ト
シ
テ
雲
鬢
理
ロ
ハ
ス
シ
テ
金
闕
ノ
玉
ノ
廂
ニ
跪
ツ
ク
時
ニ
玉
妃
夢
覚
テ
枕
ヲ
推
ノ
ケ
起
キ
玉
フ
是
ハ
漢
家
之
天
子
之
御
使
方
士
ト
申
物
ニ
テ
候
カ
上
ハ
碧
落
ヲ
極
メ
下
ハ
黄
泉
ノ
底
マ
テ
臨
卭
ノ
方
士
夕
殿
ニ
蛍
飛
テ
思
悄
然
タ
リ
孤
灯
挑
尽
テ
不
レ
能
レ
眠
鴛
鴦
ノ
瓦
冷
シ
テ
霜
花
重
シ
旧
衾
旧
枕
与
ニ
誰
ト
為
行
宮
見
レ
月
ヲ
傷
レ
心
色
夜
雨
聴
猿
断
腸
声
西
宮
ノ
南
内
ニ
多
シ
二
秋
草
一
ノ
落
葉
満
階
紅
不
掃
楼
台
池
苑
皆
依
旧
太
掖
芙
蓉
未
央
柳
君
王
対
テ
此
争
カ
無
涙
垂
芙
蓉
ハ
如
レ
面
柳
ハ
如
レ
眉
シ
テ
蜀
江
水
緑
ニ
シ
テ
蜀
山
青
シ
聖
主
朝
々
暮
々
ノ
御
心
梵
舜
本
 
乙
一
五
八
六
年
写
海
漫
々
ト
シ
テ
辺
ナ
シ
雲
ノ
浪
烟
ノ
波
最
深
ク
風
結
々
ト
シ
テ
不
レ
閑
月
華
星
彩
蒼
茫
タ
リ
蓬
莱
ハ
今
モ
古
ヘ
モ
只
名
ヲ
ノ
ミ
聞
ケ
ル
事
ナ
レ
ハ
天
水
茫
々
ト
シ
テ
求
ル
ニ
所
ナ
シ
蓬
莱
ヲ
不
ハ
レ
見
否
ヤ
帰
ラ
シ
ト
云
シ
童
男
臥
女
ハ
徒
ニ
舟
ノ
中
ニ
ヤ
老
ヌ
ラ
ン
妙
吉
侍
者
事 梵
舜
本
 
乙
一
五
八
六
年
写
天
ニ
ア
ラ
ハ
願
ハ
比
翼
ノ
鳥
ト
成
ン
地
ニ
ア
ラ
ハ
願
ハ
連
理
ノ
枝
ト
成
ン
ト
誓
キ
新
坦
平
カ
偽
ヲ
負
テ
※
是
ハ
世
常
ニ
有
物
也
何
ソ
是
ヲ
以
テ
験
ト
ス
ル
ニ
足
ン
ヤ
玉
顔
寂
寞
ト
シ
テ
涙
欄
干
タ
リ
只
梨
花
一
枝
ノ
春
雨
ヲ
帯
タ
ル
カ
如
シ
雲
頭
艶
々
ト
シ
テ
雲
ノ
鬢
理
ス
金
闕
ノ
玉
ノ
廂
ニ
跪
ツ
ク
時
ニ
玉
妃
夢
サ
メ
テ
枕
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